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特集. 建築とブレストレストコンクリート構造



昨今の材料の暴騰、人手不足は深刻です。特に建築面においては節材節労が重

要な課題となり、それに適合する構造部材が要求きれてきました。住友の軽量

H 形鋼、リ ップ付軽量 H 形鋼、及び軽量 H 形鋼を素材としたスミフレーム H は、

こうした状況に対処すべ〈生まれた画期的な製品。現在、全国で販売され軽量

のため、他の形鋼に 比べコストが安〈、しかも加工性、施工性抜群。工期が大

幅に短縮できるといった数々のメリットが絶賛をあび、各地の倉庫、工場、畜

ゐ 、体育館、事務所、モータープールに数多く利用されつつあります。なお、

大型構造物用プレハブ骨組としては先に開発したスミフレーム V が大活躍。好

評を↑ 専しておりますので、併せてご利用ください。

軽量H 形鋼の特長

1  . 大形サイズの生産可能

最大サイズ (450X  250)。軽量 H 形鋼としては今までにない大形肉厚サイズ

(l 2"lん)

2. 材料から製品まで垂直的一貫生産でコストダウンを実現。 品質も最高。

3. 走行切断機によるプレスカ ッ トのため、切断面が美しい。

4. オンラインによるエアスプレー式塗装のため美麗 ・強固でかつ均ー な塗膜

厚が得られる 。

5 . 軽量のため他の部材に比べて総鋼重が少くてすみ経済的。

6. 標準設計が完備 ( スミフレーム H )

。 惨 住 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社
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江 坂 東 洋 ビ ル

設計施工 竹中工務庖

所 在 地 大 阪 府 吹 田 市 豊 津 町 9 番 地 1 - 3

敷地面積 3，929 .52m'  

建築面積 1，541. 56 m'  

延床面積 33，510. 63 m'  

構造規模 S RC&S .  8 2、20F、P l

工 期 1973. 3- 1975. 2

電 気/ 大阪電気暖房 栗 原 工 業

大栄 電 気 近 畿 電 気工 事

衛 生/ 大阪電気暖房 須賀工 業

空 調/ 大阪電気暖房 高砂熱学工業

中央監視盤・防災監視盤・動力制御盤森井電業





江 坂 東 洋 ビ ル

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

射性i彩 -*山 il1f彦

北大ｼ坂 ｉ ， ｜ｉ ｊ 者 ＱＱ 心として、秋ｊｩにあるｉｬ ｦ ｊ 発が Ａｾｈ 干されてい

る江坂地区に、江坂駅を ｉ ｾ ｉ Ｇ 心として、先に完成した

大同生命本社ビ l レと1' 11対する位置に計画j されたこ の

ピルは、純粋な n ピルとして、企} J - ，f ( I(J な大宅1111、高度

で均質な執務環境を ｦ￬ｩｬ り ｈｾ すことを芯同したのは、

ている 。 このビ l レの入屑者、 利用者はもとより、 一

般歩行名、朝夕の i盈!f}J 才; が、この泌を iill り、或いは

駅のプラットホームから、また 11ど合、から、 Iff: t々の緑

や、* のきらめきを眺め 、凹季の移り変りを感じ、

少して- 1， 心のゆとりを生み出してくれるとすれば、

Ｉ，ｾ本的な袈 ＨＧＱ ーとして当然のことであ るが、また ｼ 司時 我却 の 大きな+点びである 。

に、 このロケ一シヨンにおける往築千行i ぷゐbが、 i良ミH好子な 耐骨耐Ｍｴ引わ似 ｉＩｾ レ，性 ｼ

行抑11 ，山h打if.段;誌i将抗l の J庁形f形3日成k に、 k加州11川{何可に;汚仔 I与止μl山1: 米るカか、と いうこと る表4机}礼i を芯立: 図したこのビルと、! 問羽岡のオ一フプ. ンスペ

も大きな 5訪謀比県l鑑組j であつ fた」。 ースの 打IJI I : は、江坂駅周辺地区の秋lチある 11日発を 13:

約4000m' の倣地に、 ill ぺ い中40%以下に jf[ J えて、オ 閃して 11欠111市がとられた各純の惜世に対応する、オ

ープンスペースを生み ｮｾ し、北 Ｑ ＱＡＱ Ｑ に ｉ ｾ ｉ 動車によるア ー ナーと我 q のー 解答であり、南11欠凹 市街化計画が、

ブローチのゐの通路を、昨Il l!1lに紋あふれる嵯1;11 を汁 良好な Mdi 環境の実現とし寸、真の意味での成功へ

回した。 この厄は束尚に iill り抜けが可能でーあり、江 とjJf) J k するための 、- D1J とならんことを望んでやま

j反駅 とは 、ペデストリアンデッキによって l立結され な L 、。 ( 大坪秀男 )





近 畿 大 学 医 学 部 付 属 病 院

施 工 松 村 組

設計監理 . 近畿大学管理財務部営繕諜

宮家建築事務所 安井建築設計事務所

所 在 地 . 大阪府南河内郡狭 山町西山

建 築面積 6，883m'

延 面 積 ・40，323m'

精進規模 : S R C 一部 R C 81、l l F、P2

病 床 ・807床

工 期 : 1973 .6- 1975 .3  



レンコL 新 京 都 工 場

設 計 施 工 鹿 島 建 設



『圃-

胃，

-・・・・・・園田・園田・・

所 在 地 京 都 府 長 岡 京 市 勝竜寺西落辺2

建築面積: 27，033 m'  27，027 m'  

延 面 積 : 51 ，706m'  

構造規模 : 5  1  F 、事務所棟 R C  2  F  

工 期 1974. 2- 1975. 9



丸 亀 市 総 合 会 館

施 工 銭 高 組
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設 計: 安井建築設計事務所

所 在 地 . 香川県丸亀市大手町

建築面積: 1  ，729. 23m'  

延 函 積 : 6，559. 219m'  

構造規模 : R C  B  1、5 F 、P 2

工 期 1973. 8- 1974. 11
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N K緑ケ丘コータス

設計施工 大成建設



. 勾

所 在 地 . 豊中市大字野畑847

建築面積 : 1，282 .825 m'

延 面 積 : 7，849 .445 m'  

構造規模 目R C 6  F  

工 期 ・1974.5- 1975.5



山 一 ビ ル

設 計 施 工 間 組

F 、

所 在 地 . 京都市下京区中堂寺南町65

建築面 積 ・ 881 m'  

延 面 積 : 8，806 m
'  

構造規模 : S R C  B  1 、 1 0 F 、P H 2

工 期 ・1973. 11 - 1975 .3



姫路市民フ二一ル

施 工 間 組

設 計・吉田建築事務所

所在地姫路市西延末字山西( 交通公園跡地)

建築面積. 一期 1，438.6m'、二期 608 .9m'  

延 面 積 ・一期 1，599 m' 、二期 1，137 m'  

工 期. 一期 1973 .11 - 1974.5

二期 1974.5- 1975 .5 



大 阪 大 学 人 間 科 学 部

施 工 j菱沼組

設 計: 大阪大学施設部小笠原浜田建築事務所

所 在 地 ' 吹田市大字山田上

建築面積: 1，481 .82m'  

延 面 積 7，999. 31m主

構造規模・本館 R C  5  F 、P 1  }j IJ 館 l F  

工 期 : 1974.1- 1975.2  



吹 田 市 立 山 田 第3 小さ斜交

施 工 西 松 建 設

事 .

設 計 : 小河建築設計事務所

所 在 地 : 吹田市山田西 1丁目

建築面積 : 1，959.  525m'  

延 面 積 : 6，567 .831 m'  

梅造規模 : R C  4  F  

工 期 : 1974.3- 1975. 3 



大 阪 府 勤 労 者 憩 い の 家

ひ ら お か 山 荘

施 工 井 上 組

設 計・大阪府建築部彦谷建築設計事務所

所 在 地 . 東 大 阪 市 豊 浦 町 11 - 27

建築面積: 2，940 .99 m'  

延 函 積 : 4，018m'  

栴造規模 : 本館( 宿泊棟) R C  4  F 、寮様 3 F  

工 期 : 1974. 5- 1975. 3 



日 鉄 不 動 産 牧 野 患 賄 ャ 、 ィ ッ

設 計 施 工 鴻 池 組

所 在 地 . 大 阪 府 枚 方 市 阪 1078ー 15

建築面積・ 1，902. 4m'  

延 面 積 21 ，021. 12m'

構造規模 : S R C  14F 、P1

工 期 : 1973.8- 1975 .3 



大 阪 赤 十 字 会 館

施 工 大 林 組

設 計 R I A 建築総合研究所

所 在 地 : 大阪市東区大手前之町 2

建築面積 903m'

延 面 積 : 7， 484m'  

構造規模 : S R C  B  1 、9 F 、P 1

工 期 : 1973.10- 1975.4  



豊 中 市 伊 丹 市 清 掃 施 設 組 合

第 一 清 掃 工 場

設 計 施 工 奥 村 組

ｾ＠

所 在 地 . 伊丹市岩屋

建 築面積・ 4，314m'

延 面 積 ー12，606m'

4構造規模 : R C一部S R C 8 1 、 5 F  

工 期 : 1973.2- 1975.3  



大 津 市 民 会 館

施 工 熊 谷 組

設 計: 石本建築事務所

所 在 地 大 津 市 島 ノ 関 134

建築面積 4，028m'  

廷 面 積 : 9，038m'  

構造規模: R C  B  2 、4 F 、P 2

工 期 1973. 10- 1975 .4

J  



西 山 記 念 館

施 工 清 水 建 設

設 計. 村野、森建築事務所

所 在 地 神 戸 市 葺 合 区 脇 浜 町 4 ー 16

建築面積: I ，050. 65m'  

延 面 積 : 6，316. 12m'  

構造規模: S R C  B  2 、 5 F 、P l

工 期・ 1973. 1 1- 1975 .3



ホ テ ル ギ ン モ ン ド

施工 フジ タ工業

J  

設 計 . 石本建築事務所

所 在 地 ・京都市中 京区高倉通御池下ル亀 甲屋町

建築面積 523.3m'

延 面 積 : 5，078m'  

構造規模: S R C  B  1 、10F 、P 2

工 期 : 1973.11- 1975.2  



不 二 建 設 東 京 支 庖

設計施工 不ニ建設
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監 理 . 不ニ建設

所 在 地 : 東京都新宿区西新宿 4丁目 5 - 2

建築面積 570 .629m'

延 面 積 : 3，770 .  418m'  

構造規模 ・S R C B  1 、 9 F  

工 期 : 1973. 11- 1975.6  
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中 央 ビ ル

設 計 大 建 設 計

施 工 ・大林組

所 在 地 ・大阪市淀川区西中島 5 丁目 4 - 20 

建 築面積 2，804m'

延 面 積 : 31 ，676m'  

構造規模 ・S R C B  3 、9 F 、P 3

工 期 : 1972 .8- 1975 .2  



岡 山 タ ー ミ ナ ル ビ ル

設 計. 日本固有鉄道大阪工事局

安井建築設計事務所

施 工 : 問組

所 在 地 : 岡山市駅元町 1 - 5

建築面積 2，137 .31m'

延 面 積 ・14，672 .74m'

構造規模: S R C  B  2 、10F

工 期 ・1973.8- 1975.2設計 安井建築設計事務所
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満 電 ビ ル

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

1).， 1  

施 工 . 竹中工務庖

所 在 地 . 大阪市北区神明町

建築面積 758. 34m'

延 面 積 : 6，484.26m'  

構造規模 : S R C  B  1、9 F 、P 2

工 期 : 1973. 11- 1975 .3  



森 下 製 薬 本 社 ビ ル

設計 日建設計

施 工 . 竹中工務庖

所 在 地 : 大阪市東区道修町

建築面積 837 . 10m'

延 面 積 ・6，900 .0m'

構造規模 : S R C  B  1、10F

工 期 : 1973 .5- 1974. 12 



P.S ストランド
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30 坦 築 と 社 会 1975'1' 7 月 号

フレ J 、フフ- ) レ

青 木 柴

わが国のプール建設の記録をみると、 1915年に大阪府立茨木中学校に造られ

たのが披初で、その後戦前まで; t : ツポツ全国にできてきたものである 。 一般的

にな ったのは、戦後、経済的にも 一応立ち直 った1960年頃からで、海j兵が埋立

され、河 川が汚染され 、夏、暑い のに jノ，j( ぐことができなくるり、プールを jJt ら

さるを併なくな ったからである 。 そのため従来の公共的施設から、学校を IT' L、

としたプールが数多く造られるようにな ったので、その形も画一的な、競技用

の25m 、50mの長さを持つ矩計のものが多〈、 約 2 万 ヵ所といわれるが、ア メ

リカの 100 万ヵ所以上にもなり、かつ、断商、形状の自由な美しいプールに比

べると、今後、さらに軽易に、安価に提供されなければならない。

プール! I ! 昼休は、従来殆んど鉄筋コンクリートの現場打て‘ 、耐久性に高み、形

状、寸法も自由であるが、膨大な資材、型枠、労務と複雑な配筋等を要し、伺:

笑な施工管理Rを必要 とする 。 このため、何 らかの方法で、簡易に適格に、安全

に、そして、現場における作業をできるだけ i怪減して大量に建設し得るプール

が望まれるようになった。

プレハブプールの特徴 と材質上の分類

プールは構造的に底板と側壁の組み合わせで、周囲の土庄 、内部の水圧等[ 二

安全であるように設計され、その規模は大きいが、極めて単純な構造になるの

で、運搬可能な 範閉まで、躯{ 本を細分し、現場での労力を最小限 にして組立て

ることができる 。現在、プレストレストコンクリート、鋼板、アルミニウム合

金 、F . R . P 、F . R . V ビニールギ11等の資材をよI'J い、プレハ ブプー ルが造られ

ている 。

(1  )  プレストレストコンクリ ト ( P. C ) プール

現場で型枠を組み、 P C ケーブルや鉄筋を組み立て、コンクリートを打ち、

強度がでてからプレストレスを与える現場打ポストテンション工法と、 lRI 質管

理の行き届いたプレキャストコンクリート部材を工場で製作し、プレストレッ

シンクにより組立てるプールがある 。

図 l は底板のコンク リー ト現場で打設し 、1f!1J壁板を幾つかのブ ロックに、分

けて工場で製作し、底板のコンクリー卜の強度ヵ、でてから、 P C鋼材 を緊張し

て1MIJ 壁板と定着する P C プールの一例である 。 プレスト レ y シングは所定のプ

レストレスが人るよう計測l管理が重要で、緊張完了後 のケー ブルはシースの It'

に確実にセメントグラウトを施し、i t ! IJ 板ブロ ックの目地充填等、技術的に入念

に処理 しなければならなし、。

(2) 鋼版製プール

鋼材の加工、溶接技術が進歩し、 1960
i
l三頃から鋼版プールが造られるように

なった。鋼版をプレス加工し必要な強度を与え、 11凡- 51凡程度の大きさに工

場加工されたパネルを、ボール卜、ノｾＮ［［キング、接着材等により組立てるもの

があるが、 これは実績も少ない。図 2 のものが代表的なもので 、縁廻り のオー

ノ〈ーフロー而、 1WJ 版、底版等を工場で加工製作し、現場でサンドク y ション上

に底版を配列し、{ 反 j容接し、組立てられた鋼製ノ〈ットレスに、 1H1J 壁板を建て込



み、底版あるいは版それぞれを溶接する全溶接型である 。 このプールは加工性

のよい鋼版で造られるので、製作も容易で、工事期間も短くすむが、地盤の不

捻、 ｲｴ ［ｾ Ｍ 水位等を注意しないと 、 成版が凸凹になり易し、 。 また絶えず塩素の影響

を受けるので完全| 坊錆を必要とする 。 従来のものはまだ完全とはいえないが、

故近、工場加工により 加熱硬化型樹脂 により 施工し 、現場にて組立後優れた常

114イ暖化型樹脂によるライニング補修を行い、 |耐蝕|主に{ 父オした皮 l肢を fl j ることが

できるようになった。

(3) アルミニウム介金製プール

鋼製プールの欠点は発錆にあり、これに代わるべきものとして i耐蝕性アルミ

合金によるプールが造られている 。

図 - 3 、図 - 4 はこのプールの詳細を示すもので、錆びず、低払li に強〈、較

〈、工 ｗ ｊ も短し、 。 しかし 、 アルミ 材 は高 価 で、 強 度は鋼材と比較して ｾｊｾ ， 、ので 、

強度を 強 くするように色々と工夫されている 。 またアルミの溶桜は; 点j}立の技術

を要する 。地工法は銅版プールと同械である 。

(4)  F . R . P 製プール、 F . R . V 出プール

ガラス繊維必化プラスチック、 !日J .t ;¥I 化ビニールなどのU *-，IをH' ) ，、て j主られた

もので、 F . R . P は ＧＱ 理 〈 、鉄 と ｼ 百 ｊｦｾ ，ｾＮｊ主ーのＧ［ I'J 長崎u支を有し 、( 1山に ]jX: Ir; ' ) できる 。

また F . R . V はlini"fwI 常It ，ｬ￭ｮＮｊ コ ｔ ｾ '1' 1: 、面白l 熱性、寸法安定 'It 等すぐれたす.¥"1;1: があ 1) 、

さらに熱圧活、折り IlIlI t ，圧縮成11I! なとの二 次1JI1工ができる 。 l苅 5 は 3 仙 の F

R  .  P .t li をサント‘ イッチノ ぞネルとし 、'i ' に発泡ウレタンを芯村としてこ「場製作し

た側板をチオコールコーキングをしてボールト締めの上 、中11立 てたものである 。

F .  R .  V  Ｕ 仙厚のものを粍 ｩ､ＺＩ ｲ［ Ｇ ｾｪＮ同でや ｲｬ￬ 'JDl して使用したり、 F . R . P と合板ノ f ネ

ル、ア ルミ .j" lj I 出材と の組介せ材でパネルを作製したも のなどもある 。

(5) ビニール製プール

プールの縁、倒IJ 壁をアルミ、コンクリートブロック等で泣り、その内部にビ

ニール引 き布( ナイロン ・テトロン ・ビニロン等の布の同げliに塩化ビニールで

防水1JII 工した防水布 ) で袋状のプールを造るもので、図 6 のようにして 構成さ

れる 。

2  用途別の種類と 断面形状

プールは泳いだり、遊んだりする場所で、単に水泳競技をするだけでなく、

楽しく、美しく造られるものである 。 形も自由で、水泳、水浴、飛び込みの ｾｴｾ

4主的なものから、波のり、流i . L 、すべり台、大滝 、潜水等、色々と使用される

ものである 。 断面形状からすると、図 7 のように競技用として、こうでなくて

はならないものもあるが、 一般的には、親しみ易いもので、よりよく安全であ

ることが望まれる 。 プール水深は、必要以上に深くしたり浅くしたり、急変す

ることはよくない。 スタート台も水深をよく考えて決定すべきであるし 、プー

ル水 IIli とプールサイドを同ー の高さにするように縁廻りの断面|を造るようにす

べ主である 。 図 8 は鋼版プールのなぎさ式として考案したものである 。

( あおさ さかえ 右 往築設 J I- Ｇｉｾ 務所所長 Ｉ

図 - 6

図 - 7

図 8

オ- . 1' ¥ーフロー
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Ｉｾ ｉ ｆ＠ R  P  
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プールの機械設備と衛生管理

一一一水質基準と消毒設備

山本安彦

近年、わが同においては海洋 ・河川の汚染 、あるいは開発

により遊泳区域がせばめられ てき た。 これに逆比例してプー

ルが普及され、そのほとんどが機械設備をしたものであり、

健康保全、あるいは衛生上喜こばし L 、ことである 。

水 質 基 準

フ。ールの水質は、厚生省環境衛生局長通達 ( 昭和 40年 7 月)

により表(1)の通りに定められてし、る 。

劃 1) 遊泳用プールの水質基準

ｩｾＺｊ＠ !支 5 度をこえてはならな L 、。

pH イ直 5. 8- 8. 6でなけれは、ならな L 、。

C.  O.  D  20p. p. mをこえてはならない。

残 留 甑 素

i Q1: 離残留塩素が0. 4p. p. m以上あるか

または総残留境索が1 ‘ Op. p. m以上

大 l協 菌 数

試料 10lll eずつ 5 本について試験したとき、

陽性は 2 本をこえてはならなし、。

多数の遊泳者が利用するプールは汚染が激しく、既存のプ

ールが全て基準に合格しているかという 点につ いてははなは

だ疑問に忠われる 。 原因としては、遊泳者による汚染と設備

とのバランスがとれていない場介、または 、十分な 維持管. Elll

ができていない場合等である 。

プ ー ル の 循 環 漉 過

プール水を清浄に保つために機械による循環 il 長過設備 を設

ける 。 問｝ ち 、 プール水をポンプによ り ｼ 吸 い弘げ 、 ￬ ｊＮ ｩｾＺ 過機を過

して後消毒し、プール に返送するサイクルを行っている 。

減過機の能力はプールの容量、遊泳者数等によって定めて

いる 。 一般には、プールの容量を _ . 日に何回循環させるかに

O

M
山

一

る

×

一
M

い

V

一

て

一

め

=

決

Q

てつ

ト

I

F

Q: 循一段水量 (m'/ h)

V: プール容量 (m')

N: 一 日循環回数

普 通 Nの他は 3 - 4 として いる が、営業用プールでは 6 以 上

としているところもある 。営 業mプールの計画段階における

営業試算では 、遊泳人員を低くおさえるだめに実際の人員と

が大きく迷い、プールの清浄ヵ可呆たれない場合が生じてくる 。

このようなおそれがある場合は配管のみでも余裕のあるもの

とし、ね' 米州、過機の増設が可能なるよう配! 長すべきであろう 。

遊泳人員による算定式としては下記の式ヵ、ある。

t ' =  _l 盟立L
- n. k 

t 一一L

- Q  

t  :  11百以 11寺間

V : プール作量

n 一 日延人員

ｫ 使用条件による Ｑｴｾ Ｎ 数

( 比 較 的 ょ こ 仇 な る と きk= 1 5)

i W#i しない場合 k= 1. 0  J  

3 2  lli 築 と社会/ 1975'1三711号

又

Q  = N'ma x [ O. 6  + ( 0  . 4H - 0. 4)  2]  

J 2 L = 0 5 ~0 6  

ｬ ｾ＠ ma x  

N'max: ピーク時の遊泳人員

H: ブールのi設大深さ (M)

N  max ピーク時の入場人員

減過機の種類としては、天然砂、アンスラサイ ト等を使用

した砂滅過と珪素土を使用 した位素土j応;過とカ ート リ ッジを

使用したカート リ ッジ式総過とがある 。

天 F却妙、は重力式に使用されるが、設置面積が大きく、あまり

使用されなくな った。圧力式では減過速度が均ー にならない

ので 、良い水質が科 られな いために H色村と してはアンスラサ

イトの{ 史用が多くなってきた 。

アンスラサイトは減過性能はよく 、逆洗H寺の水量が少なく、

フィ ルタの寸法 は小 さいが泊判のコストは高い。

.(i3 素土油、過は、総過性能はも っとも よく 、良好な 71<. 質が伴

られ寸法もきわめて小 都 、。 1 回の逆洗水 量は 少ないが、逆

洗回数は一 日一 回以上を必要とする 。

カ ー トリ ｹ ジ式は ￬ ｊＮ［ｾＺ 材がカ ー ト リ ッジ で あ り 、 いわゆる使

し、捨てであり、逆洗の必要がないため取り扱いカ、簡単で逆洗

水が肱流水域 におよぽす影斡がない有利さがあるが、カート

リ y ジ取替えの費用が必要である 。

表(2)はプ ル容量と循環回数とによるプール機械似付面積

表であ り、 表(3)は桂素土 II. @: 過 を基準にした比 較表を示す。

表(2) プール機械設備据付面積表 オノレガ ノ調 べ

三手: 竺と 300m'  450m'  600m'  

① 37 .5T  / H  ① 57 T  / H  ① 75T  / H  

3 ターン ②1. 77抑 制 別 200 ②2.1則 。ω X4.4∞H ②2伽 X4ω0川∞H

① 5. 5kw ① 7. ij w  ① l l kw  

① 50T / H  ① 75T  / H  ① 100T / H  

4 ターン ②2.1ω X3.600X4棚 H ②2.400X4. 側 X4.ω ②2.700X4.500川 柳

③ 7. 5kw ③ l l kw  ③ ll kw 

① 62. 5T / H  ① 93.  7 T  / H  ① 125 T  / H  

5 ターン ②u ∞X4.ωOX4.600H  ②2. 700X4.500 X4.8ωH ②3ω 附 ωox5.ωOH

③ l l kw  ③ ll kw ① 15kw 

① 75T  / H  ① 1l 2. 5T / H  ① 150T / H  

6 ターン ②2.4∞X4.000X4.600H ②2.7∞X4. 抑 制 加OH ②3. 側 X5. ∞OX5. ωH

③ ll kw ① ll kw ③ 15kw  

;1 ①処理R能力 ② 設 置 ilii fl' 1 ③ili 1J 7J (60Hz ) ※ 流速 LV= 15m/ H

表(3) 桂素土慮過を基準にした比較表

砂 秘 過 I庄務土減、過 カートリ γ ジ泌過

Ｑｽ ，ｾイ寸而 干 ｩＱ￭ 大
五L

ほほ'/ J、

fllli 絡 高
i¥主 3円 C一.

運転経費 やや安い

と

やや高い
し

tM 作 やや絞雑
て

間 単

( ただし 60T Ｏ ｈ を北 ｩ ｾ ｜ とする Ｉ



II_;台、過機の能力は油、過面柏と II.@: 過速度とで決まるが、 II.@:過速

度とプール水質との関係資料が明確でないため、総過速度を

速めてコストを下げている業者もあり、これらの選定につい

ては十分な検討を要するところである 。

消 毒 設 備

大勢の人が利用 するプールにおいては多様な 細菌により汚

染される危険をはらんでお り、 '市に薬液投与によ り殺菌消毒

に効力のある残留塩素が水質基準で定めら れている数値 のご

とく維持 ・管理さ れ なけ ればならない。

残留塩素量は、投入後のH寺1:¥1経過により消耗するばかりで

なく、天候 、水 温 、あるいは遊泳人員によっても大きく変化

する 。従って常に 水質を検査し 、これに対応した処置が焔さ

ねばならな L 、。 プール用水の残留塩素が飲料 水 に比 べ多〈必

要とするのは、飲料 水の場合、殺菌処埋後 の汚染はないが

プール用水 の場 合、遊泳す? による汚染が激 しく 、出入が考え

られる病原菌の数も多し、。 その上、プール熱病原菌は塩素斉1)

に強 L 、抵抗力を示し、飲料水の基準では殺菌が完全に行われ

ないからである 。塩素剤の殺菌力は m7)<' がアルカリ性になる

と殺菌力が低下する 。 従って 、プール水 の P H値についても

十分な監視をする必要がある 。

表(4) 15- 30秒間で細菌の栄養型細胞 を殺菌するのに必要な遊離塩素霊

i主主出l五対立ヨ者l

p.p. m 

0 . 10 

0. 15  

0. 20 

0. 25  

閣

B .ty pho s us  

平;1):

( チ フ ス i;sj )

B. pa r a t y pho s us A  

( ノ マ ラ チ フ ス A Wi )

"  B  

(  "  B T:{;j )  

B .dy s e nt e r i ae  

( 赤 痢m)

B. e nt e ri t i di s  

( J協 炎 I淘)

B. pr ot e us  

(  7 . ロ テ ウ ス 瑳j )

G ono c o c c us  ( 吋本m )

C l. w el c h ii 

( ウエノレチ11i )

B r ac. me l 】t e ns is

( マ ル タ 熱i;(;j )

S t aph. a l bus  

Ｈ 白を ｾ .... ) . . : どう ;1)0 米TN)

P ne unoc oc c us  

(  JJ 市 炎 双 球T;r; j )

B .c ho le r a e  

( コ レ ラ 閣 )

C. dipht he r i ae  

( ジ フ テ リ ア i;f，i )

S  t r ep. s  c a r  lat i na e  

( 狙 紅 熱 述 状 球 菌 )

St r ep. f ae c a li s  

(  jj 易内 球 附 )

S t a ph.au r e us  

( :l紫色 ぶ ど う 状 球llii

S  t r ep. h e molyt i c us  

(  i容血 性連事貞二| 犬球閣 )

P ne u mo c o c us  

( 肺 炎 双 球 関 )

S  t r ep. he mo lyt ie us  

( 洛 .ull 性 白連鎖状球菌 )

1装i 干立E

B. py oc y a ne us  

(#雪量lJJ ;n沼)

C. di pht he r ia e  

( ジ フ テ リア 陛j )

S  t r ep. s  c a  r  la t i na e  

ｯ 皐［ｦ［工熊 ち 辺 ｩ 童 ｊｾ Ｑ［Ｎｉ＼ＢＦ， ￭ )  

S t r e p.  fa e c a li e  

(  Jj 易内1; . 1<11;)

B. s ui p e s ti f e r  

( 豚 ベ ス ト m )

B .p，' odi gi o s us  

｣，ｾ Ｇｊ ｗ＠ )  

B ，' uc . abor t u s  

( iJ1E，I旨l1J )

S t a ph.au r e us  

S  t r ep. h  e mo ly ti c  us  

S t a phι lb u s  

P n eu mo c o c c u s  

B .c o l i  ( チζJ j易I狙 )

B. c oli 

B .c o li 

表(5) 各 p H値において同ーの殺菌力を示すに必要な塩素斉IJの濃度

pH  必要な塩素斉1) の比率

7.0  1. 00 

7. 5 1. 25 

8.0 1. 50 

8.5 1. 75 

9目。 2.00 

消 毒 剤と しては ｬ ｾｾ 素ガス、 ｴｾ ｾ 化 カルシウム、次 ｾｉｅ 以 ｬ 素問先ナ

トリウム、塩素化イソシアヌール般等である 。

塩素は毒性ガスで液化され、ボンベに充1m販売されており、

プール用水の殺菌剤中も っ とも安価であるが、刷物であるた

め特別 に指定された者以外取扱うことができない。

塩; 化カルシウム ( 高度サラシ粉) は白色の製品で粉末、頼本立、

図形がある 。微酸性の用水中 では境素ガス同様の殺菌力を示

し、用水 をアルカリ性にする 。

次亜 Ｑｾ 素酸ナトリウムは ｪ 炎緑賞色の液休て ｣Ｎｭ 水 中 ではナ ト

リ ウムイオン、および次 ｾｲｾ 町 ｌ 紫般イオンを生じ、 Ｑ Ｉ 注目女性 中 で

次亜塩素酸を生成し、凶塩素ガス同械の殺菌力を示し、期水を

アルカリ性にする 。水 j符液なので必要泌度は水にうすめるだ

けで得られ、用水 中での拡散が良い。

塩素化イソンアヌール酸は粉末で水 中では嵐素ガスと同様

な殺菌力を示す。水に完全に溶解し P H に多くの変動をあた

えず ｾ￭ｕ 磁を生じない

薬 i液注入法はポンプによる圧入方法と配管の途中にオリフ

イスを挿 入 し、 一 次官!I) と二 次側との差圧を 利用 して注入する

方法とがあるが、後者は薬液 iJ:l 1立の 1111)待11 が困 難 で、前者がほ

とんど J禾用されているように忠われる 。

残留塩素の i!1l )定は一般にオルトトリジン法で行われる 。即

ち、残留塩素を含有する7J<. が、薬液の作用により黄色のキノ

ン化合物を定量的に生成する現象を応用した 比色法 である 。

残留塩素には遊離残留指索と結令形残留 I17L素の 2 純類 あり、

前者の方が殺菌力が強〈、従 って、プール朋水 の残儲筑紫は

遊離残留塩素で 0. 4 p p m でなければならむいとされている 。

どちらも 測定法は 同 じであるが、前者は 5 秒以内に発色した

ものをいい、 5 分 It¥J に発色したものが結合形残留坂素であ る。

このため、遊離残留境素の i!!l J定はすばやく行う必要がある 。

最後に

プールの衛生管理は 、不特定多数の 利用者の生命をあずか

っているという認識のもとに十分な理解と納|心の注立をはら

った計画、実施と管理l! とがのぞまれる 。

注 空気調手口衛生工学 似 ｾＺ ｷ 巻 Ｈ 昭和 ＴＲ 年版 Ｉ

オルガノ附技術総 NO.31  

(やまもと やすひこ ( 附図 l京 術 生 工 業 所 大 阪 府 設 計 部 長 )
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NOW is the BEST TIME to plan your 

住宅・厚生施設・ホテル・クラブハウス…用途は多様です

34 

パ ス タ ー ク ラ ブ ・ プ ー ル だ け が 持 つ 6 つ の 特 長

* 多くのタイフ。が 揃 っ て い る の で 敷 J也と い つ ま で も 清 浄 で す。 したが っ て給排

用 途 に 作 っ た 形 、 大 き さ が 選 べ ま す。 7]¥.設 備 は 不 要 です。

官*骨 31::J - 71什| の工 j則U別! 代てでで巴"7'1、

'女蛇 従 来 のプ一ルの来が約!. J ;.泌dの{低止廉 なir価i聞目 格 で す。 ア カ 落 し な ど も い っ さ い 要 り ま せ ん。

宮崎 強 力 な フ ィ ル タ ー ・向到j 薬 品 供 給 装 置 女 洗練 されたテザ イ ン は 、 庭 園 を い ち だ

・サニタイ ズドラ イナ ーによ り、水は んと 美しく r:J I立 た せ ます。

』..._ ｾ＠ _...... 

E E玄 酒

B U S T E R  

C R A B B E  

P ロロL S

パスター・クラフ・ブール(全米設置実績第1位)

角 田 興 業 株 式 会 社 プ ー ル 事 業 部

w 543 大 阪 市 天 王 寺 区 堂 ヶ 芝 町 2 3  4  T EL( 06)  772- 6801附

展示場 A B Cハウジング千里プラザ 〈千里インターチェンジ東南角 〉

〈資料を )11.む いたしてお ります〉



明日への健康を養い楽しさをクリエイトする

神戸製鋼の列レミフ二ール

口ア ル ミ 合 金 を 適 材 適 所 に

強 度 が 高 く 、 耐 食 性 の す ぐ れ た 5052、 5083、 6063、 7 NOI 等 の ア ル ミ 合 金 を 適 材 適 所 に 使 用 い た し ま す 。

口工 期 を 大 幅 に 短 縮

プ レ ハ ブ 工 法 を 採 用 し 、 2 5 Mプ ー ル で は 現 場 据 付 に 約 U 盟 問 と 、 工 期 は 大 幅 に 短縮 で き ま す 。

口外 観 が 美 し く 泳 ぎ 易 い

大 型 押 出 形 材 の コ ー ピ ン グ を 使 っ て い ま す の で 、 オ ー バ ー フ ロ 一 部 は 、 広 く 、 滑 ら か で 、 外 観 が 美 し く

泳 ぎ 易 い で す。

口一 貫 し た 管 理 体 制 に よ る 品 質 保 証

プ ー ル 用 ア ル ミ 素 材 の 製 作 か ら 、 工 場 加 工 、 さ ら に 現 場 据 付 に 至 る ま で 、 一 貫 し た 管 理 体 制 の も と に 、

ア ル ミ プ ー ル の 品 質 保 証 に 努 め て い ま す の で 、 皆 さ ま に 安 心 し て ご 使 用 い た だ け ま す 。

口プ ー ル を エ ン ジ ニ ア リ ン グ

学 校 プ ー ル を は じ め 室 内 ・ 温 水 、 流 水 、 造 波 な ど あ ら ゆ る 形 式 の プ ー ル の 設 計 な ら び に 施 工 を い た し ま す 。

， ー " ぺこベ J J J  }  
_ _  J 、

_ _  - - - - ____ - - - _，J - 三

_ _  - _ - - ｾＭＭ - _ J  

J F J P J t F  J r  ､ 〆ｾ
__ ___-戸F J ，，J F

d 戸- ---戸-__-- ｟ ＮＮＮＮＭＭ ｾ＠ _-〆1

ＭＭＭｾ＠ --r J J - J J / ク /

_ - - - イ"

---
u

dd

 

J
3

 

下関商業高 等 学 校 25mX 20m(  9 コース ) 土木建築一式施工

- < $ > 読本申声製鋼冊鉄構ーニア川本部

東 京 ( 03 ) 2 18- 6117 ( ダイ ヤ ル イ ン) 干 100 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 l 丁目 8- 2(鉄 鋼 ビル )

大 阪 ( 06) 203- 2221 ( 大 代 表 ) 干 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 5 (神 鋼 ビル )
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メンテナンスの容易な

経済的拘レミフール

こ の チ ェ ス タ ー プ ル は 、 現 在 ア〆リ よ っ て 生 ま れ た 本 格 派 の プー ル で す 。

カ で ア ル ミ 製 浴 接 ブー ル に 90% を こ え 億 食 し ら ず の 美 し さ と 丈 夫 き で 、 各 種

る シ ェ ア ー を 占 め て い る チ ェ ス タ一社 学校、 ホ テ ル 、 レジャ ー 施 設 に 続 4 と

と、 ア ル ミ ， 容 接 構 造 物 に つ い て 多 く の ご 採 用 い た だ い て お り ま す。( 足利マリ ン

技 術 と 実 績 を も っ 当社 と の 技 術 提 携 に パ レスは 50m公認第 1号アルミプールです。)

副直

子 ｺ コ匂ーコ ｾｊ ｬＮ

国旗7J ル三

- 詳 細 は 日 本 ア ル ミ ニ ウ ム 工 業側 工業用品事業部まてお問い合せ下さい。

λ  ［ｾ予言ＺＺ［ｾ， ｾ吉田島 ｲ［｡ｬｬｾ 量 ＱＶＭＳＰＱ 奪三五奇革主ヒ［ＧＢ 干 ＵＳＲ fi '  弦 06，304- 1231 . ' て

［ Ｑ Ｇ 手 λ 江戸車ｾ， ｬＧＺ［ＺＧ｟ｾ Ｂｴ ｅｅｚ 円 相 自 1 丁目 9 吾13骨いも自ビル 干 101 fi 安 吉 田03. 292- 2211、人，

名古宝主吉 宅吉正有 ｽａ ｅｂ ＲＮ八番［ｾ 5 丁目 7 晶; : : : . の 11 干456 まま 名古" ， 052) 653- 8271 "  

36 

Ｍ品 τ 支苫渇］Ｚ］喝ｾ区Ｇ王吉 Ｓ 丁目 Ｑ Ｑｦ， ＸＰ 号ＨＧｦヌキ新匂ｾ ，:，ι  干812 念 宮 古r ω2 281- 5831 {，)  

ぃ ・ 主主主 Ｇ ｌ 友胃 ｾｾｚ［ こ Ｍ＼ＧＺＧＰＳＳ 丁目 Ｓ 量之、包左官託ヒ ｊ レ 干060 宮 九 呪 011 231- 9叫 6 - 9  

: ; ! ，支吉 :; !，マ7二 八7 右 8 晶 2 3 君{ 広島県. _ 丈ヒ J レ5 F 干730 fi  X  !， 0822、21- 31/-61 "  



ヨーロッパ・ブールの本格派

驚くほどの低コストで、いよいよ新登場. グ

230年 の 伝 統 を 誇 る 世 界 故 大 の 附1滋器メー カ 一、ヴ ィレ ロイ &ボ ッホ 社 がっく りあげ。

た理想、のセミラ ック ・プー j レ。 日 j主に 村 製 さ れ た 陶磁 器 な ら で は のメ リ ッ卜がいっ

ぱい。 いま、 ドイツをはじめ、ヨ ー ロッ パ の 公 認 プ ー ル や 家 庭 用 プールの多く は、

ヴイレロイ & ボ ッホ 杜 のものです。 じっく りご小食討なさって、確かなも の を お選 び

くださ L 、。

爽快 ノスイミングのあとはメ卜スサウナで採暖を

サ ウ ナ の 心 臓 部 は ス トー ブ。メ ト ス サ ウ ナ は 120年 の 長 い l長ちと

と サ ウ ナ の 光 祥 の 地 フ イ ン ラ / ド の 伝 統 に j掛 か れ 、 世 界 50 ヶ

1  "1 で 愛 )FJ さ れ て お り ま す。

熱 効 率 を 巧 え た 弁純 の 安 全 装置 と l耐 久性は日本はじめ欧米_ i : =.

Ａｾ 問 の 厳しい ｦ 丘 公、熱 ｦ 心得試験に介料した世界 の 級 11lt で す 。

さ ら に れ 持 よ く 発 汗 す る サ ウ ナ 宅 の エ ア コ ン ン ス テ ム は 以 い

lhh史 と五引にの科'γ ー技 術 の 手7iA71て寸 。 サ ウ ナ 愛 好 お の j ト ス サ

ウ ナ に ι j す る 恥i広い支. J " W_ !パ彬1も ま た そ こ か ら '1三 れ ま す

Ｈ ， ｾ＠ 1  

、J 年J

縁 と J湾が一 体 構造 な う え 、 波 消 し

を 兼 ね た オ ーバ ー フロ ー の 機 能 を

持 つ 、最 も 進 ん だ 形 で す 。

オーバーフロ ーエ y ジ各種あり

フィンランド・メ卜ス社日本総代1V 吉

西ドイツ・ビレロイ&ボツホキ土総代理j吉

申 山 産 業 椋 武 書 社

⑤ 530 大 阪市 北区 今 井 町40番地( 八光ピル) T EL ( 06) 352 - 3626(代 )

⑤ 104 東 京 都 中 央区 銀 座3 - 11 - 5( 第 2 中 山 ピ ル ) T EL ( 03) 542 - 0331 (代 )

⑤060 札 幌 市 中 央 区 南 1条 西20丁目 (1里美容センター)T E L( 011) 64 1 9269(代 )

福 岡 地 区 特 約 庖 ( 株) エルカ

⑤ 803 北 九 州 市 小倉 北 区真 鶴 2 ー 10 - 2 T E L ( 093) 652 - 5443 
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フ 二 一 ル 水 循 環 浄 水 装 置 は

漉 過 装 置 専 門 の 理 水 化 学 ヘ グ

姫 路 市 民 ブ ー ル 昭 和49年 納 入 24. OOOm'  /d処 理

学 校 プー ル ( 2 5 m) 用 に は
〈 営 業 品 目 〉

. プ ー ル 水 循 環 浄 水 滅 菌 装 置

・ 浴 場 水 循 環 浄 水 装置

i R S  - P S 型 」 を ご 指 定 く だ さ い。

3 8  

・ 上 水 道 ・ 簡 易 水 道 用 急 速 漏 水 機

. オ ゾ ン 発 生 装 置

. 廃 水 処 理 装 置

. そ の 他 各 種 水 処 理 装 置

⑩ 理 水 化 学 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 3 丁目 1 3 番 9 号 TEL大 阪 (06) 632 - 0 6 9 1 - 5  

東 京 営 換 所 東京都千代田区三崎町 3 丁目 10番3号 大 和 ビ ル TEL東 京 (03) 261 - 3130 ・1909

名古屋営換所 名 古 屋 市 中 村 区 格 町 10 番 22 号 七福ピ J レ TEL名古屋 (052)452- 2  1  8  1  - 5  

大 阪 営 機 所 大 阪 市 北 区 源 蔵 町 1 7 番 地 源蔵ビル TEL大 阪(06) 362- 6  5  2  6  - 9  

広 島 営 業 所 広島市二葉の里| 丁目| 番 68号 広 島 パ レ ス ピ ル TEL広 島 (0822)62- 0018・63- 6108

九 州 営 換 所 福岡市中央区薬院 3 丁目 13番目号第二杉森ビル TEL福 岡 (092) 531 - 8 9 3 5 - 6  



N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号 の 規 定 に 適 合 グ

政令基準¥火災時の空気圧 2 kgj m
2

時¥煙の

漏気量O.2m
3

j min.  m
2

をはるかに下廻る0.03

m
3

j min.  m
2  

( 業 界NO. l ) を記録しましだ。

ｾ ＭＮＮＮ司 ・ ・ ・量畠巴 ιｾ -， z'. x ' pn . i 4 副 圃 圃 圃 圃 圃

，. iij " 一一一一一一一一一一一一一一一

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開閉機を使用しております。

御一報次第カタログお送 りします。

近年¥ビル火災でのいだましい¥犠l性者

の続出はそのほとんどが〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上ガ段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シャ、ッターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙性能

を備えだ" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャツター製作所

大 阪 本 社 大 阪 rli 淀 川 l元 fll 川 北 3 r 1 1 2 /fi 4 り' ，l U，f;06(301) 3656- 9 営 業 所 償 浜 ・大 宮 ・静 岡 ・千 葉

大 阪 工 場 大 阪 I(f 校 }j rli W t:t 川 j!i l J" 11 7 /fU 也'，I1，;，1i0720(57 )4535- 9  

東 京 工 場 川附 di 'I' I;;¥[>< 新) L ( ボ 3 1" 111 1 5 9 1住 地 川 品 目U044 (411 )  6325 

名古屋支庖 名山片宅 ､ｩ Ｇ ｉＧ 川 ｬ 正 ｾｕｄｬｲ 2  r  11 1  2  I住 地 泡 J i ((U052 (361)  7441 

九州支底・ 工場 悩ｼ崎県有 ｬ 応 ｭ｡ ｪＧ ｊｽｾ岡ｦＩぐ γＨＧＱＧＱ Ｑ ［γｪＧＺ ＱｉＮ月 ｎＧ ＹＸ Ｔ - 4 屯，;，1; 09293 (  8 )  4661  

北 陸 ・京 都 ・神 戸 ・高 松

広 島 ・ 北 九 州 ・大 分 ・宮 崎

鹿児島 ・佐 賀 ・長 崎
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ます近宅エはあすを具現し

総 合 設 備 産 業 の パ イ オ ニ ア一一一一一

〈近 電 工〉 は 新 し い 時 代 の 展 開 と と も に 成 長 を つ づ け ま す 。

電 気 工 事 は も と よ リ 計 装 ・空 調 ・土 木 工 事 ま で 、 そ の 総 合 力 を

広範な分里子て発揮レ、国際的レベ j レ の 技 術 ・ 技 能 を ほ こ る 精 鋭

企業として、 70年 代 の エ ネ ル ギ ー を 先 導 し 手 す ψ

進欲宅急エ孝妹夫令系土

繁本岡
取締役社長

4 0  



日 本 建 築 協 会 会 告

4 投稿募集. グ 『私のすきな空間』

本誌や読者の頁 ｈ では、 『 私のすきな Ｇ ｾｾ ｉＺ ｜ｊ ｊ のタイトルて、投手自を ｾ�

っています。 日常生活を泊して、雄物 ・広 場 ・街 角 ・ターミナルな

どでの q や す ら ぎ H いくつろぎ" 、、 '1犬い緊必w またホ衝撃11 ｾ Ｚ ど、

11占| 人のレベルで感受され、伽l人の内にしまいこまれている綴々なる

空間体験の印象 ・心 象 を 向 由 に ス ケ ッ チ し て 下 さ い。

今日、。怨築の不毛性H が言われておりますが、この荒壁f' のなかに

も、いまだ見おとされている 輸オアシス仰や、閉ざされずに我々の

参 加 を 持 っ て い る 場 所 が 妓 さ れ て い る の で は な い で し ょ う か。

ここでは、何らかのかたちてオ ｉｾｉ 人の内に杉轡をおよぽした空ｲＺ ｜Ｑ を

対 象 化 す る こ と に よ っ て 、公 づ か れ て い な い 扉 を ひ ら き 、 空 間 を 受

けとめ、空間と交わる感受性を育て、さらに広い意味て' の建築の土

壌 を 盟 か に 活 き か え ら す こ と が で き れ ば と 考 え て お り ま す。

下 記 要 領 に て 、 ふ る っ て ご 投 稿 下 さ い。

ゴ
じ

==

n

 - 場 所 は 特 に 限 定 い た し ま せ ん が 、 で き る だ け 知 ら れ た 場 所 を 希 望

します。

・建 築 に 直 接 関 係 さ れ て い な い 方 の 投 稿 も 歓 迎 い た し ま す。

・そ の 空 間 の 雰 囲 気 を 伝 え る 写 点 ( 手 札 以 上) またはスケッチ ( ス

ミ書き、ハガキ大の大きさ) を添付下さい。

・見出しのタイ トルは、各自でつけて下さい。

・字 数 8 0  0 字 以内

・締-t;I J 昭和50年 8 月 5 日( 刈

・掲 載 分 に は 薄 謝 進 呈

・おくり先 干 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3  7  

社 団 法 人 日 本 雄 築 協 会 編 集 部

第 4 回 日 本 病 院 設 備 学 会 開 催

会 期j 昭和50年 10月3 日ω . 4 日ω

9  : 30- 16: 30 

会 場 野 口 英 世 記 念 会 館 21，皆講堂

( 東京都新宿区大京町26)

T E L ( 357 )0742 ・0741

主 催 日本病院設備協会 03- 202- 0482

干 162 東京都新宿区戸山町 1

病院管理研究所内

主題目 病院設備と建築計画

・10月 3 日

l  病院建築計画における設 Ｑｾｩｪ の考

え方

2  病院電気設備の新しいあり方

3  病院の化学廃液処理

. 10月 4 日

4  自動燃送設備の導入をどう考え

るか

5  病室内設備の再検討

6  病院受話 ｾｬ 設備の諸 問 題

〈公 開 ・ 来 聴 歓 迎 〉

学会参加会費 ￥2 .000 ( 子制絡を含む。

当日会場にて)

...r 第 22回青年技術者特集号J の応募につ

いて 一一「建築と社会」昭和50年 11 月号

日本建築協会誌「建築と社会」は、すでに 21 固 に わ た っ て 優 秀 な

青年技術者を紹介してきましたが、今回も、 「青年技術者選衡委員

会 ｊ を設けて、ｾ衡の上倒載することにしております 。

応 募 提 出 規 定 (抜本)

応 募 さ れ る 人 は 満35オまでの? ? 年技術者であって、本会会員に

限る 。

2  提 出 資 料

(1)略歴 (2)選 衡 資 料 (3)背 年 技 術 者 と し て の こ と ば (4)す い せ ん

グ〉 こ とは了

3  提 出 期 間

4  提 出 先

昭和50年 8 月25 日

大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 〒 541

日本建築協会 fl'[ 年 技 術 者 選 衡 委 員 会J

・詳細は8 月号会告でお知らせします

ＮＮＮｾＺ毎と人間との対話 一沖 縄海洋博建築写真集の刊行

沖縄 の 美 し い サ ン ゴ 礁 の 海 に V毎ーその望ましい未来H をテーマと

する沖縄海洋博は「海洋」を対象とする世界初の国際j i !J です。

会 場 は 本 部 半 島 の 一 角 、 海|複合せて 100万m

2

の 敷地 に、亜熱帯公園

ょうの自然をいかし、クラスタ一方式によ って構 成 さ れ て い ま す。

今 日 の 新 技 術 を 駆 使 し 展 開 さ れ る 4 つ の ク ラ ス タ ー に よ る 展 示 施 設

群 は 、未 来 都 市 発 展 へ の 可 能 性 を 示 す も の と し て 注 目 さ れ て い ま す。

こ こ に 世 界 救 初 の 大 規 模 な 海 洋 博 の 諸 施 設 、 主 に 建 築 を 中 心 に 捉 え

た 武 重 な 史 実 の 実 証 と し て 、 記 録 写 真 集 を 刊 行 す る こ と に い た し ま

した 。

購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ( 干 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 )  

ま でハ ガキにて氏名、 送 付 先 な ど 明 記 の 上 宅 急 お 送 り 下 さ い 。

・発行= 昭和50年 9 月中旬予定 住築を主体とした各，、ピリオンの 'fJ. μ

・辺 1面= 3.000円 送 料 別 図1M.  ill 物概弘t

(  8団体会員特価2.600円送料百' J ) 魚のクラスター ・r" Ji li .  ! 長史の 7 ラスタ

・編 集 ］￬ 中縄海洋博主ｉｬｾ写其Ａｴ・制Ｎｊｉｬ委 ー・科学 ・技術のクラスター・紛のクラ

只会 スタ一、その他1m地，t立を 詳細川収録

・発行= 側新主I l 築社 ・体 政

・編集内谷 判 明 = 航225 ミリ× 縦270 ミリ

- 沖縄海洋博の諸施設の全容を制品ii ! 総 頁= *"J I28Jl

.  ｾＨｉｬ 縄海洋博的基本理念と性格 ・印刷IJ = カラー約80A その他 2 色刷

・ ｾｬｴｊ 縄の自然と歴史 ・写山一= 約150余点( カラー ー一部白! ! . ¥)

・会場の基本計画 図版= 約20余点

その他= 解説文および主II 物概袈

- 日 本 建 築 協 会 の 展 示 窓 紹 介

昭和45年より ω年大阪市において控築物に附属する紙化焔訟に対する表彰が行われておりますが、本会では

「街を紋に」のテーマのもとに、それら受賞作 品を ｩ 五次紹介してまいリました。今回は本年度ｗ， Ｖ 回 ｾｊ 化表彰

受賞作品の 中より、特に ｦｾ 秀地設に選ばれた 「日尚ー岩井大阪本ＧＱＺ Ｑ ピノレ ｊ ( 東区今総 3 丁目) 、 「大阪1. ! ): .j. t! L'; 1!:

ピノレJ (北区盆山西町 2 ) 及び「ナショナルビ l レJ (東区弁天町 6 番地) の 3 点を採りあげ紹介いたしました。

いずれのビルも紋化の規t創立大きく、つつじ ・つげ ・けやきなどわたしたちにも税しい名の樹木がいろいろM

附されておリ、みどりのオープンスペースとしてビジネス術に提供されています。四季折々の樹木の変化、花

々のうつりかわりに、部会の中のわたしたちの生活も和らぐことでしょう。

下記J¥l l間中、姐l物>>. びその{ 立ili 図などを展示しておリますのでご覧下さい。

炉展示J¥l IIHJ 6 月下旬より 2 カ月間i

炉 展示場所京阪ｾｬｌ鉄地下 ｩｩｬｬ 路 Ｈ淀 屋 ｴ ｦＮＱＭ→北浜の中Ａ日 ｬ 南 ｦｬｴｬｬ のショーケース Ｉ
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1 . 総

4 岳、

" M  

( イ) 通常総 会

6 月28 日 於会館集会主

出席者 20名

議 ｾｎ Ｑ Ｉ ｬｉ ｧ 和 ＴＸ 年度卒業報告Ｊ認の件

(2)11召手1148年度収支決算報告承認の件

(3)11召和49年度収支予算承認め件

( ロ) 通常総 会

2 月26 日 於会館集会室

出席者 11 名

議 :10;( 1)監 4H 名選挙の{ 牛

Ｈ Ｒ Ｉ 本部所属評議員 ＲＶ ｾ 円選挙の件

(3)役民主任承認の件

2. 評 議 員 会

( イ) 定時評議 員会

6 月28 日 於会館集会釜

山席者 委任状共 56t ，

議 '1';( 1)昭和48年度事業報告承認の件

(2)11召初48年度収支決算報告ゑ認の件

( ロ) 臨時評議 員会

9 月 17 日 於会館集会室

出席者 委任状共 511，

議 事 制HIJ .  ffll 改正( 会賢官(1上げ) の{'I'

( ハ) 定 時 評議員会にかえて書面表決

11 }-j 21日付をもって rll 首相50年度評議只選出

数決定の件」についてお諮りした。

( ニ) 定 時 評議員会

3 月28 日 於会館集会室

出! 日前打 委任状共 501，

談 判1)評議只会議長及び日11議以互i i ! l の件

(2)r. il l会長 2 1，.f'Jl cl'，. 21名選任 の件

(3)役只主任* 認の作

(4)lI i{f 日49年度一般勘定収支更正予t):if<認の

件

(5抑制[ 150年度ー司自主勘定並びに 会館勘定収支

予算* 認の{ 牛

( ホ) 技術部門評議 員懇談会 2 回

3.  l里 事

.6、

" M  

(1)定例理 ー1'，.会 8 回

(2)編集. f ' li' l:¥. 会 4 匝l

(3)会計旦ll' l'，.会 2 回

(4} ，総務会計合同理事会 1 回
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4.  常 設 委 員 会

幹事会，小委只会

委只会

分科会，打千子会等

(1河E業委員会 8 回 64回

(2)編集委只会 11回 58回

(3)教育委只会 2 回 9 回

(4){主宅委只会 11回 8 図

(5)出版委只 会 l 回

(6)法規委貝会 10回

( うち l 回は 4 会合同法規委員会)

(7潟E材委只会 8 回

(8腫築データ

シート委員会

9 回 13回

10  J  J  19日 23才1

名古屋のふるいまちとあたらしいまちをみる

11 J  J  16日・ 17 日 ＳＸ ｾ 月

コンビュータとの文サ言言

1  n  29 日 271，

解体修理中の古建築見学会 ( 3 )  

( 清水寺釈迦堂( 童文) と成就院庭園)

2  J J  22 日 411，

9. コ ン ク - )レ

第20回 工高生デザインコンクール

設計課題 ユニソトを組み合わせた「プレ

ハプ住宅」

募集〆1 i J 9 月20 fI 

応 募 数 12校 ＹＴ ＮＧＮＧｾ＠

裕 資 会 10月23EI 

入 選 作 10点( 内放i交秀作1 .... .. :) 

表 彰 式 11 Fl 22 日

10. 会誌「建築と社会」

4  JI 号 既 成 市 街 地 に お け る 住 宅 地T矧 5の

方策

5  JJ 号 北 伐 ニ ュ ー タ ウ ン 計 画

6  JJ 号 建 築 生 産 と 流 通 機 椛 の 変 容

7  J  Iサ ビJ レの符エネ J レギ化

8  JJ -IJ' l: iJ J習プレハプ[ 主毛の構造設計

9 J l 号a みどり

Ｑ Ｐ ｮ 号雄被ｼ切水工 Ｇｉｾ の失敗例とその対策

11 JI 号 m21回f J - 年技術者

12JI 号 ピル防災に| 具lする 12市

1  JI 号 図 11r-館

2  J  I  ｾ争 点海の新建築

3 J 1号 インテリア

11. 出 版

ｾ築データシート

建築データシート委. Q 会編

「建築と社会」誌附録として会. Q に無料配

，(p' 80O / ート刊行( 件141 シートは改訂)

12. 見 "'" 号L

4

一

A

5. 特 別 委 員 会

(1)表彰候補者推薦委只会 2 回 (; 11-面審査)

(2)竹腰健造先生米寿を祝う会実行委員会

委只会 2 回 分科会 4 回

帝人大阪本社ビル新築工事の見学会

4  n  Ｑ Ｓ 日 ＴＱ ｾ ヘ

中華人民共和国展覧会施設工事その他の見学会

5  }-j 18日 431，

復原 工事 中の薬師寺金堂見学会( 第 1 回)

円 講
. 6.  

" M  

建 築工事実 務講習 会

ｾ ＲＸ 回自 Ｕ 月 ＲＴ 日至 Ｕ 月 ＳＰ 日Ｈ除日 ｈｉｾ 6 日

IH l ) 於大阪科学技術センタ- ＹＷ ｾ 同

首¥29回 自 6 月20 日 至 6 月28 日( 除日限 6 日

間) 於大阪科学技術センター 121名

建 築 基準法改正案等講習会

( 建築 8 団体共催 )

11 月29 日 8507'， 於御堂会館

7  関西都市・住宅会議 |  

( 建築 7 団体共催)

テー' ? r  "11"i のオープンスペース計画」

10月22 日 約300名

8. 若 い 会 員 の 集 い

工業化工法による建築部材生産工場を見る 会

(第 2 回)

5  JI 14 日 491円

建築 家のための「みどり」学習会( 第 1 回)

6 月 1 日. 2 日( 2 日間) 1 日 50名 2 日 421，

重要文化財，ライトの山邑邸をみる会

8 月3 日 45名

中国の建築事情 を聞く

9 月 7 日 461，

建 築家のための「みどり」学習会( 第 2 回)
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5  J  J  22 日 401，

大理石の工場と関ヶ原古戦場をたずねる

6  J  J  15  R  26名

日本原子力研究所の見学会( 建材，住宅委員会合同)

7  H  5  1-1  Ｑ Ｕ ｾ 竹

大阪データ一通信局舎新築工事の見学会( 第 2 回)

( 本会 k 阪l作品l築 i二会 ｵ 本挫築ＧￏＧ会近畿支部 ｊｾｦｬ ｦｉ Ｉ

7  fJ  25 日 59r ，

中之島センタービル新築工事の見学会( 第 1回)

( 本会 ' k阪1(' fl.s!li I:会 ・H 本J J ! l l S' ' 1・会近畿J[i'm共fII' )

9 月28 f1 89名

水西荘の山紫水明処( 史跡) をみる会

10 )J 5  U  331， 

ユニチカ宇治工場独身寮オムニヤ版施工現場

( 大林組工場) 見学会( 建材委員会)

ＱＰ ｊｾ＠ 22 1ヨ 9 名

京都新聞社増築工事の見学会

10J  J  26 日 38名

当麻寺の丸窓の席と 5 帖の席をみる

11 月9 日 27r ，

京都御苑内・京都御所と仙洞御所の拝観

11月28 日 A 班 B班 合 計 54名

大阪身体障害者スポーツセンターの見学会

( 本会 ・HノドJ J ! ! l i ' ，会近畿五 11s 共fII i )

12刈 7 1-1 541， 

国宝，東大寺金堂( 大仏殿) 昭和大修理見学会

1  J  J  18 日 311片

日商岩井側大阪本社ビル新築工事の見学会( 第2回)

( 本会 k 阪 I(.f，也 築 l守会 11 本法築 F 会近畿正絹M m)

2 月8 日 761，

清酒白 雪の西宮工場見学会

2 J J2111  ＴＸ ｾ 同

新，都ホテル新築工事見学会

3  J J  8 日 62名

13 ， 午 餐 会 ・ 懇 談 会

建築 6 団体会長昼食会

7  J1 29 R  於大阪ガスビ ル食堂 ＱＹ ｾ 円

建築 6 団体新年交礼会

1 JH  R  於大阪コクサイホテル 4501， 

建築 6 団体会長昼食会

2  rJ l 2日 於クラブ関西 18名

竹腰健造先生米寿

14.  

を祝う会

2  H  1 日 於太 [ll' 1rnJ 

出席者 約 3001，

15. 展 覧

第 11 回よろず相談住宅展

.6、

:z. 

自 2 月21日 モ 2 J1 26日 ( 6 日間J )

於そごう行貨 j古 21; 皆特設会場

入場人民 3908名 相 談 件 数 544件

新しい建築写真展示窓

展示写其

(1)兵庫駅前施設付市街地住宅

(2) 1封を繰 lこ( 大阪北| 具I'; r; : ビル ・新伏見町ビル)

(3);新 L ｾ、ｻ王 ｌ 、ーベア住宅一

( 日本住宅公団，盗塁市街地住宅 )

(4)大阪市立自然史博物館 ・大阪市身体障害

者スポ ーツセンター

Ｈ Ｕ 腕と広場 Ｈ 大阪堂島Ｇ［ｲ［Ｚｾ屯ヒソレ局舎 Ｉ

16 そ の

( ィ) 他団体との共同活動

建築匡H祭述絡協議会

建築関係団体述絡協議会

建築業務基準委只会

公益法人述絡協議会

イ也

ｲ Ｔ 会連令」協定 ・ 工 Ｇ ｊ Ｚ［Ｇ［Ｑ Ｚ ｾＱ 負契約約款委只会

( ロ) 会計民主E

5 月 7 1:1， 9  [1 公認会計士Ii !:l HI 監査法人

ｲｾ ［ 品 ー夫氏によってｉｩＡＺｬ初 Ｔ Ｘ 年度の会計 ｩ 監査

を受〈

本会が入会している

17 
- 団体

大阪商工会議所

関西経済iili 合玄

大阪市街地再 ｼ 井 ｊ ｾ 促進協議会

建築行政協会大| 坂 "1支部

建築I.¥¥J係団体主I! 合会

建築業務基準委只会

公益法人 iili 絡協議会

建築 1[; 1際連絡協議会

京区納税協会

大阪1(，) 社会保険協会

後援または協賛し

18 .  ＺＺＭｾ＠
.- -

I _ A  

鉄骨木造併用矯造設計施工指針講習会

主1lli 鋼材供楽部

4 月18 日 於大阪マーチャンダイズビル

新建材説明会

主催 日本建築材料協会

6  J  J  11 日 於大阪科学技術センター

鋼構造実例集説明会

主 flii 鋼材供楽音11

8 H 2 1:1 於御堂会館

H 形鋼構造標準接合部講習会

主 催 鋼 材 倶 楽 部

7  )J 24日 於御堂会館

都市計画の講習会並びにシンポジウム

主催 日本建築学会近畿支部 ・大阪ドイツ

文化センター

10月4 日 於大阪ドイツ文化セ ンタ一

朝日住まいのロータリー

主 催 朝 円 新聞社

Ｙ Ｉｊ Ｍｗ 切 Ｇｪ ［ ｾＮ 設於京阪〈ずは駅前広場

建築士のための設備基礎教室( 給排水)

主催 大阪府建築士会

自10月14 日 至 11 月27日( 19 日I1¥J )

於大 阪府建築健保会館

全国タイル総合展

主flii 全悶タイル工業協会 ・日本外袋床タ

イル工業組合

自10月28 日 至11 月 1 日 ( 5 日11¥1)

於船場センタ ーピ Jレ

建築と防災展

主催 大|仮1(，1' 建築士会 ・大阪建築防災セン

タ一

白10 J l28日 至11 月 2 日 ( 6 日1:11)

於大阪国| 努ビ J レ2 階

建築士のための設備基礎教室( 電 気設備コース)

主fI巨 大阪府建築士会

自 2 刈13日 至 3 月31日 ( 2 日r.¥I)

於大阪I(，f建築他保会館

「建 築数量積算基準・〈体の部」実例講習会

、1m 日本建築積z -r'l.;;務所協会1.¥¥1I!!i支持11

2  JJ  6 日 於大阪府建築住tt 保会館

口口口口口口口口ロ口口口
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4 昭 和 49 年 度 決 算 報 告

般 勘 定

貸 借 対 照 表

i昭 和 50 年 3 月 31 日 現 在

単位同

方 貸 方

科 目 金 古賀 存十 自 金 ｾ￭ｬ＠

現 金 47，758 基 本 金 609，560 

う首F 通 芳l 金 4，015，165 什 苦 言 償 却 準 備 金 437，108 

到i f更 f辰 替 118，174 未 払 金 5，749，293 

'j: 取 手

券|

105，000 日rii 1ι  '. 金 9，405，400 

有 {聞 証 20，000 仮 1丸' .  金 500，819 

会 館 勘 定 440，000 {昔 入 金 2，000，000 

未 ｾＩＨ＠ 入 金 8，253，600 ｾＩＨ＠ 支 勘 定 3，471 ，965 

仮 払 金 47，717 

前 払 1当 用 251 ，694 

什 号事 877，790 

前 期 繰 越 金 7，997，247 

ぷE弘3、
言十 22，174，145 

ぷE〉3、
3十 22. 174.145 

財 苦呈 目 録

昭 和 50 年 3 月 31 日 現 在

単位向

資 産 之 昔日 負 住i 之 部i

図 定 資 産 877，790 

什 器 法 金 勘 定 1，046，668

流 重b 資 産 13，299，108 2長 本 金 609 ，560 

2回I{e  
通 預 金 4，015，165 什若fffrt 去jJ 準備i 金 437 ，108 

有 f凶 証 券 20，000 流 !If}J  負 m 17，655，512 

郵 使 振 替 118. 174 日1) 11.丸.  金 9，405，400

11.: ら 耳R 手 形 105，000 仮 受 金 500，819 

現 金 47 ，758  来 払 金 5，749，293

ｾ＠ ェ 館 勘 耳ー三 440，000 {背 入 金 2，000，000

仮 払 金 47，717 ｾ ＩＨ＠ 支 部J 定 3，471 ，965 

未 ｾＩＨ＠ 人 金 8，253，600

白Ij 払 'Ei 用 251，694 

riii 期 繰 越 金 7，997，247 

ぷ' "与、
言十 22. 174.145 

ぷE 益E、
百十 22.174.145 
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近畿建築会館特別勘定
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方 勘 定 科 目 貸

16，933，740 

建 築 会 館 基 金

建 物

建物f 1 ' l 却準備金

什 器

什 総 m却 準 備 金

税 金

1，127，476 

8，637，616 

9，577，134 

1，548，455 

307，530 

肌 側 | 有 価 証 券

一 般 会 計 勘 定 I  440，000 

908，923 

前 期 繰 越 金

収 支 勘 定

43，302 
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'Ei 目

単位向

決 算 額 | 予 算 額 | 増 ; エ「

第二一般会計繰入金 3，500，000 3，500，000 
。

貸 室 料 360，000 360，000 
。

指主 収 人 5，060 10，000 ム 4，940 

言十 3，865 ，060 4，940 

支 出

単位円

'Jli 目 決 算 額 予 算 額 I哲 ム 減

電 気 料 207，249 180，000 27，249 

瓦 J折 1-t 254，367 210，000 44 ，367 

水 道 イt 19，262 24，000 ど斗 4，738 

J也 料 901. 890 902，000 ム 110 

火 災 保 険 料 10，400 11 ，000 ム 600 

ノA、.;
3* 167，850 176，000 ム 8，150 

fl ま 理 資 830.030  100，000 730，030 

総 与 1，220，120 1，200，000 20，120 

雑
τ貸

440，010 300，000 140，010 

建 物 償 却 金 587，000 587，000 
。

什 器 償 却 金 135，805 176，000 ム 40，195

予 lijll 'Ei 4，000 ム 4，000 

計 4，773 ，983 3，870，000 903，983 

差 引 不 足 金

前 期 繰 越 剰 余 金

差 づ|

908，923 

__g，_盟主

865，621… ・ ・・次期繰越不足金



般 勘 定
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単位円

ヰ'f M n  u  決 ｾｬ＠ 古i( 予 S): 告n .trl  ム i'; .記

正
JZEスA  μ  21，281，856 22，000，000 ム 718，144 

11j 体 ｾ＠ 12，412，014 12，700，000 6.  287，986 

ノ"-入、 Ｑｾ＠ JIX 〈 J也 方
dヱhス、 1. 407，030 1，480，000 ム 72，970 

iffi ｾ＠ μ  
302，600 280，000 22，600 

35，403，500 36，460，000 ム 1，056，500 

対t 誌t ｾ ｘ＠ 人 37，198，064 36，650，000 548，064 

講 演 講 習 会 収 入 2，039，740 2，100，000 ム 60，260 

よR
J z2h z  ｾｘ＠ 人 712，490 700，000 12，490 

グJ 款 売 上 収 入 2，006，120 2，000，000 6，120 

3長 ｾｘ＠ 入 住 宅 相 談 所 収 入 4，500，000 5，000，000 ム 500，000 

会 員1 ' ， 簿 収 入 6，813，040 6，400，000 413，040 

デ ー タ シ ー ト 収 入 6，431 ，075 4，780，000 1，651，075 

維 3，083，720 2，500，000 583，720 

62，784，249 60，130，000 2，654，249 

金fF， ｾｘ＠ 人 209，911 200，000 9，911 

W51. 人
ノz入， 98，397，660 96，790，000 1，607，660 

支出の部
lji. 位円

手持 EI  'J'i 日 決 t): 古i( 予 界 Mi T:'/ ム 減

主 ｦｾ 誌 ￯ｾ＠ 36，547，626 36，000，000 547，626 

議 i政 講 習 会 費 1，758，201 1，800，000 ム 41 ，799 

JR 
ｾ 、 Ｑｾ＠ 1，762，381  1，600，000 162，381  

2た *-':) 五つ 誌i 'JIi 792，725 800，000 ム 7，275 

J長- Ｑｾ＠
ＮｩＱＧｾ＠ 査 Yf 187，860 200，000 ム 12，140 

住 宅 キ11 談 ￯ｾｲ n  3，550，047 4，800，000 6. 1，249，953 

会 只 名 簿 発 行 Y'i 5， 1l l ，695 5，000，000 111 ，695 

デ ー タ シ ー ト 山 版 資 5，556，907 4，300，000 1，256，907 

雑 3，418，719 3，000，000 418，719 

百十 58，686，161  57，500，000 1，186，161  

総 会 評 議 . n 会 資 334 ，625 350，000 ム 15，375 

芝II
ぷｾ 、 ｾＧＨ＠ 113，634 150，000 ム 36，366 

ノ4、4  目議 1'( 

古11 会 Yf  
。

50，000 ム 50，000 

委 ｊｾ＠ 会 ｾＧｩ＠ 676，617  560，000 116，617 

特 別 委 員 会 費 76，340 50，000 26，340 

1，201，216 1，160，000 41 ，216 

支 音11 交 千l 金 805，902 924，000 ム 118，098 

去; )'HI  w  支 音11 布日 DJJ 金 80，000 180，000 ム 100，000 

885，902 1，104，000 ム 218，098 

:ι 話 来十 550，339 720，000 ム 169，661  

泌 ィー
'J'i 32，545 30，000 2，545 

旅 '!{ ヲ二人~ ilfl i
J

(  774 ，434 1，080，000 ム 305.566 

t話 1'( 

:!R 金 1'i 1，506，295 1，500，000 6，295 

F- P  ｪｾｉ ｊ＠ ヰ如 Ｑｾ＠ 497，660 360，000 137，660 

文 }j ;' 
ッI、l  Ｑｾ＠ 265，680 300，000 ム 34，320  

斜主 1'i 316，700 240，000 76，700 

3，943，653 4，230，000 ム 286，347 

斗; 車合 15，731，400 15，750，000 ム 18，600 

家 族 手 当 72，000 100，000 ム 28，000 

]土

戦 昔話 手 当 680，000 720，000 どh 40，000 

趨 塑I 手 当 156，780 180，000 ム 23，220 

r.t 
Jj .  7，560，700 7，561，000 ム 300 

24 ，200，880 24，311 ，000 ム 110，120 

一 一 一 一 一

他 w  ｦｾ 止 険 来十 652，064 660，000 ム 7. 936 

J平 生 年 金 似 険 料 786，440 800，000 ム 13，560 

l与 1'( 

失 主主ー イ以 ｉｾ＠ 料 123，334 150，000 ム 26，666 

ソ:i i
ブ"く《 イ米 F尖 料 75，165 80，000 ム 4，835 

ｾｩ ＱｬＺ＠ Ｎｬｾ＠ t'ii 手IJ '{I( 221 ，560 240，000 ム 18，440 
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暑中お見舞申し上げます

安 章・部

松 下 位 総産 業 株 式 会 社 大|妓氾 設 常 業所

岳 541 大阪市東区南郎編1- 12(事l宇ピJ レ〉 包括06(201) 1421

安 部 夫恒

安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 558 大阪市住之江区西住之江2丁目 7番5号 電結06(678) 3212代

串 558 自宅 ・大阪市住之江区西住之江 2 丁目7 蒋 5 号

包括06( 671) 7774

阿 部 市貞

株 式 会 社 大 気ii tl: 常 務 取 締役 技 術 本 部 長

青 義山 正

株 式 会社 青 山 建 築 積 算 事 務 所 取 締 役所 長

愚 550 大阪 市西 区江戸期1- 128 江南 ピ ル 包括06( 443)0430

唖 610- 11 自主 ・京都市右京区大原野上盟勝 山町14 - 6

電話075( 331) 8082

赤 崎 信尚

株 式 会社 赤 自 主 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 550 大阪市西区立売姻北辺 l の90 第三宮士 ピル

包括06( 541) 7625代

<<1) 659 自宅 ・芦 屋 市 三 篠 町 47 容 30 包括0797(31) 8781

赤 修松

唖 530 大阪市北区中之ぬ 2 - 22 新朝日ピル ';l! 銭 06(203) 3721 唖 530 大阪 市北区駒ケ技町123 瑞抱ピル 電話06( 364) 5651

唖 660 自宅 ・尼崎市 11自立 法 師 丸 81 - 5 m話06( 491) 0829 唖 560 自宅 ・fi 中市千皿脳 2 丁 目2 - 3 3 包括06(852) 4622

抹式会社 赤 占公管II野:i l l 築 設 計 事務 所 代 表 取 締 役

阿 部 暢

東 洋 土 : r u 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 546 大阪市東住古区 間辺京 ノ町 6 丁目 33 屯話06( 629) 1331- 5

愚 546 自宅 ・大阪市東住占区 田辺本町: r 3丁 目188

氾 筋06(629) 0780

会 長 青 島 憲 輔

代 表 附 役 青 島 邦 夫

株 式 会 社 青 島 設 計 室

e 460 本社事務所 ・名古屋市中区大笹川 丁目14番目号

m話 052( 262)2341

m103 東京市初所 ・東京都中央区日本線茅崩町2 丁目6

千歳 ピ ル 包括03(666) 5021代

三邑

同 繁 男盛

ｔｾｦ 盛正ｉＡ材株式会社 取 締 役 社 長

浅 井 貞
:.1.3. 

J ロ

昭和50年盛夏 (50剖|阪)

妹式会社 双 星 社 竹 l援 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串 530 大阪市北区段宮 町 3 l!f 2住生fi 崎 ピ ル 包括06( 373) 2281

唖 659 自宅 ・芦屋市東山町213 ローズハ イツ芦毘406号

包括0797(31) 2339

代 表 取 締 役 社 長 浅 井 潤 一

代 表 取 締 役 所 長 浅 井 謙

株 式 会 社 浅 井 建 築 設 計 事 務 所

串 542 大阪市南区安堂守椛通5 - 30 第 2 Q林会館 5 階

電話06( 245) 4651代

唖 583 自宅 ・羽 曳 野市羽曳 ケ丘2- 5 - 6 電話0729( 56) 2152

0 583 自宅 ・羽 良 野 市 羽 曳ケ丘5- 18 - 1 包括0729( 57) 3588

浅 泰

j斐 茂 夫

井

株 式 会社 笠 谷 工 務 庖 専 務 取 締 役

沼

株 式 会 社 浅 沼 組 取 締 役 社 長

唖 5-13 大阪 市天王寺区東if:jf- It 町8 番地の 1 m:活06( 768) 5222

e 6 31 自宅 ・京良市学図南 1 丁目 7 l!f 15号 ;ll 話0742( 45) 0681

;斐 誠 夫沼

株 式 会社 浅 沼 組 専 務 取 締 役

岳 543 大阪市天王寺区京高i.lt町 8 l ! f地の 1 包括06( 768) 5222

唖 630- 02 自宅 ・生駒市東松ケ丘 7 番30号 電話07437(3) 4805

浅 海 正 雄

浅 if iJ Ht 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社長

唖 530 大阪市北区老松町 1 丁目22番地 電穏06( 362) 8701- 8

骨 ＶＶＵ 自 宅 Ｎ ｾ ｊ［ｪｬ市 御殿 山 Ｒ 丁 目 Ｓ Ｑ Ｍ ＵＰ Ｍ Ｑ ＰＹ 号

電話0797( 85) 0745

東 秀 保

株 式 会 社 束 建 築設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

居 530 大阪市北区天神織筋 3 丁目67 マチス ピル

電話06( 358) 5598

唖 572 自宅 ・大阪府Wi f 川市成1 l 11l 1fl 5- 25 電話0720( 31) 3986

姉 正 男
l

 

i

 

t

・
J

来光m気 工 事 妹 式会 社 大阪 支社 取締役支社長

e 541 大 阪 市 東 区 南 麗 総 5 丁目 28岳地 電話06(202) 0325

唖 565 自宅 ・吹 田 市 雌 白台 4 の 30の12 電話06(872) 3214

網 栄野

畢 733 広 品 市 舟 入 牢 町 19 ー 10 沼 郡822( 92) 3200 O 659 P 区 市 業 平 町 4 - 2 電話 0797 ( 22)  0  7  0  3  株 式会 社 研 文 社 代表 取 締 役

. 734 自 宅 ・広 島 市 京 町 1507 の 10 包括0822( 51)6730 唖 659 自宅 ・芦 屋 市 禦 ケ 丘 町 13- 5 電話0797( 22) 5291 . 530 大 阪 市 北 区 立 ilJ 町 6 6 m路 06 ( 361)  0  35 1代

三 包

同 柳 不 折

株 式会 社 !日l 木 組 取 締 役社 長

浅 真

:.a 

I!ii.. 荒木 芳 ヂB野

唖 557 大阪市内成区玉w商 i 丁目 8 '1昨 2 号 沿 話06( 658) 6800代 唖 543 大阪 市天王 苛r 区 城 荷寺町 9 - 27 電話06(768) 0201 串 563 池 間 Tli 鉢 塚 2 丁 目 8 番 21 号 mi 話0727( 61)8874代

署 557 臼屯 ・大阪市西成区玉出西1丁目 8帯2 ｾｊＧ 需品 ＰＶＨ ＶＶＱ Ｉ ＷＴＶＰ 唖 572 自宅 ・寝屋川市成田西田IJ 4 需21号 電話0720( 31) 1750 唖 ＵＶＳ 自官 ・ 池 間 市鉢 ＩＧ ｾ 2 丁目 9 番 8 ｾｽ包活 ＰＷ Ｒ Ｗ Ｈ Ｖ Ｑ Ｉ Ｑ ＲＹＸ

+'.-1<式会 社 荒 木 造 囚 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役
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J株 式 会社 浅 野 建 築 設 計 事務 所 代 表 取 締 役



暑中お見舞申し上げます

安 藤

t先

1先 雄

安 藤 俊 雄 建 築 設 計 事 務 所 所 長

G540大阪市東区常盤町2の30高木産業 ピル 電話06( 942) 4602- 3

串 560 自宅 ・fi 中 市 上 野 西 2 丁 目16- 29 屯話06( 856) 0619

井 崎 次梁

井 蔵上 福

株 式 会 社 井 上 組 代 表 取 締 役

串 534 大 阪 市 部 品 区 網 島 町 6 番25号 電話06( 352) 4031- 4

包括 06(351) 0530

晶 577 自宅 ・京大阪市東石切町6丁目 4客4号 電 話0729(81) 2526

井 遠上 明

株 式会 社 井 崎 工 務 庖 代表 取 締 役 i株 式 会 社 井 上 達l河 建築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 640 和 歌 山 市 北 河 岸 4 丁 目 1 l1i 地 包括0734( 24) 5195代 哩 530 大阪市北区鶴野町51番地安田ピル 包括06( 372) 2821f"t  

e640 自宅 ・和歌山市玉説丁 2 丁目 5 番地 電話0734( 22) 03位 置 555 自宅 ・大阪市西淀川区竹島 3 丁目 7 の4 電話06( 473) 1069

井 次上 秋

井 上 ; 寝業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

骨 543 大 阪 市 天 王 奇 区 生 玉 町40蕃 地 包 括06( 771) 2825- 7

串 659 自 宅 ・芦 屋 市 川 西 町 4 番 23 号 電 話0797 ( 22)  5930 

井 j争 夫上

株 式 会 社 井 上 冷 熱 代 表 取 締 役 会 長

居 550 大 阪 市 西 区 江 戸 姻 1 の 101 包括06( 441) 8531代

唖 663 自宅 ・西宮市甲子園三番町 9 の5 包括0789( 41) 4661

井 上 正

名 古 屋 ill 築 設 計 事 務 所 所 長

居 453 名古屋市中村区裕町 4 の28 国鉄会館内

電話052( 452) 1271大代

052(  451) 2025直通

串 464 自宅 ・名古屋市千種区下方町 4 の30 包括的2( 711) 9400

井 雄上 久

伊 地 知 堅

大 鉄 工 業 妹 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 530 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 38 番 地 電 話06( 361) 0171

D6 61自官 ・尼崎市南武略之荘 5 丁目 13番15号 電話06( 438)2148

伊 藤 郎
室
田

株 式 会 社 伊 藤 喜 三 郎 建 築 研 究 所 代 表 取 締 役 社 長

唖 102 東京都千代間区紀尾井町 3 番 地 文芸荘秋 ピル

氾諮03( 263)1481代- 7

串 141 東 京 都 品 川 区 東 五 反 田3- 16- 55 包括03( 441) 5437

伊 藤 鏡

株 式 会社 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

e460 名古昆市中区錦 3 丁目 3 - 6 日本経済新 聞ピル

包括052(951) 11l 0f t

唖 101 東京事務所東京都千代田区神間夫土代町 7 久保ピル

屯話 03(294) 6061代

唖 659 大 阪 出 頭 所 戸 lii 市 山 手 町 69 m箔 0797 ( 22)  2163 

{罪 藤 郎

株式会社井 上久雄Y J ! 築設計事務所代表取締役所長

唖 550 大阪市西区京町lli¥1 - 38 千品ピル 大 栄 屯 気 株 式 会社 大 阪 支 庖 専 務 取 締 役 支 庖 長

包括企画部06( 443) 7386 唖 550 大 阪 市 西 区 市 町 期 2 - 3  5  電話06( 443) 0631  

設計部06( 443) 7338 、

畢 565 自宅 ・' ! UU 市作山台 3 丁目 20寄 7 号 包括06( 831) 3256 唖 550 自宅 ・.0. 中 市 北 桜 塚 3 - 8 ー 7 電話06( 854) 7747

井 博上

株 式 会 社 井 上 |帯 設 計 事 務 所 代表 取 締 役

唖 107 !l i 京 都 港 区 間 行 山 2 ー11ー15 電話03( 401) 7177代

品154 自セ ・東京都世間谷区弦巻3 - 6 - 18 包括03( 420) 1001

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 530 大 阪 市 北 区 富 岡 町 9 器 地 匂話06( 364) 5836

晶 150 京京郁務所 ・東京都渋谷区渋谷 1丁 目凶器地 l 号

八 千 代 ピ ル 内 包括03( 407) 0912 03( 409) 1837 

悟 730 広島事務所 ・広島f ! j Lf ' lfl 本町 4 丁目 8 - 16

包括0822( 21) 0436

昭和50年盛夏 ( 50音順)

生 政回 重

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

愚 541 大阪市東区安土町 4 丁目 5 客地 電話06( 261) 7591 - 8

串 659 自宅 ・芦 屋 市 朝 日ケ 丘 22 悉 11号 包括0797( 23) 0657

池 回 昭

株 式 会社 池田 宮 彦 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

m542 大阪市南区瓦屋町三容丁68 オートセンターピル 3 陪

包括06( 761) 0360

唖 591 自宅 ・騨 市 東 上 ノ 芝 町 2 丁 321 電話0722( 52) 7753

5束 信夫早

フ ド ウ 延 ! li1f 株 式 会 社 社 長

唖 110 東京都台東区台東1- 2 - 1 日本地所 第二ピル

電話03( 835) 2661

唖 ＱＵＷ 東京都世田 谷区南Ｉ Ｎｾ山 ＲＭＱＸＭ Ｔ 電話03( 300) 3705

石 井 蔀

東 洋 基 礎 工 業 株 式 会社 大 阪 営 業 所 取 締 役 営 業所 長

G5 50 大阪市西区京町姻1丁目 156 中谷ピル

電話06( 441)6678- 9

串 565 自宅 ・大阪府盤中市新千盟北町3丁目 1番地

新干旦北町第三団地C 40の204 !世話06( 872) 3050

石 手IJ
士

ロ上

株 式 会社 不二 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 550 大阪市西区江戸期北通1- 19 謁カダピル

包括06( 441) 2232- 3  

唖 662 自官 ・西 宮 市 枝 川 町 10器69の304 1lJ 怨0798( 48) 7756

石 清

ー

l

 

'

E

E

J

 

日 星 企 業 株 式 会 社 E投 器 兵 器 環 払 品 長

串 530 大阪市北区万才11147番j也 日生不動i ! E 梅田 ピル

m宮古06( 312) 4631代

愚 546 自宅 ・大阪市東住吉区 田辺東之町l ノ56 !ll 話06( 719) 7915

石 JII 寛

石 JII 宏

石 )11  支I! 築 司下 務 所

唖 543 大阪市天王寺区茶臼山町 III 番地 電話06( 779) 9491代

串 665 自宅 ・兵w県宝摩市窓彼丘山手1丁目5訴1号

句話0727( 59) 2963

47 
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石
I

 

l

 

---z' 

良
盟

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 Ｕ Ｖ Ｔ 吹田市些 ｾｉｬ 町 Ｔ 0 番 3 8 号 電話06( 387) 2000

畠 560 自宅 ・盤中市掻ケ池東町4丁目 7番12号 電 話06( 841) 0032

石 緯 男田

ｪ 株式会社石問主 ｾ 築 研 究所 代 表取締役

唖 108 来 京都港区高愉 4 丁目 2 番 6 号 電話03( 443) 9321 - 3

唖 106 東京都港区六本木7 - 17- 2

六本木ビジネスアパート メンツ209 電話03( 478) 0362

串 155 自宅 ・東京都世田谷区代沢4- 31 - 6 電話03( 422) 4452

石 原 季夫

株 式 会 社 石 原 建 築 設 計 事 務所 代表 取 締 役

e 530 大阪事務所大阪市北区宗是町 1 大ピル916

電話06( 443) 1225- 6

Ol 00 Jl[ 京市務所東京都千代田区内ギ町1- 3 - 6

新日比谷ピル電話03( 502) 8921- 4

串 650 自宅 ・神戸 jli 生田区中山手通 6 - 38 m話078( 341) 2073

板 垣 精 治 郎

昭和50年盛夏 ( 50首)1凶)

株 式 会 社 板 坦 : i l l 築 事 務 所 代 表 取 締 役社 長

暗 556 大阪市浪述区日本機筋 4 丁目 3 の29番地

T在話06( 633) 7535

串 591 自宅 ・幌市中百舌烏町 7 丁1183の2 宮路地住宅5の103

市 繁 雄

A  

i  
康 彦

i

 

l

 

-
-
E
E

，

 

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

岳 601 京 都 市 南 区 西 九 条 政 問 問IJ20 電話075( 681) 5101 - 5

母 606 自宅 ・京都市左京区下鴨芝本町37 電話075( 781) 0289

坪 古 寿

コE

三 ;1 1ー プ レ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支出

常務取締役

大阪支I占長

近 畿 flt 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 刷 会 長

唖 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 包 括06( 312) 1281

串 560 自宅 ・盤中市北桜塚 4 丁目 5 番 5 号 電話06( 852) 5887

岩 井 金 三 郎

株 式 会 社 大 型 地 設 代表 取 締 役

唖 460 名古毘市中区栄 4 - 1 - 1 中日ピル 電 話052(262) 7531

o464 自宅 ・名古屋市千種区月見坂町 1- 23 電話052(751) 3724

岩 崎 甚 太 郎

晶 666 自主 ・兵iOIl県川西市1E民放 1丁目 32の11

旬 結0727( 59) 9317

泉

:.b. 

郎
糸 JII 功

石I-LI 

崎 茂 雄

2ロ

株 式 会 社 熊 谷 組 大 阪 文J.s 滋雄官

株 式 会 社 五 大 E邑 業 代 表 取 締 役

恒和 l 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

唖 ＵＴＴ 大 阪市生野区小路 Ｊ Ｕ 丁目 白 書ｾ 1 号 屯話06( 754)2667

唖 543 大 阪 市 都 島 区 片 町 2 丁目 10番 5 号 電話06( 352) 1151

唖 544 自宅 ・大阪市生野区小路* 5丁目 15番17号

岳 561 大阪府強中市銭南町南 6 丁目 3 番13号 電 話06( 332)5721

包括的( 754) 2668
唖 659 自宅 ・芦 屋 市 三 飾 町 86 番 地 電 話0797( 22) 2746

泉 哲 史沢

株 式 会 社 .i iUJ ¥ill 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 530 大阪市北区民砂町48- 1 オオシマピル電話06 ( 364)  9071 

磯 道 秀 夫

愛 媛 県 . i l l 築 士 会 会 長

太 子 . i l l 設 株 式 会 社 代 ぷ 取 締 役

ｾＵ ＴＱ 大阪市東区博労町 ＲＭＴ Ｑ 中博ヒりレ ＴＰＶ 号包括 ＰＶＨＲ ＷＱ ＩＷＹＳＶ

唖 594 自宅 ・大阪府和泉市観行f寺田IJ312- 5 電話0725( 43) 1128 

ム

寸井 隆 山
石

崎 徹正

有 限 会 社 三 杭l . i l l 築 事 務 所 代 表 取 締 役

O538 大阪市制見区緑 1 丁目 5 君H 号 川 端 ピル

包括06( 939) 9903代

唖 573 自宅 ・大阪府枚方市香血ケ丘 l 丁目 22 電話0720( 54) 4630

A  

i  
茂 雄

株 式 会 社 岩 崎 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

@>630 木 社 ・奈 良 市 法 雄 立 花 町 1046 包括0742( 22) 2217

串 ＶＳＰ 奈良事ｾ［ｲｲ ・ 務良市大品町 Ｕ Ｗ の Ｓ 段協会館内

電話 ＰＷＴＲＨＲＲＩＲＲＸＳｪｾ

串 631 自宅 . $ j ; 良市学凶北 1丁 目5 - 11 包括0742( 45) 1513

山

一

相 崎 雄西

株式会社今illmr従 デ ザ イ ンノレ ー ム 代 表 取 締 役

久

串 790 愛媛県松山市昧稲田rr 2 丁目13番地17 包括0899( 21) 2023 也 550 大阪市西区北刷江迎 2 丁 目47番地 包括06( 541) 3051 - 3 唖 53，1 大阪市部品区中野町 4 丁 目81i D O号 電 話06( 358) 1171代

e790 自主 ・松 山 市 昧 沼 町 2 丁 目 13- 16 包括0899(21) 2023 唖 550 自宅 ・大阪市西区北別iT. 通2丁目 47番地電話06( 541)3054 唖 565 自宅 ・盤中市新平1 ; 1，南町 3 丁目34ー7 電話06( 831) 5118

ｾ ｾ ｾ千春 ｩＱｦｅ 機株式会社取締役社長

板 彦井 正

西 松 建 設 株 式 会社 大阪述 築 支 底 取 締 役 支J;s 長

唖 540 大 阪市東区釣鐘町2丁目 41番地 電話06( 942) 1131大代

唖 272 樹苛 宅 ・市 川 市 平 田 3 - 21- 5  電話0473( 23) 2647

48 

A  

i  

事
一
吋雄西

株 式 会社 今 西 組 取 締 役 社 長

冊 543 大阪市天王寺区上木田IJ 7丁目 2番地のl 上六ピル

電話06( 772) 1251

岳 592 自宅 ・大阪府高石市羽衣2丁目4需 l 号 電 話0722( 61) 1179

山

一

相 崎 弘

紘 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所 常 勝 取 締 役 所 長

串 550 大阪市西区立売郷北通 2 の27 I'..t話 06( 531) 0913

大信 ピル 2 階 3 陪 電話 06(541) 7301

骨 630 自主 ・奈良市法通信 立 花 町 1046 包括0742( 22) 2217
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山
石本 義 IL'  

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取締 役社 長

串 541 大 阪 市 東 区 高 関 嬬 2 丁目9 番地 電話06( 202) 4791代

上 良
:.b. 

t 口
国

株 式 会社 上 旺l 建 築 事 務 所 代表 取 締 役

唖 556 大 阪 市 浪 速 区 新 川 2 丁 目677 電話 06 (633)  3655 

ｾＵＷＲ 自 官 ・ 大阪府寝区川市木町 ＱＷ の ＱＸ 電話0720( 21) 2483

上 圭

:.b. 

，ロ西

株 式 会 社 大 総 祉 代表 取 締 役 社 長

居 530 大阪市北区中之島2- 22 新初日ピル5階 電 話06( 203) 3721

唖 659 自宅 ・兵 l市県戸屋市浜田IJ 12 - 14 電話0797( 22) 5949

上
世

裳義

共立m設 株 式 会 社 大 阪 支 応 取 締 役 支 応 長

暗 540 大阪市東区谷町 5 丁目30帯 地 新 野 村 ピル内

電話06( 761) 0112代

唖 514 自宅 ・京都府綴f i . l l 1I 八幡町編木梨ケ谷26 - 142

植 寿雄野

浦 辺 鎮 太 郎

株 式 会 社 有 I i 辺 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

(341) 1727 
唖 530 大阪市北区織田 8 番 地 新 飯 急 ピル 電 話 06 (34I )I6SO 

愚 662 自' t ・西 宮 市 甲 東 図 1丁 目7 の 8 電話 0798( 51) 0389

榎 栄

. t ， f < 式 会 社 来 的 美 m

唖 574 大阪府大京市品、! i ' l 丁 目3 の23 包括 0720( 72) 1850代

榎 敏 男

日 * 工 業 株 式 会 社 主b
1

務 取 締 役

唖 541 大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 3 7 番 地 電話 06( 227) 1000

唖 631 自' t; ・sj ' ; 良市鶴舞西町 1 番2 4 - 103 電話 0742( 45) 9275

凍
一藤 岡。 生

昭和50年盛夏 (50首順〉

大 井 弘 治 郎

株 式 会 社 大:Jl::ill 築 設 計 事務 所 代 表 取 締 役

串 550 大阪市西区京町姻 1丁目76福岡 ピル電話06( 444) 4521 - 2

串 562 自宅 ・筑 而 市 百 楽荘 4 丁目4 - 1 1 電話 0727( 21)4113

大

A -

居 郎

丙 日 本 工 業 大 学 学 長

唖 606 自官 ・京都市左京区下鴨北関町33 ;立街 075( 781) 0636

取 締 役 社 長 大 津 幸 平

取 締 役 目IJ 社 長 大 津 博

大 幸 m 設 株 式 会 社

串 550 大阪市西区西良姻j t 通1丁目 5 器地 電話 06( 538) 0881代

C!!>560 自" s ・fi 中市玉井町 1 丁目8 務18号 包括 06( 852) 3237

也 560 自宅 ・豊中市玉井町 1 丁目8 蒋18号 包括 06( 855) 5338 

大 下 繁 樹

株 式 会 社 迷i族 剛 生 建 築 設 計 事 務 所 所 長 円 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

愚 541 大阪市東区伏見町 2 丁目22 "f 'J 山ピル包括的( 203) 0888 <<lI 730 広 山 市 京 商 品 問IJ 17 番 4 号 包 括0822( 28) 0281代

愚 562 自主 ・1e 而 市 半 町 3 丁目13 の 31 電話 0727( 22) 2064 唖 730 日宅 ・広 山 市 内 尚 北 町 13寄18号 包 括0822( 21) 1863

I

 

l

 

l

a

J

 

正

株 式 会 社 刃 建 築杭' J / i : 市 務 所 所 長

串 542 大阪市南区堪町通2丁目 28 町 It ピ ル 電 話 06 ( 261) 2720 株 式会 社 竹 中 工 務 応 常 務 取 締 役

岳 588 自 宅 ・堺 市 大 災 野 5 - 9 な話0722( 37) 1162 <<lI 541 大 阪 市 東 区 木 町 4 - 2  7 電話 06 ( 252)  1201 

内 輪 勝

株 式 会 社 自IJ .rlli 造 建 築事 務 所 代表 取 締 役

唖 733 広 島市 十日 市 町 1丁 目2 番20号 電 話 0822 ( 91) 4495 

岳 730 自宅 ・広 島 市 中 山 2 9 9 の 6 電話 0822 ( 89)  1658 

浦 野 男

株 式 会 社 浦 野 設 計 事務 所 取締 役 社 長

暗 452 名古屋 ・名古! R 市西区山岡町上小田井字中浦1254の5

電話052( 502) 1991代

唖 113 東京 ・東京都文京区本郷1- 2 7 - 8 本電車ハウス

電話03( 811) 9128 ・9585

唖 452 自宅 ・名古屋市西区 1.l.t 111町上小閃井字中柿125，j の5

小 河 吉 之 助

株式会社 小 河 建 築 設計 事 務 所 代表取締役所長

唖 542 本社 ・大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 番丁 8 包括 06( 763) 2301

岳 106 支社 ・JI! 京都港区六本木 5 - 18- 3  

六木木ベニーピル 7 階 電話 03( 583) 9501代

分室 ・和歌山 ・1e而新船届 ・北陸金沢

! ! !573 自宅 ・枚方市昏思 ケ丘12丁 目22- 3 7 包括 0720( 54) 0690

尾 原 庸 夫

株式会社 松 田 平 田 坂 本設 計 事務 所 京阪出張E

晶 530 大 阪 市 北 区 堂 島 上 3 - 1 0  電 厨 06 ( 344)  7821  

暦 338 自宅 ・埼玉県与野市大字上郊合540- 1- 1- 103

電話0488( 52) 7544

大 下 )11買 一
虫R一

大 下 )1頂 良

大 下
J  t tE t  3  

正

育長 ;畢
--' -

朗/ ¥.  

平 京l 延E 設 株 式 会 社

都 536 大 阪 市 総 JI ! 区 関 目 町 1丁 目40 電話 06( 939) 4741代

大 鳥 居
満 也

株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所 取 締 役 社 長

ｾ ＶＱＵ 京都市 ［Ｈ￭ ｊ［ｾ 区丙院西 ｬ ｵ ｭ ｊＳ Ｐ m訴075( 313) 2191

唖 615 臼'む・京都市山京医川印有柄町143- 1 m謡075(381) 3647

大 林 良B芳

株 式 会社 大 林 組 取 締 役社 長

畠 540 大 阪 市 東 区 京 繍 3 丁 目3 7  ｾ 地 電 話 ＰＶ ( 943) 1131  

Cl 658 自宅 ・神戸市東灘区御影町御影字上の 山1682のl

電話 078( 85) 2501
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大 園 夫平

大 末 建 設 株 式 会 社 専務 取 締 役

串 542 大 阪 市 南 区 大 和 町 l 沼館 06 (213) 0555 

串 580 自宅 ・絵 原 市 喰 垣 1 - 2 5 - 2 6  m話 0723( 31) 2260

大

ｾ＠
ｾ木 久 司

近 畿 沼 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

唖 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 務 地 電話 06 (312)  1281  

母 630 自宅 ・奈 良 市 今 辻 子 町 12 電話 0742( 22) 2390 

岡 j畢 勇

l河 湾 建 築 設 計 事 務 所 所 長

唖 530 大阪市北区梅ケ技町146 I'ui ケ校 ピル 2 階

n; ，活 06( 362)6082代

串 567 自宅 ・大阪府茨木市大字清水433

電話 0726( 43) 5230 ・8953

岡 橋 作 太 郎

株 式 会社 日 建 設 計 相 談 役

岡 本 繁

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役社 長

<<1) 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電 話 06 ( 312)  1281  

串 640 自宅 ・和 歌 山 市 三 木 町 南 ノ 丁 目 電話0734( 23) 0308

岡 本 弘

近 畿 大 学 理 工 学 部 川 f : i li

久 保 IJ I ill 材 工 業 株 式 会 社 則 川

唖 573 臼宅 ・枚 方 ;Ii J I r 容は 2 - 7 - 20 m; 活0720( 54) 4123

岡 本
差

E 司行

株 式 会 社 昭 和 ] 設 計 取 締 役社 長

唖 550 大阪市西区長期Jt 通1丁目8;tt地 図ツ繍ピル

包括 06( 532) 3421代

唖 659 自宅 ・芦 屋 市 岩 国 町 3 5 ー 7 電話0797(31) 3201

50 

岡 本 男全

江 主11 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 543 大阪 市天王 寺区 東 if fi ｩｉｾ町 ＱＴ Ｍ Ｕ 電 話 Ｐ Ｖ ＨＷＶＸＩ Ｑ Ｕ Ｑ Ｕｦｾ

串 557 自で ・大阪市西成区玉山東 1丁目6 諮15号

電話06( 661) 3317

岡 山 雄十ケ

去 を 岡 山 建 築 事務 所 一 級 辿築 士 事 務 所 2締2

o 612 京 都 市 伏 見 区 深 草 平 岡 町 1 8 電話075( 641) 0536

串 612 自官 ・京 都市 伏見区深草平副町18 包括075( 641) 0536

奥 晴野 弘

紘式会社和1光 建 築 設 計 事 務 所代表取締役社長

唖 556 大 阪 市 浪速 区 新川 3 丁目 630 包括 06( 633) 0141- 3

串 550 自宅 ・大阪市西区北Jlii 江御池通 3 丁目 40器地

包括06(541)0261

奥 村 最 正

奥 村 主 兵 術 株 式 会 社 取締 役社 長

昭和50年盛夏 (50音11民)

数 井 利

総 式会 社 西 村 辿 き従 事務 所 取 締 役 社 長

岳 652 神戸市兵1<11区荒 111四J 2丁目 I 帯地 旭ピル

電話 078(521) 0205 ・0207

唖 654 自宅 ・神戸市斜路区白川台 2 丁目 39- 13

包括078( 741) 5862

兼 高

有 限会 社 ヨ在 日 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 590 堺市翁繍1丁4悉5号 ス カ イピルJYI 3 F 電話0722( 22) 1643

ｾＵＹ Ｐ 自宅 ・ 緋 ［ｉ￯ 三図ケ丘御字通 Ｘ Ｑ Ｍ Ｒ 包括 ＰＷＲＲ Ｈ ＳＲ Ｉ ＱＶＰＳ

鎌 谷 秀

修 成 建 設 専 門 学 校 校 長

串 555 大阪市西淀川区大和田5 丁目19- 30 電話 06 (474) 1644 

串 665 自宅 ・宝 ほ 市 千 種 4 丁目 3 番 3 号 電 滋 0797( 72) 1380

神 新谷

骨 530 大 阪 ;Ii 北 区 伊 勢 町 22 器 地 包 括06( 312) 4131代 岳 557 大 阪 市 東 成 区 大今且南 6 - 1ー1 包括06( 976) 1221

骨 620 自 宅 ・西 宮 市 南 郷 町 14 訴 34 号 包 括0798( 71)0011 唖 657 自宅 ・神 戸 市 灘 区 五毛通3 - 2- 21 包括078( 861) 0596

コ ク ヨ 株 式 会 主J: 取 締 役

海 上 静

株 式 会社 海 上 静 - l l ! 築Iji: 務 所 代 表 取 締 役

串 541 大阪市東区博労回[ 2丁目4 l lli 地 中時ピル

電話 06( 271) 1149 ・(261) 4428- 9

唖 591 自主 ・大阪府明市日位荘西町凶器地 2 電話0722( 85) 2120

寵 4膏 久 憲

株 式 会 社 川 本 製 作 所 大|妓 符業 所 所 長

唖 533 大阪市東淀川区瑞光通5丁目7 の2 電話06(328) 0877代

哩 ＵＳ Ｓ 自宅 ・ 大阪市東淀 川 区ｾ型 Ｇｬ￭Ｇ 原田 Ｑ｛ ＵＸ Ｑ

淡路第二ダ イヤ モン ドハイム 1006号 電 話06( 320)0300

梶 本 尾秀

亀井 晃

: .b. 

，口

一級建築士事y j ffr あ り

株 式 会 社 A .R. I . 建 築 事務 所 代表取締役社長

骨 542 大阪市街区谷町 7 丁目12番地の 1

新谷町第 3 ピル ・2 F 包括06( 768) 1771代

串 631 自宅 ・茶 良 市 中 町 1 丁 目 4 7 9 包括 0742( 43) 1226

亀 国 晃

jゐJ悠 雄 投 工 業 株 式会 社 大 阪 支J苫

常務取締役

支 信 長

唖 530 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 31 番地 2 氾芯06(372)6001代- 4

串 565 自宅 ・段 中 市 新千. ! I ! 南町 2 - 2 7 - 1 電話06( 832) 0641

柄 谷 吉 太 郎

八 千 代 屯 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 540 大 阪 市 東区 森 之 宮 東 之 町 392 電話 06(941) 6531代 株 式会 社 柄 谷 工 務 庖 取 締 役 社 長

唖 588 自宅 ・排 市 大 央 野 10 7 の4 電話 0722 ( 37)  2548 串 660 尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番 地 包括 06 (411)  1451 

美

勇

男



暑中お見舞申し上げます

J

 

I

 

B

-

-

J

 

芹 夫繁
i

 

l

 

t

・
J

村 宏

昭和50年盛夏 ( 50音)1頂〉

城 武 男戸

株 式 会 社 川 岸 繁 栄 尚 応 代表 取 締 役 株 式 会 社 汎 m 製 作 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 城 戸 武 男 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

暗 550 大 阪 市 西 区 靭U;本町 2 丁目 98器 地 電 話06( 532) 0461代 畢 554 大 阪 市 此 花 区凶品目IJ 3 丁目 15帯地 lU話06( 462) 4661  唖 460 名 古 尽 11; 中 区 栄 1 - 22 - 27  電話052( 231)5451代

唖 563 自屯 ・池 間 市 天 神 1丁目 10 ー 10 包括0727( 61) 8598 唖 699- 11 自宅 ・大和郡山11i 冠山町 2 - 55 電話07435( 2) 5995 冊 460 自宅 ・名 古 屋 市 中区栄 1- 22- 27 m駈052( 201) 4061

I

 

l

 

---a

，

 

喜 代 枝口

株 式 会 社 篠 IJI 川 口 建 築 事 務 所 所 長

J株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所 所 長

河 裾 夫 清 文 氷
和 田

株 式 会 社 梓 設 計 代表 取 締 役 社 長

唖 461 名古屋市東区富士ぽ町 3 丁目 2 器地電話052( 962) 758lf t 1 t ' i 光 産 業 妹 式 会 社 代 表 取 締 役 也 141 東 京 都 品 川 区 西 五 反 則 2- 27- 3 m:if; 03( 492) 3591  

畢 464 自宅 ・名古区市千種区稲舟通 2 丁目 7 番地 晶 531大阪市大淀区本庄川崎町 2 丁目 18番地 4 電話06( 371) 5146 唖 164 自宅 ・東京都中野区中野5- 37- 23 電話03( 387) 1539

m訴052( 751) 2613

i

 

l

 

-
-
a
a
'
 

崎 軍

近 畿m気 工事 株 式 会 社 広1: ふ支 社 取締役支祉長

唖 ＷＳＰ 広島市 稲仰田 ｲＴ 務 Ｑ 号住友生命広ｾｾピル

包括0822( 62) 1471

唖 734 広 島 市 宇 品 御 幸 2 丁目 2 帯 2 号 電話0822( 51) 7535

l

 

i

 

-
-
J
 

崎 敬

株 式 会 社 近 級 建 設 取 締 役 社 長

河 原 義 夫 貧民

. . .L. 

ノ、 朗

新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 応 支 ) ，lj 長

唖 530 大 阪市北区堂島浜辺 り1- 2 5 - 1 電話06( 344) 6031

唖 659 自宅 ・芦 屋 市 鉛 凶 町 23 番 34 号 包括0797( 31)5492

神 崎 明

j畢

吾

株 式 会 社 神 的 Ml 取 締 役 社 長

平和J i l l 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

唖 536 大阪市城東区凶呂田J l 丁目 40器地 m活06( 939) 4741代- 5

e 5si 1自 主 ・吹凹市内本国r 3 丁目 23器8 号 m倍06( 381) 0451

菓山 和

岳 550 大阪市西区江戸姻 5 丁目 118 和光ピル 包括06( 448) 5601 串670 姫 路 市 北 隣 ロ 8 6 の 3 電話0792( 23) 2021代 唖 532 大阪市此川区西中島 2 丁目11番30号 電鋸06( 303) 7131 .

串556 自宅 ・大阪市浪速区新川 2 丁目 666 包括06( 632) 7369 o 670 自官 ・姫 路 市 北 線 口 6 2  包括0792 ( 23)  0210  4D663 自宅 ・西 宮 市 枝 川 町 1- 144- 304 電話0798( 48) 9428

株 式 会社 シエノレ石 il il :大 阪 発 売 所 本 部 長

i

 

l

 

-
-
-
a

，

 

瀬 啓 一 郎 木 藤 友 樹

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代表 取 締 役

串側 京都市右京区太州ｾＡ式部町 Ｑ Ｒ 芯地問 ＰＷ ＵＨ ＸＶ Ｑ Ｉ 叩 株 式 会 社 IJ il l ! J サ ー ビ ス 西 部 支 社 説 委控室

岳 616 自宅 ・京都市右京区長安井jl1辺町21 'ii!括075( 811) 1509 串536 大阪市城京区総之宮 1 丁目 5 諮101号 包括06( 969)1001

l

 

i

 

-
-
J
 

谷 勇

川 谷 建 築 設 青| 事 務 所 自 営

木 下 園 男

黒
宣

内 外 パ ー キ ン グ 施 設 株式 会 社 代表 取 締 役

l

 

i

 

-
-
J
 

巳

株 式 会 社 黒 川 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

也 466 名 古 尽 市 昭和区鶴舞 2 - 1 0 - 5 包括052( 882) 0281代

。497 自宅 ・愛知県i信用i郡蟹江町大字蟹江主TrII1字鹿山119

11! 話05679(5) 2255

黒 譲田

居 606 京 都 市 左 京 区 一 釆 寺 清水町15 包括075( 781) 1148代 母 550 大 甑 市 西 区 京 町 姻 1丁目 32番 地 電 話06( 441)0477代 唖 830 久 留 米 市 大 石 町 2 3 番 地 電話0942( 32) 3417

m606 自宅 ・京都市左京区一釆寺清水町15 電話075( 781) 1148代 串560 自宅 ・並中市北桜塚 3 丁目 9 番15号 電話。6( 853) 0892 ｾＸＳＰ 自宅 ・ 久伺米市白 山町 ＵＴ Ｗ 器地 電:if; 0942( 34) 8527

思 111 辿 設 株 式 会 社 専 務 取 締 役

I

 

l

 

-
-
-
E

，

 

: .b. 

sロ 郎廷 誠

和11鋼 建 材 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 660 尼 崎 市 西 l向 島 町 7 7 番 地 包 括06( 411) 1301代

木 下 秀

株 式 会 社 ナ イ ガ イ 代 表 取 締 役 社 長

m5 30 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 1 6  電話06 ( 345)  9055 

06 ( 343)  1727直

@i 550 自宅 ・大阪市西区京町刷 2 丁目102 電話06( 441) 2503

桑 正 造田

桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 650 神戸市生問区多聞通 4 丁目 9 - 8 1立話078( 371) 1861

唖 653 自宅 ・神戸市長問区五位ノ池田IJ3丁目 1- 1

電話 078( 621) 3807
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益

広コ 重泉 林 夫

i株 式 会 社 栄 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

唖 553 大 阪 市 福 島 区 堂 島 浜 辺 4 丁 目14 電話郎( 452) 1651 町l 南 総 材 興 業 株 式 会 社 綴 患 意 義

串 583 自宅 ・大阪府羽曳野市荷量p 丁目 3 寄 11号

電話0729( 55) 4416 岳 532 大 阪 市 淀 川 区 十 三 木 町 2 - 4 - 2 8 電話06( 309) 0841

忠 勝坂
清林

株 式 会 社 東 海 設 計 代 表 取 締 役 株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

岳 460 名 古 屋 市 中 区 栄 3 ー 7 - 1 電話052( 261) 2651代 愚 530 大 阪 市 北 区 常 安 田IJ 17 ｾ地電話 ＰＶＨ 444) 4677 

岳 467 自宅 ・名古屋市瑞泌区 17，兄日I J 4- 20- 2 m 活052( 831) 4459 唖 545 自℃ ・大阪市阿倍野区北出3丁目 l 需7号電話06(654) 0584

崎 修

株 式 会 社 ミ ラ ノ 工 務 防 相 談 役

@，604 京都市中京区良川通河原町東入鉾岡町310

電話075( 231) 0177

@，606 自宅 ・京都市左京区下鴨北図町63番地電話075( 781) 0676

島 巳勝

郎林 四

太 陽 工 藤 工 事 妹 式 会 社 社 長

居 553 大阪市初島区上福島北 2 丁目 1 番地

電話06( 452) 1151大代

小 林 政 郎

有 限 会 社 小島 l勝 巳 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

0541 大阪市東区南本町 4 丁目 41番地イヨピル 6 階 東 洋 土 : i l l 株 式 会 社 取 締 役

電話06( 252) 8088f t

ｾ Ｑ ＰＱ 東京事務所 ・ 東京都千代田区岩本町 Ｒ 丁目 Ｙ 番地 @，546 大 阪 市 点 f上古区間辺東之町 6 -33 包括06( 692) 1331代

藤 野 ピ ル 電 話 03 ( 861) 9538 骨 518 64 自包 ・三; r r . ¥¥名磁市枯使丘1- 6-61 包括05956( 5) 0400

愚 662 自宅 ・西 宮 市 五 月 ケ 丘 6 番 35 号 包 括 0798( 33) 5120

杉

: .b. 

，ロ茂

シ ャ ー プ 設 備 機 持 株 式 会 社 常 務 取 締 役

串 545 大阪市平野区加美南 3 丁 目7 番 19 号 包括06( 791) 7221

串 583自主 ・大阪府羽% 野市野々上5丁 目6の7 包括0729( 54) 4488

小 中 村 繁 次 郎

富 士 辿 設 機 工 株 式 会 社 代 点 取 締 役

ｾＶＰＱ 京都市南区 ｩｴＡ 九条河西町 Ｒ Ｗ ｭｊ 也 包括075( 691) 0791 - 2

包括 075 ( 691)  8  2  2  4  

、
、

E

・

E

・
-
，
，
 出甲

西

株 式 会 社 凹 中 小 西 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

唖 550 大 阪 市 西 区 阿 波 目 玉 南 通 2 の 60 電話06( 532) 4051

畠 546 自宅 ・大阪市東住吉区平野西脇町373の4

電話06( 701) 0297

5 2  

林
士

山得

株 式 会 社 小 林 得 志 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

5650 

晶 530 大 阪 市 北 区堂島北町20 藤 田 ピ ル 電 話 06( 341) 56渇

5659  

唖 662 自宅 ・西 宮 市 丸 梼 町 6 ー 16 電話0798( 66) お 叫

松 英

東 海943長 株 式 会 社 大 阪 支 出 大 阪 駐 在 場 感 取 締 役

悟 ＵＳＰ 大阪市北区 ￯Ｍｾ 宮町 Ｓ 芯 Ｒ 住生盤的ピル電話 ＰＶＨＳＷＳＩ ＱＱＸＱ

0659 自主 ・戸区市東山町213 ローズハイツ芦昆610

包括0797( 31) 0996

山 武

住 友 辿 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 惣 控 室

串 541 大 阪 市 東 区 北 浜 5 丁 目 2 2 包括06( 220) 8712

串 664 自宅 ・伊 丹 市 鈴 原町 4 丁目 2 3 - 1 包括0727( 81) 2853

昭和50年盛夏
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1司
計武 主

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

@>550 大阪市西区江戸郷5丁目110番地の2 末弘ピル

電話06(448) 2408・0178

也 550自宅 ・大阪市西区北極li I 御池辺 6 丁目 21

j ヒ』目i I コーポ706号 1l! 活06( 531) 2812

河 内 義 就

有 限 会 社 河 内 義 就 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 730 広 島 市 上 椴 町 2 番 3 7 号 電 話0822( 28) 2271代

也 739- 17自屯 ・広島市高陽町字紫光台1- 237 電話08284( 2) 4141

鴻 池 藤

株 式 会 社 鴻 池 組 取 締 役 社 長

串 541 大阪市東区北久宝寺町 4 丁目 27蕃地

電話06( 244) ダイヤルイン

唖 603 自宅 ・京都市北区平野鳥居前町86 包括075( 461) 1526

支 所 長 近 藤

Z

貝

日 本 住 宅 パ ネノレ工業 協 同 組 合 大 阪 支 所

串 530 大 阪 市 北 区 富 岡 町 4 6 帯 地

ｭ 二 ［［ｾｭ 町ピル 1'.I:i1i 06( 313) 3321 

佐 々 木 米 太 郎

社 団 法 人 日 本 ili 築 協 会 京 都 文 部 支 i部 長

骨 604 京都市中京区押小路通柳馬場東入縞町645

電話075( 211) 2857

佐

:.b. 

，ロ 誠 次

株 式 会 社 佐 治 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

串 550 大阪市西区立売堀南遜1- 24 丸栄ピル商館

電話06( 541) 5831

愚 662 自宅 ・西宮市苦海凶一番町 1 - 3 6 電焔0798( 36) 2516
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昭和50年盛夏

Ｈ ＵＰ 音 ｊｉｾｏ

佐 藤

.:D::. 

松

社 長 j畢 田
d彰v  

逸
2'止ーユ之 谷 幸 雄

日

副社長 福 回 好 雄

株式会社 今 西 制l 取締役会長 渋 谷 金 属 探 業 株 式 会 社 取締役社長

唖 543 大阪市天王苛区上本町 7 丁目 2 帯地の 1 上六ピル内 住 友 ウ ォーノレシ ス テ ム 株 式 会 社

<!l'>542 大 阪 市 街 灰 鍛 冶 E 町 5 2  包括06( 211) 7333

電髭06( 772) 1251  

。100 東京都千代 01 [.i{神mJ! 土代田IJ l 住友商事災土代 ピル
伊 581 臼 宅 ・八尾市二( 5 ¥2  5 2 の 7 m訴0729( 22) 8644

唖 659 自宅 ・芦 屋 市 六 結 審 町 12 宿32 号 電話0797( 22) 2226 電話03( 294) 8511大代

佐 藤 次 夫

株式会社佐藤武夫設計事務所 代表取締役

串 105 東京都港区新総 4 丁目6 番15号 D K s 新槌ピル 6 陪

電話03( 436) 3511代

岳 ＱＵＶ 白 包 ・ ｭ 京都世 間 谷区 ｴｉ｜［ｴ ｾ Ｑ Ｍ ＱＶ ー ＱＳ 電話03( 420) 5810

佐 野 正

株 式 会 社 安)1ー主l!築設計事務所 取締役社長

四 方 良R 孝

:.b. 

t 口島靖 田

凶方設計工務株式会社

1 級建築士事務所 代表取締役社長

･ Ｖ ＱＲ 京都市伏見区深草関ｂｬＺｦ＼ ｾｊＳＲ ＭＲ

電話075( 641) 6091 ・6092 ・6324

串 612 自宅 ・京都市伏見区派市閃，，{ ! 殿町3 2 - 2

株 式 会 社 J t 11: 鉄 工 所 代表取締役社長

居 551 大阪市大正区南思)A.1i，¥町 l 番地 電話06(552) 1231大代

骨 661 自io ・Jo; J.!<l¥>尼崎市武ド之荘3丁目 1- 1

イトーピ. ，. 308 沼活06( 432) 7387

ｾ 重 ｚ
J 円

愛 忠 男島 村
水 明

串 540 大阪市東区I i ，¥ar 2 丁 目7 番 地 電 話06( 943) 1371代 0 531 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 ー14 電話06( 372) 2851代 西日本建設業保証株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 662 自官 ・西 宮 市 袋 井 町 4 の 9 電話0798( 22) 1569 也 662 自宅 ・兵五H県西宮市市郷町 3 - 12 包括0798( 22) 1184 <<i!>540 大 阪 市 東 区 上 町 5 番 地 電話06( 762)5701代

株式会社 m 水 工 業 所 代表取締役

佐 春野

森 井m業株式会社 取 締役副社長( 関西駐在)

哩 530 大阪市北区玉江町11 丁目17帯 地 正 宗 ピ ル

電話06( 443) 8381大代

雑 賀 孝夫

株式会社雑まH l!築設計事務所 代表取締役

哩 640 和 歌 山 市 西 汀 了 l 番 地 電話0734(31) 1371代- 5

唖 640 自宅 ・和歌山市小松原通り 5 丁目1 番地

電話0734( 23) 5888 

雑 賀 夫幸

株式会社大| 妓雑賀ru築事務所 代表取締役

岳 543 大阪市天王寺区東平野町 5 丁目 9 番 池 宮 慌 ピ ル

電話06( 772) 4426 ・4436

唖 573 自包 ・枚方市香] J ! ケ丘 7 丁目11- 16 m 話0720( 54) 0004

斎

尾

藤

亀

博

清 四 郎

株 式 会 社 Jも ZE  

唖 530 大 阪 市 北 区 沼 田 岡IJ 1  6  電話06 ( 363)  1371 

代表取締役 塩 路 惣 吉

代表取締役 塩 路 寅 雄

株式会社 血 路 辿 築 事 務 所 株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 任 顧 問

<!l'>542 大阪市南区月比町通り 3の14 P i 也ピル 電話06(251) 8577 愚 541 大 阪 市 東 区 両 轡 町 1 丁 目13 番地 電話06( 942) 1461

22232i 副 58 自宅 ・大 阪 市 住 吉 区 航中 l の68 電話附 7加 9

自 石 登 喜 男

F 晶 『

......... 

J 、
輔.

庸 平城正 口
戸

日 本 建 鍛 株 式 会 社 大 阪 支 応 支J; t;長

唖 530 大阪市北区総田町47 >tfr阪神 ピル 9 階 電 話06( 341) 4331

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

唖 530 大 阪 市 北 区 南 垣 町 l 番 地 電 話06( 372) 7151代

Eコ

ロロ l

 

i

 

-

-

E

J

 

男 藤 海
進 汎

株式会社 品 川 建築事務所 代表取締役所長 妹式会社 企 画 設 計 社 代 表 取 締 役

唖 910 福 井 市 m lf，1 1 丁 目 1 番 2 0 号 電話0776(22) 6683 愚 556 大 阪 市 浪 速 区 日 本 編 京 4 ー 16 m 話06( 643) 3631

岳 910 自宅 ・福 井 市 経 団 田Ir 7 0 - 2 包括0776( 23) 3552 唖 591 自宅 ・西 宮 市 拍 盆 町 8 3 - 3  包括0798(72) 3070

篠
賀 孝

良B原 太 須

株式会社 ま に わ 述築設計事務所 取 締役所長 須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

調 串 550 大 阪 市 西 区 南 姻 江 通 2 の 4 8 電話06( 531) 4428 唖 550 大 飯 市 西 区 土 佐 摘 通 1 丁 目 14 電話06( 441) 5171

串 562 自宅 ・箕 面 市 箕 而 5 - 7  - 6  電話0727( 23) 3836 串 662 自宅 ・西 宮 市 雲 井 町 6 番 14 号 電話0798( 33) 0269

53 
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須 賀 好

ｾ＠
-= 
l aI  

株 式 会 社 近 盟 主 建 築 構 造 研 究 所 所 長

ｬｬｊ ＵＴＳ 大阪市天王寺区 ｈｾ 寺町 ＷＶ 天王ピル 電話06( 779) 9316

06(771) 3216 

骨 577 自宅 ・東 大 阪 市 下 小 阪 172 - 2  電鑑06( 789) 8114

菅 健谷 児

大 阪 m気 暖 房 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 550 大 阪 市 西 区 江 戸 姻 1 - 6  0 電話06( 441) 8231

杉 村 正 三 郎

阪 急 f区 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 532 大阪市淀川区十三木町2丁目 13番目号包括06( 302) 0231代

唖 665 自ち ・宝 塚 市 栄 町 3 丁目 9 話20号 包括0797(86) 3623

銭 I司 之輝

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社 長

居 550- 91 大阪市西区阿波盤上海3丁目2帯地

m話06( 531) 6431大代

山

山 四 郎田

株 式 会 社 カ ン ダ ン 取 締 役 社 長

昏 558 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 番 地 電 話06( 672) 1281大代

田 信夫

昭和50年盛夏 ( 50i ' f) 11n) 

口

株 式 会 社 恵 美 須 建 設 代 表 取 締 役

愚 606 京 都 市 左 京 区 浄 土 守 ' .l;llJ.l 町 151 電話075( 761) 1151

母 606 自宅 ・京都市左京区鹿ケ谷法然院町 7 電雷075( 771) 3543

回 中 夫

竹 原 永 一 郎

事ｾ式会社伊比 ｭ 築設 計事務所代表取締役

唖 556 大阪市浪速区幸町通2丁目6番地消光ピル

電話06( 562) 4343代- 5

<<!I 560 自宅 ・盤中市鐙池西町1丁 目 2 番11号 電 話06( 855) 0230

橘 春 重巌

東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支庖常 務 取 締 役 支 庖 長 橘 y ] 築 事 務 所 所 長

串 ＵＳＰ 大阪市北区ｾｾ宮町 ＳＭＲ 住生些附ピルＱＡｬ 話 ＰＶＨＳＷＳＩＱＱＸ Ｑ l!T577 大 阪 府 東 大 阪 市 御 厨 1  6  ma1i 06 ( 781) 0937 

<<!J 658 自宅 ・神戸市東灘区深江北町l ー7- 29 7 ラワー芦屋205 唖 632- 02 自セ ・3 i 1 良県生駒市新地ケ丘 11番34号

電話078( 452) 1945 沼紙07437(3) 2401

竹 腰 健

ｾｬｦＺＮ＠

-.r::ヨ

田 中政 橘 泰

: .b.  

，口

大島) . @ 用化学工業株式会 社 取 締 役 社 長

骨 578 東 大 阪 市 新 庄 1 1  4 帯 地 電 話 06( 745) 5121 代

06(745) 6736- 8  

ｾＵＳＶ 自 宅 ・ 大阪市城東区野江東ノ 町 Ｔ - 99 電話06(931) 3506

田 潟j 也

来 月 パ ー ラ イ ト i * 式 会 ネ1: 取 締 役社 長

唖 540 大 阪 rl i Jlr 区 桜 之 宮 酉 の 町 594 m話 06( 941) 9243- 7

串 590- 01 自宅 ・排 市 若 11¥台3 T 26番3 g- III 紙 0722(91) 2267

回品.  

.u. 清誠

株 式 会社 団 沸m築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 640 和 歌 山 市 下 町 1 9 器 地 電 話 0734 ( 31)  0261- 2  

串 640 自宅 ・和 歌 山市下町 19 帯 地 旬 結 0734 ( 31)  0261- 2  

田 村 隆 資

回

有 限 会 社 棚l 々 1ii- :  ( 建築専門曾庖)

唖 550 大 阪 市 西 区 京 町 j凪 2 - 4  9  ;立話06 ( 443) 0167- 8 

営業所 : 鴻 池 ピ ル 包括06( 251) 8233

田村正l ! 築 設 計 IJC 務 所 所 長

唖 640 和 歌 山 市 北 ノ 新 地 問 町 6 - 1  電話0734(22) 6751

e640 自宅 ・和 歌 山 市 苫 H ! T 2 - 1 電話0734( 24) 6038

谷 ｾ＠ 夫
i

 

l

 

-
-
J
 

株 式 会 社 西 原 衛 生 工業 所 大 阪府

代表取締役

専 務

岳 531 大阪市大淀区中i "lt 南通4 丁目 111存地電話06(458) 3531代

相 牽 ，子・

τ i = 
『E司ヨ

橋 慶 夫 谷 口 向 武Eヨ

日 新 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

株 式 会 社 大 iJ! 設 音|ー 取 締 役 社 長

株 式会 社 大 林 刻l 専 務 取 締 役

品 120 東京都足立区平住東 2 丁目 21藩 28号 沼話03( 882) 2424

品 550 大 阪 市 西 区 京 町 蝋 2 丁 目 7 5 電話06( 441) 9351

串 540 大 阪 il i )11 区 京 総 3 丁 目 37 帯 地 1!l:i1i 06( 943) 1131

唖 533 自宅 ・大阪市東淀川区相川中通 2 丁目 2- 4

4I! 271 自宅 ・松 戸 市 北 松 戸 3 の? の 3 包括0473( 62) 9314
電話06( 32泡) 0935

串 659 兵1<11県j 宝展市浜)' i艮町 3 番15号506号 沼 話0797( 31) 6406

田 賀 勉 知 義 夫見

株 式 会 社 周 到 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長 株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 若手 日 設 備 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 550 大阪市西区北抑紅通4丁目 33番地 電話06( 531) 7193代 唖 530 大阪市北区些宮町 3 蒋 2 住生血崎ピル電話06( 373) 2281 4!l 601 京都市南区西九条春日町48 電話075( 681) 6455(691) 9228

串 586 自宅 ・河内長野市千代田台町13- 13 電話07215( 3) 0455 411662 自宅 ・西 宮 市 経 園 町 7 審 2 2 号電話0798(24) 2650 膏 601 自宅 ・京 都市南区西九条春日町48 電話075( 691) 3860
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地 政頭 人

小 俣 シ ャ ッター工業事長式会社 常任脆ヨ主役

串 530 大阪市北区此{E町 2 丁目 51 ;rl 5 新聞l ピル

電話06( 353)7377代

都 661 自宅 ・尼崎市東宮絵字長潟331- 25 電話06( 421) 5228

千 原 大 五 郎

株式会社大ｾ設計 代 表取締役副社長

唖 105 JI! 京本社 ・東京都地区新編l ー10ー7 大和銀行新橋ピル

電話03( 572) 45951-1:

串 550 大阪本社 ・大阪市西区京町掘2ー75 電話06( 441) 9351代

唖 251 自宅 ・神奈川県勝沢 rli 鵠 m訟が1fi ' d1- 15- 25

電話0466( 23) 3124

津村 健 児

オ リ エ ン タノレメタル製造株式 会 社 代表 取 締 役

畢 660 尼崎市昭和田I 通り 3 丁目 26 器 地 電 話06( 412) 5131 

寺 徳 重

昭和50年康友
( 50音順)

田 時 山 龍 太 郎

I i 干山 設 計 事 務 所 所 長

居 530 大阪市北区将線的上2丁目 21番 地 祭 器l ピル

電話06( 361) 6248

串 532 自宅 ・大阪市淀川区三国本町 2 丁目 7 審21号

電話06( 393) 9557

内 真

大 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役

串 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7 電話 06( 262) 1131

骨 562 白セ ・大阪府筑面市桜井 2 丁目 4 - 39 電話0727( 21) 4641

{専 馬 正 明 藤

株 式 会 社 竹 内 . i l l 築 事 務 所 代 表 取 締 役

也 542 大阪市南区長淵縞筋2丁目 35の1 日Eーピル

電話06( 211) 2706代

串 545 自セ ・大阪市阿倍野区王子町4丁目 1番8の303号

電話06( 623) 7385

内 資 忠

ム ツ 三 産 業 揃 武吉 枇 代表 取 締 役

。550 大 阪 市 西 区 靭本 町 2 丁目4n 在地1 l ! 話06( 441) 0378

ｾＵＳ Ｑ 自 宅 ・ 大阪市大淀区中沖浜通 Ｑ ＭＳ

中1I t リパーサイ ドコーポ C - 929 電話06( 371) 0385

寺 西 芳 藤

抹式会社 内 藤 建築 事 務 所 代 表 取 締 役 会 長

唖 606 京 都 市 左 京 区 問 中 大 堰 町 189 包括075( 781) 6195

G606 自宅・京郎市左京区北白川山の元町38 電話075( 781) 3353

塚 本 猛 次 東 郷 武
内 藤 正 克

株 式 会 社 内 藤 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役所艮

株 式 会 社 口 主l!

t耐:' 1えb  
言|・

大 和 ハ ウ ス 工 業 株 式 会 社 取 締 役 岳 675- 13 兵.i l l県小野市上本町240小野 ピル電話07946( 2) 4757代

唖 541 大阪市東区総! I l 1 2 丁目 38 署 地 電話06(203) 2361 唖 550 大阪市西区阿波盛中通 1 丁目 40番地 電話06( 532) 6351 畢 675- 13 自官 ・兵folltr，; 小野市久保木町1063 電話07946( 2) 4668

辻 本

曲

一

旦

株 式 会 社 寺 西 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

也 ＶＵＸ 神戸市東灘区本庄町 Ｒ 丁 目 Ｑ ＳｾＲ Ｔ 号沼話 Ｐ Ｗ ＸＨ 451) 2456  

電話078( 411) 0139

畠 658 自宅 ・神戸市東灘区本庄町 2 丁目13番24号

包括078( 451) 2457

東 畑 謙 中 康 勝井

抹式 会社 辻 本立 一級 ｾｾｾ き設 計事務所代 表取締役 株 式 会社 東: J ; IU建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 Ij サ |ー総 組 代 表 取 締 役 社 長

串 640 和 歌 山 市 東 長 町 中 / 丁 12 - 3 電話0734( 24) 6346代 唖 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 1  9 電話 06( 202) 0391 串 660 尼 崎 市 常 光 寺 元 町 1 - 3  包括06( 481) 5461代

品 640 自宅 ・和歌山市東良町中ノ了12- 3 沼:;; 0734( 24) 6346代 唖 658 自宅 ・神戸市東灘区住吉町純手下1680 電話078( 851) 5043 串 561 自宅 ・尼 崎 市 東 図 田 町 9 ー 17 包括06( 491) 1386

土 英 夫屋

土屋ｾ築設計事務所 所 長

唖 598 民 佐 野 市 法 4 - 5 - 2 2 句活0724( 63) 2500代

一 級 建 築 士 栂 野 正 春

株 式 会 社 栂 野 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

串 598 Iヨ宅 ・泉 佐 野 市 総 4 - 5 - 2 2 m話0724(63) 2168 唖 640 和 歌 山 ，Ii 五 番 丁 4 器 地 m 甑 0734 ( 22)  2826  

堤 兼 雄 時 保 雄

中 義 昭

岡

尾

株 式 会社 旭 設 計 事 務 所 代表 取 締 役

串 550 大阪市西区靭 1 丁目123番地近畿富山会館 5 F

m甑06( 445) 2050代

畠 657 自宅 ・神戸市灘区六甲台町 7 番19 ハイツ六甲 308号

電話078( 881) 2907

中
l

 

l

 

-
-
E
E

，

 

匠

株 式 会 社 大 林 組 本!苫 建 築 本 部 工 務 部 長 株 式 会社 三 和 地 質 代 表 取 締 役 中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 所 長

唖 540 大 阪 市 東 区 京 椀 3 丁目 37 番 地 電 話06( 943) 1131 唖 550 大阪市西区靭本町 4 丁目35蕃地 畢 530 大 阪 市 北 区 浪 花 町 3 8 新 興 ピ ル 電話06( 371) 3651

串 567 自宅 ・荻 木 市 南 務 日 丘 5 - 8  - 22 電話0726( 23) 0379
電話06( 443) 7606代 ・4157 ｾＶＶＵ 自宅 ・ 宝塚市先布 Ｔ 丁目 Ｑ ＵＭ ＱＸ 包括 ＰＷ ＹＷ ( 86)  2391  
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暑中お見舞 申し上げます

中 川 真 佐 吉 氷 賢 城

昭和50年盛瓦 ( 5 0 f'j-)碩)

井 野 中 市駒

株式会社久米 ｩｬｩｾ 事務所取締役社長

ア ポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役 串 ＱＰＶ 東京都港区西麻布 Ｑ 了 目 Ｑ Ｓ ｾ ＱＱ 号電話 ＰＳＨ 403) 0251大代 野I j l 建 彦 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 540 大 阪 市 東 区 北 新 町 2 丁 目 7 電話06( 942)2951 - 5 串 251 自宅 ・勝沢市出i沼海) .‘ 2 丁目8 の26 包括0466( 36) 7706 岳 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 - 2  9  包括06( 441) 6631 

中 道
l

 

i

 

-
-
J
 

夫 氷 回 鼎

日 研 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 大 阪 m久 暖 房 株 式 会 社 相 談 役

骨 530 大阪市北区大工日IJ50 千代 mm - ピ ル む 話06( 353) 7272 愚 550 大 阪 市 西 区 江 戸 川 1 の 6 0  包括06( 441) 8231 

0569 自℃ ・高 槻 市円 占台 2 - 11 - 3  n! J60726(82) 5923 唖 560 自セ ・fi '1' 市 上 野 Jli 3 の 2 の1 0  Ｇ［ｮｾ沼 Ｐ Ｖ Ｈ ＸＵＵ Ｉ ＳＷ ＱＰ

中 津 誠 一 郎

株 式 会 社 "I'TO建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 530 大阪市北区富 田町38 高繍 ピル北 5 号館 電話06( 363) 3881

哩 570 自七 ・可 口 市 沌 井 元 町 3 の 2 7 包括06( 991) 1848

中 出 隆

J: 危

Z先

株式会社' - j - ' I封 筒 会 代 表 取 締 役

成 彦

能 次 郎

回 正

勢

株 式 会 社 f18勢 建 築 設 昔|・事務所 代 表 取 締 役

唖 550 大阪市西区i IPi l i i 5丁目 118番地 和光ピル 7 1'd

n!訴06( 443) 6451代

能 勢 樹

株式 会社 設 ｾ ｉ Ｍ ｾ ｪￇ ｾ務所ゲンプラン 代 表取締役

唖 550 大 阪 市 西 区土佐i I i i 通 3 - 6 1 m話06( 443) 8216 

<11'>662 西 宮 市 巾 子 制 九 帯 同 [ 12- 10 包括0798( 47) 3227

西 嶋 徳 太 郎

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役 副 社 長

益

広司

株 式 会 社 能 勢 建 築 椛 造 研 究 所 代 表 取 締 役

凶西建 築 桃造設計 ｾ ｊ ￧ 務 所協会会員

串 550 大阪市西区御木町 2 丁目107 新興産 ピル

電話06( 538) 0378- 9

関西辿築構造投31" )1務所協会事務局 電話06( 538) 2 8  2  9  

長 谷 川 幸 雄

愚 652 神戸市兵叫I区上沢通 6 丁 同1 の1 m :lli 078( 511)4501- 3  愚 550 大 阪 市 西 区 京 町 姻 2 ー 75 電話06( 441) 9351代 i株 式 会 社 新 日 本 設 備liiil 回 代 表 取 締 役 社 長

愚 652 口定 ・神戸市兵附区上沢通6了円 1の8 電話078( 511) 1801 19562 自宅 ・3C而市桜ケ丘 3 丁目 1I 1Jf地35号 包括0727( 21) 2432 畠 530 大 阪 市 北 区 金 区 町 2 丁目 31 電話06( 353) 4061

中 原 茂 根 津 耕 一 郎 羽 演l 幹 夫

株 式 会 社 線 t柱 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 側 ベ ニ ス ・ス タ ヂ オ 辿 築 設 計 事 務 所 接続表

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区梅ケ校町81 大阪弁護士ピル
母 542 大阪市街区北桃谷町33の1 第 3 訟屋 ピル11F

唖 560 大阪市西区靭本町 3 丁目宮O番地 岡 崎様ピル 電話06( 364) 8301代

電話06( 763) 3441代

電話06(445) 0039
唖 555 自宅 ・宝 忽 市 川 面 6 丁目 19毒10号 m:m0797( 86) 6226 岳 ＶＳ Ｑ 臼 宅 ・ ｾＮ｢ＮＡＮ市町見田 ｊ Ｒ 丁 ｮＲ の Ｕ 包括 ＰＷＴＲＨＴＴ Ｉ ＲＱＳＱ

中 原 英 雄

株式会社: f i I J 美 設 計 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区末広町17 日生不動産扇町ピル 9 階

電話06( 312) 3587代

也 659 自宅 ・芦屋市打出小鎚日J l 番地405

中 村
曲
一
回
一

株 式 会 社 日 邦 建築 企 画 設 計 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区締ケ枝町114 関西ピル 電話06( 362) 1766代

串 600 自宅 ・京都市下京区七条通束姻川西入八百毘町12

包括075( 371) 2755

56 

野
= 包

I 月口 萩 正 勝

安藤: i l l 設株式会社大| 波文m取締役大阪支庖長

串 553 大阪市稲品区上稲島北辺 1丁目17- 1 電話06( 453) 2190- 1 株 式 会 社 萩 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 662 自宅 ・商 日 市 殿 山 田I[ 1  3  - 2  4  r"; Jii 0798( 33) 1861 串 153 東 京都 目立l 区狩 架台 2 - 20- 14 電話03( 719) 1734代

会長 野 崎 謙

社長 津 田 輝 夫

株 式 会 社 山 下 設 計

唖 104 東京都中央区八丁刷 2 の7 の1 包括03( 552) 8311代

ネ喬
詰
一
… 雄

株 式 会社 橋 詰 工 務 応 取 締役 社 長

串 604 京都市中京区猪熊通三条上ル姉猪熊町326

電話075(801) 2356代

串 604 自宅 ・京都市中京区猪熊通三条上ル姉猪熊町326

包括075(841) 2803
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久

常 勤 相 談 役

日 本 住 宅 パ ネ ノ レ 工 業 協 同 組 合 大 阪 支 所 駐在

西日 本地区担当

O530 大阪市北区宮悶町46番地 第二富岡町ピル

包括06(313) 3321

唖 565 自宅 ・吹 田 市 竹 見 台 2 丁目 2 醤 4 号 電 話06(831) 8971

村福
郎

妹式会社 西原衛生工業所大阪[ . 5 代表取締役社長

唖 531 大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 - 1 1 電話06( 458) 3531代

伴清

取締役文)g長

電話06(344) 6691

久

吉野石，; ' ¥: t l <式会社大|奴x) g

愚 530 大阪市北区世島浜通1- 25 新大ピル

本4喬

蔵圭頼福雄静坂郎幹浜

株式会社新興} J ! 材工業所取締役社長

串 550 大 阪 市 西 区 南 損 江 辺 6 の 3 9 包括06( 541) 5757代

0558 自宅 ・大 阪 市 住 吉 区 住 吉 町242の22 包括06( 673) 5120

111 凶法人日本} J ! 築総合; 試験所理、n長

唖 565 木所 ・大 阪 府 吹 田 市 藤 白 台 5 の125 電話06( 872) 0391

唖 531 大淀分室 ・大阪市大淀区長柄西通2の35 包括06( 351) 7217

口

抹 式 会 社 浅 沼 組 相 次 役

唖 543- 91 大 阪 市 天 王 寺 区 ll (/.iii!t町 8 の 1 包括06(768) 5222

唖 631 自官 ・奈 良 市 二 名 町 3 3 3 6 - 7  l it 話0742(43) 1091

忠

早井藤郎太作田平茂林

妹 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締 役 社 長

母 520 大 津 市 本 宮 2 の 2 の 9 電話0775( 23) 0119代

串 606 自宅 ・京都市左京区松ケ崎泉川町23 電鱈075( 781) 5333

株 式 会 社 平 山 タ イ ノ レ 代表取締役

唖 550 大 阪 市 西 区 阿 波 嵯 中迎 1丁 目 5 電話06( 532) 1234代

居 600 自宅 ・京知市下京区絞小路海大宮東 電話075( 801) 1806

株式会社林投，i ! 争点 務 所 代 ぷ 取 締 役

⑮ 531 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 中 通 り 3 .. 45 包括06( 351) 6831

唖 555 臼 屯 ・，'" 悶 市竹見台 2 丁 目l l llF 5 号 電 話06(871) 8625

責 稔

阪 和I l 不動 産 株 式 会 社 常 務 取 締 役

411530 大 阪 市 北 区 梅 田 町 4 7  包 括 的 ( 346) 1171  

井藤j工

大 法 株 式 会 社 社 長

居 550 大 阪 市 西 区 西 長 掘 北 辺 4 - 1 4 電話06( 532) 0171

深夫

株式会社 II[{ 羽l 設 計 - 代 表 取 締 役 必 務

愚 550 大阪市西区西長編北通 1丁目 8 番地 図 ッ織ピル

包括的 (532) 3421

a邑話06(872) 3608

唯林

晶 565 自宅 ・吹 田 市 背 山 台 3 丁目 41- 11

正

際 問 設 計 事 務 所 所 長

骨 730 広 島 市 段 原 山 崎 町 1 5 番 7 号 電 話0822( 81) 2840

串 759-41 長 門 市 仙 崎 ぬ協 ヒ・ル20号室 電話08372( 6) 1580

岳 759-44 自宅 ・山 口 県 大 津 郡 日 置 村 古 市 包 括08373(7) 101

岡藤生

掠式会社双旦社竹! 脱ill 築事務所 代表取締役

ｾＵＳＰ 大阪市 北 区 些宮町 Ｓ 番 Ｒ 住生ｾ崎ピル 包括 ＰＶＨＳＷＳＩＲＲＸ Ｑ

G677 自宅 ・西宮 市巾子2日砂田町 2 番 8 号 電話0798( 48) 0989 

朝田福正 太 郎

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社 取締役会長

唖 532 大阪市淀川区西中! : . I l T 目 8番29号 屯 話06( 301) 9081- 4

原

銭

t l < 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役社長

唖 540 大 阪 市 東 区 両 替 町 l の 13 包括06( 942) 1461代

木藤郎

ＪＧ問法人口木 ｩｬｬ 築協会常務理 ｾ ｬｾ

唖 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7  電話06( 231) 9648

0573 自芭 ・牧 方 市 香氾凶田I 26 の 68 電話0720( 31) 0549

定中福精

巾 市} J ! 設工業株式会社 代 R取締役

唖 532 大阪市淀川区十三本町 2 丁目 4 醤 28号 包 括06(302) 1551

唖 662 自宅 ・西 宮 市 名 次 町 1 2 客 9 号 電 話0798(22) 1504

原

薫

健

福 永

福 永

代 表取締役

信重 昭

株式会社都市I i 日組終日研究所 所 長

唖 530 大阪市北区A 融寺町98- 5 阪治* ピル 電話06( 312) 3918

愚 658 臼官 ・神戸市東穣区岡本8丁目 10- 1 岡本ハウス 605

包括078(411) 3989

手B回藤

代表取締役

株 式 会 社 福 永 建 築 設 計 事 務 所

串 542 大 阪 市 南 区 阪 ! ; <町通 4 の 6 1 電活06( 251) 3102

<<i!>542 自宅 ・大 阪 市 南 区 順 度 町 通 4 の61 電話06( 251) 5189

国

原 111 セメント化工事転式会 社 代 表 取 締 役

也 554 大 阪 市 此 花 区 朝 日 橋 通 2 - 13 情話06( 462) 1212代

唖 661 自 宅 ・尼 崎 市 縁 日 町 3 丁目 41- 8  電話06(421) 4518

原
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藤 稔原 恭

株式会社藤原工務ｽ，ｾ取締役社長

串 562 箕 面 市 箕 面 3 - 1 - 6 0 電話 0727 (21) 7268 

愚 562 自宅 ・1 t 両 市 箕 面 4 - 15- 40 電話 0727 (21) 2774 

藤 村

2 主

，円

株式会社日新建築設計事務所代表取締役

唖 530 大 阪 市 北 区 盛 屋 町 1 丁 目66番 地 電 話06( 352) 6161代

岳 631 自宅 ・奈良市登美ケ丘 5 T 目 5 - 5 電話0742( 44) 0201

代表取締役 藤 本 一 男

社 員 一 同

株式会社 都 市 ・辿 築 設 計 工 房

C!!>542 ( 本 社 ) 大 飯 事 務 所 大 阪 市 南 区 安 安 寺 柄 通 3 - 40 

第二戸地ヒリレ8 m電話06( 252) 8757代

串 103 ( 支庖) J 1 [ 京駅萄所 J 1 ! 京都中央区白木綿小伝馬町 3 - 4

総月 ピル 4 階 包 括03 (662)  1580代

藤 本 庄 之 助

株 式 会 社 工 』椛

e536 大 阪 市 城 東 区 鴫 野 西 5 丁目 18- 9  ;Il話06( 961) 4460

0536 自宅 ・城 東 区 鴫 野 西 5 丁目 16- 43 電話06( 962) 1288

船 橋 明

高砂熱学工業株式会社大阪支! 苫

常務取締役

大阪支庖長

ClJ 530 大 阪 市 北 区 芝 岡 町 55 北阪急ピル 包括06( 372) 2511

古 屋 才 兵 衛

日新工業妹式会社大阪支} . 5 取締役支} . s 長

。533 大阪市東淀川 区瑞光通4 T目30帯地の2

m話06( 329) 7737代

悟 533 自'琶 ・大阪市東淀川区瑞光通4- 30- 2 :11話06( 328) 3343

堀 内 良R史

第一工業株式会社大阪支jiif 取締役 ＵＨｽ ，ｾ長

堀 林 郁 夫

調 林 地 築 設 計 事 務 所 所 長

唖 604 京都市中京区計]1小路三条上ル! s . 苛・ピル内

包括075(241) 1403

. 617 自宅 ・長 岡 京 市 今 型 宇 ilt 久志17- 9 ;11話075( 921) 8497

取締役会長 本 田

I仮締役社長 本 田

史 郎

英 行

本 旧 工 業 株 式 会 社

唖 530 大 阪 市 北 区 芝 田 町 6 5 - 1 電話06( 372) 0372代

置 607 自宅 ・京都市東山区山科御陰平林町2 包括075( 581) 2217

前 野 慶 太 郎

昭和50年盛夏 ( 50音順)

松 村 慶

株 式 会 社 首li 辺 建 築 事 務 所

取 締 役

般計室長

串 530 大阪市北区続四 8 新阪急ピル11階 ?立話06(341) 1680

松 村 雄

株 式 会 社 松 村 組 代 表 取 締 役 社 長

ｾＵＳＰ 大阪市北区ＧＡＱＡＮ心町 Ｑ 了目 ＷＰ 番地 電話06( 353) 1131

松 本

..L圃

ノ、 郎

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長 松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

。530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7  電話06(444) 1501 唖 543- 91 大 阪 市 天王寺区上純度町 6 電話06( 779) 1581大代

都 659 自宅 ・戸 湿 布 翠 ケ 丘 町 4 番 18 号 包 括0797(22) 2005 唖 580 自宅 ・松 原 市 北 新 町 2 丁目 3 の 7 包 括0723( 31) 0158

松 岡 晃 一 郎

社 アイエム換気工業株式 会 社 代 表 取 締 役

。556 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 1 1 8 3 番 地 包括06( 561) 3901

4D590 自宅 ・排 市 車 之 町 東 2 T  2 の 9 電話0722( 38) 2582

松

松

E ヨ

E ヨ 平

ゴ=

ロ

株 式 会 社 松 田 設 計 事 務 所

回

国 JI頂

置 812 福岡市博多区綱場町 2 番 1 号 明治屋ピル

電話092( 271) 7441代

哩 150 東京出張所 ・J 1 [ 京都渋谷区神宮前5丁目 2の18

電話03( 4∞) 3854

o 810 自宅 ・羽岡市中央区今J i ! 1了目 16 - 5 電倍ω2 ( 741) 2497

松 回 誠

松 田 ま こ と 設 計 事 務 所

哩 662 自宅 ・西 宮 市 若 衆 国 六 議 町 4 - 16  包活0798( 36) 7594

松 昌 久回

株 式 会 社 都 市 設 計 所 長

唖 530 大 阪 市 北 区 日 間 Illr 3 0 器 地 包括06( 364) 6661代 母 541 大 阪 市 東 区 高 関 繍 3 丁 目 7 帯地 電話06( 231) 6617

丸 操田

株式会社 マノレタ建築事務所代表取締役

唖 101 東京都千代田区神田鎖関町1- 24 西脇ピル

岱 認03( 254) 1956

唖 336 自宅 ・埼玉県浦和市仲町7丁 目10番10号

包活0488( 22) 9405

丸 山 信

事ｾ式会社丸 山 建築事務所代表取締役

C!!>107 東京都港区北宵山 3 丁目 5 番25号

電話03( 401) 2287 ・6703 ・2426

唖 901-22 出張所 ・仲純県宜野湾市大山1003

電話09889( 7) 2974 ・4077

上

向

田

園

妹式会社汎 美弘 ｾ 築設計 事務所代 表取締役

唖 604 京都市中京区御池通御幸町西入 京都府旅館会館ヒリレ 2 階

電話075( 231) 4638 ・6472

串 604 京都市中京区御池辺掛町西入御所八幡町225

m illi075( 222) 0006 

木 清 経

エ ス エ ム 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

. 573 n 官 ・大阪府汝方jli 柑l 日丘町12- 18 包括0720(41) 5396 也 665 自宅 ・2 尿 市 背 楽 台 1 丁目 2 - 9 包括0797( 72) 2362 ClJ 559 大阪市住之江区東加賀屋 1 - 8 - 1 6 ¥11話06( 685) 1661代
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暑中お見舞申し上げます

輪 泰 司

株 式 会 社 地 域 計 画 ・建 築 研 究所 代表 取 締役 所 長

唖 606 京都 ・京都市下京区四条通商合 大和銀行京都 ヒリレ 8 ｾ￰＠

電 話075( 221) 5132

唖 532 大阪 ・大阪市淀川区西中島3丁目 20 中島ピル

電話 06 ( 302) 6121 

o 612 自宅 ・京都市伏見区桃山南大島町95の45

電 話075( 601) 3962

水 野 喜 一 郎

水 野 地 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 600 木社 ・京都市下京区西七条市部町77岳地

電 話075( 312) 0431代

4!t 530 支庖 ・大阪市北区鶴野田J 72番地 包括06( 372) 7761代

南 長
士

ロ

斎 久 工 業 株 式 会 社 代表 取 締 役 会 長

唖 530 大 阪 市 北 区 市 安 町 11 帯 地 m話06( 443) 5041代

唖 661 自宅 ・尼 崎 市 嫁 口 町 6 - 20ー 7 電 話06( 421) 5136 

南 甚 J¥ j尺

株式会社パ ン デ ック ス ・ジ ャ パ ン 関 西 営 業 所

取 締 役 関 西 営 業 所 所 長

愚 530 大阪市北区伊勢町19 - 2 高椋ピル北 2 号館

包括06( 312) 5765- 7

r.:!!・1

昌 後 健

株 式 会 社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 543 大阪市天王寺区上汐町6丁目 35番地 電 話06( 772) 0165代

。543 自宅 ・大阪市天王寺区上汐町6丁目 35番地

包括06( 772) 0167

ｾ＠

昌 崎 辰 敬

宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長

。466 名 古 区 市 昭 和 区 折 戸 町 5 丁目 13 m話052( 751) 3096

唖 466 自定 ・名古屋市昭事l区折戸町 5 丁目 13 電 話052( 751) 3096

r.:!!・・

邑 郎武 伊

村 石 秋

昭和50年盛夏 (50音順〉

浪 速 合 板 抹 式 会 社 取 締 役 社 長

愚 556 大阪市浪速区字国IJ 3丁目2番地の1 包括06( 561) 2201代

畢 659 自宅 ・芦屋市岩国町10番16の401号 包括0797 (31)  2643 

村 上 晃

八 十 島 健

株 式 会 社 竹 中 工 務 j占 常 務 取 締 役

e541 大 阪 市 東 区 本 田1 1 4 - 2 7 電 話06( 252) 1201

也 663 自宅 ・西宮市甲子回二諮町 5 - 30 電 話0798(41) 0598

矢沢 征 男

株 式 会 社 村 上 工 務 j苫 代表 取 締 役 紘 式 会 社 矢 沢建 築訓|ι JI 設 計 事 務 所 専 務 取 締 役

唖 531 大 阪 市 大 淀 区 u崎来週 3 - 16- 16  包括06(372)2924 骨 560 U 中 市 北 桜 塚 2 - 3 - 1 1 包括06( 849) 1717

唖 657 自宅 ・神戸市灘区宮山町 1 丁目2 の22 沼話078(851)8166 骨 560 自 宅 ・挫 中 市 永 楽 荘 2 ー 15- 8 包括06( 854) 6003

唖 540 大 阪 市 東 区 京 総 3 丁 目 7 0  電 話06( 941) 3651 唖 665 自宅 ・宝 ほ 市 武 郎 I.li 1  - 1 0 - 8  包括0797( 72) 4461

村 上 郎

サ ン エ ス 石 臼 株 式 会 社 社 長

唖 530 大阪市北区盆山北町20 藤田ピノレ !l!話06( 344) 6526

也 565 自宅 ・吹田市千且山西3丁目 7帯5号 包括06( 384) 1002

村 よ 志 子

矢作 貞 司

田

明 研 化 学 工 業 株 式 会 社 代表 取 締 役

2222支rl長 晶 玉 み 喜 代 表 取 締 役

唖 543 本ri.i ・大阪ili 天王寺区逢阪上之町18- 10

電話06( 771) 0555

串 543 自宅 ・大阪市天王寺区途阪上之町18- 10

電話06( 771) 0678

安 井 生忠

串 673 明 石 rli 雌 江 中 谷 町 888 番 j也 包括078(928) 3456代 事 550 大 阪 市 西 区制 1 丁目 130 番 地 包括06( 448) 2765- 6

串 ＶＵＵ 自 宅 ・ 神 戸市ｾ［ｪＨ区温盛岡 ｊ 西の囚 ＱＶＴ 包括 ＰＷＸＨ Ｗ Ｕ ＱＩＭＱＱ Ｘ Ｖ 岳 558 自宅 ・大阪市住吉区長居町京 6 丁 目24 匂路06( 698) 2422

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 室 代 表 取 締 役

村 藤
王

国野

有 限 会 社 村 且.f ， 森 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋2 - 3 - 8 電 話06( 624) 0925

唖 665 自宅 ・宝摩市消? 帥112 丁目 18- 2 7 電 話0797( 86) 2559

室 水

安 誠

谷 山

回

安 田 株 式 会 社 会 長

( i J ! 策金物 ・アルミ型材製造)

唖 542 大 阪 市 南 区 末 吉 繍 通 1 丁目 17 m髭06( 251) 7091代

簸 本 弦

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

eo50 神戸市生悶区北長狭通 4 丁目 1 ｾ庄和ピ ル

電 話078( 331) 0881

唖 650 自宅 ・神戸市生田区山本通 4 丁目 108の37

m話078( 221) 5050

;::+:;::， 

ｾ木 忠

株 式 会 社 笹 川 組 取 締 役 社 長

居 520 大 体 市 打 出 浜 1 3 - 1  5  包括0775(23) 2314

愚 520- 21 自宅 ・大i ' 11市瀬岡市大立町2087- 4 電話0775( 45) 3966

薮 本 +
方

有 限 会 社 村 野 ， 森 建 築 事 務 所

大 阪 l l ¥ 設 業 協 会 常務I D t 耶 岳 545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋2 - 3 - 8 包括06(624) 0926 串 540 自宅 ・和 歌 山 市 東 長 町 10 丁目 13 包括0734(22) 9930
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山家 啓 助 山 本 憲

昭和50年盛夏 ( 50首JI [(j)

株 式 会 社 ヤ マ ト 電 気 尚 会 専務取締役

来日 回
己
県

株式会社 RI A建築綜合研究所大阪支庖支j吉長 母 530 大 阪 市 北 区 西 掛 川 町 1 5  包括06( 364) 3056代 署 530 大 阪 市 北 区 梅 ケ 技 町 1 7  5  電話06(363) 4051

畢 530 大阪市北区太融寺町33大阪合同ピ J レ包括06( 312) 9154- 5 也 524 自宅 ・滋 賀 県 守 山 市 今 宿 町 包括07758( 2) 2665 串 659 自宅 ・芦 屋 市 公 光 町 3 番 8 電話0797( 22) 3282

株 式 会 社 東 和I 組 代表取締役

山 口
王

国郎 山 本 末 男

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 550 大阪市西区阿波盛上通 4 丁目 8 番 地 包括06( 541) 5534代 大 末 建 設 総 式 会 社 取 締 役 社 長

畢 665 自宅 ・宝塚市祭雀丘 1 丁目 13番25号 包括0727( 59) 2018 岳 542 大 阪 市 南 区 大 和 町 1 番 地 電話06( 213) 0555

山崎 敏 明

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

暗 650 神 戸 市 生 田 区 栄 町 2 丁目 2 1 電話078( 321) 0655代

愚 662 自宅 ・西 宮 市 五 月 ケ 丘 5 の 7 電話0798( 26) 2763

山 密下 男

合同*l ' 許i J ! 材工業株式会社代 表 取 締 役

唖546 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 54 電話06( 702) 7814代

署 546 自宅 ・大阪市東住吉区間辺東之町3- 193

包括06( 621) 9086

山 恒
=ム

2ロ回

山 本 夫哲

昭 和 鉄 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖812 福 岡 市 点 区 箱 崎 5 丁目 11番93号 電話092( 651) 2931

骨 810 自宅 ・福岡市中央区薬院 2 丁目 11番 4 号

電話092( 741) 5095

山 本 博

車1] 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串 530 大阪市北区中之島 3 の 3 羽田ピル内

電話06( 385) 1361代

愚 565 自主 ・吹岡市藤白台 4 丁目23番 8 号 電話06( 872) 9087

士

ロ
源 治 郎岡

株式会社 山 田 工 務 底 取 締 役 社 長

唖 阻 神戸市野合区八雲通 1 丁目 1諮 問 25jziii ij;:;iR 山 i州 学 工業株式会社大阪支応弘嘉次官

C!J 651- 12 自宅 ・神戸市北区山 田町上谷上古々山29 串 530 大阪市北区芝田町55 1 i i 地北阪急ピル 電話06( 372) 2511

電話078( 581) 2055

山

E ヨ

匡ヨ
次田

士

ロ
信武

若林 繁
士

ロ

田

二 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

居 564 Il( il! 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号 包 括06( 349)9193代

ｾＶＰＵ 自宅 ・ 京都市東山区治水 Ｒ 丁 目 ＲＳＲ 番 地

電話075( 561) 6283

若山 繁

近 畿 fE 気 工 事 株 式 会 社 専 務 取 締 役

岳 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 電話 06 ( 312)  1281  

畢 661 自主 ・兵即応尼崎市武陪之荘2丁目 251!l 11号

電話06( 436) 1381  

鷲尾 健

明 石 工 業 高 等 専 門 学 校

，"，，574 明 石 市 魚 住 町 西 岡 6 7  9  包括07894(7) 1151

渡 辺 勇

1.1.1失 ビノレディンス土地 コ ン サ ル タ ン ト手

2品む

⑮ 164 } j ( 京都中野区中央 4 - 6 - 1 2 - 1 0 5 包括03( 384) 4810

ｾＴＶＵ 自 右 ・ 名古屋市名東区神丘町 Ｒ ＭＴ Ｘ ＭＳ 包括052( 701) 4203

渡
古

山辺

Ｑｾ＠ ｾ＠ ki 凶 株 式 会 社 専 務 取 締 役 妹 式 会 社 古 111 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長 東洋シャッ ター株式会社 代 表 取 締 役 会 長

暗 600 京 都 市 下 京 区 大 宮 通 五 条 下 ル 電話075( 341) 2246代 唖 ＵＵＰ 大阪市西区北廊江 ｕｬｩ Ｓ 丁 目 ＲＲ 番地電話 ＰＶＨＵＳＸＩＲＹＹｬｦｾ 唖54。大阪市東区両信町 1 - 1 2 日生ピル 電話06( 943) 6571代

岳 600 自主 ・京都市下京区大宮通五条下ル 包括075( 341) 6980 愚 ＵＷＴ 自 宅 ・ 大京市ｻｾ ， ＺＺＺ￬ 1 丁 目 7 - 5 電話0720( 72) 0409 唖560 闘定 ・銭 中 市 緑 丘 3 丁目 21番 8 号 包括06( 856) 0988

山 根 正 次 郎

株 式 会 社 日 建 設 計

60 

蓮 {弗 ""7 

株式会社 京 都 土tt 築 事 務 所 代表取締役

渡 辺 紋 左 衛 門

岳 604 京 都 市 中 京 区 三 条 柳!耳崎東入 電話075( 211) 7277代 悟 510 四 日 市 市 中 部 1 1  - 9 電話0593( 53) 5505代

串 611 自1' ; ・宇 治 市 南 限 町 2 丁目 1- 4 電話0774( 23) 2172 岳 512 自宅 ・四 日 市 市 東 富 田 町 13- 8  電話0593( 65) 2523

i 1 J t 辺 建 築 設 計 事 務 所 所 長
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トルであること、附 j[[ には高さ 20 メートル五階

建の浜寺郵便局の，建築物が存症するほかは二階

建か平家主主の建物が建っており、その周辺には

空地Ｈ庭Ｉが相当あること、不 ￭ ＡｦｾＱｦ史 ｱ の来日 ＡｬｬｫＺ つ Ｕ

メー トルの地点に隣接し て二|荷主11の，建物 ( ［ｲｾ さ

約 6. 8 メートル) が存在すること、 日l罰百十画

建物の周辺て酬は風速の地 i成がみられ、1 ' : 1 然的な

ー ナ

1' n正 也どのJ止f，' ::;を お1寺ち して おり ま寸.

93 

J也形や風向のi主い等の気象条件の差異によりそ

のIll ¥の祈しれ方の変化は微々 で、これを子 iWIして

高 層 建 築 物 の 周 辺 建 築 物 の 風 害 に 対 す る 訴 訟 判 例
断定することは不可能に近〈 、本件7 ンション

建築による ｉｬｬ｜ 力、 ｉ ｬｬｉＮ圧の ｗｉＧｪｾｬｊｾ 合や ｉｬｬ｜ 圧の変化

などの具体的疎明はないが、 一般に計画建築物

の風上fWI と側面の地域では j孔は 増怖 され、風下

fWI では減少し、特に計画建物と l既存建物等で粂

織 を形成 しているようなところでは j瓜はそれに

日 j将位築物が住府系地域に処設 されることによ 今回このコーナーを 利用 して Ii ;o年大阪府高石市

沿 っ て流れるため 、風 がしぼられ ｮ ｲＮｾと風速を

附 し、既存建物のお さ位までは計間建物による

り、建築公告: の紛争 事例とし て 、日開 問題と風 に建設されました日さ 31mの分泌マ ンションの

による乱気流の風圧力のJit1づJJJ による |切組 とが世 風の被害に対する工 'J'; 差し止め仮処分申請につ

ｬ 臥の ［ ｩ ｬ 長特が大きく 、こ のような Ｉｪ￭ｾｾＮｾｻ は計 画建物

の近傍 ( 1 メートルないし 2 メートル限度 ) で

大きく、距離がはなれるに従 って急激に減少し 、

減少した数値ではかなり広い地域におよび、ま

た道路面などのさをI也で大きな数11自を示し、 既 存

建物よりｾ Ｎ ｾいところでは胤のＺ￞ ｾｉＧ［ Ａￌｬ の ［Ｑ｛ＱＱ 合が減少

すること、同程度の高さの，建物についての Ill¥ifii l

実験の結巣、風速の変化は 地表 l而1.5 メートル

のと ころで風i主が数倍にな ったところがあるが、

これは計画建物が存在しない場合の風が極端に

論を賑しています。 日! ! ( ! 問題については、建 いて昭和49年 12}-J 20 日大阪地方裁判所が決定し

築基準法の改正法事長が、今国会で務議されよう ま した、裁決の 内谷 をご照会いたします。 これ

としており、その内容については、周知のこと はー4J';I，手IJ にすぎないものでありますから 、今後

ろであ ります。 また風による周辺怨築物への被 の裁決にもとづき、学術的な疎明資料の研 究 発

害予測からこれらの紛争が裁判所に持ち込まれ 表がなされることと込〔いますので、今後の研究

ている状況から、学術的 ｉｬｬ｜ｩｬ Ｇ自 ｬ 尖験ｾ［によ り 一定 発表等と合わせて、他築環成問題の解決の- DfJ

のj孔iili 時において、風圧力のW: }JI Iがあることも とされれば幸いかと思います。

認識されているところであります 。Ｈ 大阪ｊｦ ｦｩｬｬｾ 郎 ｩｬｬ 築 ｊ 行場ぷ梶 原 明 )

羽か ったためであり、数怖にパVI ｾｲｴｩ さ れた とい っ

台 高層建築物の建設に伴う風害等に係る建築工事中止の仮処分事件

てもその絶対値が地表而 10 メートルの胤より強

くなるようなことはほとんどなく、結局 I?l ¥が2.5

昭和49年 ( ヨ) 第2978号

決 定

当 Ｇ ｊ ｾ 者 ｪｩ｜Ｑ の怨築工炉 ｬＧ 止ｦｊＹＺ分申 ｩ［ｪ Ｇ ｩ Ｇ ｲ ｾｻＧ ドについて、

当裁判所 はつぎのとおリ決定する 。

主 文

一 、 Itl J'N人の本 ('1ーを却下する

二 、司 l ，l，'11'/IHは EFI 訪人の .t'l j U とする 。

理 由

一 、本件 rl :IUiの姿旨はつぎのとおりである 。

(1)  被 ｆｾｉ ;1'，'1人安宅産業は、その所有の別紙第一

物f ' H:IH ( 田川記，1在の土地に地上11附維の分譲マ

ン シ ョンの 建築を計画し、その ｩｬｬｾ 工 ｣ ｊ Ｇ［ をｍｩＮ申

消人長谷川工務! 苫に UI i t J . わせた 。

(2)  I:Fl 前人は、土地の南 fWI 、幅約 2.6 メートル

の辺路 を1I隔てて、別紙第二物件目 H 記，1誕の，建築

物を所有し、同，建物にm住している 。

(3)  挫築予定のマンションが計問通り建築され

ると、 申;fi 人は、強Ill¥1i寺 あるいは火災がおこ っ

た場合、甚大な j弘事あるいは燦:占苦手を被る危険

性がある 。

7 ンション処築予定地一衛は海岸に近〈、主と

して凶または南西の胤がl吹き、平時 てーもHl¥iili 五

メートル Ijij 後で、j孔iili 10 メートル位の l瓜も珍し

くないのであるが、申請人所布主主物は木法二階

雄、 一部平家建て"' 7ンシ ョンのI相WI 約五メート

ルの位世に鎧 っているのであるから 、そ の北 fl !l l

に11階建の向層建築物てF あるマンションが縫っ

とその; ; 問中でい風速や風力の地大が生じることは

必至で、そのため豆台風の製責任時といえども申

さ方 II1Jに一線に吹くようになることを示し、ま

諮入所有建物が相当の;μ 科を受け、甚大な打i筈 た地表五メートル以上のところでは道路で風が

を被ることが明らかである 。すなわち 、風速に l吹き抜けるというような特別のj乱II1J でない限 り

対する風圧は ニJたされるところ 、7 ンションの 2  f告を越える数M: に別強されることな〈、地表

建築により風 ｩｩｬｩ が Ｑ Ｕ ｦ 六 に ￞ｾ ｉｾ されると似定 す ＱＰ メートルの ｴｾｽｲｲ までの ｬ Ａｦ ｬ｜ｩｩｬｩ はそれがＮｬ ｦｬＧ［ｲｴｬ され

るならばその 19l ¥l モの. r1' :} JJl によ り台風時にはいっ た場合でも ｈｬ｜ 洞の 一 般流よりも Ｇｬ ［ ｾＧ に下位Ａる数値

も他人以上の j M; : を被 1) 、場合によ っては陳が であることが 一 応 認められ 、右 ＴＧ［ｾ をくつがえ

全部l吹き飛ばされるおそれがある 。 すに足リるi Bl i 11f lft 料はない。

(4)  申請人は 、こ れまで安ねな生活を続けてき 三 、右事実によれば、被申 前人 らの，注築予定7

たが、 Ｗ ンシ ョ ンの ｩｬｬｾ によりそれが無惨にも破 ンンヨンが完成すると 、申請入所有生11物は風ri 'J

壊されようとしている 。 そこでゆがi人は、申請 が凶や北の場合7 ンション完成 Ij Ij に比し )!fl¥iili を

人 の生活 ｩ 縦、広 ｶ Ｎ ｾ 怖が王手われ、生命、身体、財 憎 し、したが って胤圧が相 当強くなる場手干のあ

産に重大な ［ｾ ｾ Ｑｰ ｻￆ を及ぼす Ｎｦ ｎ ｩ 阪を 相ｼ 除する 権平 ｉ ｊ を ることが綴われるけれども、その場合でも地表

有するところ、申 Jfi 人が被る胤告: を防止するた 10 メートルの部分よ り風iili が ll!¥' 、わけ でなく、

めに は 、被申前人 らが，建築しようとしているマ またマンションとの隣接度合が、いわゆる j[[ 傍

ンションの日さを、胤iili の対1大をそれ総生ぜし ( 1メートルないし 2メートル) の純 1Tf. 1を越えて い

むることのない地上 10メートルまでのものに 止 るうえ、 申請人所有建物が日 さ約 2 メートルの

めなければな らない 。 コンクリート塀で阻まれていることから巧えて

(5) 略 申請人所有建物についての Ill¥述、胤庄のげ))J lI率

(6) 略 が異常に E5い数fla を示すとは認めがたいし、前

二 、本f牛のi Bl i rlfl 資料によれば、前項(1)、(2)の ギ 認定の thさ20 メートルの浜寺郵便局の佳物の存

笑、および被 申Jfi 人 らが処築を予定している 7 在により近隣，建物に胤による被答があ ったこと

ンションは Ｑ Ｑ 止日 目 ｾ r河さ31メー トル、松市軒高30 .5 の疎明も!!' .F，し 、こ とをみても 、qol ｾ Ｂ ￭ 人主必のよう

メートル、建築 1Mh't 1， 480 .959平方メートル、延 なj武書の危険性はこれを鋭うことができないも

床面桁 11，693. 539 ｾ ｉ ｌｽｪ メートルの 建物 であ っ て、 のといわざるを 符ず、申前人は被 FI3 ih'j 人らに対

その南東II;J¥の音11分 が 1=1-1;1，'1入所有 の別紙第二 物{ 斗 し建築予定マンンヨンの向さ 10 メートルを越え

目録 (目白 ) 記載の雄物の北西部分に 最 も近接し 、 る苦11分について差し止めを求める権利を有する

その距離が約 5 メートルであること、申請 入所 ものと認められない 。

有建物 はその周囲をｾＮ ｾ さ約 Ｒ メートルのコンク 四、略

リート J)ff で閉まれ、 雄物の t:jさが約 6 . 8 メ一 日召和49年12月20 日 大阪地方法判所第一民事官1¥
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本 側 て' /志、 こ の 務 、 池 築 関 係 の 弁峨 ;場 ( 官 庁 -

ｚ 主計 Ｍ＼ ｊ ＺｯＮＺ著書戸斤 ー ゼネコン ー 会社 Ｇ ｩ ｾｎ 持 ー池小 Ｔ 設 備

プ レハ ブ ー会 社 ー学 校 ) に 新 し く 入 社 さ れ た 方

に 、 研 修 で の 印 象、 初イ士<Jo; て' の感: t ' : l、 仕 事 へ の

建 築 ・ 都 市 ・ 大 阪

Ａｾ野弘

布、は、大学 的 姐 ＡｾＢｬ ｾ 科にいた とき、「 往築家 」と

11乎 ば れ る 人 々 は 、 少 な か ら ず t t:l l し て い た つ も

り で す 。 あ た り ま え の こ と な の で す が 、 彼 ら は

そ の つ く る 「組 築」ごとに 、 iりl 仰 な 主 体 '1'1ーをもち 、

「自IJ .i5.I他:J の 尖 Aj U こ傍ブJ をmね て い る 、 という. . . ) -.

うに 見 た の で す 。

い っ ぽ う 、 彼 ら の つ 〈 る 「 他 築 」 と は 別 に 、 1! 理:r，

町 、 時 と と も に 忘 れ 去 ら れ て し ま っ た 「職 人」た

読者の頁

新入社員の眼

ひ め く り

Ｑ 辰 幸 ｾＨ

も の を 巧 え る ・J' カぜ少 し で き る よ う に な っ た引、

伐 は II Il. 鋭 的 フ レ ー ム の 存 イE が 1'1 分 と 社会 を 隔 て

て い て 、 だ か ら 併 と 一 言者に 生 き て い け な い ん だ

という 観 念にとらわれ、 ｉｉ ｉｬＮ 鋭を 止 めた ｬｉ ｾ ｪ があ り

ま し た 。 と こ ろ が 今 ま た 、 我が '1手 務 所 内 に お い

て、 自 分 の 製 凶 仇 が 山崎 に あ る せ い か 、 あ の 時 と

全く l百I じf必 じ を 味 わ っ て い ま す 。 4 FI  x  x 日

投 稿 募 集 グ 『私 の す き な 空 間 』

、、 J，e-fi の 頁 " では， r ｫ ＱＮ の すきな ｾ ｉＺＺｊ ｊ の タイトノレ

て す比 品 ｴ ，Ｍ Ｎ ｾ を ｾｊ っ て おりま す 。 Ｂ吋ｾ Ｎ I  E . 約を j l Uして の

組 物 広 場 . lJiJ fJ J ・ ;9 ー ミナ J レ 料 以 む ど で の

ど ｾｬ ｬｉ ｊ 体験 の 印象 ー 心匁 を ＸＰＰ '{ : 以内 に ま と め て

8 11 5 日 ( 刈 ま で に お 送 〈 リ 下 さ 、、 o ｾＺお、そ の

さ ｾ ｈ｜ｊ の写 Ｓ 工 またはスケ ｹ チを添付して ｆ さ 、、 。

抱 負 、 建 築 を 滋 ば れた 動 機、 企 業 の イ メ ー ジ 泡

ど 入 社 し て 感 じた こ と を 、 フ レ 、y シ 」 なH且で 括

っ て い た だ き ま した 。 尚 、 こ のJj ;{tr:'Sは 5 月 中 旬

に 執 錯 し て い た だ い た も の で す。 〈役柄欄レj 、委〉

き な こ と だ っ た と 思 っ た い ま す . こ う い っ た車壬

験 を 学 生の 川 にf -f つ こ と が で き れ ば 、 よ い ，plli 散

に な っ た よ う に 広 い 、 ま す 。

さ ら に 研 修 で 向l 匁 深 か っ た の は 、 そ こ に 集 ま っ

た人達でした 。 彼らが北や南 町 Ｉ［ ｾｲ や ｾＨ ＧｬＱＺ で日 ｮ

る［ｦ［Ｚｦ＼ＭＧ＼な巧えやＡ必 ｴ ， Ｇ ｬ はそれだけでＺＮｫＺに ｾＩ￭ 旬ーだ っ

たし、そうし、 っ たなヵ、て' なーんとなく! 必じ句 t L る

その 人 の 母校 の ｾ ｜Ｎ ｊ ｾ 止 や 色 彩とい っ たものも尖に

多 憾 で し た 。 あ る も の は 大 栄 4枠内 U:. k位 築 の 魅

力を ｾｊｬ に捕し、ていたり、 ｩｬｬｾ の人 ｉｉｉｊ こ ｩ 三 前への税

尖的な ［ｩｾｾ Ｎ，Ｎ Ｇ ｾを大切にしたり、あるいは、 ｴ 様式姐 ｅ

u ! i の 洗 練 さ れ た 兵 し さ を 心 に と ど め て い た り と

ち 、 そ う い う 人 た ち の 手 に よ っ て つ く ら れ た 、

計 い 民 家 や 、 そ れ ら が柿 成す る 民 税 に も 、 紅 、 1'1

身 興i床 を 党 え て い ま す 。 そ れ ら は 、 そ の 以 す る

地 域 社会 特 布 の 秋 I r: を も ち な が ら も 、 人 び と の

生 活 条 件 に よ っ て 、 変化に. ( ;¥; ん だ 点的 をつく り

出 す 不思 議 な 魅 力 を 、 も っ て い ま す 。

学生時代 も終 リ可 Ｑ に なると、 ｉ ｾ にと っ て 建築 の い っ た こ と が な ん と な く {ムわ っ て く る 。 そして、

姿 は . は っ き リ し て き て 下 が "'1 き そ う な と こ ろ そ こ で仰 ら れ た も の は 、 滋 に n分 や 付 校 を 作 飢

に あ り ま し た 。 今 は そ の 姿 は な く 、 1号 、 は っ き 的 に 眺 め る こ と の で き る 枕 山 だ っ た よ う に ，1t!，' ，い

り 比 え て は い る の だ け れ ど 溢 か 彼 万。 ま た 歩 か ま す 。 そ う い っ た 意 味 で 卒 業 し た ば か り の ι 述

前 者 に つ い て は 、 I "WX などの処築! l ょに 凡 ら れ る

ように、 11与の 倫 ブJ 階 級 に 属 す る 処 築 物 、 下f 胤tや

寺 院 に 始 ま り 、 そ こ に は 、 被 式 ぷ N'i と い う世 耕

ね ば な り ま せ ん 。 4 )-J  0  0 日

ｩｬｬ 築 を 自 Ｑｉ る Ｎｹ， は、それな リ のＺ［Ｇ｝Ｚ ｪｊ ｦ ｬ ｾ｜ に ｊ｛ ｬＨり閉ま

れ て い な い と ダ メ な ん だ な あ 。 5) - 1 x  x 日

が ー |百l に会するとし、う機会は: . k : に .i. 'ti f( だ っ た と

! " " じています 。

名 人 が t f:他 に ftrJ か い 、 そ れ ぞ れ の lln占に 枕 い て い

る今、れ々の ｪ ｾ ｦ っ ているものと Ｇγ ・ んだ も のとを

人ー切 に し な カ f ら 出 動 し て ゆ き た い と ，思 っ て い ま

が あ り 、 そ の 発 展 に 対 す る JUI待 が あ り ま し た 。

そ し て 、 そ れ は 近 代 主 主 主 匹 と い う 械 式 に ま で 、 も

ち 続 け ら れ て き た の で は な い て ' し ょ う か 。

作、日本には収 かな Ｈ ヲ Ｉ ｾ ｬｮｊ があ っ たのです 。 今 す . ｻ 妹式会村大林孝 ｉｬ 本 ｬ ･ｈ 他策本 ｮ ｬ ｾ ， 設計 ｬｩｪ ｬ Ｉ

は 貸しし 、Ｈヲ Ｉｾ ｉＺ ｜ｊ ばか り が 円 につきますが 、人 々

の、 ｾ ｉＺＺｊ 、住築 に対する巧え Ｉ ［も知 ｬ らぬ ＱＺＧＺ］Ｑ に ｬｴ

し く な っ て し ま っ た の か も し れ な い . 取 り 戻 そ
一 万 、 後 者 は 庶 民 の 往 築 と し て 、 r ｾＧＱ｜Ｚ人 」ととも

に 発展 し 、 「 胤 人 」 の 消 滅 と と も に 、 そ の 誕 生 が

JVI 待 で き な く な っ て き ま し た 。 泣 代 処2阜 の 成 熟

JUI に あ り . そ の 発 i1暗に 対 す る J UH与が 、 過 去 の も

の と な り つ つ あ る 脱 伝 、 そ し て 仰ブ) 11}7級 よ り も

庶 民 の 11111 に 析 す る 辿 築 、 そ の Jl.¥h'tで あ る 百円TI i の

処 築へ の JUI 仰 が も た れ る 説 化 、 新 し い 必 味 と 峨

￭￬ｾ をも っ た「制人 」の符 イ ｴ Ｚ が ｊｕｈ 与されます 。

うと 也、 つ で も 刊 で な か ろ う が 、 ひ と つ ひ と つ 私 の 抱 負

の 仕事 を 大切 にして、こういうぷ敵なｾ Ｏｈ ｪ もあ

る ん で す ョ 、 と 必! U! i を 自1I る 11111の 人 は 、 そ う で な 凶 l判前H t i

い 人 々 に ア y ピ ー ノ レ し て や ら ね ば い け な い。 そ 私的職場つまり阪 神 ｾｬ よ欽の ｩｬｬ･ 語以は、人以 ＴＷ 才 ，

れ は 必 務 な ん だ . で 、 必 し 当 た りは、 l三l を 従 っ ても土備、 工 '1' 、J幻 |の 存 グノレー プ が あ り 、 必 た ち

て、 多 く の 明J:川"川iり11体本験 を す る こ と か 。 5 )  川j ム ム H _ 1工二百百の

現 在の ほ と ん ど の 行111/1の 成 氏 の し く み は 、 部 分

的 な fi 品切'1 . 生 成 の く り か え し で あ り 、 そ こ に あ

る 一 定 の 「 し く み J の よ う な も の が 悦 泌 さ れ て い

ます 。 その「しくみ」におし、て、叫 Ｑｾ 的見主たす ｉ 生

:，lllj は 大 き い で し ょ う 。 し か し 、 そ う し た 実 体 と

ｬ 或リ ｬｾｦ る古 Ｑ Ｑ づ〉 ιｵ ゴ ニ、も っ と ｩ ｊＮ ｾｍｉ とし ＱＮＺ ｦ￭ｩｦ ヵ 、 古 ず

あ る こ と は 、 ;U!. め ざ る を 初 な い ・Wk: で し ょ う 。

結 論 を い え ば 、 近 代 位 築のもつ、 円l凶よ性的 作用

h以A さ れ て い る . 平右i 、たち{ は止、 5  Ｉ Ｑ ぶ までは 研 修 ｊｾｉ

1'1 分 を 成 め る ，ｦ 泌を述 ね るのは、 ｌ うよそう 。 Ｑ ＺＱ Ｑ で、 私 は ａ 羽仁あとの Ｒ 人は ￟ ｾｻ と ｃ 駅 の Ａ日 ｬ

小 生 時 代 に 巧 え た ・l与 、 事 務 所に は い っ て 新 た に 発 計 Ilhi 袋 内 11: '1'; を や っ て い る o ＡＮｾ庄は夫 ｼ 努には ｴ ｦＮ

思 っ た こ と 、 こ ら れ は す べ て 胸 に し ま っ て お い J /I さ れ な い か も し れ な い が 、 ほ ん と う に 1'1 分 が

て 先 生 さ せ よ う 。 開 発 計 画 を や っ て い る つ むリで{ I : 'J' を し て い る .

巧 え て い る '1' の '.J.i SJL f' .f止を ( つ ま り11: 'J ' を ) 、 こ の 仕 ' F を や っ て 凡 て ，也、 っ た こ と は 、 参 巧 に し

'，' .  <  '.t'.!: え 1.:. し、 。 /11 らさ' る会¥n. 5  ) J  0  0  H  

( 点 州 住築 ' F務 所)

(1')な j Jl. 尖、 と い ゥ た 下 法 を 駆 使 し 、 地 成 社 会 の

1.1-1の ア ノ ニ マ ス な 場 に お い て 、 そ れ で い て 決 し

て他 団ー 化 さ れない、 そ の 地 域 特 例 、 { 仲間

研 修 の 残 し た も の

を表現できる、「職人」の; 誕生を、 J UH与 し て お り

ま す 。 そ し て 、 広 白 身 、 そ う い っ た 「職 人J た ち 小 野 勉

の 例 々 の 働 き が 、 よ り 円 滑 に 皮j ) f.1さ れ る よ う な ひと ) J 余 りの 研 修 を終え、 fJLイ正設計百11に 属 し て

「しくみ」づく り を 、 々 え 、 実説 で き る よ う 傍 7) い ま す 。 今 U が そ の 2 E/ 口 。 今 ま で の と こ ろ 、

し て い き た い と 思 い ま す 。 1'1分 に は た い し た /1: '1与は な く 、 や や % が 抜 け た

* 1 . は、そ う い っ た 「 し く み J の め る べ き レ ベ ル は 、 f必. じがしていますが、まどよく: A i tNが わ か ら な

自 治 体 で あ る と い う こ と を 、 疑 い ま せ ん 。 ス ケ い と い っ た の が 収 状 で す 。

ノレ的にい っ ても、 社 会 的 な ま と ま り で い っ て そ う い っ た わ け で 、 入 社 後 の1必 必 と い っ て も A!J

も 。 し か し 、 そ の 「 し く み 」 の 本物 的 な 仰 立 の た い i' 7.か ぶ の は 、 ほ と ん ど 研 修 に | 則 す る こ と ば か

め に は 、 自 治 体 的主 体 性 と 、 1リl (rlfi な 1=1(1<) を も っ りの よ う で す 。 研 修 は ま ず 、 会 社 概 裂 と い っ た

た 総 合的 7な川市町 と 、 そ の 尖 験 が北 _1' と も 必 裂 で こ と か ら 始 ま っ て 叩 門 へ と 進 ん だ の で す が 、 ゃ

あ る と い え る で し ょ う 。 は り掛 ｐｾ ｩ 架か っ たのは 、 ｗｔｉ をした り ｂ 也 仁 ｬ 主 ｬ を ， ｉ ｽ

大 阪 の mは 、 大 阪独 自 の 阪 を も ち 、 そ し て そ れ い た り と い う こ と 。 佳 築の 経済 的 な あ る い は 施

は 、 大 阪 に 住 む 人 び と み ず か ら の 下 で 、 ひ と つ 工 (1勺な I{jj と い う の は 、 い わ ば 学 生 が 軽 似 し が ち

ひ と つ 、 つ く ら れ て い っ て 欲 し い の で す 。 決 し な 、 あ る い は 、 政 迫 に な り が ち な 部 分 だ ろ う と

て 、 第 2 何 点 京 に な る こ と な く 、 他 で は 凡 ら れ 思 うけ れ ど も 、 そ う い っ た 所 を 初 歩 的 で は あ っ

ぬ 大 阪 で あ っ て 欲 し い の で す 。 ( 大 阪 市 拙 築 1:;) ) たにしても災 ｉ ｉｾ に手 掛けた と い っ たことは 、 大
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て い る 先 従 や ，1Jl: J I" J ' 務 所 内 人 た ち が 作 成 し た ;11

111可 突 が 尖 に う ま い こ と と 、 l則{系H，m_ の 賢11 . しいこ

と で あ る 。 参 巧 にする: i hl1lj 奈 が う ま く て j ]fl か ら

離 れ な し 、 の で ど う し て む 、 1'1 分 的 .1'-llhj 奈 が阿古 m，

してしまうのである 。 そして 関 係法脱を旦 ｉ ｬｐｪｾ Ｎ す

る の に 、 法 令mを μ た リ 資料 を 訓:1べ た リ して、

か な り ei ヲf を し た 。

kl .‘ はこの IJ : 'J'; を す る こ と に よ っ て、 1'1 分 の 知 減

の 未熟 さ が わ か っ た 。ふ と 今 の 1'1 分 の 知 減 で は と

うて い 一 人 仰 の 住 築 技 術 者 ー に な れ な い の で は な

い か と 不 安 に ， 思 っ た リむ す る 。 布 、 の こ れ か ら の

目 僚 と し ては、足立川 、 紅ttl 一、 川 辺i:. n '持、 工 ' J'I 則

係のｻ上 Ｇｊ Ｇ［ を、ひととお り経験す ることで、 中 ｩｾｊ ＮｩＮＮＺ

い 知 泌 を も っ た 他 築 技 術 者 に な る た め の 知 1殺 を

学び、それから ｉ￮ 分の ｩ 直陀の分 ｾ Ｇ ｦＧ を比つけその

); ifff に if主 ん で い き た い と 思 う。

こ れ か ら 先 、 激 し く 安化 す る 社 会 的 '1' で 、 私 的

働 く 会社 、 II : "J'; は 、 ど の よ う に 公化 す る の か ま

っ た く 予 測 で き な い が 、 住 築 は 人 IIIJ が ' 1三析を' : ・1

む の に 最 も ;11必 な も の で あ る . ，fL.、は、 よ りす ぐ

れ た 建 築 を 他 て る の に 必 裂 な 処 築 技 術 お に な る

た め に 、 こ れ か ら い ろ い ろ な 知 l 減 を 学 び1¥且ヰ見し

て L 、きたし、 と込t う。

( 阪 神 電 気 鉄 道 株 式 会 社 往 築"- I l )



に ji ，3 いないと，思 っ た ，U{ で す 。 ま た 現 場 を 持 て (;f 地 11止 の 光 尖 が 凶 l l ! : 全体の説的 lこそ っ た E212 の 諜

空 を 映 す ガ ラ ス 窓
牛干に、色々な人と{ ! ) ; しな く て は な ら ず 、 人 /:IJI 則 胤 と な っ て き ま し た 。

係 が41" ，i'，に if { 袋だとも IHI . 、ておりました。 J じ米. 平!l . (; t!也 } j 住 宅 供 給 公 社 の 一 戦 以 と な り 、 ニ の よ

"1・3村 議 二二 1' 1分 的 性 物 む 、 1，・1じ ')" ; ( ; f かリゃるのは嫌いな ) ;

ガ ラ ス 仁 助 は 、 大 ;，:: の ガ ラ ス が 'E. /)!i さ れ る とと で 、 人 と 川号す の は 系 外 f悼 む だ し 、 現 場 へ 出 て も

も に 、 実 に 多 く の ガ ラ ス が ' ，'1') ら れ る と こ ろ で あ や っ て 行 < Ｇ ＩＧ［ のできそうな イ本力もあるし、 Ｇ ｉ ｌＺ ｾＨ

る 。 そ れ は 、 J I" ，日に日 μ 、品 伐 採 ボ に 答 え る た め 工 や 咋 攻 てーあった ・)'; な ど す べ て を みーえ 合 わ せ た

に 、 製 板 後 町 板 ガ ラ ス が般 若 な 巡 目1) を 受 け る か キ訂以;、 1'1分 に M: も述i し た 化 ノドは、 I江主t 忍l 'fJii i工 ・)>

らで あ り 、 例 えば 、 Ｚ害、ガラスに 映 るｾＧＷＮは、ゆが に |比j 係 す る L の で あ る と 巧 え た の が 、 我 が社 へ

ん で 比 え た り 、 汚 れ が '=1に つ い た り し て は な ら 人-1， 1 し た ー 併 大 き な 動 機 で あ リ ます。

な い の で あ る。 ( 大 阪 ・正主( ，吸 v5株 式 会 社 大 阪 文 Jh" 1正気 郎 )

申'Ii カ' ラスは; 、 ＱｊｾＨ 宇十 グ〉弘 容佑虫カ ・ら、 Wt l i ま て' 、 1ι 糾t

(J <; に 内己aUさ 札 た U 大な主主 t丘 で 、 泌 総 か つ 微 妙 な

う な社会 的 場ｾ 11，11 を うけ て 勤 労 者 に 対 し 、 1l l: I，Ut で

fi: :-: f;l 岐 の よ い 住 宅 を よ り 多 く 供 給 し 、 あ わ せ て

I?il 辺 広:l .t-jl の 終判jj を 行 な い 、 {五みよし、 f封 づ く り に

μ 献 す る と い う 使 命 を 受 け ま し た 。

そ の 使 命 は、 「 住 宅 の 不 足 の 汗 し い I也肢 に お い

て 住 宅 を 必弘! と す る 曲UJ 労 者ー の 資 金 を 交 け 人 れ 、

こ れ を そ の 他 の 資 金 と あ わ せ て がf 川 し て 、 こ れ

ら の 拘 に J川{ 主以' U覚 的 良 好 な ;集 I' J1Li '.去包1止 ひ そ めm

に fj ー す る 宅 地 を 供 給 し 、 も っ て {ヒ l 止 の 生 前 の 安

辺 と 社 会 制 祉 の .T;v' 1進にぬi - l..j ーする 。 」 と い う 地 ) j

操 作 を ' 支 け な が ら 述 統 的 に 生 直(t さ れ る し の で 、 住 宅 供 給 公 社 法 に Jl li. '"、 て い ま す 。

ラ イ 河 川 ll i i J j - < 7 ) 同名前徴 的 つ な が り 、 つ ま 入 社 し て 感 じ た こ と あ ら か じ め 勤 労 者 付 金 を 受 け 入 れ 、 そ の M

リチームワークの良し! I s しが、，( ( { ! ) ; に '''-1m'!''!' あ 住 宅 を 処 て る の で あ り ま す か ら 、 よ リ き び し い

る い は 品 質 に ;f灯 申 し て く る の で あ る 。 この，1. 1.( で 、 日 比 野 古 晃 名 工 ")1 ' および材の 品 質 の 般 住 を し な け れ ば な リ

.fJt が 刊 か 伝 統 的 に 少数 料 鋭 J 三筏 を 法 J 司に 、 そ の .fl. は 大 'γ ーで は f ヒ'γ ーにγ . を 作 攻 し て い た の で す が 、 ま せ ん 。 そ の た め に は、 そ れ宇11吟 以 上の 知 減 が

人川| 見l 係 を .r(叫 す る の も 、 も っ と し な こ と て' あ 化' 下ごr，' 下山H系 の ( 1二・J'; と い う の は な に か 興 味的 持 必 泌 とさ れ る の は 当 然 です。

る 。 て な い 、 人 川 (1<; で な い !比一ぷ が 多 す ぎ る よ う に 思 花、は この生11 ，:，' . l ! を仰るため、 7 ・4交 で な り っ た も の

人 H I(( 後 の 本十 1:;'4 人 数 行 に お い てし、 人 と の (，( わ れ た の で 寸 。 も ち ろ ん そ れ な り に l伺 白 い と こ と は 別 に、 夫 l燃 の 処 築 と い う も の に つ い て 、 は

中山 l比H系 を イ十リ 1.:. げ る こ と がiば L Ｇｪｾｬ 品甘 さ ｊｌ 、 また、 ろ も あ り ますが、 .fl. と し て は も っ と II l 1 主的に人 じ め か ら や リ l立 す つ も り で' 勉強し、光: ，Q した似

微 々 の プ ロ グ ラ ム を 泊 し て f ! ) ; し た 先 税 ) j の き び 1111 と か か わ り を 引 っ (L: ，)> が し た い と 々 え て い ま 11 を 送 っ て い ま す 。

しし、"ι 日誌の な か に も 、 11与おリ、 チ ラ リ と 比 え る した 。 Ｈ火山 ｾ，ｦ ｩｦ i: "( ; 供給 公 社 叫1; 1Jt 古1¥位1，;止..:l!に lゆ，f，)

人 川 (1<; な H泣 か さ を 感 じ 、 村 H としての( i ' リ ) j を (i 三包Nt>>;ーへの 興 味 L そ っ い う と こ ろ か ら 幼 い て

l世li)'，(1<; に て' む つ か む こ と カずでレきた 。

ｉ Ｇ ，ｴ品夫 ｾ Ｉｬ はのびのびと過すことができ、ｊＮｩｬ ｗｊＧ ｉ Ｚ

の 川 では、 tei 心 も 知 れ て、 j丘一則は、 (o)f 修の: ; ' j : lltl

Ｕ Ｔｩ をｾ ｾ ヒしめるようにな っ ている 。 光悦 Ｉｪ とのつ

Ｚｉｾ てきたのからしれません 。 家というのは多く

の 人 に と っ て 大 き な タ だ と 思 い ま す 。 大 げ さ に

巧 え i L ばその ｾＮ［ をかなえるための手 助けをする

とし、ぅ σＩＨ まう 孔 うＩＧ＼ＷＩ Ｎ 、、、 Ｎ ｾ c 7 ) て' しょう。 こ: 1.:. こ'1.:.

〈 職 〉

な か リ む 、 よ り家族( 1 < ; で 、 や や む 寸 i L l 工、小 '1'， と ｉｉ ｾ きましたが、 附 ｪ ｬｊｩＮ に Ｂ えば 、家 を 総 てると 保 元 俊 文

lI }jイに の 11 さ が J.A; っ て き そ う で あ る 。 し か し 、 少 い う の は 心 が う き う き す る と い う か な ん と い う -fL，は 社 会 人 一 年 生 で は な し 、 。 A 仰 に い え ば 、 設

数 で わ る こ と か ら 、 例 人 的 点 H: ;止は 大 き く 、 今 、 か、 /(，; 1' 1そ う な の で す 。 .lI" I';務 所 か 句数 収へ の 転帆. ( j て' あ る 。 こ う い う

作 りれてゆく ｦＮｩｾｴｩｉ 品 ｪ 係 ｬ 立 、 ［ ｉ Ｚ ｪ Ｇ ; j に. 大 き な Q 川、を ま あ そ ん な わ け で''' H l水 ハ ウ ス に 入- IJ し た の で す と、 人 は 必 ず 汁IIJ I性 仰 と IMJ '" 、返 す 。 す な わ ち 、

む つ こ と で あ ろ う 。 が、 い ろ い ろ と 巧 え て し ま う よ う な 説 尖 が 待 ち 必 ｩ 築 の ｊ ｉ Ｎ｣ ｬ ￬￭ｊｴｾ からｾＡｦＧＡ ｩ ω 両 院 に ｩ 基リ返 さ れた れ Ｈｬ ［ ｪ

次 的 新 人 に 、 こ の い 似l則 係 を づ| き 似 ぐ こ と に よ 中伴 え て い た の で す 。 兵 に 比 た て る の で あ る 。 あ る い は そ こ ま で 巧 え

っ て 、 会 H の ' i V廷 を は か り、 ガ ラ ス 染 料 と い う ど う い う こ と か と a い 、 ま す と 、 先 に 述 べ た よ う な く と も 、 転 Jli在したi ! llはl に つ い て ガ テ ン が ゆ か

ι .l"J)j か ら 、 社 会 に 此 献 で き る と 巧 え る . Ｇ Ｑ 夫ＮｩｊＦｾ Ｚ な こ と を 'i i:; に I J ! . "地 し て (1: ‘ J'; を す る と い う こ と は な い の で あ る 。 尖 は と い え ば 、 -fl. も そ れ に J E f>ll;

)，1; -fi ザ i を fillJl f I i か ら 支 え る 良 伎 の 似 ガ ラ ス を 供 給 ＭＱ ｾ Ｂｊ￭ｩ ￋ なむのです Ｎ こんなことはどんな仕 ｊ ｜ｃに に 符 え る 'J>、 そ れ ら の 人 を 納 得 さ せ る べ き J ' ! llr lJ

し、 山 雫 を 映 す ガ ラ ス 主 主 が11Tに、あ. . . . i .. れるニと つ い て む J え る こ と か も し れ ま せ ん が。 を 1リJ f>'fl に :1¥.>1毛 な い で い る . い ち い ち 説 叩l す る の

を 腕i っ て い る 。 ( IJ 本- Iliui' j r株 式 会1- 1，T' 恥 1'，場実例 ) 収、のＨＱ Ｚ ・ ｊ ＾ はネ Ｎ ｾｩ ｴＯ ｬ Ａ に ｼ比 ｬ す る ｪ ｬ 二Ｇ ＱＧ［な のです。 特 ｾ ｦ 午と も 1(1; 1l司l な の で 黙 っ て い る と 、 学 い な が に 人 は 色

い う の は 発 明 に 刈 し て 似 .. 'i Ｈｉｾｊ に尖 地 できる 俗利 々 J'! ll 山 を 々 え て く れ る 。 あ る 人 は 、 不 以 54 の せ

と い う か 、 公 JJiJ す る こ と に よ っ て 世 間j に 知 ら せ い だ ろ う と い い 、 あ る 人 は ア イ ン は 飽 ド1: だ か ら

技 術開 発 に 合 ' りす る と い う か 、 そ ん な 純 貴Ii の し と も い う 。 そ し て 、 そ の ど れ も カず当 っ て い る に

我 社 に 入 社 し た 動 機 ろ も れ し い の で す 。 よ く 分 か リ ま せ ん が 。 で

L . t : 凡夫には、会 H 的 利 低 の た め と 巧 一 え り れ る よ

-tM: 本絡 司 う で す 。

ｾ Ｇ ＨＢｊ Ｇｉ Ｇ の Ａｦ ｑ ｊ 物にと っ ては 、ｻ 主Ｚ不は 外 ｬｩｪｾ の ｉｦ を ＱＱ 立ま こ の な っ て く る と n 分 の 持 っ て い た 「心 持 ち」

し、 1'1分 た ち の 身 を守るという役' ，'1IJ が 一 得 大 き と い う む の は ど う な っ て し ま う の か 。

い の で は な い か と 思 う。 然 る に 現 代 の 人 IIIJ に と 今 の と こ ろ (1: 引 を 似 収 す る の で J i tiが ほ か へ 凶 わ

っ て、( ; 二川 は そ の 機 な 役 u は ffi んど知れ、 。 が、 ら な い の で 、 他 の こ と は あ ま り 巧ー え な い で い ま

ｮ 分 の Ｇ本に ＧｊＭ， ，ｾ るとホ ｹ とした五刈 ｴ Ｇ ，患をＡ必じない す。 ( 似 水 ノ、ウス 株 式 会 社 )

人 は 知 れ 、 の で は な か ろ う か 。 す な わ ち 、 こ の 安

劫t! 必カ" 人/ l ll に と っ て の (E I片 と は j. ぜか ? J と い う

疑 lii )に )") す る 完 全 な る 解 答 で は な い カ ・と ，t!. '，う 。

山 知 人 l1¥j に 欠 く )'; ，のでき" d，' 1，.'  fi :-: を 巡 り :1¥-4一 住 環 境 へ の 使 命

4技 法ーで あ リ、 jZL り l二げた 他 物 は 、 や は リ 人 川 に

公判 ＱＧＱ ，必を与えるｾｬＱな物でなくてはな句ないのは 凹 キ寸兆 三

バ う ま で む な い 'F だ ろ う 。 しヵ、し人 川 は そ の 五 平L た ち の ( j : む 11 本 で は 、 い ま や 公 占一日本 と い う

身f に 1，出足 してしまえ{ 王 、 次 に は I J b血 さや、 似乎1) ことは「カぜあ る く ら い 、 ゼ る と こ ろ に 公 三! 子カ汁ま ん

を己 ｾｻ むらのだと 辺、 う 。 その ー 泌を ｦｬｬ っ ている り ん し て い ま す . 大 % 、 海 水 、 食 品 の 汚 染 、騒行、

の カ、.(:.1.、 的 人十 i し た 会 社 の よ う な ぷ 制ii 業 だ と ，思 え 戸n>>; l i e%物公" ，1 ; : など在、たちの円常生活はまさに

る の でレあ る 。 土モ ゾ ｆ にと り かこま ｊｌ 、お Ｈｪ＼＾ やかさ ｩｌ ている ｾｫＡ ｭＮ

そ れ で は、 M.lll; .f;t. が J) Lイピの会社へ 〈 社 したか、 で す 。

そ の，rJ.川幾 に つ い て 述 べ た い と a思 い ま す . .f;ょ の の こ の よ う な 公 川 の ほ と ん ど は 、 特 例 の 尚 度 成 長

Jin:する大| 以 1丘公 11是jノJ は 設刊行業 の 会 社 で あ リ ま す 。 が し た ら し た 紡 *で あ る と い う こ と は 、 い ま や

.ii t 例 法 は liiJ . i & した微に快 J血 さ や 、 似 利 さ を j立リ lりl ら か て 吋¥ い" の紙r河 川 山政策、 J1n> > ; 優先泊策

.'1¥す JI，'.l! $; I .，:'と 巧 え た れ で す 。 そ し て 、 そ れ し 人 に よ り い司i 己的 ' 1:: .7円ノJ( i¥J ¥は J IU 制 的 に 1" j J . : . しました

/l¥J に は 、 巧 え )j .lや'1'1' ｾ 帯、そ グ 刈也， Ｚ ｍ 々な Ｇ ｆ ｉ ニ ｬ 見 ｬ し カず、 ｊ メ Ｑ ｍ 、 ｉ 叫ん Ｚｬ ｲ Ｇｪｕ ド事 ｾｾＧ ， ｉ ［Ｚ グ〉ヲＧ￪ｾ主、 ｬ 豆 Ｑ Ｑ ＾ＮＧＺ 私 ｜ ｴｊ上 グ〉

て . 一 人 一 人 民 に す る 引 は あ っ てら、 ー 欽 寸 る 止 ち 巡 れ な ど が If 立 ち 、 あ ら た め て 人 n日性 の Irrl

')' ; ，は少いか句、 1， . ) じ 織 な 設 備 で は 令 て の 人 に 渦 似 が ｾ， Ｑ ， Ｑ Ｑ されています 。

) ，，; _ してむらえなl . ' ｴｾ から、そう Ｑ Ｑ っ たｾ｢Ａ ｾｉｾ か そ こ で'-1E11>.': 1¥'，¥-111:の 1") 1'， の た め に 、 公 l刻、*，k 1也、

lまj s l " 、カずなし、 。

し か し ， J位 も 大 き な J"i ! 111は、 .f1、が教職 れ に; I " J す

るキ色舟t ( 1'; なう!H I 打 である，)>で あ る 。 そ ん な 危 1，む

な巧えカヘ Ｑ ＢＱ ＱＱ 年カ‘ 句 、 ｪ ｩｩｬ 卯ＡなるｊＧＡ ｾ ｉ ｉｉ でみ ＡＭｈ ［ｦえた

の か も 平L に は E説 明 で き な い 。 し か し 、 次 の 'J>だ

け は い え そ う だ。

4ι が ，]止日 I' U の H午 、 住主主的 I位， jij 総 に い る と い う ，;I，f

り と 武 ｦｔ Ｚ Ａｾ があ っ た 。 しかし、 Ｑ ， ［ ＩＱＱ 与にチ ョ ｹ ヒ ・

リ ｬ 肢栄心 もあ っ た 。 それが、 Ｑ ｲＮ Ｉｾ Ｑ 三ー 級位築上の

fu，l，・を 取 る と 、 ωJ守ち な ら ぬ f:E大 き く ふ く れ 上

るのが ｉ Ｇ ｉ ＧｾＧＮＡＺ できた 。

イ Ｂ Ｑ も Ｑ ＡＧ ，ｾ 1，.、 1'1分 、 そ ん な と こ ろ へ i'I 分 を ili い や っ

て み た い と い うサ デ ィ ス テ ッ ク な % 分 に Jれ ち 入

っ たとしたら、 Ｔ 干さんはそｩｌをｊＧ ｾ ｬｬｱ ，してく オ ｌ る

だろうか 。 その ＱＱ 寺、教職名に対する絶対的なう Ａ Ｎ ｾ

-t l・J うで あ る .fl. は 、 'i 三自 宅 1/¥1 に む 似 た 教 Ti 採 に 対

し て ! 時い を 持じむ うと 巧 え た の で あ る 。 突 如! と し

て や'1が 何 で も 、 そ こ へ n分 を 追 い ニ もう と 、 そ

tι ニ そ 突 主11 としてがと Q し た . それ: が人には 54i ま

ぐれに 比 え、そ れ がタマタマ不［ ［ ＡＺｾＮＺＮ の 時代 であ

っ たとし、うにj f . : ! J ぎなし、 。 .fL I 立、 J E ，( (l. 、っ て 、 n

う〉は If ・いと Hri!!!l な壮t いl を 1'1う〉に m ぴーせている。

こ の 新 し し 、 州 場 に 入 っ て 11f 11 の 如1< 。 七、の 111<

の 見 え な い 布 、 は 、 ア y チ 的 生 徒 に ぶつ か リ 、 コ

ッ チ< 7 ) 生徒にぶつか り 、 そ れ こ そ 心 の '1' は ア ザ

だらけである 。 Ｑ ＧＱ 分を比 つめる Ｇ Ｑ ＾ 、そし て Ｇ Ｑ ，Ｍ ＱＢ ｾ

を 比 つめる Ｇ Ｑ Ｇ［ 、それは剖Ａｾ を 教 え γ ， ｟［， ')酔で は な

く、 心 Ｑｾ を ｪ 凶し て 人 を γ Ｚ .. i :' ｊ ｉ Ｇｾ そんな係 法な職場

ら し fL:  '11'<7) 1人l 符 が 、ノ 〈ラエティーに' ，;.; ん で い る 七 ｆ 水 ｩｬｬ 的核ｻ， ｭ 、ｻ主Ｇ ＧＶの 必 Ａ ｉ ｕｬとい っ た 生活王 ｾｬｪ 究 に 、猛烈 ｬ なＧＢｾ ，むが幼〈 。 Ｈ 布地 ｉ Ｚ ｾ 品川 ＺＺ［Ｑ 交Ｉ
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A
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二L

ニュ ー スl血相を H i 差。] くださも」

グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ に よる 対 話 型 の

建 設 計 画 ・建 築 設 計 統 合 シ ス テ ム r S P A C E J の 開 発

Ｈ 附大林組 は、ピルや住宅 ｬ 羽地 など ｉｕ 純 ・ ｲｾ Ｇ Ａｪ J.交 な

処 芯 3-1・1岨 に |民j して、 グラフィ y ク ーデ ィ ス プ レ イ

を 用 いで す 汝 ｉ 也 条 件 ー Ｚ宗十紛Ａｦ Ｑｾ Ｑｉ Ｇ 民・日 ［彪などによる

法 本 デ ザ イ ン の 段 l幣 か ら 、k恥村jYj削
v

収 支 1=目fヨI. r論命 }凡ι. 施 工. 1t l刊に い た る ま で を - !'t し て

I i に 応 答 を く り j Q し な が ら 設計 ・デ ザ イ ン を 進

め る も の で 、 人/] 1] の 自IJ 迫 力 ー判 断 力 、 コ ン ビ ュ

ー タ の刀て仰 さ ・;1 1- ; ) : 速 度 な ど の そ れ ぞ れ の 才射さE '

I正所 が 卜分 に 発仰 で き る 。 計 算 結 果 は ブ ラ ウ ン

行 上に 数 乍 ー文 字 だけ で な く 、説党白勺 な 図 形 ・

行 う姐1 ｊＩｴ ｾ Ｍ ｉ ￯ｬ ｬ 司 、処 築設 ， ＱＭ Ｑ ーシステム ｲ ｓ ｐａ ｃ ｅ ｊ 図 ｬ 市 で表示さ れ、特 に Ｉ ， ｾ 本 デ ザイ ン 段階 的 設計

( S y s t e m F o r  P la nn ing  o f  A r c ht e c t ua l  が や りや す い ば か り で な く 、 発 注 者 地 域 住 民

C ompo s iti on  A N D  E v a lua ti o n ) を m-J l危 ・尖 用 も 参 IJII で き 、 あ ら ゆ る お け 十条 件 を 総 合 的 に 判 断

化 し た 。 し た ノ ぐ ラ ン ス の と れ た 芯げ |ーが で き る 。

こ れ ま で に も 日 ;ぷ プ ロ グ ラ ム 、 避 鮒 シ ミ ュ レ ー こ の y ス テ ム の 災 用 化 に よ り 、 従 来の 設 計 効率

シ ョ ン な ど コ ン ビ ュ ー タ を 利 J 日し た プ ロ グ ラ ム を 辛子しく l向上 さ せ 、 また、 EZI境 問 題 を は じめ、

が 多 数 J) }-J 発 さ れ て い る が 、 い ず れ も 設計 作 業 の 社 会 か ら の 百百l主 化 ー桜 雑 化 ・多 械 化 し た 要 請 を

一 部 を 機 械 化 し た も の で あ っ た 。 今 同 I;;.J党 さ れ 千四1.¥(1'1に 処 組 し 、 質の 刊し 、設計 作 業 を行 う こ と

た r S P AC E J は 、 こ t L 句 の 11ゐ1'" の プ ロ グ ラ ム カず百I 古E と な る 。

をサフ; / ステムとし、 イT機 的か つ 系 統的 に 紡 ぴ っ さ ら に 今 後 1; 日発 さ れ る プ ロ グ ラ ム を も 組み 込 む

け た ト ー タ ノレ シ ス テ ム を 目 桁 し た 、 わ が 同 初 め こ と も で き 、 全 体 と し て よ り 大 き な シ ス テ ム へ

て の 試 み で あ る 。 と l'ilt 長 し て ゆ く ド主将守 を も ち 、 サ ブ シ ス テ ム の 追

ニ の シ ス テ ム で は 、 設 計す; ー と コ ン ビ ュ ー タ と が 加 に よ り 病 院 ・ホ テノレなどの特 殊 建 築へ 広 範 問

グ ラ フ イ " :7 ・デ ィ ス プ レ イ 袋 IEt を 介 し て 、 中11 に わ た っ て 述i 用 す べ く 開 発 が 進 め ら れ て い る 。

( S P A C E に組み込 まれ るア プリ ケ ー ションプロダラム群〉

1  j敷 地表 示 プ ロ カードによるインプァ L 刈 fl b l¥

む可能‘ スクリーン上で修正む可能

2  ;fi 十斜! l lili 阪 プ ロ ill 築基部法による斜線 J -<. iJ;o 透 悦

問、断 I師悶共に可能

敷地問 fll;;o; ， 乙J也 械 斜 線 レ'f能

3  他物外 ｉ ｦ ｾ 決定グリ ｹ ド発 ＧＱＧＮ により他物形状イＯ

プ ロ フ y ト、延1車両 10' (専を UII 時に P: >iL

4  日［［ ｾプロ可 ｾ ｉｉ 年 Ｑｭ FI ｾｴｾ の純 ＱＱＱＱ を時 ｉ ｭ ＾Ｉｉ Ａ に ｊＢ ，Ｍ， ， 

Ｑ 平 日 与 ｾｊ rI:t0 1;ミィミι "f 古E

阪数十出 ， Ｇｪ 控 ｊ 也 ｲＺ Ｇ ， ｾ ｦｊ｜ＺＯｾ ｾＺ 、オ ーバーハ

ノグ引等すべて 可能

5  jJ_盆E 争見 医1 7" ロ t概既. 略品，韮4似且i伊肉茸苅l上， "t下制1; 重悦 l'凶ヌ刈バ

?且山 lは正 H: .i! :

6  断 1M立 1( li プ ロ fJ:  志向[ 立訟での断 I(ijl ，止U官 1(11をl<iI'ミ

ム 7 ｪ Ｇ十ￎｬ ｫ ｡ ｴｩ 面 プ ロ 必ｾ機能 説ぷにより品目引の it!i A

な ｉＨｉ［ ｉｉ Ａｾ 己う〉 グ Ｉ Ｂｉ Ｍ ｐＺ

8  . Iz ifii 計 !llij 7 ・ロ コアの ｬＧ ｉ ｉ ｽｊ Ｎ ｭＭ ｉｾ 十ド ｉＨ ｉ ￎ 分川、エレ

ベ F タ交泊訂 P

9  IVi 災 シ ミ ュ レ l滑段遊般の y ミユレ- ，. . ョンによ

ーションプ ロ る緊急時的人的動態をチエｾ '1 

ム 10柿 ii主 計 画 i直J E な他物形状 スハン 川l チ ェ

チ ェ γ タ プ ロ ， 7  - Ii -t 波情の位。n - Ｉ，ｾｉＺ ｴ 形式可 ｲ

のチ. %. . ';1 7  

10 '  1耐μ ，!.t 3主計 プ ロ 一般間iit 解析プロ ( iJfJ情 的 ill 物の

的 (I'Hι ) J 解析をi i ' なう )

動 ｲｬｾｬ tiYt造解析プロ ( J由民地を八れ

て，辿物がどっ応符するかチエ " / 7)

耐諜保有耐 j) 検討プロ (  hYj j:.1物 がJ出U4

" 与にどニまて-'ii-t えらI l る均、ね 1%

' ) 且び'ι 令をチ .L ' タ)

11  設 や ｩｩ￬ 計 四 プ ロ 設 ｦｾ ｩｉ : . . . . . ステムの J凶目、村r M、u引' i I

f守主的 IMI，'!チ .L Ｎｾ＠ '1 

11 '  設 11ii i系 統 図 プ '，U: 弘、 給 排 水 1'1，'1' .1制 i岳 町 系 統1<1

口 氏，β

ム 12施 工 計 回 プ ロ ｲ｟ ｦ Ｇ ， ｾ［ｬｴ ｬ､ ｬｪ＠ f1;IJ A  

12・ 地 二C '十凶 詳 細l 山甘' i ! ; ! )U! : ，lll: u! ' ' 1ι ) J  t).;i1， トラ，

7 ・ロ タ地 附;11-llhj

13  コス ト概Zτ プロ .tf. lt f: 例法 投 i耐 IJul  ， 料 Ｇ ｦｾ を

合的て数 ，.:: . r:刊の l汁P

14  収 支 n，;古 見 プロ 30"1' 後 までの収支に |則する 刷 nを

＼ ＭＢ 印 は Ｇ［ｾ ｉ 党 ・ ＱＧ ＾ グラフにてチ ェ y ク

β 心 企 企 .l:a_Ca_6 _6 t:d6 6 _6 6  6  6  6  6  6  D.. ｄＮ｟ Ｖ ｟ ｃ￠｟ｃ￠｟ ｾｇ 樹の 話 シリーズ・ ＱＱ ＱＺ ｾＶ

え の き C elti s si n…P  er s .  v ar. j aponi ca 刷 出

主r くσ〉き Apl叩

現 代 の 1;日党 さ れ た r.t l 市 内 "1* で も 、 ち ょ っ と し た を 一 つ づっ 詰 め て 竹 筑 で 一 応 の 端 か ら 勢 い よ く

内 く か ら の 想、 、の lli t: ¥J を 比 つ け :1'. す こ と が あ る 。 突 き 出 す と 、 ポ ン と い う 行 が し て エ ノ ミ の 玉 が

忘 れ ら れ た よ う な やl' 判 的与I Iλl や 民 J 也な ど で 、 そ とび ｕ Ｚ ｾ す 。 ｊ ｾｈ 宅の ｊｦｩ このエノミ鉄 Ｃ 包で迫主んだ続

こ に !時 と し て 大 加 を 比 る こ と が あ る o j J に ?J ;t し 験 の あ る 人 に は 、 え の き は 縦 し み の あ る 樹 で あ

い 附1'会 を つ く り 、 秋 に な る と ゆl る い 此 制 色 に 来 ろ う 。 え の き や む く め き が あ る 所 は 古 〈 か ら 子

が 色 つ' き、 決 の つ け mに ! 引っ ぽ い) L - 、災が熱 し、 Ｈ ｊ Ａ 、 ｩ 主 や 小ＮＨ ｾ のＺＵ＼ＺＺ ｨ Ｇ￰［ の Ｎｴ ｊ，Ｎ ｾ であ り、遊 びの 坊 であっ

小 l 与が そ の :J，f を つ い ば む 。 冬 に は い っ せ い に 来 た に 迎 い な い 。

が J再ち そ の 巨 附 は 校 だ け の 保 木 と な っ て 防 だ ま え の き ・む く の さ に l則 し て は 古 く よ り 純 々 の 文

りの 中 に ぶ っ て い る o :l ft も が 一 度 は こ の よ う な

樹 を 比 た ti ! : えがあるだろう 。 そ の th' tが え の き か

む く の さ か の ど ち ら か で あ る こ と は 、 ま ず ま ち

がいなし、 . こ の こ つ の 樹 は 内 く か ら 人 川 社 会 に

市 け 込 ん で き た 日 本 原底 的 原 町 村1色 の 代 ぷ 附 で

ｉ ｲ ｾ にその 名 が Ｚ Ｍ ｈ てくるが、特にえのきについて

は 徒 然 ぷ に も よ く 述 べ ら れ て お り 、「艇 の 僧 工E J

な ど を 思 い tUす 人 も 多 い て' あ ろ う 。 え の き に

「綴 」 の栴l T が 当 て ら れ た の は 、 脱u : のg " j にみ'Jt

し い 紋』訟 を つ く っ て 旅 人 に 旭 町場 を 与 え た か ら

だ と 伝 え ルつれ て い る 。 そ の ね に - . !lt 塚 に は え め

き が 納 え ら れ た が 、 こ れ に は 諸 説 が あ り 、 「一

ｾ ｉ ａｾ には余の木を Ｎ ｉＡＡ｛ えよ」と織ｆｬｉ ｦＮ Ｑ 長が命じた

と か 、 徳 川 究 J心が コ っ た と か 、 μ 1l，の ほ ど は 定

， 

かではなし、 。 必 す る に 余 の 木 を え の き と 1m き 誤

っ た と い う 次 第 で あ る 。 ま た 一 説 に は 枝 が よ く

<  

鍛 ぷ す る か ら 伎 の 木 と い う こ と む あ る 。 む く の

じ

き の 4乃は 「 争IJ く 」 本 で あ る と い う 。 ざ ら ざ ら の

業 で 物 を I符 き は が す か ら で あ ろう。 ム ク ド リ が

好 ん で こ の : J . i を 食 す か 句 む く の さ と い う 説 も あ

る が 、 逆 に む く の き の 災 を 好 ん で 食 す 小 ( : ; が ム

あ る 。

ｾｴ 木は ， ｦＺ ｪ さ Ｒ Ｐ ｭ にもなる話 再 来 日 本で伎の似 り ぐ

あ い は 1よく、 問 形もJ : f t 大 で あ る . む く の き の 中?

IUL は え の さ よ りド l つ Ii " くてノト じ わ を '1三じノl、4止グ3

;;， I(，i は ざ 句 つ い て い る 。 ま た 、 む く の き の十l { は

似 状 に な っ て い て 、 え の き の 大 き な 位{ ';J A 1) と J t

に、 Ｑ ， ｉ ， ｪ ｴ ， ｈ カサ ｾｩ ｬ Ａｬｩ ｬ に 而 ｬ えｾ ｾト る Ｇｊ［� ＱＧＱＺを イ ｦ して ｵ 、るこ

とを，β し て い る 。 必 は 先 の 尖 っ た 卵 形 で あ る が 、

"  
む く の き の ) J が I!J I! H の 切 れ 込 み ( 針 fキr ) が 鋭〈、

業 1('; が ざ ら ざ ら し て い る 。 ITは こ の 公‘ I( ，j め ざ ら

つきを Ｎｦ ｉｊＡ ｬｬ して ｾ Ｚ［ 物 を 前 〈 材 料に ＱＱＱ Ｍ 、た Ｎ 今で

い え ば サ ン ド ベ ー ノマーみ た い な も の で あ る 。 イヒ ク ド リ だ と い う J見 も あ リ 、 に わ と り と J j ll の! 必が

は 共 に 4 I J に 若Jr J: 屈と I，;J I時 に 新 伎 の わ き に /j"1 くが、 あ る 。

淡ｾ ， Ｇ￬Ｎ色 町 小 ｪ 陪なのでほとんど ｉ ｬ ｟ ，ｬＮたない 。 Ｑ ＢＧ Ｑ み 州 Ｉ ｪ Ｍ とも ｾ ｉ 三 上止の い い Ｉｩ で、 ｂ ｩＧｾ ｉ Ｇ が強〈砂州力も

に む く の き の ' 下 名 A pha na nt hc は 「 不 斤ゆ! な イヒJ か な り あ る が 、 む く の き の } J が IJ 巴 沃 地 を 好 む 。

め は で あ る 。 :J.iは 10 1-1則 熱 し 、 え の き の ) i は f毛 えのきは」 二 ｉ 也 を選ぱずノ ｋ ｩ ｾ ｊｴ ，に 強 し、 。 共にＱＢ Ｑ Ｑ くよ

7  mmぐら い で 将色、 む く の き の ) i が fモ12mmぐら り-1<1'木 と さ れ て キ十1:境 内 に よ く 中山 え ら れ た 。 今

いで Ｇ ， Ｑ ，｜色 にな り 、 ｪｾ に 涼 ， Ｑ 会 ｾ ｊ 1'; <- 11- <  n'は (- (J I，j主 が では参 ｩ 立Ｂ ｉｦ ｾ 木 や公 ｬ 事 ＱＱ ｍ 、 特 に ｊＮ ｩＨ 似 木、 ｈ ｕｘ 木に

好 ん で 食 べ た と い う 。 チ 供 だ け で な く 小 川 も こ 述i し て い る が 、 残 念 な こ と に }Jt M 川，が 無 い の で

の尖が 大好物 て Ｇ 、 別 ｲＮ ｾ誘致 ｊｉｊ には 枇 過の 樹 であ -a写本 が 求 め に く し、。 い つ ま で も ム ク ド リだ け に

る o A.JLイI: ml会 で比 ら れ る こ れ ら の 附 の ほ と ん ど ｾｮ っ てもいられないだろう 。

は 小 ｊ ｾ たちが 辺 ｌ んできた ｦｩ｛ ｲ Ｍ ｛Ｍ から ｩｲ っ たものと };>: -1m( 7)  t:t /Ji:. 川 の !) ! に は み ご と な え の き のミ佐木 が

巧 えてよし、 。 ま た 、 え の き の 尖 は エ ノ ミ ( 1則 内 あ り、 大 阪 で は {上 ，- 大 社 に正5 さ 16 mの む く の き

で は ヨ ノ ミ ) と 林 し、 納1_ 、竹 術 的 l'川端 に こ の 災 が あ る 。 ( 森下 記 )

に: I L不十

え グ 〉 さ

ι 白 〈 グ3 、



ロ 写真と 慨 裂 をどしどしお送リください

凡1州 a 所前 I也 b  敷地T s i 梢 c  姐諜 [( [I似 d  延 [( li fi 't e 桝i立規悦 f .  : CJUJ E  . .  圏

J

川

町

内

川

咽

1108 . 京 都 逓 信 病 院 I 1109. 大 阪 市 立 北 市 民 病 院 I 1110. 蒲 生 町 病 院

設計 : 近畿郵政局建築部設計課

地工 . 大 成 建 設

Ji{f，JI市中京区六f1j; 且ワ新町西入

7，190 .71m'  

1，272. 13m'  

6，692. 50m'  

R C 、 B 2 、 5 F .  P  1  

H百引J 47i f二12J J - 1I日布149'0ド 7 JJ 

設計 : 内 藤 建 築 事 務 所

施工 : 鴻 池 組

a  大阪市此花氏凶野田T下 之 町11

890 m'  

5，118m'  

R C 、 5 F 、 P 2  

11日初47 i l'. II H - II!{ 手U49年 4 11

設計 ・内 藤 建 築 事 務 所

施工 清 水 建 設

a  滋 n ｾｉｦｾ｀＠ 1: 都市i生田T. k 宇佐川内

10，253m霊

1. 856m'  

4. 569m'  

e.  R  C 、 4 F 、 P 1  

f . 1I日制48
i
l ' 9 H- 1I日平1J 49

i
l' . 10 J  J  

.  
3健.."...

- ・ ・ ・ 園 田 園 ・ 園 田 園 田 - - 田 園 田 ‘二部

111 1. 大阪食糧連合健康保険組合 長 堀 病 院 I 1112 .  大 阪 暁 明 館 病 院 I 1113 ， 朝日プラザ大 仙 朝 日 会 病 院

設計 弁上久雄建築設計事務所

施工 . 奥 田 組

ｾＧＭｉ ＭＧＧＧ￮ 点盟 ＧＱＧＵ f n 122- 13  

2，212m'  

1，123m'  

4 .776m'  

R C  辺、梢械 4 F 、Y.H点3 F  

l昭和48
i
l三8 J  1- II ! HII50i

ド2 JI 

設計 竹 中 工 務 庖

施工 ・竹 中 ヱ 務 底

a  大阪 ､￭ 止げ ｅｉ 互 ｈ 日Ｚｊｾ田 ｔ 4  - 6  

b  .  1428， 48m'  

997. 02m'  

8519 . 88m'  

R C 、 B 2 、 6 F 、 P 3  

昭和48'1' 3  J  1 - 1I!'，.f U50
i
l'. 3  J  1  

設計 熊 谷 組 大 阪 支 庖

施江 : 熊 谷 組 大 阪 支 后

堺市j 、仙中町13番地町 1 .  14岳地

2，860 . 151m'  

1，860 . 125m'  

11 ，921.  400m'  (病 院2. 291. ll m' )

R C 、7 F 、P 2 (病院 1F - 2 F)

11日制148
i
l' . 8 J I - I 昭和149

i
F 10 JI 

1114 . 渡 辺 病 院 1115 尼 崎 医 療 セ ン タ ー

設計 日 建 設 計

施工 奥 村 組

尼 崎 rli 水 堂 町 3 丁 目

2201. 82m'  

872 .48m'  

4389.  12m'  

R C 、 6 F 、 P 1  

11自制148
i
ドI l } j - 1I日布14911' 9 月

1116. 海

: 三怠

，円 寺 『畢 "'" .;，;，. 

設計 . 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施工 : 清 水 建 設

a  京 大 阪 市 川 条 町 5 - 2  

b .  1，130 . 59m'  

557. 70m'  

3，068. 95m'  

R C 、 B I 、 4 F  

l昭和48年 4 月ー II!H1I 49年 7 rJ

設計 赤 崎 建 築 事 務 所

施工 : 新 井 組

a.  i

'

Y  ￭ｾￇ＠ "1 /， 1甚 寺 田I

b.  5，980 . 36 m'  

697. 31  m'  

Ｑ ， ＰＷＴＮＹＰ Ｈ Ｘ Ｔ ＳＮＹＳ ］ 担 ｩ￭ｾ ｮ ｭＲ

R C 、 3 F  

II {J布149
1
1' 6 月 - ＵＰ Ｑｾ＠ 3  }-j lI !.l 祁
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マスチッヲヲI : I - . J : J 1:J1I 

耐 久 性 のす ぐ れ た 防湿床 材

特 長

1  耐久性 : 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり十正f克性: すベり十正f克性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり 、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリー卜、金属 、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 圏、@

FLl NTKOTE 

、_，

フリ ン トコ トに つ い てのお 問合せ は下記へ

。
航武 ＸＵＱ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
-..， -...1 ｾ＠ I - : . :  ｾ＠ I - 施工販売部

大 阪 ⑤ 532 大 阪 市淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 11番 30号 f i ( 06)  303 - 7 131 

東 京 ⑤ 104 東 京 都 中 央区 宝 町2丁目 4番 地( 第2ぬ り 彦 ビ ル3階 ) f i ( 03 )  562 - 4646 

名 古 屋 -&' l46 1 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 橋 ビ ル 4 階 ) 合 ( 052 ) 93 1- 8537  

広 島o ! l >730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ビノレ3 階 ) 霊堂( 0822) 2 1ー 1224

福 岡 w8 1 0 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 - 1  - 5  ( 舞 鶴 ピノレ 3 階 ) 合 ( 092 ) 77 - 196 1  
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建 築 の 眼

住 民 の 町 づ く り 事 業 観

梶 浦 恒 男 . 大飯市立大学識師生活階部住居学科住生活錨座

坂 本 勝 比 古 . 符戸市毅育委員会絵絹部主幹、工学問

瀧 光 夫・ 瀧 光 夫 建 築 都 市 設 計 事 務 所

荒 川 治 徳 ・清 水 建 設 大 阪 受 后 妓 術 部 俊 術 課 長

12中 市 庄 内 地 区 の 再 開 発 1工業が住民参加の方式をと っ て す す め ら れ つ つ あ る が 、 そ の 仕 ・J'.- を お 手 伝 い し な が ら 強 〈

感じることは、これまでの ｈ 汀づくりの諸事業が地域住民の意識のなかにっくりあげた ｲｬｬ 円づくり ・ ｊ ｾ 業観 」 の罪過に

つ い て で あ る 。

住民と話しあいをすると必ず、再開発の計¥l lij 尖 が 市 当 局 に あ る は ず だ か ら 、 そ れ を ま ず 住 民 に 示 し て 欲 し い と 要 求

される 。 r住 民 の 要 求 に も と づ い て 、 住 民 の 手 で そ の 計 画 案 づ く り か ら 始 め る の て ー す 」 な ど と 説 明 し て も な か な か

納 科 し て も ら え な い。 ま た 、 再 開 発 事 業 と い う の は 、 零 細 住 宅 の ク リ ア ラ ン ス と も ど も 地 元 住 民 は 、 追 い だ さ れ る

ものだと考えている人が多し、。 r都 市 計 画 ' 1' ;. ) 佐といったたぐいのものは 、 山ーなどの日十 回 で す す め ら れ る 。 しかし、

反 対 を お そ れ て di は 、 な か な か 公 表 し な い も の だ 。 そ し て 、 事 業 区 域 に 指 定 さ れ る と 立 ち の き を く い 、 よ ほ ど Yゲン

ノミラないと大机をする 」 こういう rurrづく りι143佐観」は線強 い。

地 域 住 民 の こ の よ う な 懐 疑的 態 度 は 、 過 去 の 経 験 に よ っ て作りあげられたものに他ならなし、。 過 去 の ( といいきれ

な い が) 者Ilili づ く り は 、 住 民 の 意 識 の な か に も Sj _ の建設をすすめてきたのである 。 住民参加! の II IJ づく り を 実 際 に 成

功 さ せ 、 経 験 を つ う じ て 住 民 の 意 識 を 改 め る 以 外 に 方 法 は な し 、。 ( K )

町 並 み ・ 集 落 の 保 存 と 住 民 へ の 援 助

近年、急激なf ，11 ､￯ や ｉｾｈ ， ｴ の変貌のなかで、古いＱｭ !>t(ドJ 街 区 ・町 並み、 MH存保存の 問 題 が 、 に わ か に ク ロ ー ズ ・ア ッ

プ さ れ て き て い る 。 雄 物の 保 存 を 点 と し て で な く l而と し て と ら え 、 周 囲 の 関与Eや 景 観 と と も に 一 体 と し て 保 存 し よ

うという椛忽! は、 11本 で も こ こ 数 年 来 多 く の 人 々 の 協 力 に よ っ て よ う や く 尖 税 の 方 向 に 進 み つ つ あ る こ と は よ ろ こ

ば し い と こ ろ で あ る 。

しかし、このｩｻ ｩｊ 組に ついても 、その地域の住民や 一 般市民のＺｦＱｪｬＡ ｱ 干と協力がなければ、本米の Ｑ ］ ＱＨ ド ｊ ｩＺ白衣は大変困 ｪ ｜Ｑｬ ｾで

あることは ｆ ｉ ｾ ｉ すまでもない 。 とくに住民の ＱＱＱＱＱ にと っ てみれば、いろいろな制約が ｬｊｉｉ えられることや 財 産権などの問

題 が か ら ん で 、 心 配 す る む き が 少 な か ら ず 存 在 す る こ と も ιj工夫である 。

こ の よ う な 歴 史 的 以 涜 似 存 に つ い て 、 ヨ ー ロ y パ で は か な り 以 前 か ら 、 そ の 可 能 性 が 検 討 さ れ 、 失 施 に 移 さ れ て

ている 。 パリ ー の マ レ 一 地 区 の 街 区 保 存の 椛氾! と 実 胞 は 、 わ れ わ れ に 多 く の 示 唆 と 勇 気 を 与 え て く れ る も の で あ る 。

そ し て 、 こ こ で 卜 分 々 え ら れ な け れ ば な ら な い こ と は 、 地 域 を 定 め る に 当 っ て 、 ま ず そ こ に 住 む 人 々 の 生 活 や 財 産

の保全につき公的機| 剥のみでなく、 一 般市民や| 五l民が十分な協力と媛J 1jJ の 手 を 差 し の べ ね ば な ら な い と い う こ と が

ある。 ( s  )  

保 存 と 創 作

こ の と こ ろ 保 存 、 保 全 、 再 生 と い っ たこと へ の |則 心 が 随 分 日 ま っ ている 。 ちょ っ と し た ブ ー ム の 感 さ え あ る 。 たし

か に 敗 戦 後 20年 余 り 、 よ っ て た か つ て 古 い も の を こ わ し す ぎ た。 デ ィ ス カ パ ー ジ ヤ ノ マ ン な ど と 探 し ま わ ら ね ば 、 か

つ て の 風 景 は 見 つ か ら な い の だ か ら 、 こ こ ら で 少 し で も 残 さ れ て い る 古 い も の を 大 切 に し て い こ う と い 7 の は 当 然

の こ と だ ろ う 。

だ が 、 結 構 な こ と と 思 い つ つ も な ん と な く 孫 ち つ か な い。 と い う の は 、 こ の 風 潮 、 古 い も の を こ わ し て で き る ・ 近

代 的 な 建 築 " 鮮 が ち っ と も よ く な い 、 と い う こ と と ウ ラ ハ ラ の 関 係 に あ る か ら だ。 世 の 中 、 あ っ と い う ま に ひ ど い

風 景 に な っ てしま って 、 環 境 汚 染 な ら ぬ 対 飢 汚 染 が 同 中 に ま ん え ん し て い る 。 後 世 の 人 の 思 惑 な ど推 測 し て も は

じ ま る ま い が 、 今 の II N . でみるかぎり、将米にま で保 存 し た く な る よ う な 現 代 建 築 ( や邸 境 づ く り ) にはめっ たにお目

にかからなし、。 こ わ し た く な る よ う な も の を 、 こ わ し た あ と に せ っせとつく っ て い る わ け だ。

と す れ ば 、 現 代 建 築 ( と い う よ り 私 た ち の や っ て い る 建 築 ) は 、 ど こ か 似 本 の と こ ろ がJ:日巡 っ ているにちがいなし、。

少なくとも、後世保存五Ｑｦ Ｑｦ ｾ Ｉ が起こるほどのものを何としてでも ￭ｪ ｬ ｬ っ ておこう、そのためのエネルギーはいとわない、

と い う 視 点 は 失 わ れ て し ま っ て い る の で は な か ろ う か。 ( T )  

表 文 化 と 建 設 公 害

本誌 Ｓ 月号のイ ン テリア特集に表文化と楽文化という記 ＢｊＧＮＭ があ っ た 。Ｈ会 ｉｉｬ ｑｬｾ 次氏議 ｩ￝ｬ 記録 Ｉ。 それによれば、ヨーロ

y パ の 文化はノ マブ リγ ク の 文 化 、 つ ま り 表 文 化 と い え る が 、 現 代 日 本 の 文 化 は 裏 文 化 、 つ ま り { 聞 の 、 簡 素 の 、 食 乏

の 、 ア ウ ト ロ ー の 文 化 と し て 素 晴 ら し い 伝 統 が あ る と い っ て い る 。 石在かに茶道、設絵、それから盆栽等、狭い日本に

適 し た 文 化 で は な い か と い う 気 が す る 。

方 、 そ う い っ た 眼 で 処 設 公 害 に つ い て 考 え る と 、 こ れ は 個 の 問 題 で は な く 、地 域 の 問 題 つ ま り 表 文 化の 問 題 と し

て意義があると，目、う 。 ビ ル 等 の 建 設 が 始 ま れ ば 何 ら か の 形 で 近 所 の 方 々 に 御 迷 惑 を か け る こ と に な る 。 大 型 半 納 の

通行、日甚挨、品監督、振動等、工法が相当改良され で も な お 問 題 が 残 る し 、 竣 工 後 に は 日 WI 、テレビ障害、 !孔答の 11.:]

J mがある 。 こ れ ら の 問 題 を 解 決 す る に は 、 将 来 そ の 地 区 のー 只 と な る 建 築主 の 誠 立 あ る 向 う 三 軒 両 隣 へ の ア プ ロ ー

チ と 、 設 計 者 、 地 工 才?の 問題 意 識 と 技 術 的 パ ン ク ア ン プ が必 要 で あ る 。

婆 は 近 隣 居 住 者 、 処 築主 、 設 計 者 、 施 工 者 の IJLド桁が一 体となり、 thi，識のうちに ι]' ;. を 進 め る こ と が 大 事 で あ り 、 そ の

手lr 丞 ね の な か か ら イ|川の 文化 ではノマブリ y ク の 文 化 、 現 代 日 本 に は な い と さ れ て い た 表 文 化 が 芽 生 え て く る の で は な

か ろ う か。 ( A )  

4 l l 築と社会/ 1975年 711 1;. 6 7  



コミュニティをメーキャ、ソフ。する

マル工叉印アスフアルトシコ ＧｾＱ Ｑｦ

. マルエスシングル 8 色

. 8  P シ ン グ ル 8 色

. ランダムシングル 3 色

マルエスランダムシンク〉レで家を一層美しく. グ 力 ナ ダ 直輸 入 の 高 級屋 根 材

すでに欧米諸国では¥屋根首き材の主流はシングルと ②ｾ＠ BUl lDl NG PROOUCTS Of CANAOA lI MlTfO 

なっております。

最近日本においても建築様式の多様化にともない¥壁

状屋根は増加の一途を辿っています。

マル工スランダム ・シングルは¥この壁状屋根に最も

マッチしだ素材として開発され芝ものです。

従来のシングルでは難しいとされていだ¥力量感 ・立

体 感 を 家全 体 に、もだせることも特徴の一つです。

マ111:ヱスヲコIJ . .L

Ｚ， ｪｾＱ Ｑｴ＠
〈カラー〉

RS - I( シタ.ーウッド) / R S - 2( レッドウッド) / R S- 3( ドリフトウ ッド)

マルエスシンクフレ 製 造発 売 元 ・ B Pシンクフレ日本総 発 売 元 l 本 社 ・ 120/ 東 京 都 足 立 区 千住 東 2 丁 目 2 1番 2 8 号

日 新 工 業 株 式 会 社

T E L  東 京 ( 882) 2424( 代 表 )

大 阪 支 l苫・ 533/ 大 阪 市 東 淀川 区 瑞 光 通 4 丁 目 3 0 の 2

T E し 大 阪 ( 329) 7737 - 7740

営 業 所・札 幌 ・山 形・東京・名古屋・広島・九州
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所 在 地 大 阪 府 八 尾 市荘 内 町 2 丁目 34 - 1

敷 地 面 積 7，470 . 8 2 m'  

建 築 面 積 2 ，033. 60 m'  

延 床 面 積 6，405. 91 m'  

構 造 規 模 R C 、 8 1 、 4 F 、 P 2

工 期 昭 和49年 3 月 ~ 昭 和50年 2 月

本 館 ( R C . B  ，.  4F .  P 2) 建 築 面 構 1，354 . BB剛 、 延床 面 隅 5，051 . 63m・

倉 廠 ( RC. 2F )  建 築 面 積 648 .72mヘ 延 床面 構 1，28S . 46m'

自 転 車 置 場 ( S ‘ I F ) 建 築 面 構 30 叩 m' 延 床面 摘 30. 0Qm'  

浄 化 槽 ( RC) 建 築 面 摘 。延 床 面慣 38. 80m' 

大阪府中河内府民センターヒ、ル
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府税3事務所

円ゴ

④ 

本 建 物 の 数 地 は 八 尾 市 中 心 部 に あ リ 、 / ! 付 近 は 比 較 的 密 集 せ る 住 宅 地 で あ リ 、 東

は互主仮 ICR川 線 に 百i し 西 lま 約 6 m の 道 路 に 1m して い る 。 I朽 の 平 野 中 高 安 総 と の r : 1'J

の 幅 約 8 ｭ の空地は、設計当時には未 ｾ Ｚｴ 収 であったが近い将来には本敷地にく

み 入 れ ら れ る と 考 え な が ら 設 計 さ れ た 。 - / ヒには近岐して住宅が処って いるので、

日 照 を 巧 l但 し て 池 物 は 敷 地 の 市 に よ せ て E汁 画 さ れ 北 部 を 大 く あ け て 緑 地 お よ び

ノ ｔ ーキングスペース にあてた 。 ｾ物の主なアプロ ー チは束の主主娠 ｬ 階川線よリ入

り阜の動，f <Ji ! は 北 を 姐 っ て 西 の i江 路 に 抜 け る よ う に 与 え た 。 建 物 の 主 な 部 分 の 本

館 と /(.f 民 ロ ビ ー を illi よ リ に 、 点 の 道路 に はB して/ ! 付属合Ii II 棟を自己tll し た 。

/{.J' 民 セ ン タ ー ピノレは /{.f の 出 先 機|則 を 集 め 地 域 に お け る 附 政 推 進 の 拠点 と し 、 さ

らには住民の方却の利便をはかリ、/ { . f 民と /(.f 政 の コ ミ i ニ ケ ー シ ョ ン の 場 と す

る こ と が 建 設 のま 旨 で あ る が、 /(.f 民 と /{.f の 機 l民! との僚制! の場として /(:f 民 ロ ビー

は 二 方を紋にかこまれたガラス帰りの 明快 な ｾ ｈ ｲｊ として本館と按している 。 Ａ何

民 ロ ビー の 延 長 に -i m炎 コ ー ナ ー ホ ー ノレおよび! 付税事務所がある 。 本館の各/ ，皆に

は Ｒ Ｏ 滑に土木 Ｂ ｊｾ 務 所、およびこれに附随する各室、 ＳＯ 滑には教 γｦ 'Jτ 務 所、 建 築

事務所、センタ ｟ Ｇ ｊ ｜ 務所、および会議室など、 ＴＯ 滑には耕地 Ｂ ｊ ｾ 務所、成立た改良

普 及 所 、 大 会 議 室 な ど 缶 、 出 /; 針には機械 室 な ど が あ り 、 屋 上 周 凶 に 向 い フ ェ ン

スを設け、遊戯などの可能なようにした 。 地階は機械室ｾｬＱＺ公室 、 作業只室にあて

た 。 Ｏ Ａ付属 ｾ ｉｬ 脱線の ｈ 皆 Ｑ ｣ｊＺ ｾ ｉ ｉ ｽｬ ｉ ｉ 、緋地・ ｊ ｾ 務所 、試 験室などをおさ、 ＲＯ ，符の土木念邸より

本 館 の 土 木 J'; 務 所 と の I / r J には将 米 波 廊 下 に て 連 絡 可 能 な よ う に 計画 さ れ て い る 。|

設 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 工 事 課

村 野 ，森 建 築 事 務 所

監 理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 工 事 課

施 工 阪 口 建 設

電 気 / 近 畿 工 業

空 調/ 不 ニ 熱 学 共 同 企業 体

給排 水 衛 生/ 平 山 工機

ｴｊｴｾ［［診ｊＮＱ ＡＮｬｬｬｩｴＧｴ 彦



所 在 地 大 阪 府 牧 方 市 大 垣 内 町2 ー 15

敷 地 面 積 7，739. 52m・

建 築 面 積 2 ，036. 95 m'  

延 床 面 積 6，335 . 51 m' 

構 造 規 模 R C 、 8 1 、 4 F 、 P l

工 期 昭 和48年 10月 ~昭 和49年 11 月

移 築 棟( 酷骨車庫) 建 築 面 隅269 .10m' 延 床面 構269 .70m'

大阪府北河内府民センタービル



府税事務所

- ・・・・

1 階 平 面 図

雄 物 の 性 質 」二、 執 務 を j凶 じ た l(.f 民 と の コ ミ ニ テ ィ ー を 、 中

央 の l(.ftle プ ラ ザ を 中心 に 計 画 を 始 め 、 ア ブロ ー チ 道 路 よ り

低 い 般 地 の 条1'1二などか ら 1( . f 民 の 動 線 を 建 物 と 立 減 づ け な が

ら 取 ら え る よ う 自 己 tli し た 。 そ の 1芯主図によリ

I地也の そ れ に子作干わせアブ口 一 チ 全イ休本を包主谷子する全イ体本の エ平r: TI而而計

回 と した 。 そ のキ斜紡J九'卦栄去、 ラ ン トド- ス ケ ブカか、らの y亦f下ミ， り ユ 一 Lム入叫J必

を あ る 4似ヱJ皮立雌イ品抵4し、 iB: kdjl " c t 主とした外観 に自然な談合材 と自己

色 に 似 し さ を も た せ る よ う 考 @ : した。

I人'J ;'(I S(I(J に は 、 中 心 と な る r;tfims 門 と そ れ に 彼 枕す る l(. f 民 ロ

ビー と の平I f f j . f 如水に到J 線 上 の コ ア ー を巧・え、サー ビ スrns 門

を自己訂した 。 l(.f 民 ロ ビ ー に は そ の 地 区 の 展 示 や l(.fi 改 の ア ピ

ノ レ を 行 う た め 集 会 広 場 と し て の ス ペ ー ス を 確 保 し 、 ボ リ

ュ ー ム 室 川 に 拡 が り の あ る 配 色 と ギ ャ ラ リー を 設 け 、 単 調

さ を ) J パ す る よ う 巧 え て い る 。

2 1暗 部 分 の 反 ヒ に は プラ ザ と グ リー ンの 計 画 に よ り 、 道 路

か ら の凡 下 げ の 枕 党 に 対 処 し 単 品t. j な 極 上 告 少 し で も カ バ -

UJ 米 る よ う 巧 脱 し た 。

設 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 工 事 課

小 河 建 築 設 計 事 務 所

監 理 大 阪 府 建 築 部 営 繕 工 事 課

大 阪 府 監 理 協 会

施 工 今 西 組

抽出:; t長 !l til¥i¥'f 彦



所 在 地 大 阪 府 堺 市 鳳 本 町 4 T 3 9 0  

敷 地 面 積 6，936. 544m'  

建 築 面 積 2，785 . 008 m且

延 床 面 積 7，194 . 517 m'  

構 造 規 模 R C 、 8 1 、3 F 、P l

工 期 昭 和48年 6 月 一 昭 和49年 8 月

本 館 ( R C ‘ 81. 3F、 P 1) 建 築 面 積2 ，449. 779
rn

' 延 床 面 積6 ，923. 816
m・

車 庫① ( S) 建 築 面 構 I t2 .907m'  延 床 面 摺 ，12. 907m'  

車 庫 ②( S) 建 築 面 摘 84. 737 m' 延 床 面 構 84. 737
m

'

浄 化 槽 上 屋 ( RC) 建 築 面 構 11 . 137 m・ 延 床 面 摘 r 1.  137 m・

自転車置場 ( S ) 建 築 扇 摘 61. 92m' 延 床 面 構6 1. 92m'

ス ロ ー プ 上 屋 ( S ) 建 築 面 摘64. S24mι

大阪府泉北府民センタービル



こ の 緬 設 の 構 成 は 、 泉 北 地域 で の 10 ケ の 出 先 機 関 と 堺 市 の

J. tl ¥ 分 室 を 加 え た 寄 り 合 い 所;m: で あ る 。 そ の 目 的 は 、 J ff の 末

端 業 務 で の 椴 の つ な が リ を 緊 密 に す る と 同 H寺に 、 よ り 同 滑

な 住 民 サ ー ビ ス を 行 う こ と で あ る 。

施 設 計 画 の な 図 は 、 ① 庁 内 機 関 相 互 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

す な わ ち 、 大 小 委 只 会 連 絡 会 な ど と 的 税 ー土 木 ー建築 ，

教 育 お よ びl兵三位 以i係の事務機| 見! と の つ な が リ 、 ② さ ら に そ

こに執務する 職貝相互の つな がり 、③住民と附の ， Ｉ Ｎｾ務機関

と の つ な が リ 、 そ し て ④ 住 民 の た め の s滞 溜 お よ び 集 会 な ど

以 上 京 4 つ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 系 が 中11互 に 松 大 の 効 果

を 発 揮 す る こ と w で あ る 。

建 物 も こ の 4 つ の 系 を 包 含 す る も の と し て 考 え 、 そ の 構 成

は、 Ｉ Ｇ［務服と集会議 ｊ 病室の Ｒ つに大 別し 、その ｬ 切ｉＯ ｜Ｍ ｊ に ｉｾ 日放

ＨｉＨｊ でシンボリックなｾＯｬ ｜ｪ として ｊ ＨＮｊ 民ロビ を 設 け た 。

ロ ビー はi 1ui品 交 通 の 激 し い 和 泉 泉 南 線 を 避 け て lノサに向け、

そ の 上1'f /Sを 全 面 の ス カ イ ラ イ ト と し た 。 来 訪 者 は 、 IjiJ 庭 か

ら こ の 半 屋 外 的 な ロ ビ に 吸 い 込 ま れ 、 そ こ で し ば ら く 淀

み 、 さ ら に そ こ か ら 目 的 地 ヘ 至 る こ と と な る 。

集 会 談 の た め の 砲 設 は 、 特 に 住 民 の よt ま リ な ど の 使 用 に 利

似 を 汁 リ 、 ロ ビ に 連 続 し た 1 階 姐 り に 設 け て い る 。

設 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 工 事 課

久 米 建 築 事 務 所

監 理 大 阪 府 建築 部 営 繕 工 事 課

矢 野 建 築 事務 所

施 工 狭 間 組 ・ モ リ タ 建 設 共 同 企業 体

電 気/ 六 興 電 気 衛生 ・空調/ 丸 紅 設 備

汚 水 処 理/ 神 鋼 フ ア ウ ドラ ー 昇 降 機/ フ ジ テ ック
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プレストレストコンクリートの歴史と現状

鈴 木 計 夫

〈プレストレストコンクリー卜の生い立ち〉

荷重が加わる前に人為的に応力を与えておく、すなわち、

プレストレスを与えて おくという考え方は、その発祥の地を

外国に求めるまでもなくわが国においてもたらいや桶として

古くから広〈活用されている 。 しかしプレストレスの考えを

コンクリート部材に応用しようとしたのは、 1886年Doehr i ng

がドイツ特許を得たときが初めてである 。 その後高張力鋼材

および日 'Jrrli 主コンクリートなどの開発によ ってプレストレス

トコンクリー卜部材が本格的に実用の域に達したのは、 1920

年代も後半に入 ってからである 。 この実用化に 貢献した人々

の中でもフラ ンスの技術者 E .Freyss inet ( フレシネ ) の名

は、書き落とすことはできない。欽筋コンクリー卜構造に馴

れ切 った建築家や技術- ? i - にと ってはプレストレストコンクリ

ートの 11' ，現は、強制さを秘めたスレンターな部材の美しさに

対する篤l喫そのものであ ったに違いない。事実わが国で普及

を始めた刷、経験盟かなー現場技術者が“ 鋼材も少なく断面

も小 さいのに ー -まるで手 lfJ : を見る思いがす る" とい った言

葉を鋒者は今も って忘れることができない。高品質の材料を

用いてプレストレスを与え、打ち込んだコンクリートをすべ

て有効に利則していることがその i脱明かしであるとするなら

ば、 これは工学に おける偉大な 手品であるといわねはーならな

し、。

滋 1 ) 本文中では7 レストレストコンク リート をP C、鉄筋コ ンクリ ー トを R C、鉄骨鉄

筋 コン 7 リートを S RC およ び欽竹 をS と略記 してある.

今 、この偉大な手品の 日本における発展の経緯を 簡単にた

どってみよう。

日本で研究上の試作が行われたのは 、戦前の昭和16年 ( 19

41年) にさかのぼることができ、戦後は一年ほど経てから早

くもいくつかの大学および研究所で試作研究が行われ 、また

その研究委員会なども発足していた。しかし本格的な実用の

時代に入ったのは戦後も 10年近〈経 ってからである 。昭和30

年には土木学会からフレシネ工法を主体とした P C 設計施工

指針が発刊され、以後土木構造物では発展の一途をたどって

いる 。建築物においては発展の経過は、土木や諸外国の建築

物のそれと比較するといささか緩'殴であ った。現在までの過

程をとくに規準などを中心に年代を追って要約すればつぎの

ようになる 。

1  ) 昭和29年、日本材料試験協会( 現在の日本材料学会) に

P C 鋼 棒研究委員会が設けられた。 同31年にはわが国で初め

ての本格的 P C不静定架構である兵庫県南淡町庁舎( 3 層単

スパンラーメン) が完成された。

2  ) 昭和33年、上記協会か ら「鋼棒使用 P C 設計施工指針お

よひ、解説」が発刊され、同時に P C ス トラ ンドの 品質規格が

示された。 これと相前後してスイスの B B R V工法、ドイツ

Oywi dag工法および: ' Baur - L eonhardt 工法などが輸入され、以

後土木構造の発展に主要な役割を果たすことになる 。 また同

年 4 月にはプレストレストコンクリート技術協会が発足して

対外的な国際機関も兼ねることになった。

3  ) 昭和35年には、 P C 建築の発展を促進させるため建設省

住築と社会/ 1975均 7 J 1号 7 7  



より P C 建築に対する告示223号が出され、高きが16川まで

の建築物に用いる場合、建設大臣の特認なしで実施できるこ

とにな った。

4  ) 昭和36年、日本建築学会から r p C 設計施工規準 ・同解

説」が発刊された。これは、この種の規準としては初めての

終局強度設計の思想、がその内容の基幹をなしていることで他

極規準に類を見ない特色のあるものである。以後 、建築物へ

の応用も軌道に乗り、とくに先駆的技術者によ って不 r'(pト定架

構に| 浪らず 811面板、折板構造など数多 くの特色ある構造物が

実現された。昭和39年には D T スラブが、また同40年には矢

板がJ I S として制定されている 。 この頃までには国産の定新

工法が何極類か開発されている 。

5  ) 昭和43年 、 日本建築学会梢造襟準委員会の 中にプレスト

レストコンク リート構造小委只会が再ひ、設けられ、規準の改

訂作業が開始された。 P C 技術の利用も、当初は工場、体育

館などに笑抽されていたが、 一般の市街地建築にもその利用

範聞が拡大され 、設計、施工の技術の警頼、高度化に伴い、

スパンのみならず高さも年々記録を伸ばしていった。とくに

昭和42・3年頃に始まるボーリンクブームに釆って、鉄骨造と比

較してもその経済性、使用性上の手IJ ＮＧＺｾｾが認められてボーリ ン

グ場建築の実施件数が多くなった。 しかし、このボーリング

場建築も含めて、高さ 16 怖をこえる建物が増えてきたため、

昭和35年、 P C建築の発展を促進するために出された建設省

侍示第223号が、高層 P C建築への発展を逆に抑制する作用

をしていた。

6  ) 昭和48年、 2 - 3 年の検討期間を経て、建設省告示第 949

号が示され、これによって 167 n の高さ制限が撤廃され、高さ

45川までの P C建築は特定行政庁の椛|浪で実施できることに

な った。現在の R C 造に対する制限と比べればこれは飛躍的

な法ffjlj 上の矧=置というべきである 。

7) 昭和50年 2 月、約 7 年聞の検討期間を経て日本建築学会

から r p C 構造設計施工規準 ・同解説」の改訂版が発刊され

た。 この新規準は、旧規準同様、終局強度設計の思想、に基づ

いていることはもちろんであるが、 P C 鋼材の許容引張応力

を引 き上げ、フルプレストレッシングの定義を変えるなどに

より経済的な設計への配慮をしていること、 R C部材との出

用構造の場合にも R C 規準に先がけて終局強度設計の思想を

適用したこと 、そのほかun“ bond P C部材や合成 P C 部材の

設計も可能としたこと、など幾多の特色が盛り込まれている 。

以上のように高さ制限の撤廃および新規準の発刊などによ

って、 P C 建築に関する状勢がすでに新段階に入っているこ

とが理解できる 。 しかし P C 建築の発展は諸外国や日本の土

木などと比較してみても当初の予想ほどにな っていないとい

う現状も認識する必要があり 、将来への大きな発展を期待し

て、つぎに P C の特徴および現状などをみてみよう 。

7 8  

〈プレストレストコンクリートの特徴とその利用の現状〉

まず一般技術者の P C 構造に対する関心と理解をより 一層

深めるために、 P C構造の特徴を要約してみよう 。

大スパン架構が容易に可能である : R C 造や S R C 造では

t J ] 角打ち込んだコンクリー卜も断面設計ーで怯半分以上を利用

せずに捨てていることになるが、 P C 造ではそのすべてを完

全に利用し、同時に高品質の材料を用いているので、大スパ

ン架構が可能となる 。 P C建築で 利用されるスパンは十数明

から 40 机の範囲が普通である 。 はり丈は大きくてスパンの台

程度、構造計画を巧妙に行えば会くらいも可能である 。 なお

P C部材は普通きれつの発生を許さない設計とするので同一

断面で、同一材長であれは、たわみ変形はきれつを許す R C や

S R C より遥かに 小さい。

省資源型の構造である : 上述のように打ち込んだコ ンク リ

ートの半分以上を捨てている R C や S R C 造と異なり、材料

のすべてを有効に 利用している 。 そのため音 ｬ￭ｾＧＱ は小さく躯体可 ｩ

ijl; は ;1をくなり、基礎や地盤へのJ . I : : ' 力の軽減にも役立っている 。

復元性がきわめて大きい: これは P C 鋼材によ って部材を

締めつけてあることによるもので、 R Cや、 S R C および S

部材などには見られない特別な| 生質である 。荷重の載有J によ

ってきれつカ、発生し、さらに荷重を破壊荷重の95% 前後まで

栴加させても、い ったん除荷すればきれつは閉じ、残留変形

もほとんど零となってしまう 。 これは地震時に部材が破壊寸

前の状態までいっても、地誌が終わればきれつも閉じてほと

んど元の位置に復するという素晴らしい性質を備えているこ

とを意味している 。

軽くて強い: ここではとくにせん断に強いことを強調した

い。 これはプレストレスによ って 断面に垂直応力が作用して

いることによるもので、同一断面の R C部材の 2 - 3 倍のせ

ん断力は簡単に持たせることができる。この性質によって構

造計画の可能性が一段と拡大され、 図 1 のような利用は簡単

容易であり、そのような笑施例はいくらでも見い出すことが

できる。

組立構造に最適である: いくつかのコンクリートブロック

を共通の P C 鋼材で締め付 けてやれば、 一体打したと 同様の

I  I  I  I  
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部材とすることができるのであるから、はりや柱部材の剛接

合は簡単に行うことができる 。 また当初から計画しておけば

作り上げた構造物を組立前の状態に分解するのも容易で‘ ある 。

合成ぱりとしての利用にも適している: プレストレスの利

用をさらに効率ょくする方法として合成は‘ りがある。これは

部材の引張側半分あるいは 引張下縁側の一部のみをプレキャ

ストの P C 部材とすることにより P C 鋼材量を半減させるも

ので、将来大きな発展が期待される分野と考えられる 。

P C構造の設計では技術者の腕が存分に発揮できる : R C

や S R C 造などでは構造計画、構造設計および施工、完成ま

での内答や経路はきわめて画一的である 。 P C 構造は上述の

ように部材そのものが、力学的に 他種部材と異なるきわめて

特徴的な性質を備えており、また場所打一体式構造、組立式

構造あるいはこれらの併用構造さらには他種部材との出用構

造など、いずれにも適しているので、意匠計画やそれに応ず

る構造計画の可能性を非常に大きく拡大している 。 いいかえ

るならば、 P C部材の利用によ って所要の空間を作り出す設

計手法の多様性が生み出されることになり、これは技術者の

す場からすれば、 P C 部材や他 の部材の特徴を空間の創造に

いかに生かし、 利用するかという点で笑に広大な活躍舞台が

与えられることになる。

このような多くの特徴をもっ P C 者|川、4 は日本の挫築の分針

では、量的にはともかくとしても質的には非常に高いレベル

で多 }j 聞にわた って用いられている 。

つぎに各界の利用状況をみてみよう 。

まず日本の土木においては、杭や枕木などに大量に用いら

れ、また道路橋や鉄道橋などでは騒音の減少やメインテナンス

フリーなどの長所が評価 されており、 山陽新幹線ではほとん

どの鉄道絡に P C 構造が用いられていると聞く。 20余年前に

ヨーロッパから P C の技術を輸入した日本ではあるが、土木

における技術の進展はめざましく、技術レベルでは輸入元を

しのぐほどである 。一例をあげるならばDywidag工法の片持

ばり方式によって建設された P C 橋は数多くあるが、地震の

ないヨーロッパにおける最大スパンが2 10余 7凡であるのに対

し、高知の浦戸大橋 ( 230叩) 、先日両側 からのドッキングヵ、

完了した下関の彦島大橋 ( 236 7 n ) 、および浜名湖の新幹線沿

いに挫設巾で昭和51年完成予定の浜名大統 (240叫) 、など の

ように ltit j!i そのスパンにおいて世界記鈷を次々に更新してい

る。

諸外国においては、橋梁や建築物に限らず原子力発電所の

圧力容器、格納答者号、各種タンク、海上空港、船舶類など実

に多 11皮にわたって利用されている 。建築構造物においては 、

ほとんどのコンクリート建築に何らかの形で P C 部材が用い

られていることからも分かるごとく、コ ンクリート構造物の

中にはほ、完全に溶け込んで午IJ 用されているのが特徴である 。

この実情を裏付けるように、設計規準類においても R C部材

もP C部材も 一連のコ ンクリー卜部材として条文が構成され

ている 。 というよりも、このような情況が生まれるように規

準類が作成されているという見方もできるであろう 。諸外国

での利用の状況を数多くの例によ って示して読者の興味をリ |

くのがよいと考えられるが、 紙数の制限があるので、ここで

は米国らしくスケールの大きい、しかし日本でも少し手を加

えれば応用できそうなプレキ ャスト架構による駐車場の例を

示そう 。

それは 図 2 および写真 1 に示すような立体架構を 一つのプ

レキャストユニ ットとし、これとフ。レキャストのスラブとをキ且

み合わせて、組立一体式の建物を作るものである 。すなわち

このユニット架梢 を桁行方向に適当な間隔( たとえば柱が等

間隔となるように) 並べ、その聞にプレキャストのスラブを

架け渡してスラブを P C ケーブルで横締めして一体化する 。

なおスノ マン18怖のはりには すでにプレストレスが導入され

ているが、柱にも架設後 P C ケーブルによる締付が行われ、

これによ ってこの架構を前後左右および上方向にも連続拡張

してゆくことができる 。 これがこの建物の大きな特徴である 。

このユニットの重量は 25tonである 。またこれはカリフォルニ

ア地方で多〈実施されており、したがって同地方の指針に従

う耐震設計がなされている 。架設後の状況およびこの工法に

よる市街地ビルの一例を 写真 2 および 3 に示す。

日本の P C 建築は本特集号に示されている諸例をはじめと

して数多くの実施例カ、ある 。本稿では紙数の関係でそれらを

示す余裕はないが、建築物における 利用の範囲も次第に広が
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r.. 
写真 2 ユニット架摘の組立状況

写真 3 この工法による市街地Par ki ng Buil di ngの 例

ってきており、当初は工場建築などが主であ ったが、最近で

は市街地のレジャービル、事務所ビルあるいは高層の公団住

宅などにも本格的に用いられている 。本特集号の諸例をみて

も案外身近なところに利用されていることが分かるであろう 。

これらどの P C 建築も諸外国の例と呉な って耐震設計をしな

けれは‘ ならないというハ ンディを背負 っているので、それら

の技術的内容は欧米諸国のレベルを充分しのくものヵ、ある 。

事実 C E B- F IP 国際委員会の耐良構造物委員会においては、

つい最近まで京大名 誉教授 坂滞雄博士が、また現在は F IP

の実行委只でもある猪股俊司博士がその委員長の座をつとめ

スいるように、日本はこの分野における主導的役割を果たし

ている 。

以上のように日本の P C建築の技術は質的には非常に高い

レベルに達しているものの、量的な発展においては残念なが

ら、いささか期待とかけ離れたものとな っている。以下この

点について少しふれる必要があるであろう 。 P C建設業協会

の資料によれば土木、建築の P C工 ti .の年間受注総額は昭和

48年度においては約9 0 0億円であり、建築関係はそのうちの

3 %程度であると報告されている 。 P C 工事は現在でも専業

滋 2) COMI TE  EUROPEEN  DU  BET ON- FEDERATl ON 1  NT ERNATl  ONALE  

DE  LA  PRECONT RAl  NT  :  RCおよび PCなどのコンクリート情造物の間際設
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者によ って実施されることが多〈、そのため上記受注額も P

C 部材を使用した建築物全体の工事費ではなく、 P C 部材、

あるいは極端な場合は緊張作業のみの工事費などとして算出

されているので、 P C部材が用いられている建築物としての

受注額は上記の数倍あるいはそれ以上になると考えられる 。

しかしその場合でも工事畳の絶対額が少ないことには変わり

がない。 このように日本において P C建築が量的に発展して

きていない理由としていろいろいわれている 。 いわく ; 日本

ではとくに耐震性を考慮しなければならないし、土木構造物

よりも構造が複雑てψ ある; 土木では役所、公団、公社などの

力が強くまた統率がよくとれている; コンクリートのスラ ン

プ 21- 22 酬が当然と考えている建築技術者にと っては、諸

外国および日本の土木では普通のことである低スランプコン

クリートに潜在的な違和感がある; 技術者の層が薄くまた一

般技術者に l喰わず嫌いな所がある ; 設計も施工も面倒である

; 工事費が高い; などなど・ ・

外国では普通耐良性を考慮する必要がなく、 R C 用のコ ン

クリートも低スラ ンプで単価も高〈、また設計施工指針も R

C 造と融和した内容とな っているなど、確かに日本と比べれ

ば発展の土壌には忠まれている 。 また案外見落とされている

理由として P C技術者の絶対畳の不足や、 一般技術者の l食わ

ず嫌いがあげられるであろう 。 P C は価格も高い上に設計も

難しく施工も面倒であ ってとにかく特殊な技術である、とい

う先入観が背景にあり、それが既成の技術への執着を強いも

のにしていると思われる 。確かに、施工の方法や順序を想定

して設計をし、その )1頃序の通りの施工をすることが必要であ

り、また施工の内容も P C鋼材や低スランプコ ンクリートの

取り扱いなどの点で R C 造の場合と 比べれば面倒であること

は否定できない。 しかし P C の特徴の項で述べたごとく、 P

C 造のもつ多様性をい ったん理解し、その利用法を体得した

ならば¥技術者としての手腕が存分に発揮できる広大な未開

拓の分野が目前に聞かれているわけであるから、技術者とし

ての興味と意欲が湧き出てこないはずはない。最も問題とな

るのは工事費であるが、高くなることは一面事実であろう 。

構造計画の当初から P C 部材の特性を生かす効率のよい使い

方をすることが大切で・あることはよくいわれていることであ

るが、この点の配慮が充分でなか ったり、また使わんがため

の無理な用い方が行われていると思われるものがあ ったりし

たために、 P C 造は非常に高価なものという通念ができあが

ったことも否定できない。 また P C 工事は下請として 専業者

が行うことが多〈、したが って二重経費によ ってコスト高と

なることも見逃せない点である 。 しかしそれでも大半の P C

建築は、それらの報管が示すように R C 造や S R C 造あるい

はS 造などとの経済性やその他の事項を比較検討した結果実

施されているのも事実である 。 これまでの実施例から判断す



れば、 P C 泣の価格は特殊な使い方をした場合でない限り

R C 造よりは多少は高くなる . という程度のところであ ろ

うと考えられる 。 ..良いものは高い' という通則からすれば

これは当然のことであ って、あとは少し余分のお金を出して

品質のよい部材によ って作られた使用上の自由度のある き

いｾ聞を買うか、あるいは柱聞が小さくて不便ではあるが安

いものにするかの選択の問題となる。 なお S R C 造と比較を

した場令、同一 スパン とすれば間違いなく P C 造は安価にな

ると思われる。 今これら のコスト を比較した一 試算例がある

のでそれを以下に引用してみよう 。建物は 5 階建で張間方向

12叩X 2 スパン 、桁行方向 6叩X 5 スパン の平面を持 っている

建物の各階床ばりを R C 造、 P C 造および S R C 造とした場

合の所要材料と直接 事費の比較をしてある 。 まず所要材料

としてコ ンクリート、型わ〈、 および鋼材の量を比較すると

R C J.!I の場令 を l とし て P C泣ではそれぞれ0. 74、0.77、0. 81

となり S R C 造で は 0. 87、0. 91、1. 45、 とな って p .C 造の

場合の使用材料が格段に少ないことが明確に示きれている 。

つぎに直接工事費を比較すると、 R C : P C : S R C = l :

1. 03 :  1. 18 となり S R  C 造が飛び離れて高〈、 R C 造と P C

造とはほとんど同じである 。 この試算では R C 造 もスパン12

間として計算してあるが、仮に 6 7凡としてもはり部材の減少

分が柱に移行することにもなるので 、上記の比率は余り変わ

らないと思われる 。 なおまた上記結果は P C 造 をスパン 12 怖

と仮定したものであるが、 24怖とした場合の結果も示されて

おり、所要材料は前記の順序でそれぞれ0 .92、0 .91、1. 0と少

なく、直接工事費は、 1. 34、す なわち 34% の大幅増加とな っ

ている 。 スパンの増大がコストを増加させることになるが、

これも S R C 造と比較すれは‘ スパン 12怖の場合の比率以上に

釘凶になるであろうし、基礎や仕上げ、設備なども含めた建築

費全体で比較すれば増加率は小となるが、それよりも空間の

利用効率増大などの利得はコストの増加分を補って余りある

ものとなるであろう 。 いずれにしても P C建築の価格は、躯

体部分のみの比較では片手落ちであり、 P C 造とする ことに

よる空間の利用効率の増大、建物重量の軽減、部材の耐久性な

ど品質面て、の向上、 などの諸点を総合的に考慮すべきである 。

なお P C造のii lli 絡に ついてつぎのような諸点、すなわち、

1)新 P C 規準では、 P C鋼材もコンクリートも、許容応力

の利用幅を広げたので、従来より少ない材料で設計可能とな

った、

2) 現在の R C 造ではスラ ンフ。200m以上のコンクリー卜を用

し、
その後のきれつ補修に多くの時間と多額の費用をかけて

いるカヘ これは近い将来欧米なみに中練か硬練コンクリート

に移行するか、あるいは無収縮セメントの採用などが予想さ

れるので R C 造あるいは S R C 造の価格は上昇する、

3) 施工が容易なun- bond P  C 工法および合成 P C ばりなど

の開発普及が行われる、

などの点を考慮すれば、 これからの P C 造の価格は他種部

村より相対的に安くなる要素を充分備えていると結論できる

であろう 。

〈プレストレストコンクリー卜のこれから〉

今まで述べてきたように P C 構造は少なくとも現在は “特

殊技術 " と されているが、 これは近い将来、 日本の土木や欧

米諸固め場合のように仙普通の技術" にな ってくるであろう 。

そのようになる要因はいくつかあげることができる 。すなわ

ち、 1) 16 叩の高さ制限が撤廃 されたので S R C 造なみの自由

な設計ができるようにな った。 2) 同一 スパン とすれば S R C

造よりは格段に釘凶であることが認識されてくる 。3) 大学、

高専などにおける P C構造に関する講義も増えて、技術者の

層も厚くなる 。4) P C音IS材は耐久性があり、また文字通り省、

資源型の部材であ って、良いものを永〈使用するという時代

の要請にそのまま沿 っている 。 5) 軟練コ ン クリートを打 って

はきれつ補修に頭をなやましている現状を打開するため、 コ

ンクリートのポ ンプ打設工法も軟練から中練、l i D ! 練の方向に

開発が進んでくる、 これは容易に実現されそうである ( 米国

では4 - 5インチスラ ンプのコンクリートによ って水平100ft →

垂直576ft 水平175ft のポ ンプ打設をしている )。

この“ 普通の技術:j .， とし、う表現はいろいろな意味を含 んで

いるが、上に述べたことは、断面の引張応力を多少許す程度

のいわゆる本格的な P C部材を頭に描いているものである 。

しかし前にも述べたように欧米ではすでにこの P C から R C

に近付いた P R C ( プレストレスト鉄筋コ ンクリート ) の部

材も国際設計施工指針の中に位置づけられ、利用できるよう

にな っている 。 日本においてもこの利用範囲め拡大は各界が

積極的に検討してゆくべきときが来ていると考えられる。 い

うなれは¥ これは R C とP C の中間部の連続化ということに

なるが、今 一歩これを発展させるならは¥現在のような本格

的なプレストレストコ ンクリートでなく、設計思想そのもの

の転換の下に、局部的に軽〈締め付けるというような l経微な

使い方をする分野の開拓も考えてよいことであろう 。 いずれ

にしても、 “ 現在の日本のプレストレストコ ンクリード' の

概念にとらわれることなく冒頭で述べた古い時代の“ プレス

トレス " の思想に立ち帰 って、 この思想、を現代の要前に合う

ょう有効適切に応用してゆくことが大切であろう 。 筆者はこ

のプレストレストコ ンクリートが一 日も早くか つての タライ

やオケになることを期待している者である 。
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ブレストレストコンクリート構造の設計

松 井 克 俊

プレストレストコンクリー卜( 以下 P C と略記) がわが国

で実用化されてすでに 20年余が経過し、建築の分野でも数多

くの実例が見られるようになった 。建築行政的にも昭和48年

の建設省告示の改訂でいわゆる 16 メートルの P C建築物の高

さ制限もなくなり、 P C建築物の普及発展が一段と期待され

ることとなった 。

日本建築学会がこのような P Cの実用化を受けてプレスト

レストコンク リート設計施工規準を本年 1 月改訂したのはま

ことに l待機を得たことといえよう 。筆者はこの改訂作業に参

加する機会を得たので、規準の改訂点に触れながらこれから

の P Cの設計について考えてみることにし、この小文の責を

ふさぎたい 。

P C建築の普及発展へ

P Cに限らず技術一般にいえることであるが、技術が若い

期間はそれなりの注意と用心深さが求められるであろう 。P

C も当然同じことがいえるのであって多くの先人達の努力も

小さなことから始まり、多くの研究開発に今も依存している

わけであり、実用化への道でより安全を期して多くの制 限的

技術的枠組みも必要とされてきた 。 しかし今やかなりの実施

構造物を生み 、設計施工経験も豊かになってきたので、今ま

での設計を見直す好機ではないかと思われる 。すなわちこれ

から P Cの建築物への応用の拡大期が始まるといえる 。

さらに P Cの今までの設計手法の見直しも当然必要となる

が、 P Cの普及とともにその設計法も簡易化されてくるのは

自然の流れではないだろうか。 ここにも今までの設計ー経験が

生かされて誰でも容易に P Cが設計できることは好ましいこ

とであろう 。今回の学会の設計施工規準の改訂には各所にそ

の努力の跡があり、必要以上に、繁雑なものは極力簡略化 し

ているといえる 。

また P C技術も経済性を十分兼ね備えたものでないと意味

がないが 、今までの経験から安全性を考慮しつつ、設計画ま

た施工面での経済性向上が計られてきている 。 このようにし

て適材適所の原則に従 って、P Cが多くの建築物に多用され

ることが期待される 。

P C は今日的課題である省資源、技術であるといえる 。 コン

クリートにしろ鋼材にしろ附加価値をきわめて高くして用い

ている 。 たとえばコンクリート強度でも多少のセメントを追

加してはいるが強度は鉄筋コンクリートの場合の約 2 倍以上
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となり優れて省資源的であるといえる 。

材 料

コンクリートに用いる骨材に人工軽量骨材が加えられた 。

自重が軽くなるとスパンの大きい P Cの場合、その効果は大

きい 。 コンクリート構造物では 重量のほとんどが自重であ る

といわれているが、軽くすることによ って 地業費の軽減、地

震力の減少等いろいろの好結果を生む。

P C鋼材の J 1  S 化が行われたので、 P C鋼材の規定は J

1  S によることになった 。 ただし J 1  S では母材に着目して

強度その他を定めているので、設計的に定着、継手を考慮、し

て強度を規準の方で規定した 。

許容応力度

コンクリートの許容応力度は圧縮強度について鉄筋コンク

リート計算規準に揃えて、長期荷重時用の0.35Fc をす Fc と

した 。これはわずかの変更で設計そのものに大きな影響はな

いといえる 。

せん断強度については鉄筋コンク リートのそれが大幅に変

更されたのでその調整が解説に示された 。プレストレスカが

ない場合に鉄筋コンクリートと連続するようにな っている 。

P C鋼材の許容応力度は、 P C鋼線、 P C鋼より線、 P C

鋼棒を一括して規定することになった 。 そして引張強度と降

伏点強度から弾性限を目標として定められている 。 この結果

旧規準より約 5%増となっているが、わが国の土木の規程よ

り若干小さめの値となっている 。 P C鋼棒にあっては 13 ミリ

メートル以下の直径の場合ねじ部での強度低下は大きいので

母材部分より 5 %減の値としている 。

定着具、接続具の許容力はその品質規定の中で定められて

いるが、実情をふまえて、 P C 鋼材の耐力の90%から 95%の

値と規定されている 。

コンクリートの許容引張応力度の項で従来「プレストレス

導入時J として定義されていたものが「施工時」という言葉

に変わ っ ている 。 施工期間は建物の存在ｾｴｊ ｬ 聞からみるときわ

めて短時間である 。 この施工期間中にフルプレスト ( 長期荷

重時に引張応力がコンクリートに生じない ) の場合にしろノ マ

ーシャルプレストレス ( 長期荷重時に引張応力が許容引張応

力度を越えない ) の場合にしろ一時的に引張応力がそれぞれ

の許容応力度以下であれば何の問題もない 。従来は狭い範囲



に考えていた の をその枠を拡げたことになる 。

不静定構造物

旧規準は !特定構造物一 一単純ばり型式の P C ばり 一一ー を主

たる対象としていたわけではないが、全体の構成からみて不

ｭｾ 定 構 造物に閲する規定が少なく、実用上不便であ っ たこと

は否めないことであろう 。16メー トルの高さ制限の撤廃に伴

って多層の建物への適用が当然増加する 。プレキャスト P C

造であ っても場所打ち一体式 P C造であ ってもラーメ ン桃造

になるので不静定構造物が増加 する 。

付銑には断面力算定に必要なプレストレスによる P Cばり

の荷重項を表として，1戎せてある 。これらを 利用してプレスト

レスカによる不路定骨組の断面力が簡単に求まる 。今回の設

計例にも不的定構造の例として場所打ち 一体式ラーメ ンの例

を採り上げている 。 この例は実施例としても多〈、かつ経済

的なものとされている 。

不 ｭＧｾ 定 梢 造のクリ ー プ応力の解 析 は 簡 単なものでないが 、

解説に略$ ' ) : 法が示 されていて設計上とくに有効でないかと思

われる 。

設計方法

基本的な J 号え方はとくに変わ った点はなく、断面カを ';lji' l生

剛性に基づ き求め、ある安全)支を確保する終局強度設計法で

ある 。要は外力による断而力の何倍まで耐えられるかを雌認

する mt 的な } J 法である 。

今回改訂の要点の一つ は、長期応力支配砲 の骨組と短期応

力支配型 の骨組とに大別しそれぞれの設計法にて検討するこ

とにな った点である 。

長期支配型というのは低層でス パンの大きい場合で、 主 と

して長期桁重時断面力で断面が決定されるものである 。この

場合には長期桁重H寺断面力に対して蝉性設計を行い、許容応

力度法を用い、断面寸法、プレストレスの大きさ 、偏心距離を

決定する 。短期荷量時の断面力に対してその安全j支の検査を

行う 。 したが って長期利重時の安全J立の雌認は必要ないこと

になるが、これは多くの場合、安全j立が十分満足 されている

からである 。

つぎの短期支配型の骨組とは相対的に地兵力が大きく 短期

荷重によ って断面が決定される場合で、多くの場合はこれに

止' たる 。 この場合には短期荷重による断而力に対して必要な

安全 j支を持つように終局強度設計法によ って断面寸法、プレ

ストレスの大きさ Ｈ この場合は ｐｃ 鋼材おＱＩと偏 心 距自 ｦ ｾ を決

定し 、長期桁重時断而力の応力を検査する 。 また長期荷重H寺

の変形の検討も必要があれば行う 。後者の場合主としてはり

の場合端部断面の検討が主となり、鉄筋コ ンクリートの場合

の終局強度設計と同様なこととなる 。この場合、長期荷重H寺

の安全度の検貨は行わなくて良い 。設計の簡略化からみると

かな り大きなものがある 。

安全度

安 全 j支とは設計利重による断而力の何倍までの安全性があ

るかということであるが 、その 中に曲げひび笛IJ れ安全度と 11担

げ‘ 破壊安全度の二つがある 。今回の改訂で曲げひび割れ安全

度の検討は必ずしも要しないこととな った。 これはひび訓れ

を生じないように設計されているはりではひび割れが生じて

塑性変形が生じることはないとの立場ーから、従来の方法を 簡

素化することにな った。

|立lげ. 破壊安全度については動的設計法に未だ主 っていない

現段階では、従来の手法を用いることもやむを得ないが、従

来と変わ った点は 短期荷重の場合、固定荷重 ( G ) と柏戦荷

量 ( P ) に釆じていた l. 2 ( C + P ) の l. 2を 1. 0 とした点

で ある 。 長 ｊｾ ｊ 荷亙 ｊｬ ｊ ｊＧ 断面力が ニ ［ｉ ｉｉ ｊ も明白 ＱＱ することはまず考えら

れなし、。 また 1111げ破壊 l耐力を求める |僚の圧縮il! IJ コンクリート

の 応力分布 ｊｦ ｾ をコ ン クリート の 設計基準 Ｑ Ａｩ ｕ 支そ の ままを用い、

計算式が簡単にな った。今までの式によるものとほとんど同

じ値を得る ので笑体としては全〈変わりがないといえる 。

鉄筋コンクリー卜部分

P C のみで全体の骨組を構成することはむしろ少なく、多

くは鉄筋コンクリート ( R C ) とともに用いられるのが普通

である 。柱はほと ん どR C であり、 P Cぱりと直交する 短 い

スパン のはりも R Cが普通である 。 とくに場所打ち一体式 P

C 泣の場合は、 R C の一部を P C にしたと A与える方が自然、の

ものも多い 。 Jil.!. iV'，の設計仔IJ 1 もP C スパ ンに隣接する 短いス

パン が R C造て¥よくある実例である 。

従来このような場令、 P C は P C 設計施工規準によ って終

局 強度設計法により、 R C部分は R C計算規準によ って許容 J，t

力度法により 、設計しているのが普辿であ った。 しかしこの

ような設計では P C部分と R C部分を終局強度的に考えると

安全度の不揃いが生じる 。 そこで P C部と R C部を統一的に

設計しようと J5えるのは当然である 。米国のA .C. 1. 318- 71 

の規定では 一 目した考えで設計することにな っており 、わが

国もいずれ統ー されることと忠われるが、まず P Cばりを直

接的に支持する部分の R C に適用することにした 。適用する

範囲は設計ごとに決めていけば良< I隔のあるも の といえる 。

ｒｃ 部分の ｉｾｬ げ破壊耐力は ｐｃ と同様とし 、 はり断面の故

小鉄筋比 と最大鉄筋比 を定め音1¥材のタクティ リィテ イの確保

を計 っている 。 また柱にあ っては ili lh圧比の1I l 1J 11_hl. を設け粘りの

ある位を得るようにしている 。

はり柱とも、 II sげ倣壊先行の破壊モードと規定している 。

この原則は柱の 11J] げ破壊よりはりの IJs げ破壊をも先行させる
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ことを意味していないが、 P C を含むラーメンのように大ス

パンで柱の重要性がとくに高い構造では、解説にて 示されて

いるように、 QM = Q( G+ P+2K 程度を 用いるなどの配慮は必要

である 。P C造では壁が少ないのが普通であり 、耐震性には

十分な 注意が望まれる。

合成ばり

P C の経済性向上のーっとしてこの P C合成は‘ りがある 。

鉄骨とコンクリートの合成ばりの鉄骨部分を P Cに置き換え

たものである 。土木の方面では橋梁として使用されており、

わが国でも仕方書がある 。単純ぱりで説明すると断面の中立

indl より下部に引張応力が生じるが、この部分のみを P C とす

れば良い 。 それ以外すなわち中立軸より上部は通常の R C で

十分である 。 したがってこの合成ばりは橋梁のように単純は、

りに用いると好結果が得られ、建築でも 小ぱりとか他 に水平

抵抗要素があるラーメンの大ばりに用いると良い 。 しかしプ

レキャス卜部材によるラーメン構成に用いるはりと柱の接合

法を用いれば、一般的にラーメンに用いることが可能である 。

P C部と R C部の打継ぎ商での水平せん断力に対する検討

がとくに大切であるが、既往の諸実験、また実例からみてか

なり大きな抵抗力が期待できる 。 この検討によって P C部と

R C部は一体となって作用し、単一材料による部材と同様に

考えて各種の検討を行えば良い。 応用例を右図に示す。

アンボンド P C

今回の改訂に初めて導入されたものである 。 P C は普通は

P C鋼材を包むシースを必要とし、プレストレス導入後 P C

鋼材を包むようにシースの中にグラウトを行う 。 このグラウ

トを介して P C鋼材とコンク リー卜は付着し一体となる 。ア

ンポンド P C とはシースがなくてボンドのない工法をいう 。

P C鋼材表面に防せい剤を塗布し、鉄筋と同様に配筋し、

コンク リートを打設し、その硬化後、プレストレスを 導入す

る。 したが って防せい剤は適当な軟j立を持ち、プレストレス

導入時め摩擦抵抗が少なく P C鋼材の伸 びに追随する延性を

持つことが必要で' ある 。

この工法は当面床スラブに用いるのが効果的であるが、シ

ース配線の手間が省けるのはとくに大きな経済性の向上に役

立つ。設計法は通常のボンドのある場合と全〈同じで、実用

上抵抗力も変わることがない 。米国での実例も多くはスラプ

の場合て¥プレストレスモーメントのみを設計に用い、プレ

ストレスによる軸方向力は無視することが多い 。

耐火性と各種工法

P Cの笑例も豊富になってきたことを背景に、付録に各種

8 4  

合成ばりの応用例

結 合 鉄 筋

場 所 打 R C

プレキャス トP C

の設計資料が収められている 。|耐火性については R C と変わ

る点はないが、設計資料を付録に収錬している 。 また設計仔IJ

も多用; 建物を採り上げ 、場所打ちとプレキャスト工法の例を

一例ずつ採用している 。

その他、各種の設計資料も拡充されている 。 旧規準は P C

を初めて設計施工する場合を想定した資料も多か ったが、今

回は、笑用第二期に沿ったものに改められている。各般工法

として、圧着工法、 P CI 刷謀壁、シェルおよび折板、タンク

( 水槽) 、 擁壁、が簡単に紹介されている 。

今後はこれらの応用 化とともに P C プレ ース、 P C  :ri ilfl タ

ンク、 P C海洋構造物、 P C煙突、等その利用範閉はきわめ

て広い。特殊な分野では原子力関係として P C容器等が実用

化されている 。

わが国は有数の地長国であるので P C構造物もさらに開発

研究が進み、動的特性を考慮した設計法の拡充が望まれる 。

次回の設計施工規準の改訂に譲ったことも多いが、さらに活

発な実践によ ってその研究開発を促進し、 P C 技術が建築ツU

間構成の有力な一員となる ことを期待したい 。

( まつい かっとし ｋｋ ｾｈ Ｎｉ｜， 世，ｬＡＢＩ



プレストレストコンクリート建築の構造計画

その 1 ・主として場所打一体式の場合

下 伊 豆 隆 三

は じ め に

わが! 王lでは約20年前よりプレストレストコンクリート ( 以下 P C

と時す ) が位築物に利用され、主として、{ ! : ¥; 府の大ス パン fj l ' fJ1tにJ.f J

いられてきたが、鉄乍 ｦＧ 泣や鉄筋コンクリート ｩｩｅ のｾ物に比べて実例

が少ないのは残念である 。

その l点[k[ としては、大スパン処椛は欽竹泣でも可能でR あり、プレ

ストレス導入に伴う地工上の繁雑さ 、それに、現地点では工.;_j¥-1f が

若干日くなりがちなこと等が主として梢げられようが、築外} 止決と

されていると忠われる点は 、構造設計者の多くが敬遠し勝ちであ っ

たことである 。

P Cの設計は 、鉄筋コ ンクリート i立に比べて 、構造計- t ) : がめ んど

うに思える( 実際には大して繁雑ではないのだが) ことや、 P Cが

mし、られた初期lには構造設計者として魅力のあるシェル構造や吊り

出似椛泣等の特殊な桃造似IJ が多〈、むしろ、ピル，建築等のありふれ

た他物への fl J!1 J が少なか ったため、 一般 の 榊ili設計者は P C を鮒物

と比て、また、 一 方では、 P Cは特殊附i1t jI 'J きと巧えて iJxi 去する傾

向があ ったことも再定できない' J'; - ) f である 。

しかし、山陽新幹線を初めとして、 ー以近の鉄道僑は圧倒的に P C

が多〈、住築物についても、工場等の比重7干の jm; 断には鉄' 社造は不j I 'J

きて¥また、耐火性 、熱の jm; 断性能において P Cは優れている 。

P C構造は 鉄骨造や鉄筋コンクリート造( 以下それぞれ S 造、 R

C 泣 と略す) に比較して怖造材料が少なく 、こ とに、鋼材使用 ILl-が

少なくてすむので、今後、技術上の問題とは別の観点から符資 iJJi( 型

の村'/.ili }J 式として比 1ft されてし、くだろう 。

f，Y; .ili 設計者から P Cは、応ブJ や変形を 1'1111に捌幣でき、工法をれ

.fH:ll み介わせていけば、きわめて n山}!Xーの 高い柿造計闘が可能て‘ あ

1) 、か つ、多 )j IIi l への 平IJ 汀j が できる大変魅力滋れる 桃 jJl }j 式である 。

今 [i:!l の P C特集号を機会に、小; 干"1'"'' て' は、今後の P Cの発淡のため

には 、 もう 一度、今までの尖地例を振り返 って 凡るのも決して無駄

にはならないと思うので、以下l順次、ポ ストテンション万式の P C

椛 iii に対象をしぼ って 述べていくことにする 。

P Cの 基 本 的 特 性

1 ， ｲｾＧＺｪ＠ ｾｾｕ 立 ーコンク リ ートの使 ｊｬ ｊ 。

ポストテンションの場合、えlt l. [-) 点中強度 300kg/ cm' 以上

2 ， P  C 鋼材として超 r': :j Ｇｊｬ ｾ＠ 1  J  ｾｉ 闘を使用する 。

降伏 λＱＮＨＱｾｕｾ は ｒ ｃｭ Ｍ ｪｴｦｩ 二 ｩｬｬ￭ｊｌ 制 ｓ R24に比較して P C l岡林で 3. 3

- 5.41出、 P C鋼より線 ( ストラン ド) では約 6 1.. ¥; に迷する。

3 ，プレストレス導入により全断 Ifli に圧紛i応力を生ぜしめることが

でき、その結来、高11村の全断 lui がイT昔)J断 InI とし て機能する。

以 1-.3 つの P Cの) ，H':( I(J 特性か ら以下に述べる P C情 j立の特長が

斗.ま Hてくる 。

P C構 造 の 特 長

1. コ ン ク リ - ｾ，＠ P  C  ｾＱｾｴＱ とも品ＧｬＧｴが ｲ ｾＧＺｪ < 、必然、的にコンクリー

リートの仕上げ肌も良好で、 R C造に比べ終段に少ない鋼材品と小

さな部付断 l自l でー大スハン烈t誌の設計が可能である。その結! . + ! : ， ti 二本

数が少なくなり 、フレキシビリティのある P L A N N I N Gができ、

床 l耐! ' i の有効率を高め、梁成を小さくできる結果、大スノ マン として

も、 1; 皆高がさほど高くならないことから全体として空間の手付fi とし

ても有効率が高まる 。

2. プロレス トレス導入により 弁書[lt1 の応力と変形のfl ，ll 術lが可能と

なり、設計の向由 J支が1.5 ま 1) 、また、 一方、 1111げ耐力はもちろん、

せん断耐力が大きく、 R C泣では笑|祭上不可能な大スノ f ンでh'1j l批荷

量の大きい念1 ! 1i . 等の設計も可能であり、また、引仮力が作用しても、

f色裂が生 じないので、 S iit よりも格段に剛性の高い引張料としての

設計も可能となる。

3. コンクリートの硬化収納や外力によ って誘起きれる危裂を防

止できる 。 その結果、 JJt: -子力発屯所の圧力水槽や汚水処理坊の消化

水槽、その他、建物の地下外明、土留め壁もきわめて iWい段! 平で7 ) (

街性の正:j し、壁体が設計できる 。

4 .  Ifri ，J 火性、騒7bt と熱のi ! l ! ; 断'1'1，能が良好であリ 、 S 造の場一令に比

べ、 t余装 {'，k え等が不安で保 守tr里li が楽で、剛性が高〈変形が小さい 。

以上の P Cの特性を法本にして、以下従来の笑施例を掲げながら、

今後の新分野での利用の可能性についても 、 日頃巧ーえているところ

を若干記してみることにする。

P C工 法 の 分 類

P C工法は 一般につぎのように分類される 。

1  . 地 工 法 : 場所打ち ー休式とプレキ ャスト方式

2 . プレストレス導入万法 . プレテンション およびポストテンショ

ン方式

3. 利 用する音1¥.1' 1または目的 : 1陶げ材、圧縮材、引銀材、および、

せん断補強

4. 音11材断面: 単一断面および合成断面

5. プレストレス導入の目的 : 部材の応力市IJ 御および各部材の接合

6. プレストレスの大きさ : フルプレストレス、ノ マーシャルプレス

トレス、およびそれ以下のだi裂防止のためのプレストレス

実際の P Cの設計は、以上 6 項目に分けた方式または目的によっ

て 、それぞれの特長を組み令わせ、適所に配することによ り成り 立

つものである 。

実 施 例

1. 場所打ち 1 スパンラーメン構造

従来の実施例ではポーリング場をはじめとして30m- 40mの l スノ マ

ン多層ラーメンか、または、それに 附属する R C造の 6 - 7 m干'!EJ支の

ゲヤが 1 - 2 スノ マン附属する構造物が最も多い。その大部分は張間方

向を P C梁とし、各層のコ ンク リート打設後、 一体式ラーメンにプレ

ストレスカが導入される 。柱 、お よび桁行方向の大梁は R C造である 。

このタイフ。の建物で、は 地 11皆は駐lji 場として利用するためとくに大スノ f

ンとする必要がないところから、 R C造として 6 - 8  mスノ マンとして

柱を配置し、最上| 滑は. f J ' 1載荷重も小さいのて鉄骨造としたものが多い。

一方、近年、土地の高度利用のため 、学校や地方自治体の体育館

8 5  



も多層化の傾向が見られ 、地下は機械室と駐車場として R C造とし、

1 階にはプール、または柔道や相撲の道場とし、 2 階をバレーやノ〈

スケ γ トのコートとして利用する例が多いので、 2Ii 皆張問方 Ir.J 大 梁

をP C とし、最上階は鉄骨造の立体トラス椛造とする例が多い 。上

記 2 例は 、構造形式として様式化されつつある 。

この極の笑例の特徴としては下記の各項があげられる 。

( 図一 1参照 )

a  ) 小梁、および床版は場所打ちの R C造

b ) 柱については、床の支配面干1 ' 1;/) 、大きいため、断面が大きくなる

一方で、階高は一定の高さでtf l' さえられるため、大梁に比べ、柱の

問IJ 'J生が大きくなる 。 このため、架椛の崩壊パターンは梁降伏先行型

よりも、柱のせん断破壊型となりやすく、架椛の靭性を高めること

カずで' きない11説向にある 。

c  ) プレストレスは床スラブと梁が一体の状態で導入されるので、

ラーメン架構には相当大きな不 l'!1f定応力が生じる 。 ことに、住に生

ずる 曲げモーメントおよびせん断力は無視できないものがある 。

P C梁の断面は通常、 T 型断面が採用されている 。

､ Ｉ 張問方向の妻側には通常、而 ＮｊＧ￭ｾｾ 壁を配するが、プレストレス導入

を容易にするためには、ラーメンの変形を阻止する要素を排除する

目的で Im.J 長壁の周縁を絶縁しておいてプレストレス導入を行い、そ

の後、絶縁音1) をグラウ卜して 1M浪壁とする場合と、耐長l援を含むラ

ーメンと P C造ラーメンとの間で床スラブにスリ ッ トを設けておき、

プレストレス導入後に床スラブと桁行方向大梁の白地コンクリート

打設を行う方法がある 。

e  ) 大梁端部にはプレストレスが集中するので床スラブの附に大き

な約張力が生 じ 亀裂が発生しやすいので通常・の場合は斜め事 ｉｬ￬Ｕｾｬ ￬ｩｊ ｪ を

自己置する 。

f  ) 柱は R C造とする例が多いが、柱外商の定活苦1) の支圧応力や柱

のせん断耐力を高める芯[: 1床で、終局強度設計の上では、 P C梁並み

のコンクリート強度とするのが望ましし、 。

g ) ラーメン梨椛にプレストレス導入を行うと、梁の圧縮歪と節点

の回転による 2 次応力を生じる ( 図- 2) 。 図 - 3 に見る常時桁重

による応力と比べると、 2 次応力は外力による応力を打ち消す方向

に分布する 。

もっ とも、プレストレス導入に伴う 2 次応力については、コンク

リートのj暖化収縮とクリープ変形による応力解析のF OL L OWを伴

う必要のあることは論をまたない 。

h )  R  C 造の柱に過大な 2 次応力が生じる場合は、 IIII げ、せん断耐

力を明大させるため、部分的にプレストレス導入を行うこともある 。

i ) 耐艮壁に、その問IJ性に見合 ったせん断耐力を保有させるため、

恥121壁にプレストレスを導入する方法もある 。 こうすれは¥地誌If寺

に壁の初期剛性を梁降伏後まで延長させることも容易である 。換言

すれば、壁にせん断亀裂発生後、ラーメンへの応力の移行をある紅

!支 II J i くこともできょう 。

j ) 平面 J11ヵ、正方形に近い場合とは、 X 、Y 両方向に P C梁を配す

る格子梁が裟成を小さくする上て刻j 果的である 。後mの実施例参照

のこと 。O N E WA Yの場合に比べて梁成を約70% にできる (図 - 4

参照 )

2. 場所打ち多スパンラーメン構 造

a  ) 流通合 JIll や工場の場合は笠 !日j の谷村からして多スパンラーメン

とする場合が多いが、一体ラーメンの状態でプレストレスを導入す

るので、梁全長の if も大きく、このため、 2 次応力もかな り大 きく

なる 。

また、多スパンの場令には、プレストレス導入ｉｦ ｾｪ に Ｑ スパンラー

メン架椛の場合より、さらに、 2 次応力を 小 さくするために耐長壁

の周縁を絶縁するとか、または、柱、梁音1)材の i MI方向変形による応

力解析を行 って、その JJA響を F OL L OWする必要がある 。 また、 2

g  uー，

n  句。

C8 3  

戸- _ トー一一

伺ｾ Ｎ

戸二二

111  

戸二二 l

6，500 1  '!.. 1/ 6，500 

。

口

内

-

サ

口

|口

35，000 6，500 

十
t _  

代表的体育館の平面と断面図 - 1

導入時 2 次応力図 - 2

鉛直荷重 による 応 力図 - 3

格子梁の典型的平面図 - 4
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次応力を少なくする方法としては、全スパンを一期に緊娠するので

なく、たとえば 、 2 - 3 スノ ぞンごとにプレストレス導入時期l をずら

していくのも 一方であると思う 。 これはコンクリートの一体打の範

聞と 1 回のプレストレス導入範問を医分することにより比較的容易に

2 次応力、およびプレヌトレスカの打i失立を少なくすることができる 。

また、多スパンラーメンの場合緊 Ｇｊｬｾ する ｐｃ 鋼材が余りに長くな

り、 Iヂ僚による緊仮力の i)i;l(退i止や 2 次応力を少なくするには、適当

な区間で、導入H寺にエキスパンションジョイントを設ける万法もあ

る。

3 . 場所打ち床版

米間において、アンボンド P C床版として用いられる例が多いが、

この椛造形式は、わが国においても、 R C造の床版に比べ版厚を薄

くでき、また、軽量コンクリートの使用により、建物丞量の軽量化

を計れるので、今後、高層住宅や事務所建築の方面で大いに利用さ

れる可能性がある。一般には P C鋼材を常時桁丞による床版の曲げモ

ーメント分布に相似な型に配位することによ って、通常は回定荷量

による 出lげモーメントを打ちmす桜j立にプレストレス導入を行う 。

したが ってfJ'!，I&荷重による曲げ応7J J交が許容i ! l l げ引張強度Ft B以下

にあることを検定しておく必要がある 。

4  高層建築物

a )  P  C プレース、または、 R C 造の而.ti ... ｾｬｊＮ￮を有力な耐記主要素とし

て配世し、 I也LE荷重の大部分をこれで処理すれる方式をとれば、セ

ンターコアの場合、コアの外周に P C梁を配置すれば、外柱にはほ

とんど、 I也i BU寺応力は生じないで、ガ¥.U寺荷重のみを負担すればすむ

から、スレンダーな断面形にできる 。 そのかわり 、 コアに過大なせ

ん断力が作用するので、せんl i I i lfo・I力を確保するため墜にプレストレ

ス宇浪人した実例はわが国でも、外悶にもある( 図 - 5 参 m¥) 。

b ) リフトスラブ工法

H 1' : ' l またはボ ックス型欽1; "柱を先に立て上げ、地上で製作した P

C 床組み ( 多くはリブ付スラブ ) を順次吊り上げて所定の位置で柱

に彼合してし、〈工法で米国では実施 fflJ が多いが、わが国では小規般

の構造にしか実施例がなし、 。 しかし、将来は、プレースや耐ぷ墜を

適切に配出して、 P C J*組みに大きな J也i24時 l芯力が作用しないよう

梢造計画を行えば、わが国でもリフトスラブ工法は高層建築に 利用

できょう 。

c  ) プレキャスト工法

プレキャストの柱梁をプレストレス導入により圧罰してラーメン

製椛を形成する工法は初期のじ;nから多くのWIJ で実地されてきた 。典

明ｴｉｾな例としては、まず、 ｐｃ によるラーメンを ｉ 品成し、つぎにＡ木

版コンクリートを打設し、以後、j 1 J J ' i 次仕上工事を illi める方法である 。

この場ー合、梁は仕上げ荷重と: h ' fJ I主手:rAに対しては床版と一体化した

T I¥'!. 梁として の性能を持ち、断而応力 J支は小さくなり、また、プレ

ストレス導入による 2 次応力も小さくでき、ラーメンの作用 rtl l げモ

ーメントを n由に調挺できる 手IJ ＮＮＮＮ ＱＮ がある 。 しかし、 一 方では、Ｎｦ ｴｾ 粍

核合官11の白地コンクリートの益生mllHIが必要で‘ あ 1) 、地工上、昨実

に 1 T f'J!. W: えることになり、ことに、両府連築物では、各プレキ ャ

スト古111'-1の，主主方の能力にも、現地点では未だ問題が残されている 。

ただし 、高層建築物には、経屯コンクリートを使用したシングル

T 、D T 版、並びにスハンクリートやスピロール等の有孔スラブ等

の利用の余地は十分にある 。

その他、建築物ではないが、団地やニュータウン内の歩道僑の桁

には 、保訟のスピードを早めるため、プレキャスト T 型断面が圧倒

的に多い 。

また、実施例は少ないが、プレキャスト q主体をタテ方 p' ，j に圧芯し

て而.ti ... I..f I涯を桃成した高層住毛の例もある 。

5 . シェル精進

P Cは、従来、いろいろの 州面構造に利用されてきたが ( 図 - 6)、

図 - 5

。
水圧 q

センターコアの例

ベ

ベ

プレストレスによる半径方向力 p

円筒 型 水 槽

図 - 6 シェル、折版構造の例

必認さA

対岱ダ¥縁梁(団)

テンションリ ング

「」手ゴJ レ

「苛
図 - 7 吊り屋根構造の例

8 7  



写真一 1

写真一 2

写真 一 3

写真一 4
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写直一 1

2 層式体育館の例

写真一 2

多層式建物( 庁舎) の例

写真 - 3

H . P シェルの縁梁に P C を

使用した例

写真一 4

歩道橋の例

H P シェルへの利用が最も多い 。 その場合、 曲面内に P C鋼材を配

置する; 場合とタイビームにプレストレスを与えて、作用応力を幾分

か打ち消した笑例がある 。

H P シェルでは場所打工法のほかに、 P C ケーブルを娠リ波した

上に、プレキャストコンクリート板を載せ、目地施工の後 、上記ケ

ーブルと直角方向の押さえケーブ j レにプレストレスを導入して一体

化したシェルとする実施例も地えてきた 。 この場合は、施工中は吊

り構造であり、プレストレス導入後はシェルとなる 。一般には、シ

ェルの紋梁には、取h万| 旬力、曲げモーメント、 lil リモーメント、せ

ん断力を受けて応力状態が複雑になるので 、これを避けるため、縁

梁を柱列にて支持する形式が多く見られる 。

一方、シェルを工場製作する典型的な例として 、シルパークール

工法 ( プレキャスト H P シェル) がある 。

折版桃迭でも、シェル椛迭と同様に折版面内に P C鋼材を配置す

る場合と、縁梁に P C鋼材を配遣する場合がある 。 とくに 30 mを越

す折版屋似には P C工法を利用すると、その効果は現れる 。

6 . 吊り屋根構造

形状としては、 H P 州聞の場合と、周辺の円型縁梁より、放射状

に P C ケーブルを中火A のテンションリングに向けて燦り渡した型式

が多い ( 図一 7 ) 。

吊り屋似は、必然的に級品であるため、風圧による ;μ 響が無視で

きなし、 。屋恨而の問1) 性を、 P C ケーフ‘ ルに与えるプレストレス力の

i止を調泌することにより f!i l) 徒11 した例もある 。

7. その他

1  ) よい ー圧紛糾、または、引リ長材としては、ラーメン内のフレー

ス、トラス 4誌の怯材 . ラチス材、ンエルや大スパンラーメンのタイ

ビームや紋梁、圧力{ . f 昔誌のE主体等に手1)用できる 。

2  ) 日7il 、設計者が故も多く設計を手がけている地上 8 階建以上

のビル建築にも、 ＡｾＡＱ Ｑ Ｑ コンクリートの使用と合わせて、アンボンド

法を利用すれば、梁材、耐長壁のみならず、 I也長 l時に引張力の大

きい外周伎の亀裂防止、および、位脚のアンカ一部分にも有効であ

る。 これに| 弘! 述して工場等の高層煙突への利用も可能となる 。

3  ) 最近雌んに仮設用のみならず、永久地下墜としても利用され

つつあるコンクリート製の述統土留壁にも P C を利用すれは¥段j平

をかなり怖くできるから、敷地のより日皮利用が可能となるだろう 。

む す び

P C  柿 ｪｩｉ の，没計には、ＱｩｘＺｪ｛ ｩ の ｒ ｃ 造や ｓ 造の桃造物の設計とは主ｾ

な 1) 、未だ、いくらか手作リの良さと、設計者自身には、何よりも

楽しみがある 。一 刀、 P C の特性と工法をいかに組み合わせるかに

よって，建物のできばえがこれほど顕著に現れる構造方式も珍しく、

それだけに建築デザイナーと附造設計者の緊密な協力が嬰求される 。

×  ×  

今固めタイトルが大きい ;'11) りにページ数のi ! J IJ 限が厳しく、| 人j 谷が

i次世にな ったことはいささか妓念でるりません 。後続の実施i州を討し

まれる |療の参巧にでもしていただければ幸いであります 。
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プレストレス卜コンクリー卜建築の構造計画

その 2 ・主としてプレキャスト部材の場合

塩 路 実 雄

プレスキャスト音1¥材で、プレストレスを入れる方法を大別すると、

プレテンション工法と、ポストテンション工法の 2 種類に分けられ

る。

1. プレテンション工法

コンクリートを打設する前に、鋼材を緊張しておいて、コンクリー

トの所定強度が出てから、鋼材を弛めて、コンクリートにプレスト

レスを入れる工法を、プレテンション工法という 。 この場令、先に

鋼材をアパ ットで、直線に緊張することから、どうしてもアノ〈 ッ ト

が必要となり、工場製品 となる 。また、この工法の場合、鋼材の付兄f

を利用する関係で、鋼材にはより線が用いられるが、比較的薄い部

材にも、プレストレスを入れることが可能で、ス パンが大きい割に

は、車まい街路な苦1¥材が製造される 。

この工法で製造された、一般的な製品を 図ー 1 に示す。

ｉｾ や

ダブル T

スパンク リート 、スピ ロー ル

写真一 1

2，OOO(割付寸法)

L笠E

シルパークール

図ー 1

菜体育館

これらの諸寸法およびどの程度の荷重であればどのくらいのスパ

ンまで保持できるか 、ということは、巻末の記事データを見ていた

だきたい。たとえば、シルパークールについてみると、形の上から

も屋線材であることには途いないが、幅 = 2. 50m、厚み = 70- 80mm 

て 20mくらいも、もたせることも 可能であり、非常に華腐な 天井

を形成する 。写真一 1 は、それが良〈表されていると思う 。

2. ポ ス ト テ ン シ ョ ン 工 法

コンクリートを打設し、所定強1度が出た後、シースに入れてコンク

リー卜の中に埋め込んでいた鋼材に緊張力を与えて、 プレストレス

を入れる方法をポストテンション工法という 。この: 場合、アパ ッ ト

を必要としないので、必ずしも、工場でなくとも現場内、あるいは

近くの空地でも造ることが可能である 。 さらに、この工法の特徴を

挙げてみると、基礎と位、柱と梁、梁と梁を連結し 一体化してしま

シングル T

うことであり、また鋼材をシースに入れ、

応力の流れにそ って、配置しプレストレス

を有効に働かせることができるので、構造

家にとっては、大いに腕の見せ所といった

工法である 。それらの一部詳細! を、 国一 2

- 6 に示す。

この工法の使い途は、同じスパンの ラー

メンが、たくさん並ぶ工場にも良いが、人

が多く集まり車がびゅんぴゅん行き交うよ

うな所で行う工事条件のむつかしい駅前再

開発にも適している 。

。。

最後に、当事務所で基本設計ーまでまとめ

上げた、茶駅前再開発の一例を述べてみよ

7 。

駅前再開発の設計には、つぎのような条

件が与え られている。

1  . パス 用アイラ ンドおよび、歩道内以外

は、柱を立てられない。

2. 柱の本数を、放少| 浪に HI さえる 。

3. 工事中の仮囲いは、最少| 恨とする 。

4. 交通障害になる工事は、夜 Il f J とし、設

少限とする 。

5 . 騒音、振動等を最少限にする。

6. 周辺の建物レベルと道路法規による高

さ制限により、梁成は 1，800 以内とする 。

以上の条件より、本計画は P Cプレキャ

ストの柱 ・梁を現場て¥組み立てる工法を

採用することにな った。骨組は 図 7 - 8 に

示すように、 6. 00m帽のスラプを合せ梁で

支持し、合せ梁にはさみ込まれるように、

柱を立てる 。架椛工程はつぎに示す工法と

する 。

1. 夜間、ア一ス . トド. リルて
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国鉄コンコース

主証
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図 - 7 テ' ッキ部分断面図

処て込む。

2 ，夜間l 、基礎工事をする 。昼間は上益をし、交通障害をさける 。

3 ，現場附近の空地で製作したプレキャスト柱を建て込み、白地コ

ンクリートの所定強度が出た後、柱頭から、鋼俸を緊張する 。

4 ，向様にプレキャストイじされたスラプ付の梁を架構する 。

5 ，仕上工事と平行して、柱 ・梁の接合苦11のコンクリート打設を行

い、同様に仕口用、鋼彬を緊日長する 。

この計画の特徴としては、

1. 現場内のコンクリート打ちは、白地、柱頭部分、基礎のみとし、

コンクリート打ちによる交通障害を最少| 浪に押さえた 。

2 ，組立工法により、現場内工程が大幅に短縮した 。

3 ，位、梁を打放しとし、吊足場をなくした 。

ｅ三 ｾ 後打コンフリ ート

図 - 8 柱頭部分見上げ図

4 ，音11材を場外で製作するため 、現場内の研り工事がない。

以上のほかに、プレキャスト工法一般の特徴として 、 コンク リ

ート音11材の品質にふれておく 。すなわち、現在のコンクリート打

ちは、スランプ18- 22cmという、水分の多いコンクリートを使用

している 。 これは、建築の高層化、コンクリート打設の省力化等

々の理由と恩われるが、高強度、高スランプのコンクリートは、

構造上の 品質に多くの問題点を持っている。これに 比 して、プレ

キャスト部材は、低スランプのコンク リートを、パイプレーター

による締め固めで打設するため、非常にその品質は良い。本計画

では、場外製作の音11材は、すべて、スランプ 8 cm F C28=500 kg/  

cm
2

を予定している 。

( しお じ とらお Kll l孟路ill 築事務所刷所長 )
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O B C工 法

1. 用 途

O.  B.  C. はOri ent al Bear i ng  Cone の田島 jff J ; て¥

ポストテンション方式によるプレストレストコ

ンクリートの P C鋼 材 ( P C ストランド = P C

鋼より線) の定治装置として涜おの確実性と経

済性とを目的にして開発したものであり、他般

の定 li 装置に比べて極めて薄型であり、また緊

張 ・定，nの操作も非常に簡単である。このため

に一般の P C構造に 一段と 使いやすく、また特

に多層の建築精進に設計上有利に使用すること

ができる。

2 . 特 長

1 . 経済的な P C ケーブルの配線ができる 。

ストランドを使うために、 P C銅線よりもイI 似j

11t!J が，¥':， < 、かつケーブルの大きさが手頃にと

ってあたるため 、極めて経済的な配線ができる 。

2.  P  C 定 J i音11の設計が合型化できる 。

O. B.  C  コーンは、その埋込み長さが極めて

短いので、コーン背後の鉄筋の配置が容易であ

って、設計を合理化することができる 。

3  当 ＴＴ 長定 ｉｴｩ の ｴｩｫ イ 乍が容易て｜定ｉｬ ｾｦ 交 ｩｊ 呆が総［ｫ

で、ある。

簡単な操作て'作動する屯動のO. B.  C  ジヤソ

キの使月] によって、緊張定 lr の操作が極めて谷

易で、しかも ;;'1J*は確笑である 。

4.  111 1 i 怖は低廉である 。

定 l 'i lt. の1j 1 . 位仮力あたりの価絡は極めて安価で

あり、他に i七斤l し得るものがない。

3 構 造

O.  B.  C の定m主出は、メスコーンと数例のピ

ースを組み作わせたオスコーンとから成 1) 立つ

表一 1 定着具の形状寸法

V コーン

。

己斗

T  < さ ぴ

やＮ｛ｾ戸二 ｾ ｾ 11 
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ている 。 メスコーンは 中心を円錐台状にくり抜

いた鋼製のリングで、オスコーンは、円錐台を

数個のピースに縦割りした形の鋼製のくさびを

組み合わせたものである 。 オス コーンの各々の

くさびの両側面にはそれぞれ縦に P Cストランド

を挟むための半円断聞の講を苦手ってあり、両隣

のくさびの ij Y; i J <合わさ って 、くさびの数だけの

同形の干しが縦に 通 ることになる 。 この孔に P C

ストランドが通る。

4 . 種 類

O.  B.  C. 工法に使用する P C鋼材は素線 7 本か

らなるストランドである。ストランドは素線が

紺lいのて' 単位面総当たりの抗仮力が大きい。ス

トランドの鶴瓶を選択することにより、またそ

の本数を. T. " I il威することによって、いろいろな張

ブJ を持った O. B. C. ケーブルを作ることができ

るが、現在開発している純類は 表 - 2の通りで

ある 。

表 - 2  O.  B.  C の種類

ｾ＠ N  055 N  090 

f!l! f I l 鋼材 世9.3X 9  世12.4X 8  

づ1';I ，I;i ifi (t)  81. 45  130.40 

降伏以イ';iifi( t) 69.30  111. 20 

流 行 緊 怯 )J( t)

. . ー・・ー ー・ーーー

施工時ｾＩＺ大 Ｈ ｴ Ｉ 58.90  94. 52  

定.{i 完 f 時(t) 55. 44 88 .96 

..1: Ｈ Ｑ Ｉ ， Ｑ 干ＱＧ￬Ｇ ｾＺＱＱ＼Ｉｽ は ＱＱ 築学会法相による

(2:1止J l I 鋼材は J ISG3536- 1971 S WP R  7  A9. 3 O  

および12. 4唖である

表 - 3  P C鋼より線の規格 ( J I SG3536ー 1971 )  

竺三己ご
7 本より 9.3mm 7 本より 12.4mm

l!:I ijl l 断mw!

mni' 

51. 67  92.9 

際 市11 if( 百t
405  729 

kg/ km 

「ゴ|掛川
9，050以上 16，300以上

kg 

0.2 % 本久 fiIiぴ

7，700以ヒ 13，900>'孔 1:

に対する l;i ，Ti kg

破断時( q' ( f
3.5以 1: 3.5以上

。仏

O.  B.  C . 専用のジャッキ

O. B. C. 定 li 装置をJ l l いる場介、専用の O. B. C. 

ジャッキを 1! E 用する。この専用ジャッキは 9 本

のストランドを縦突にはさみ、同時に緊張し、

F斤定の4長プJ を与えたあと 9 11司のくさびを同時に

均等にメスコーンの " "こ tljl し込み定新する。ジ

ャッキの操作は屯邸J により極めて容易である。

5 . そ の 他

此社では O B C工法のほか、

1. 7 レシネー工法

2 ディピィダーク工法

3. 0S P A工 法

4. S. E. E. E 工 法

5. B. B.  R.  V 工 法

6. C.  C. L. 工 法

を ｩｖ ｉ ＱＱｉｈ し、弁工法とも特長を ｾ ｉ ニ かしてご利用い

ただいております。

またダブル T スラブ (J I S A  5412) をはじ めとす

る各組プレテンション製品も製造欽しておりま

す。

写真 3 柱主筋 と定錯装置の取合

6  関 西 地 方 の 主 な 施 工 実 績

i滋 tl ｾ県 11 ' 良町庁合

京 都 府 京都競馬場

大 阪 府 タイガー魔法ビン工場

三 重 県 13羽ノぞールビル

4日歌山県 Ｔ 日ｾｦｘ山タンニングセンター

奈 良 県 生駒ポール

兵/OII ｖ ， ｾ＠ 芦屋下水処理場

1.b 取 県 鳥取大医学部教室

広}; ，¥ ｾ［ｴ＠ * 新天地駐車場

香 川 県 香川漁連荷さばき場

高 知 1¥1: 高知市立体育館

⑩オリエンタルコンクリート株式会社

本 社 東京都千代田区五番町 5 番 地

03(261 )  1171 

大阪支庖 大阪市北区芝田町63- 1全日空ビル

06(372) 0101 

生l ! 祭文} ，I; 03(265 ) 9811 

r， ， ｉ ￯ｦ 言。支 ｽ ｾ ｩ 052 ( 582 ) 1021 

行li 岡 支 } ，Ij 092(761 )6931 

広ｽＺ Ｍ Ｎｾ父ＮＮ，住所 0822(28 ) 1411 

113松常業lifr 0878(31) 1218 

岡山営業所 0862(52) 9310 
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B. B . R ・V 工 法

特 徴

1. 引きしろと緊張後の切揃えが不要のため、

鋼線の無駄がない。

2. 鋼線のアンカーヘ ッ ドにより多数の P C鋼

線を同時に緊張ができ、ナ ッ ト形式による定着

のため応力導入が答易かつ確実。

3.  li定着部がナ ッ トにな っているので繰り返し、

緊張が可能。

4. カ ップリングでケー 7' ルの連結が容易なた

め、多用、多径| 問、長大スパンの建築構造物の

施工が容易。

5. 多種にわたる、アンカーにより、いかなる

定着にも容易に応じられる 。

仕 様

- 可動用 B アンカー

fドオ斗心叫

( 単 位 m/ m )

日乎 名 B  -32 B  -1i 4  B  - 100 B  - 140 備考

く 30m

230 280 300 330 両引き

340 390 410 440 
片引き

L T  30- 50m 

340 390 410 440 間引き

460 510 530 560 片引き

50- 70m 

460 
510 530 560 両引き

580 
630 650 680 片引き

L K 70 85 90 120 

L s  

O9  @  O13@  O16@  O16@  OX t  

45X  250 50X  250 50 X  250 50X 250 X L  

t  14 19  22 27 

S p  140 180 220 260 

DT  85 110 125 145  内径

D， 32 42 52  58 内径

トランｾ ＯＧ ト
0 .8  0. 8 J  .2 1. 2  

部材厚(d)

- 固定用 F アンカー

SP Ls 

DA 

同

UCL 3  

円五J s巴

ー DT -
50 

LT  H  D.  

( 単 位 m/ m)

呼 名 B  -32 B  - 64 B  - 100 B  - 140 

DA  90 110 140  170 

De/ e  12/0  17/0  22/35 22/45  

H  20 20 25 40 

SP 140 180  220 260 

t  14 19 22 27 

諜 DT 60 75 105 130 

業 D， 32 42  52 58 

L T  200 250 350 400 

L s  O9 イ250 O13- 250  O  16-250 O16-250 

掠 ( 注) DT ， D，は内径を示す

- 固定用 S アンカー

田|づ l士主 主 出 品ー一司自ーーーーー- ιョーーー一ー-l C一一ーーーーーー-ー一一ー-一一_ ＰＮＮ Ｎ｟ーＭｌｬＭ｜｜ＭＮＮｉＮｊＮ｜Ｎ ｾｾ Ｍｾー Ｂ，

に二工! 王云 云 二己 町一

し グラウト孔ー仮綴ボルト制 9'%

S R型 ( 単 位 m/ m)

呼 名 5 . - 32 5 . - 64 5 . - 100 5 . - 140 

B / L  120/ 150 150/ 220 160/300 180/360 

s  
500 550 550 650 

SP 180 180 180  180 

R  。
450 500 600 

d( φ5/O6- 7  )  
10/ 12 10/ 12  10/ 12  一/ 12

施 工 例

上 下 水 道 施 設 P C躯体工事において 、新 し い 施

工方法の可能性を拡げ確実なものとしてまいり

ました。

加 納 汚 水 エ 渇 ス パ ン 1 5 m

南吹田下水処理場 スパン 2 3 m

限られた有効函積の最大利用を目的とする流通

センタ一 、劇場、体育館等に B' B . R ' V工 法

の特徴を最大限に生かし ; 施工 しております。

滝野川女子学園地下体育館 スパン4 2 m

上の山公民館 スパン2 1 m

- B . B . R . V工法、フレシネー工法・ S E E E工法一

北海道ピー・エス・コンクリー卜

株式会社

本社 東京都笠島区北大塚 1丁目16郵 号(大塚ピル)

T  E  L ( 03 )( 918) 6171( 代表)

札幌支腐 札幌市中央区北五条西 5 丁目 2 番地

T  E  L ( 011 )( 241)5121 

東京支庖 東京都笠島区北大塚 1 丁目 16番 6 号

T  E  L  ( 03 )( 918)6171( 代表)

名古屋支l苫 名古屋市中区丸m内3丁目 20番2z号( 平和生命丸の内ヒ・ル)

T  E  L  ( 052)( 961 ) 8780 

大阪支庖 北区万オ町43番地( 浪速 ピノレ)

T  E  L  ( 06 )( 361 ) 0995- 6  

仙台営業所 仙台市本町 1 丁目 l 番 8 号

T  E  L  ( 0222)( 25)4756 

キ冨! 司営業所 稲岡市博多区博多駅前 1 丁目 3 番地

T  E  L ( 092)( 441 ) 9131- 3  

建築営業所 東京都豊島区北大塚 1 丁目 16番 6 号

T  E  L  ( 03 )( 918)6171 ( 代表)

静岡事務所 絡岡県掛川市宮部237

T  E  L  ( 05372)( 2 )7175 

広島事務所 広島市立町 1 番20号( 広島長銀ピル)

T  E  L  ( 0822)( 48) 3185 

美唄工場 北海道美唄市字美唄1453の65

T  E  L  ( 01266)( 3) 4305- 6  

幌 ｾｉｊ 工場 北海道登別市千歳町130

T  E  L  ( 01438)( 5)2221 

鈴川工場 ，，1静岡県掛川市宮部237

T  E  L ( 05372)( 2 )7171 

京都工場 京都市南区久世東土川町 6

T  E  L  ( 075 )( 931 )4827  
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安部ストランド工法

1  . 特 長

安部式ストランド工法は、 P C銅 線 を 長 い ピ ッ

チで撚り合わせた多層撚り線の端末を、「ネジ J

付 き 鋼 製 ソ ケ ッ ト に 純 亜 鉛 を 鋳 込 ん で 連 接 し た

ケ ー ブ ル を 用 い 、 緊 張 定 着 装 置 を 併 用 す る P C

工 法 で あ っ て 、 建 築 の 梁 や 柱 、 橋 梁 、 配 水 池 、

サイ ロ、サニジタンク、 t由 槽 等 に 多 〈 使 用 さ れ

る。

以下その特長を列記すると、

(  1 ) . ス ト ラ ン ド 工 法 は 、 プ リ ュ ー イ ン グ し た

P C銅 線 を 長 い 「 ピ ッチ j で 撚 り 合 わ せ プ レ ス

トレ ッチングを施してあるから、

(1). 撚 り 減 り が 除 去 さ れ る 。

(2). 破 断 伸 び が 大 き い 。

(3). 各素線が均等に働〈 。

(4).  E sが 確 認 さ れ て い る か ら 緊 張 力 が 伸 び に よ

って 答 易 に 確 認 さ れ る 。

( II )  . 亙 鉛 止 め 定 着 装 置 の 併 用 に よ り 、

(1). 定 着 装 置 に よ っ て P C鋼 線 の 断 面 が き ず っ

かない。

(2). 緊 張 が 確 実 で あ る 。 緊 張 中 定 着 装 置 が 抜 け

た り 、 と び 出 す よ う な 危 険 が な い。

2. 仕 機

ソケ ット

一回

同

国

同

門

川

ト
⑨

図ー 1 ケーブル定絡体詳細

より織の種類 定着金具

37本 よ り 線 引 本 よ り 線

o  26 .8  o  45. 2 

(3). 緊 張 し て 「 ソ ケ ッ トJ に つ い て い る 「ネジ J I  各部寸法衰

を 締 め る だ け で 定 着 で き る か ら 、 容 易 か つ 簡 単

で与ある。

(4)，再 緊 張 が で き る か ら 、 各 ス ト ラ ン ド の 緊 張

力 の 調 整 が で き る 。 引 き 戻 し に よ って 緊 張 力 の

再 確 認 が で き る 。 ク リ ー プ や リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン

の確認が可能である。

(5)， ス ト ラ ン ド ど う し の 接 続 が カ y プ リ ン グ に

て 容 易 に で き る 。

表 一 1 ストランドの種類および性質

( 単位 : 醐 ) 上図定着金具脱明

曲角げ度上dげ ケーブル • I  b  c  I  d  g  I  h  

19本よ』)20. 6T 260 200 90 

0'00'  時よリ 268T 3ω 240 100 

川 よ1) 45.2 ｾ＠ 370 310  100 

時よ 1)20.6 ｾ＠ 521 284  237 108 91 

25'  00'  
時より 26! ?

615 331 284 l幻 109 

併よ り45 2 T 781  414  367 160 140  

07ンカープレートおよび

トランベγ トシース一式

37本より輔

@ゾケ y トおよびナット

91本より線

世45.2用

o  26.8)fj 

@ソケ γ ト

37本より線

o  26.8用

@ナy ト

37本よ 1) 線

o  26.8用

@ ソケ γ ト 寄ソケ ，f ，およびナ γ ト

断 面 37本よ 1) 線

37本よ 1) 融用 o  26.8用

よ 線 J者 J C グ】

より線的 引 張 強 I立 崎 容 'il 必 σpi
設計イ日im作用時

プレテ ノ 1 粂の

苦言線の外径 破 断 時
降状 ｉｾ Ｇ 強度 弾 性 惚 押l 世E 盟事

よリ線的 ｾι 、、 、 称
σ p y  

プレスト レ"ン 1'1' プbストレえを与えUi l ま
のdヤ' O引' ; UC1"pa

ンヨン 保 却i

のjlll ぴ 係 数 断 1M陥 m M 

種 m 外 径 側 線 .L、 線
'11蝦荷量 強 IE f'I if( 強 J!r 品:i ifi 強 l主 f'I 虫 強 I且 イ"I 瓜 強! 主 向i 1 l !..<さ

mm mm mm t / 本 kg/ 皿m
2

%  t / 本 kg/ mm
2  

t / 本 kg/ mm
2  

t / 本 kg/ mm
2  

t / 本 kg/ mm
2  

t / 本 kg/ mm
2  

m mm
2  

kg/ km 

19本より 20. 6 4.09 4.23 43.9  175 3.5  35. 1 140 31. 6  125 29. 8 118 26. 3 105 30. 7 18，000 600 251  1，975 

37本より 26. 8 3. 80 4.00  75. 9 181  3. 5 60. 7  145  54. 7 130 51  6  123 45. 5 108 58. 1  18，000 600 420 3，320 

91  ; 本より 45. 2 4.09 4. 34  203. 0  170 3. 5 162. 5 136 146. 3 123 138. 0 116 122. 0 102 142. 0 18，000 600 1，194  9，450 

表 - 2 ソケ ッ ト、ナ ッ ト、アンカプレートおよびトランベ ッ トシース寸法褒

三み7 法

ソ ケ .， ト h時 ナ y ト(凹) アンカープレート S S  - 41 トラノペ y トy ース( ｉｾ ｩ 主 ｭ 鋼管 Ｉ

1柑 .1) '  

の般Ui ，
D  d ， d ， L  D  D， t  h  b  t， R， R， C  D， t ， L ， 

本より
何町、 皿回 国間 mm mm 聞m mm mm mm mm F. K. K  

19  - 20 .6O  76  50  28 200  40  10  140  10  76 110  35 140  140 14  81. 9  10  10  88. 3 3. 2 160 + 0. 004 e  s  12一世5 mm 

本より nm 
mm F. K. K  

37 - 26 .8O  88 58 32 220 60 10  140  10  88 120 40  180 180 16  94 .2  19.3  20 100.8  3.3  180 + 0. 004  e  s  12 - O7  mm 

本より mm 
mm F. K.  K  

91 - 45.2世 136  92  52 280  100  10 140  30  136 180 60 250  250 17  156. 1  19. 3 20 164.5 4. 2 250 + 0. 004 e  s  12ーO 12. 4

mm

( J t )  1旦es はストランドuとする 。
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3 . 実例( または施工)

安部ストランド工法は、 円 筒 形精造 物 である P

C 配 水池、 P C高 架 水糟 等の 築 造 に は数 多 くの

施 工 実 績 を 持 っ て い る 。 こ れ は ス ト ラ ン ド 工 法

の 特 長 で あ る 、 撚 り 線 と 亜鉛 定 着 に よ る 確 実 な

緊 張 が 、 こ れ ら の 円 筒 形 構 造 物 の 築 造 に よ く 適

し て い る か ら で あ る。

1. 岐阜県博物館新築工事の内 P C梁 工 事

工 事 場 所 岐 阜 県 関 市 小 屋 名

工 期 548 目 1 2 . 5 - 5 4 9 . 7 . 31

2 . 愛知県小幡緑地公園 P C配水池

容量= 98m
3

内径= 6 m

水深 = 4 m

公園の施設として屋般は展望台とな っている 。

3 . 船 場 第 2 工区P. C けた工事

工 事 場 所 大 阪 市 東 区

工 期 543. 10.  1.  - 544.  11. 30 

工 事 概 要 総 延 長 90mX 4 = 360m

有幅 = 10 .250 m

桁総重量 3237. 7 t キ 3240 t  

4 . 群馬県太田市 P C高架水槽

容量 = 2，OOOm
3

内径= 20m

水深 = 6. 6m

地上高 = 51. 7 m

中心部に内部円筒室があり、

その中を昇降用エレベーター

で上下する 。

5  静岡県清水市和田島 P C配水塔

答量

高区配水池= 349m
3

中区配水池= 3，148m
3

浄水池( 地下 ) = I ，580m
3

1也上高 = 42m

曲線を強調し、浄水池、

中区画己水池、高区画己水池

と三層にな っている 。

中央部にらせん階段があり、

水平通路で外部に通じている 。

株 式 会 社 安 部 工 業 所

本 社干500 岐阜市六条大溝町 6- 40 l!t (  0582)71 - 3391 

東京営業所干107 東京都港区北青山 2- 7  l!t (  03)  404 - 9813 

1山古営業所干980 仙台市本町 3 - 2 電( 0222)63ー 1381

大阪営業所〒日2 大阪市東淀川区西中島 電(06) 301 - 5766 

岡山営業所干700 岡山市内山下 2- 1ト16 電( 0862)25- 0706

福岡営業所干812 福岡市博多区博多駅南 3 ;1t (  092)  441 - 5481 

前揺出張所〒371 前編市石宕町 3- 8  - 1  i!t (  0272)  51 - 7731 

静岡出張所〒420 静岡市両替町 2- 6  l!t (  0542)  53- 6755 

金沢出張所干921 金沢市野町 2- 1  - 20 l!t (  0762)44- 7545 

広島出張所干730 広島市上八丁堀 3- 6  1!t ( 0822)27- 6531 

鹿児島出張所干890 鹿児島市上之園町16- 11電( 0992)51 - 0820 
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フレシネープレストレッシング

① フレシネー工法

特 長

⑪ モノストランド工法 ( F K K式)

特 長

(l )P  C 鋼 よ り 線 は コ イ ル の ま ま 現 場 ま で 輸 送 さ

れ る の で 、 取 り 扱 い 輸 送 に 便 利 で あ る 。

(2)P  C 鋼よ り線は 定 着 の た めの 予 備1m工 を必 要

と せ ず 、 ま た 厳 密 な 定 長 に 切 り そ ろ え る 必 要 が

な く、現 場 で 容 易 に ケ ー ブ ル を 組 み 立 て る こ と

(1)鋼 材 は コ イ ル の ま ま 現 場 ま で 輸 送 さ れ る の で | ができる。

取り扱い輸送に便利て‘ ある。 I (3)P  C 鋼 よ り 総 を 用 い る の で ケ ー ブ ル の曲線 配

(2湾問材は定着のための予備加工を必要とせず、 | 澄が容易である 。ま た支圧板の型枠への取りイ寸

ま た 厳 密 な 定 長 に 切 り そ ろ え る 必 要 が な く 、 現 | けが容易である 。

場 で 容 易 に ケ ー ブ ル を 組 み 立 て る こ と が で き る 。 I (4) コンクリートの硬化後、前も っ て 設け た シ ー

(3)鋼線および鋼よ り線 を 用 い る の で、 ケ ー ブ ル | ス 内 に ケ ー ブ ル を 通 す こ と が 容 易 に で き る 。

の 曲 線 配2立が容易である 。 I (5)ケ ー ブ ル の 緊 張作業 は ケ ー ブ ル の 余 長 に F K

(4)ケーブルはフレシネーコーン( 定着具) によっ |  ジャ γ キを差し込むだけで、緊張、定着がポン

て容易 、 確実 に 定泊される 。 I プ の パ ル プ 操 作 だ け で 、 容 易 に 、 短 時 間 に 行 え

(5)ケー 7 ・ルの緊張定渚はフレシネージャ y キに |  る。

よって短時間内に容易確実に施工できる 。 I (6)P  C 鋼より総は棋によ って硲実に 定 着 さ れ 、

定 着 具 の セ ッ ト量はきわめてわずかである 。(6)コーンの 中 心 孔 よ り グ ラ ウ チ ン グ が 容 易 に 施

工できる 。 ( 2 - 3 mm)  I写真 2 オリンピ ック室内競技場 (カナ F モント I) ;t - I v )

(7)材 料費 、 工 費 とも 最 も安価 である。

仕 様

テンドンの種別

銅線 12本ケーブル

ス トフンド 12本

ケーブル

12165 問問 12φ7 mn 

mm 
12T 酬 12T

mm 

12 T

mm 

12世8
12  12. 15. 2 

公材: 断面積 (mm' ) 61. 7  03 .24  1114 .8 1184. 5  664. 4 

可{ 五t{ kg/m) 1. 85 3. 6 4. 74 8. 75 9. 29 13. 21  

引叩叩…娘棚悶吋荷柑醐震町{

制 点 弔酬 鉛 1 67 似 611削 1銅 山1. 2

設計有I盤(作T 用O N時)  I  ＲＴＮｾ＠ Ｔ ＵＮｾ＠ ＵＷＮＹ Ｑ ＱＱＷＮ Ｑ Ｑ Ｑ ＳＵＮｾ＠ 191. 4  

y ース係部内(四径) I  35. 9 Ｔ Ｕ Ｎ ｾ＠ Ｕｾｊ＠ ＶＵＮｾ＠ ＶＵＮ ｾ＠ 72 .0  

定着具の種} l IJ ( フレシネー コーン)

iB  
12丁 目 ( 12 T 12 . 4nvnおよび 1 2 T 12 . 7

11111ケーブル周)

ｾ 門

に中日露2「「工

勺 EF2も 104L

12丁 目 ( 12丁 目 21 Ml ケーブル用)
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一割長

l d離宮

(7)再 緊 張およ びケーフツレの媛統が容易に行える。

(8)支圧板のグラウト干しよりグラウトが容易に施

工できる 。

仕 様

テンドンの種別( ス トランド)

7 本より線

前 後

2.7m.  5. 2m.  7. 8mm 

0. 5"  )  0. 6"  )  0. 7"  )  

公柏t断而被 (m. ' ) 98. 7 138 .7  191. 1  

重 量 (kg/ m ) 0.744 1. 101 1. 652 

ヲ| 張街並 (T ON ) 18. 7 26. 6 39. 5 

降伏点事1111

15.9  22. 6 33. 6 

(T ON )  

設計有1 m作用時

11. 5  15. 96 23. 70 

(T O N)  

y ース 内径 (mm) 24 26 28 

定着具の種別 ( FKK式グリップ)

r ーφd ，寸

19本より線

9. 3mm 0 .3. m 1. 8m.  

0 .76") 0. 8 (0. 86"  

243. 7 270 .9 312 .9 

1. 931 2. 149  2. 482 

46. 0 50 .5 58 . 4  

39. 5 43. 0 50. 5 

27. 60 30. 30 35. 04 

28 35 35 

ス ー プ 閥 抗 日

12. 7 15. 2 17. 8 19. 3 20. 3 21. 8  

ス

H  45  50 55 60 60 60 

D  44 50 50  55 60 65 

ブ
d， 16. 5  17 .8  20 .6  23. 4 25. 4 27. 4 

d， 27. 5 30 34  38 40 42 

支

t  75 90 120 120 135 135 

圧 t  20 20 25 25 28 28 

級

c  15  18  23 23 26 26 

⑪応 用 分 野

建 築 物 ド ー ム 、 位 、 は り 、 ス ラ ブ 等

原 子 炉 圧 力 容一日号、コンテイメント

地 盤ア ン カ ー 土 留 、 椛 造 物の 安 定

僑 梁 道路4号、鉄 道橋、モ ノレール、歩溜号

円 形 椛 造 物 水 槽 、 サ イ ロ 、 石 油 タ ンク

港 湾 施 設 桟 橋 、 岩 壁 、 沈 埋 函

舗 装 道 路 、 滑 走路

そ の 他杭、ｾ 柱、パイプ類

⑪実 施 例

写 真 上 2 、 3 、 4 参照。

写 真 3 海中 ・石油タンク ( 北海)

写 真 4 原子炉 コンテイメント ( インド)

F" K. K 極東鋼弦コンクリー卜

振興株式会社

本 社 東京高11中央区銀座 6 - 2 ー 10

( 介問ピル)

1(i話 03- 571- 8651 ( 代 )

技 術 研 究 所 神奈川県平塚市代官町37番 31号

機 材 セ ン タ - Ｇｾｉｉ 話 0463- 21- 4756- 8  
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c c し工法

1. 特 長

C C L 工法は、英国の C C  L  Syst ems  Ltd.， 

で附発された構造物にプレストレスを導入する

方式の総称である 。 この工法の松も大きな特長

は、 1 本づ| きジャ ッキ ( S . O . Mジヤ ンキ) を

用いて、 l アンカ一帯当たり 4 - 12本の P C鋼

より総に各々緊娠カを与えて、ウェ γ ジで定 li' i

し、所定のプレストレスカを得るところである 。

この考え方は、ポストテンション万式に| 浪らず、

プレテンション) J 式においても、同H年緊張では

なく、 ｬ 本ずつ例別に ｐｃ 鋼より線に緊 ｾｬｾ カを

与えても、ジャ ｹ キの性能の良さから ｊ れ ［ｾ Ｎに能

碍 ｾ ￭ ｬ Ｇ Ｍｊて ゆ ある 。

ポストテンション方式では、大きく分けて下記

の 4 つのシステムがある 。

(1)  シングルストランド・システム

12. 4mm.  15.  2mm， 17.  8mm， 19.  3mmのP C鏑より

線 1 本 - 12本を l 本のケープルとして構成し、

各 P C鋼より線は S . O . Mジャ ッキで l 本ずつ

紫仮定着する 。 ｐｃ ケーブルのｾｾｾ民力は組み合

わせにより松 ｩｴｾ ＲＲＵ トンまて ＧＱ ＱＺ ［ｑｾの緊必力が得

られる 。

(2)  ストランドフォース・システム

17 . 8mmのP C鋼より線 5 本または 10本を 1 ケー

プルとして用い、緊張 ・定着はンングルストラ

ン ドシステムと同じ方法で行われる 。 とくに土

木構造物に使用されることが多い。定必兵およ

びシースともに偏平な形状を持ち、ケーブルが

交叉するような場合に特長を発期する 。

(3)  マルチフォース・システム

12 . 4mm， 15 .2mm.  17. 8mmの P C鋼より線12ノド~

31本よりなる大型ケーブルシステムである 。九(:

大 ｾｾＵ 長力は最高 ＷＷＲ トンのものがある 。

(4)  アンポンドケーブル・システム

12. 4mm.  15 .2mmの P C鋼より線にグリースを塗

り、その上をクラフト紙またはポリエチレンチ

ューブで被縦したものを直接コンクリートに打

ち込み、硬化後緊張 ・定活するシステムである 。

この工法は建築の床に用いられることが多い。

2. 仕 様

建築に丹i し、られる工法は、前に述べたようにシ

ングJ レストランドシステムと、アンポンドケー

プルシステムであるため、とくにこれらについ

て記す。表 1 は上記の 2 つのシステムの性能を

示す。図 1 は各システムの代表的なものの姿を

示す。

炎 l に示すシングルストランドシステムの引娠

1r:rill は、 39.5 トンから 130 . 9 トンまでとんでい

るが、これは P C鋼より似の本数を減らすこと

によリブランクを満たすことができる 。

写真 2 に示す S . O. M ジャ ッキは、豆 i止が16 ト

ンジャ ッキて_ _ 25kg と非常に経い。 また、ロー

ドセルカヘジヤ ンキ内に車且み入れられており、

表 1 ケーブル・定着具の種類

ケ

ｹ ステム ｾｉｊ I 呼 称

シングル・ストランド

システム

アンポンド・ケーブル

システム

7  T  12 .7 

12 T  12.7  

7  T  15. 2 

12丁目 2

1  T  17. 8 

7  T  17. 8 

1  T  12.7 

1  T  15 .2  

キヤステ ィング

プ

t持 成

7本一 世12.7mm

12本一 世12.7mm

7本一 世15. 2凹

12本一 世15 .2阻

l 本一 世17 .8阻

7本一 世17 .8幽

l 本一 世12. 7回

l 本 世15 .2阻

スパイラル筋 / ベア リング ・プレート

グリ ップ

ンングJ レスト ラン ドシステム

P C鋪より 線

シース

(プラスチ ッヲ またはペーパー)

/  

アンポンドケーブルシステム

図 1 C C L工法定着具

J レ 定 ;昔具

'i J 張 荷 量 降 伏 荷 量 キャスティング

P U ( I on )  P y  ( Ion)  r， 林

130 .9  111 .3  T 4  

224.4  190 .8 T  6  

186. 2 158 .2  T  5  

319. 2 271 .2 T  8  

39 .5 33 .6  T  1  

276 .5  235 .2  T  6  

18. 7 15.9 S  9  

26. 6 22.6  S  10 

写真 2 C C L 工法ジャ ッキ使用例

4. アンボンドケーブルシステム

日本池築学会のプレスト レストコンクリート設

Jt 総工脱維でとくにアンボン ドポストテンショ

ン古 ｉ ｉ ｾｾ の項目が今回の改訂で入れられた 。 この

システムは無梁版構造のスラプに使用されると 、

とくにその特長を発揮する 。アメリカでは以前

より数多くの建築で使用され普及しているが、

導入力の管理は 、ロ ードセルと、ポンプに組み

入れられているリミ ッ トにより、ジャ ッキ繰作

は 1 人て'確実にできる 。現在我々はプレテンシ

ョン用の緊張周ジャッキに常 H寺使用しているが、

同時緊猿に比較して、 1 本ずつの P C鋼より紋

の導入力管理! の点からも、また、作業時間iの点

からも優れているようだ。定着はグリップを 一

定圧力で圧入して模定着するため、定着 l侍のセ

ット琵が小 さし、。

日本では数例を見るのみで、それも道路舗装に

使閉され、建築では 1 - 2 の伊IJ しかない 。 しか

しこの工法は建築用としての優れた特伎を持 っ

ており、近い将来広がると思われるのでとくに

記した 。

3. 実 例

写真 1 は 、特殊な例であるがスパン 2 4 Mの| 者向

13 Mの建築の屋桜に用いられたプレキャストシ

ングル T e  e 版の端部定者共の様子である 。

この版が、新潟市で80枚使用された。また、 写

真 3 に示すものはアンボンドケーブルシステム

の配筋例である 。

その他、 P C桁の横締めに、より紋であること

や、ジャ y キのセ y ト量が小 さい特長を生かし

て1lf 用されている 。

写真 1 C C L工法定着具使用例

写真 3 7 ンポンドケーブルシステム使用例

.1 11' 

フドウ建研株式会社

本 社 東京都台東区台東 1 丁目 2 - 1  

03(835 )2661  

支 庖 大阪市 Jlミ区平野町 5 丁目 30 06( 201  )3737 

福岡市博多区博多駅前 2 丁目 11- 16

092( 451  )4170 

営嫌所 名占E屋市中区大 iIi 4 - 10- 40

052( 262)3801  
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シルバークール工法

( 略称、 5 C  5 )  

シルパークール工法はプレストレストコ ンクリ

ート、プレキャストコンクリート、およびプレ

フアプ リケー ションの 3 大コンクリート技術を

結集した規格量産型の日本最大の寸法を待つ屋

根部材シルパークール版 ( 略称、 scs 版 ) を

用いる長大スパン工法である 。

西ヨーロ ッパを中心 lこ広〈採用されている sc

S 工法は、年間80万 m' の供給を行っており、日

本では昭和41年に現在のフドウ建研株式会社の

前身である日本ンノレパークール株式会社が西ド

イツのノルムコ社との技術提携により製造 ・販

売・工事を実施している 。神奈川県厚木市、滋

賀県甲西町 、および九州の福岡県飯塚市に王手用

工場を持 っており、昨年の実紋は 10万m' 弱に達

している。

1. 用 途

表ー 1 の: i i i i りであり、 scs 版の製造開始以来

10年になり、北は北海道から南は沖縄まで、約

500 件、約30万 m'( 7 ) 実績をもっ。

2. 特 長

2  - 1. 長大スノ マン

。最大長さ 24 m、cm単位て'設計可能。

。幅寸法 2.5 mで一定。

2  - 2. 工期短縮

。現場基礎工事と屋恨部材 scs 版の製造が平

行して進行する 。

。scs 版の架設工事は 1000m'程度は 1 日で完

了する 。

。階高が大きい現場でも支保工は不要。

2  - 3. 軽 註

。scs 版は合理的薄肉シェル版て' あり、 一般

コンクリート陸屋根の約% 程度の屋根霊益とな

り軽い。水平投影面積当たり重量 250 kg/ m'。

2  - 4. 雨水処理性能に優れる 。

。scs 版の形状は雨水を屋根函によどめない。

2  - 5. 各種アクセサリ一部品が充実している 。

2  - 6. バリエーションに白む。

。i ! E 統キール方式、プレキ ャスト平板との組み

合わせ、ト ンプライ トの組み入れ、北光線の取

り入れ、 scs 版端部の各種納まり等、設計者

が自由に長大ス パン の構造屋板部材として用い

ることができる 。

3. 形状・規格

3 - 1 .  S C S 版の形状は図ー 1、2のごとく、

幅方向は双曲線で、スパン方向は半径 180 m の

円弧の形をしている 。版の厚さは 中央部の最も

98 

三ごと=ゴ Uン
/半径 a = 180 m I  

版の形は時笠- Z = 1で表さ れる

双幽線のパラメーター

図- 1 S C S 版の形状

由

il 

Y  

図 - 2  S C  S 版幅方向断面図( 中央部)

図 - 3

血
中央部断面 A  

寸ムモミζ 七 三労クι 「

図 - 4

連 続

同

国

守

N

写真一 1 S C S 版の架設工事

[ - 11 
写真一 2 S C S 工 法 例 倉 庫

天窓 コンクリ ー ト板

軽量コ ンクリート ーム き 主ー プレキャストコ ンクリート頓

' - ー/ 一一ー¥、ーノ' 、 ｾ Ｍ一一 ＧＭーノ

¥ J /¥ J f¥J U¥ J /¥ 

ー人へム久二さし

北 窓

北 窓

図 - 5  S  C  S 版の配列・組み合わせ



l スパン

ｬ ｦ Ｈ ｺ Ｉ］ｊ ｾＧ つーム可 Ｋｹ ｬ
二コ f  ライズ ( m)

a  スパン方向半径

t  スパン ( m)

図- 6 スパン方向ライズ寸法

写真一 3 S C S 工法例 室内プール

ア

/  

力

'也、

ス

e  ( m)  

10. 0 

11. 0 

12. 0 

13. 0 

14. 0 

15.0  

16. 0 

17.0 

18. 0 

19. 0 

20. 0 

21. 0  

22.0  

23. 0 

24. 0 

図- 7 アンカ一部納まり伊l

図- 8 軒先部納まり例

，、.  
ン 2  ス パ ン 連 続

I m. x (mm)  e  ( m )  I m. x (mm)  

69 20. 0 278 

84 22. 0 336 

100  24. 0 400 

117  26. 0 470 

136 28. 0 545 

156 30. 0 626 

178 32. 0 713 

200 34. 0 805 

225 36. 0 902 

251 38. 0 1006 

278 40. 0 1115  

306 42. 0 1229 

336 44. 0 1350 

367 46. 0 1475 

400 48. 0 1607 

袋一 2 S C S 版の断面定数

ｾ哩空 t  = 6.5cm t  = 7 伽 n t  = 7. 4an 

F (断 面 積) 2.09X  10切 2. 21  X 10'<:m' 2. 31  X 10'<:m' 

1  (断面一次モ

7.74 X l O' cm 8. 16X 10' cm 8. 53X  10' cm'  

メント)

ｾＮ Ｈ上 側断面係数 Ｉ 2. 09X  10匂! u 2.20X 10句! u 2. 29X  10匂ぽ

ｾＮ Ｈ下Ａ日 ｉｊ 断関係数Ｉ 2.81X 10句耳 2. 96X 10句耳 3. 09X 10匂t

薄い所で6. 5cm、7. 0cmおよび 7 .4 cmが標準型で

あり、端部に行くに従って厚さを 3 - 4 c m徐々

に期す。

3 - 2 .  P C鋼材は 5 回 、 7 mmの P C鋼線およ

び 7 本より 9 . 3 mmの P C鋼より線を使用してい

る。 P C鋼線は 図 - 3 、 4のごとく、 S C S 版

のスパン方向に 20- 48本を 2 群に別けてたすき

掛に配置する 。

3  - 3 . コンクリートの強度は F 28 = 500kg/ぼ

である 。

3 - 4 .  S C S 版は両端支持の単純ばり構造と

して、全長、支持点間距離、庇長さ、積載荷重、

風荷箆、積雪等を各版の設計条件に合わせ電算

機にて計算され、安全が確認される 。

4. 設 計

4 - 1 .  S C S 工法の憐造計画はスパン方向伎

は独立と考え、 S C S 版の地震時の水平力は片

持柱として計算する。桁方向は柱、はりによる

ラーメン構造とする 。

4 - 2 .  S C S 版のi' i [' . J"IJ . 組み合わせ( 図 - 5 )  

4 - 3 .  S C S 版のスパン方向ライズ寸法

( 図 - 6 )  

4  - 4. アンカ一部納まり例( 図ー 7 )  

4  - 5. 軒先昔日納まり例 ( 図 - 8 )  

4  - 6. 設計段階で S C S 版 の運搬・ 架設の計

画および調査を依頼することも、大型プレファ

ブ材使用に際しての大切な業務であること 。

5. 設 計 ・ 施 工 上 注 意

5 - 1.  S C S 版は弾力性に広み、温度変化に

よる膨張収縮、風荷重により上下振動、雪積荷

重による垂直たわみ等がある 。 S C S 版と枕ば

りおよび妥壁上端等接点の納まりは必ず逃げを

十分見て良質のコーキングを施す。

5 - 2 .  S C S 版の材質はコ ンク リートである 。

階高の低い居室で S C S 版現わしの場合は夏期

室温が上昇する 。断熱対策が必要である 。気密

性 がi問〈、空気調監のロスが少ないだけに、音

響効果は壁面仕上材、床仕上材の選定とともに

S C S 版の吹付仕上材にも関係する 。 とくに体

育館兼用講堂、ホールには音響設計が必要であ

る。

フドウ建研株式会社

本 社 東京都台 東区台東 1丁目 2 - 1  

T  E  L  03( 835)2661 

支 庖 大阪市東区平野町 5 丁目 30

T  E  L  06( 201 ) 3737 

福岡市博多区博多駅前 2 丁 目11 - 16

T  E  L  092(  451  )4170 

営 業 所 名古屋市中区大須 4 ー 10- 40

T  E  L 052( 262)3801 
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スパンクリート

スパンクリートは、 1964年ア メリカのス パンク

リートマシナリ一社との技術提携により日本で

生産されるようにな ったプレテ ンション方式の

干しあきプレストレストコ ンク リートノ マネルで、

最 近 の 建 築の プ レ ハ プ化と大量生産方式による

コストダウ ンと いう建築工事の流れに応える部

材として、外壁・床などに多〈使用されており

ます。

製造は O スラ ンプの高強度コ ンク リー トによる

即時脱形式に、 図 1 の断面形状の板を 150 mL .  

度に行い、 1 ベ y 卜6 段から 12段 の 重 ね 打 ち が

可能です。

幅はモジエール呼寸法1 . 0 m て¥ 厚 さ は 図 1 以

外に 7 c m、22個 、25佃 が あ り 、 長 さ は 壁 てて板 厚

の 約90倍 、 床 用 で 約60倍 以 内 で 設 計 に 応 じ 定 め

ます。

1 0 c m・

トヤ1I 門 1  

生?t Tザ 需

耳Ff i 』

図 1 スパンクリートの標準断面形状・寸法

注) 両立菌筋肉: ! l ! 孔は喝合によリ取り除〈ことがあ る.

褒 2 床版積舷荷量一スパン褒

表 1 スパンクリート板断面隊性質

諸 E 一 一 一 一 一
板 厚 10cm 12cm 15cm 20cm 

断 面 m A '  cm
2  

810.0 841. 4  1，000. 6 1，313. 5 

図心より上総までの距離 Y '  cm 5. 01 6.01 7. 52 10.02 

図心より下線までの距緩 Y  cm 4.99 5. 99 7. 48 9. 98 

断面二次モーノ ント 1  cm‘  8，033 13，280 24 ，879 57，870 

Z '  cm'  1. 602. 6 2.208.0  3，306. 8 5，775. 4 

下 級 z  cm'  1. 610.8 2，216. 0 3，327. 6 5  798.6  

単 {立 重 f社 Wkg/ m'  196 210  245 324 

スパンクリートは 表 1 に示す断面諸性質の各版

にプレストレスを用途に応じ導入し使用します。

床 版 の ス パ ン と 荷 重 の関係を 褒 2 に、壁版の使

用箇所とス パ ン と の関係を 表 3 に示します。

表 3 壁板厚とスパン

ｾ＠ 板 厚

建物円高きとスパン ( m)

0 - 8 m 8  - 15m 15  - 31  m 

標 準 板 7，000 5，600 4，700 

10四

特 徐 板 9，400 7，500 6，300 

標 識 板 8，300 7，000 5，800 

12田

特 殊 板 10，500 8，700 7，200 

標 t慎 板 8，900 8，100 6，800 

15cm 特 妹 板 12，000 11. 000 9，200 

主として冷凍倉庫用防水ス パンク リートは 図 2

の ように防水材を ベット 上 で同時打ち込みを行

い、現場の防水作業を大幅に省略するために開

発された外壁・屋板材です。建設工期の短縮を

最重要視される冷凍倉庫て・はは ん雑 な 工程 を 少

なくするメリ ッ トは非常に大きく、特殊ルーフ

イングの打ち込みは密着性が強 〈、完全な防水

施 工 が で き 、 す で に 多 くの現場で使用されてお

ります 。

985 

919 

盟主

特殊アスフアルトルーフ ィング

図 2 防11材打込スパンクリート

一層貼 特殊アス 7 アルトルー7 ィング打込

二層鮎 特殊アス 7 アルトルー 7 ィング打込

アスフアルトハケ塗 1) ( 建込み f表現場作業 )

目地建込み後現場作業

一層貼 ピニロイドルー 7 ィング貼

ニ層貼 ピニロイ ドルー7 ィング貼

アス 7 アルトハケ塗り

4費 載 荷 重 10c. 厚領( m) 12cml車板( m) 15c. }軍緩い) 20cml 車板( m)

(kg/ m)  保 司 直 版 特 除 板 保 準 板 特 妹 板 標車事板 特 殊 板 糠 自 匹 板 特 殊 板

200 4，350 5，800  4，850 6，650 6，600 7，450 8，350 8，950 

250 4，100 5，500 4，ω。 6，3∞ 6，300 7，1∞ 7，950 8，550 

300 3，900 5，200 4，350 6，000 6，000 6，750 7，650 8，200 

350 3，750 4，950 4，150 5，700 5，750 6，450 7，350  7，900 

400 3，550 4，750 4，000 5，450 5，500 6，200 7，100 7，600 

450 3，450 4，550 3，850 5，おO 5，300 5，950 6，850 7，350 

5∞ 3，300 4，400 3，700 5，050 5，100 5，750 6.. 650 7，150 

ω。 3，100 4，1∞ 3，450 4，750 4，800 5，400 6，300 6，750 

加。 2，750 3，650 3，100 4，250 4，300 4，850 5，700 6，100 

1，000 2，500 3，350  2，800 3，850  3，950 4，500 5，250 5，650 

1，250  2，300 3，050 2，550 3，500 3，600 4，050 4，800 5，150 

1，500  2，100 2，800 2，350 3，250 3，350 3，750 4，450 4，750 

1，750 1，950 2，600 2，200 3，050 3，100 3，500 4，200 4，500 

2，000 1，850 2，450 2，100 2，850 2，950 3，300 3，900 4，250 

100 

世89. 1x  4  mm 

図 3

第 2種構造

シャチ目地詳細図

制

的

。

図3 2種 工法はスパンクリート独自の特許をも

ち、シャチ白地により床に水平力を負担させる

精進です。鉄骨建物にこの工法を使用しますと、

耐火彼離の工緩が省略でき、床と天井との空間1

を広〈使用いただけます。

その他、ス パンクリートは遮音性にもすぐれ、

各 種 工 場の防音壁をはじめ 、道路公 団 ・空 港 の

遮音壁に使用され、公害防止建築材料として高

〈評価 さ れ て お り ま す。

d B 

80 r 一

70 

60 

50 

ーーー ーー15cm庫 板

125 250 500 1000 2000 4000Hz 

図 4 スパン クリートの透過鍋失

日本 '%.1，';，'1'1-1- 協会

( 関東地区)

ｾＯ｜ｾＧＷ ＧｉＭ ＱＭ 製造株式会社

本 社 東京都千代田区岩本町3ー1- 2(応j ピル)

干101 包 括 東 京03 (863)  3  1  0  1  問

宇都宮工場 栃木県宇都宮市平出工業団地8番地の5

〒321- 31'，( L 話宇都宮(0286) 61- 2211附

(関西地区)

ツルガ ｾＯ｜ｾＧＷ ＧｉＭ ＱＭ 株式会社

営 難 本 部 大阪市北区梅田 7 番地 3 悔田ピ J レ

干 530 ' l 1I 話大阪(06 ) 345 - 0661附

営 撲 所 名古屋 ( 052)571-4511/ 東京( 03 ) 81ト 8125

福井 (0776) 22 ・5600附

神 戸 ヱ 場 神戸市垂水区炉谷町悩谷字助広339ー 2

〒673 'i1i.話 神戸 ( 078) 991 - 0  2  2  3  



E Z置軍司理署哩耳語司・・・・・・・・・・
孔あき P C版

スピロ- ) レ

1. 特 長

① ＧｊＮ ｾｬ 剃さ

・ 耐術性が大きく、政少の版ｊｉｬＮで ｌｾ 大スハンが

可能です。

・正h';l<力の P C鋼より線による プレストレス.

と強力なコンクリートの相乗効来がフルに発仰

されています。

① 椛 J主化

Ｎ ｲ ｬ Ｇｾ コアによリ、而 Ｎｴｦ｜Ｚｩ 力を行 ｩ うことなく、ＡｔＨ

Jii の軽減化を実現しました 。

・4発hl 化にともない、取り扱い施工の簡似さ、

作業時 1111の制紛など、，辿築古11門のプレファプリ

ケーションを促進します。

. t、干に rl' ，::i l O 建築では、全体の軽減化にともな

うJ左礎構造軸古11の節減をもたらします。

① '/' 1:1' 1、性能の II'J上

・厳i [ ( な品質管. E J l による工場生産なのでレ裂品に

むらがありません。

. 1吹H i金袋、左宮仕上が谷主11です。

.  . プレストレス" の導入により乾燥亀裂が生

じません 。

. '吃式地工のため、完成した往築物の内部に出

欠を残さないで、 tti ちに N.: H i することができま

す。

・ 卜分ながI火性と優れた IVj 1H"_ t ' により、快適な

j斤f HI:を i守リます。

2. 仕 様

スピロールは; 5 : 代的な、プレストレスト、プレ

キャストコンクリートのイしあき版です。

スピロールは P C鋼より線によりプレストレス

1J を導入し 51枠を使間せずにサンドフォームと

ι ｉ Ｇ ｾ 成明間のコアを抱えてスランプ ｏ｣ｭ のコン

クリートを強力パイプレーターて' 締め l司めなが

ら即時脱刑するイしあきのプレキャストコンクリ

ート版であリ 、 ｉｪｬｾ 性変形に対する ｩｬｬ 従性が大き

く、柔軟性に{ ; o ; み、亀裂を生じないので、新住

築許11材として、屋桜、 l永、壁材など多 }jII'J に使

用され、近代的工場生産によるｊＺ ｾｊ ー な ｩ ｦｊ ｉ 賀 、 向

伎の施工性、 f1 t れた経済性がよろこばれており

ます。

スピロールは 130 ｭ のベ ｹ ド上て寸Ｎｾ J  ，Ｇ ， ｎｴｴｾ Ｎ＠ 1 枚

版として製造され、ｐｦｲｾスバンにカ ッ トされます 。

3. 用 途

①，建築芹j

場 . fr Jol I  .  !¥t' l1.場 ・事務所 ・病 院 ・学校 ・1上

三となどの lぷ ・昼U{ ・壁、 附仕切材

① 土 木m

プラ ッ トホーム ・歩! 郎 ・二七官fめ 板 ・仮設辺日各派

版 . ｊ Ｎｫｾ 各，ｦ［ ｩ . 1坊11' .1'.反 政道統 ・歩道儲 ・シェル

ター

スピロールの種類

10cm版

980ド

会主 o

f 伊L

。。。0 0 0 0 0 ¥ ｾ＠

ｌＮｬｾｊｉ＠ .  j  .  ｾＵ Ｎ Ｒ 矧

II cm版

バト8 捌 1  

21 1 0  0  0  0  ｾ＠ 0  0 0 0  0 ¥ 

会昨 ｬＮｌ Ｎｌ ょ う ｩ［ ｬ｟ ｾｬｾ 必倒

15cm版

同 十 10 1  

罰 o o o @o o o(=i

2 ト105よ131｟｟ｪ｟｟｟， ｼｊＹ Ｖ Ｑｾ ｉ 山 Ｔ

宇炉 了一 一- 98O-- - - - - - - - - i

軒 0 0 00 0 0 0 (三

ｾ＠ ｾ ｉ ｏιＱＳ Ｑ ＮＮＮｪイイ ぃ ＱＭＭ］ＱＮＭ ＱＳＱ 斗 ＱＰＵ Ｎ｜

P C鋼材は2.91t、2 本より、 3 本より、

6. 21t_ 7.91t_ 9.31t_ 10.81t .  12.4仇 P C  

鋼より 線を使用しております.

許容積鍛荷量とスパン図表

1 駐在十十十

i1::: thiY 1  

w( k事/ 附)

明
( 自重を除 ( )

ー- + 一10cm版

トー←- I l lcm版

5cm版

400 

主戦車|

' そj..._ ｾ ｉ ＧＭＮ＠

ｲ ｾ＠ 'h.. 1  "- .  

¥L  門 誌、、

町、L I骨も、、下¥

t¥ 

ｾ＠
200 

0  

2.0  3.0  4.0  5.0  6.0  7.0  8.0  

有効 スパン l { m)一一一一一

耐 火指 定 番 号

ill 設省指定 i冊トザ |耐火 W" 1034 1  i耐火 F 1019 1  i耐火 F 1025 

同

副

古

的

日本 1 ・B . M野 洲 工 場

ド

ｑ ｴＺ Ｇ Ｍ Ｎ ｾＭ橋梁燃料
本 社 〒556 大 阪 市 浪 述 区 戎 本 町 1 丁目

7 の24 (i何}I: ピノレ)

大 阪 支 庖 I正 ぷ 大 阪 (06)633- 5661  ( 代表;

東京支広 干105 東京都港区西新防 3 丁目 24

の 9 ( 飯町ピノレ)

'，{i ｲｾＱ 品 東京 (03)434- 6861( 代表)

福 岡 支庖 〒810 悩 岡 市 中 央 区 犬 神 5 丁目 6

の12 ( 悩岡リ，ぃ、ン会館)

I正ふ百 九i悶 (092)721- 5500 ( 代表)

4片山説、広 j品、 fUli 今、 Ilq1  lil 

下菜、主 ｲｲｩｦｾ

〒529- 14 滋 ｴｾ 県神崎 ｬ 刊 ｕｩ 例ｾＮｅ町大ＧｪＭＺ

奥

I正 Jii 1i f l bHH074848)3035(代表)

耐 火 性 能 | 1  時IIIJ 1時J aJ I  1P刊 J I  
営 業 所

出 張 所

EロUI  口

スピロ ル 1 1  工 場

(150)  

ｉ ｓ｣ｭ｜｜Ａ版 Ａ Ｑ 只今巾 ￞ｉｾｱ Ｍ Ｑ 、近日， ｳｚ 可予定
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E" t 園 B 置mII・・・・

W T スラブ

1. 特 長

W T スラ・ブとは、 表ー 1 のような断面の リプ付

スラプを並べて床 、屋被のスラプまたは壁とし

て使用するもので、標準寸法は、表 - 1 の よう

に J 1  S  A  5412に規定されてお り、特長とし

てはつぎのようなことが挙げられます。

・長スパン、低デプスで大きな空間がとれます 。

( 表- 2参照)

・軽量な床組や壁となりますから、基礎、その

他の構造を小さ くできます。

・高品質の コンク リートと高張力鋼材 を使用し

た強靭な耐火材です。

.  .  
・組立床組でも目地処理 をすれば充分な水平

剛性が得られ 、荷重配分も充分であることが実

験により確かめられております。

・設備用インサート、スリープ等の打ち込みも

可能です

・特別 な表面仕上げ を施さなくても、きれいな

コンクリートの紫地が表せます。

・製品の形状が安定しており、積み重ねをして

逮搬、 仮誼き、架設ができます。

・足場なしで架設が簡単にでき、すぐに荒床と

して使えます。

*  J  1  S 規絡以外のものも製作できます.

*  *  図ー 1 、図 - 2 参聞

2. 仕 様

(1)  断面寸法

褒 - 1

"TTJ  し
号 Hc m 

b
cm Ac m'  Wkg/

m 

W T - 2 0  20 12.0  980 235 

W T - 25 25 11. 33 1097  263 

W T - 30  30  10. 67 1207 290 

W T - 35  35 10. 00 1310  314  

W T - 40 40 9. 33 1406 337 

W T - 45  45 8. 67 1497 359 

1  w T - 50 50  8.00 1580 379 
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表 - 2 許容量主荷荷量 ( 含自 量) 7 / レプレストレス

一一一一一一一 パーシャ ルプレストレス

¥ ¥ 
ｾ ｜＠ 1'¥¥ 

内¥代

¥ ¥ 
¥1¥ 

¥ ¥ ¥ 
¥ 

¥ ¥ ¥ 

1400 

ｾ ｜＠ ¥ ¥ ｾ＠ ¥ 
¥ 

¥ 区

¥ 
¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ 

包 ¥ h ち
¥ 、

1200 
、¥ 

代 ¥、

¥ 
¥ 

¥ 
¥ ¥ ¥ 

¥ ¥ 竺ち

1000 
¥'  ¥ 

¥ ¥ 
卜¥ |三 区 ¥ ¥ 

¥ ¥ W T  - 50 

¥ ¥ ¥ 

卜¥

¥ 
¥ ¥ 

W T  - 45 

卜¥

、、

¥ 、
[三 三ち

、、

¥ ｾ ＢＭ 卜¥
¥ 

、¥ 

W T  - 40 

........._ 
、、

""'-.. 
、、

¥ ト、 卜¥ ト、

800 

1"" 

¥ 

、、

W T  - 35 ｾ＠
、、、

ト¥
卜 ¥ ¥ドご

卜、 卜¥ 卜¥ ¥ 

ト，，"- 卜¥:

、、 、、

卜¥

竺』ι

.............. 

、、

600 

、、 ¥ W T  - 30 、

b-.， 
、¥ 、、、

r-........ 
、、、、、

¥ 

卜，"k
W T  - 25 、

、、、、
、、、、

ト ¥

、、
、、、、- 、、司、、、

、、

、、 ト、、

、、、、、 、、、、

、、

、、W1T 、-、20 .  、 ............ 

に:

司、、

ト ¥
ヒご

r---...、、

ト ~

¥ 

、、
ト句

、、‘ ー、、 ド句 --
400 

ト¥
¥ 、、‘ー r-... 

長よ

ト、~i-::、~~ 
ト ~

トラ、
，..._ 、、-

、、 ‘、

~ ~ ー
、、、

ト ¥

トこ

、、、、

200 

( k g /  M' )  

5.0 6.0  7.0 8.0 

スパン ( M)

(2) 使用材料

- ・.

コンクリート 材令四週 F18= 500kg / cm
2  

ストレス導入時 Fl  =  350kg  /  c m
2  

P C鋼材 . .  .  ワイヤーストランド

S W P R 7 A  10. 8φ 

*  *  *  コンク リート、 P C鋼材は設計状況によ って変え

ることができます.

3. 施 工 例

住友電工横浜製作所屋線

艶金興業羽仏工場展様

鹿児島新港合hli 鹿糠

鹿児島中央卸売市場屋被

大阪樟蔭学園女子大学校舎各階床

早稲田高等学校体育館外壁

東京都立全然制高等学校各階床

大阪市立侮南中学校体育館 2 階床

京都市鳥羽下水処理場管理陳屋根他

東京都金町浄水場外壁

大蔵省印刷局小田原工場床及屋恨

焼津市水道局庁舎屋椴

山形県 経済辿果実流通セ ンター 外壁及屋根

般本歯科大学体育館床及/ ; fH艮

4. 参 考 事 項

- 紋荷荷重またはスパンが表一 2 によるものよ

り大きい場合は J 1  S 規格外の大型W T スラプ

または S T スラブで設計するのが適当です。( こ

の場合、 断而形状は実情に合わせて適宜決定す

ることになります。)

- コンクリート強度、 P C鋼材径を変えること

によ って 表ー 2 よりもある程度性能アップさせ

ることができます。

9.0 10.0 11.0 12.0  

司r

10 溶 接

.... 

、

¥ 、
、、

、3、

図一 1

100  I  100 

図 - 2

13.0 

ピー・エス・コンクリート株式会社

本 社 東京都千代間区丸/ 内三丁目

新国際ヒソレ屯話 (03 )( 216)  1981  

東 京 支 l吉 ・東京都千代田区四番町 5 番地

ｾￜｉｅ ビル Ｈ Ｐ Ｓ ＩＨ ＲＶＲ Ｉ Ｖ Ｑ ＰＱ

大 阪 支 庖 ・大阪市北区Mi 笠町50堂品ピル

( 06)( 363)2221 

支 ｬ 吉 、事務所・ ｦｩｾｩ 岡・仙台 ・ 名古屋・金沢広仏

工 場 . '!lEi . 七尾 ・水j斗・伊丹 ・水口・北

ト- 布11町・久f干f米



- ブ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 髄 用 鋼 材 E  

スタビライズド P C銅線、鋼より線およびアンボンド

エj去用シースト P C ストランド

造しております。

1  . スタビライズド P C鋼線、

鋼 よ り 線

1.1 特 長

1. 1. 1  スタビライズド P C銅線、鋼より線

プレストレストコンクリートに使用される鋼材 |  スタビライズド P C鋼線、鏑より線は JI S G  

は引張応力の6 0 - 7 0% の高応力で緊張され、か I  3536 - 19 71  rプレストレスト コンクリート用 P

つ長期間その応力を保持する必要があり、鋼材 I  C銅線、鋼より線j の製造方法に従って伸線ま

のレラクセーションは小さいことが必要です。 I たはより加工した後、ブルーイング処理を引張

当社では低レラクセ ー ション鋼材の開発にっと |  応力下で行うことにより、レラクセーション特

め、現在、スタビライズド P C鋼線、鋼より線 |  性をはじめ各種特性を改善したものです。スタ

として製造販売しております。 I ビライズド P C鋼線、鋼より線は P C鋼材とし

また最近コンクリート構造物の大型化、経済性、| て必要な特性を備えており、しかもブルーイン

省力化などの面から P C鋼材についても高強度

化、 太径化の要求が多くなっており、当社では

15.2mmから21. 8凹 の各種太径P C鋼より線を製

繁一 1 太径スタピライズド P C鋼より線

グ品よりすべての函てすぐれております。

(1)  レラクセーションが少ない( 常温および高

品目 、
um. J。

引 張 強 度
レラクセー

磁 類 公材: 後 公材、断面積 単 位 重 量 降 伏 有iill 破断時{ 申び

y ョ ン

mm
2  

kg/ 同

引張荷量 引張強さ

kg %( GL 600 )  

10 時間後

mm 

kg kg/ 皿 2 %  

15. 2 138. 7 1，101 24，500以上 (  175以上) 20，800以上 3.5以上 1. 0以下

7  (本A 櫨よ) り
17 .8 191. 1  1. 533 33，600以上 (  175以上) 28，500以上 3. 5以上 1. 0以下

15. 2 138 .7  1，101 26，600以上 (  190以上) 22，600以上 3.5以上 1. 0以下

7  (本B 種よ) り
17 .8  191 .1  1，533 36，300以上 (  190以上) 30，800以上 3. 5以上 1. 0以下

17.8  208 .4  1，652  39，500以上 (  190以上) 33，600以上 3. 5以上 1. 0以下

19. 3 243 .7  1，931  46，000以上 (  190以上) 39，500以上 3. 5以上 1. 0以下

19 本より

20. 3 270. 9 2，149 50，500以上 (  185以上) 43，000以上 3. 5以上 1. 0以下

21. 8  312. 9 2 ，482 58，400以上 (  185以上) 50，500以上 3. 5以上 1. 0以下

コンパクト

12.7  112  890 21 ，3∞以上 (  190以上) 18，500以上 4.0以上 1. 0以下

ストラ ンド 15. 2 165  1，295 30，600以上 (  185以上) 26，500以上 4.0以上 1. 0以下

7 本より

18. 0 223 1，750  38，700以上 (  173以上) 33，700以上 4.0以上 1. 0以下

7本より 線 19本より線

試験時間 (hr )

図- 1 各種ス卜ランドの断面形状
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図- 3 蒸気養生条件下のレラクセーション曲線図- 2 各温度におけるレラクセーション曲線の比較

(2)  弾性限が高〈、荷重一伸 び曲線が安定して

いる。

(3)  直線性が良〈、配筋作業など取扱性が答易

である 。

(4) 靭性がよい。

(5)  耐応力腐食特性がすぐれている。

(6) 疲労強度が高い。

1. 1. 2  太径 P C鋼より線

太径 P C鋼より線には 7本より線、 19本より線が

あり、また特殊品として 7 本より P C鋼より線

をダイス引抜により有効断面積を大きくし、

引張強度を高くしたスタビライズドコンパクト

ストランドがあります。上 記 3 種類の太径 P C

鋼より線もすべてスタビラズド処理が施され、

スタビライズド品の特長を具備しています。太

径 P C鋼より線の機械的性質は褒ー 1 に示すと

おりであります。

1.2 用 途

スタピライズド P C鋼線、鋼より線は P C鋼 材

としての必要な特性をすべて備えており、建築 、

土木のすべての P C構造物に利用できます。と

くに蒸気獲生等高温にさらされる部材には有効

です。外国では高温にさらされる原子炉圧力容

器および原子炉格納容器にはほとんどスタピラ

イズド P C鋼線、鋼より線が使用されています。

太径 P C鋼より線もスタビライズ品の特性を備

えているので、直線性および取扱性にすぐれ、

商い耐応力腐食特性を有しているため、太径熱

処理鋼械にかわ って高速道路をはじめとして土

木、建築に広〈使用されています。

コンパクトストランド 7本より線

試験時間 ( h r )  

100 
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2. ア ン ボ ン ド 工 法 用 シ ー ス ト

P C ス ト ラ ン ド

シー スト P C ストラン ドの摩擦係数、耐食性お

よび耐火性は下記のとお りであ ります。

( 1) 摩 療 係 数

シースと P C 鋼材の問の摩擦による 引張力の減

従来の ポストテンション方式で施工上繁雑さの |少はシースの材質、自己筋状況により異な ります

あるグラウ トを省略し、積極的に コンク リー ト | が 笑験結果に よれば、直線自己筋に よる摩擦係

と鋼材のポン ドをな くした工法にアン ポン ド工 |数 λ はO. 0035/ m 、曲線配筋に よる摩擦係数 μ

法があ ります。シースト P C ストランドは この |は O. 2/ r ad程度です。

アン ポンド工法に使用されるシース付 P C鋼材 1( 2) 耐 食 性

で、 P C鋼より線に工場で防鈴グリースを塗布 | シースト P C ストランドはあらかじめ防錆グリ

し、シース被援 をしたものであります。

2. 1 特 長

シースト P C ス トラ ン ドを用いたア ンボンド 工

法は従来のグラウ トを行うポ ス トテ ンション方

式と比較 して、下記の利 点があ ります。

(1)  グラ ウト が不 要のため工期が短縮できる 。

(2)  P  C 鋼材は グリースで完全に 保護さ れてお

り、 鋼材の腐食に対する施工管型が不安である 。

(3)  シース径が小 さいため薄いスラブにも使用

でき 、配筋設計が容易である 。

(4)  ケーブルの途中 でも緊張でき、コンクリー

トの打 ち継ぎによる段階施工が可能である 。

(5)  P  C 鋼材の再緊張が可能である 。

(6)  シースト P C ストランドは工場生産のため

安定し た品質のものが得 られる 。

2. 2 シースト P C ストランドの仕様およ

び特性

ースにより完全に被被されており、鋼材の腐食

の心配は不要です。

(3) 耐 火 性

P C部材は P C鋼材が400- 450.C を越える温度

に加熱されると強度が急激に低下しますが、こ

れはアンポンド工法でも従来のポストテンショ

ン方式でも同じです。アンボンド工法による耐

火性については 外国での耐火テストおよび実際

の火災例でも ポ ンドがある場合より低下しない

ことが確認されてお ります。

2.3  アンボンド工法の用途

アンボンド工法はほとんどのプレストレストコ

ンクリートに利用できますが、プレキャストの

スラブや小梁が使用され、グラウト作業の繁維

なこ とが多し、建築ではとくに有利です。

道路 、念1111の土問、工場の床および空港の滑走

路など地盤が軟弱な場合や重量物が，1&る場合の

P C ;i ili 裳にも使用され、道路舗装では P C 版 l

シースト P C ストランドはどのような鋼材につ | 枚の長さは l OO- 15 0 mのものもあります。

いても製造でき 、またシース 材料 も紙 、プラス | その他 、基礎ぐいを用いない P C基礎や耐食性

チ ックなどがあ りますが 、一例 としてプラスチ | の商から水もれの心配のあるタンクや海洋柿iis

y ク被覆に よるシース トP C ス トランドの標準 | 物へも適用されてお ります。

仕様 を表 - 2 に示しま す。

表- 2 シースト P Cストランドの標準仕機

p  c 鋼 材 ンース外径 鋼材断市政 1位{立jf( .:，( 引ｾｉ＼荷重 ｅ 革 ｩ 此イ ｾ￮ ，T(  fill ぴ シース厚み グリース

G  L  I  = 600  付. 1f -1止

mm mm'  g / m kg  kg  %  mm g / m 

7 本より 12.7"' " 17.0  98 .71  844 18，700以上 15，900以上 3.5以上 1. 0  25 

7本より 15.2"'" 20.5  138.7  1，200 26，ω0以上 22，600以上 3.5以上 1. 0  40  

19本より 17.8"'" 22. 5 208. 4  1，745 39，500以上 33，600以上 3.5以上 1. 0  45 

グリース

ーι P C鋼より線
』圃圃園田 園 圃 幽・・・・・E圃

12. 7mm ( 7 本より 線)

E .... _............ .  _. 盟国圃圃

15 .2mm ( 7 本よ り線)

19本より

面凶=圃・・・・・・・・・・・・・E 置置置田園置圏直d・・・・・・・・・・・

17 .8mm ( 19本よ り線)

図 - 4 シースト P C ストランドの断面と外観
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2.4  アンボンド工法の使用例

アン ポ ンド工法による P C建築の床版と 梁に使用さ

れているシース卜 P C ストラ ン ド

アンポンド工法による P C道路に使用されている

シースト P Cストラ ン ド

アメリカにおいてア ンボン ド工法で建設 されたオフ

ィス ピル

神鋼銅線工業株式会社

本 社 干660

大阪営業所 干 541

東京営業所 干 103

尼崎市道: む町 7 丁目 2 番 地

T el  (06)  411 - 1051  

大阪市京区北浜 3 丁目 6 番 地

T el  ( 06)  201- 3961  

J.f IJ京有11' 1'央区日本総司王町 2 T

1"1  4  i時26号

T el  (03)  279 - 0461  



プレストレス卜コンクリート構造の実施設計例 1

日本中央競馬会京都競馬場新館スタンド

1. はしがき

日本中央競馬会京都競馬場の旧スタ ン ド ( 昭和13年竣工) が全 面的に

改築されることになり、全体計画では全長 477 mに及ぶスタ ンドが建設

されることにな った。

本建物は第 一 ｊｾｊ 工事として全長 ＱＱ Ｗ ｭ にわたるスタンドを新築された

ものである 。今 回、 二府式の スタンドのうち、上府のはね 出しスタ ン ド

について、構造技術、施工性、経済性の l前て沖民本的検討を加えた結栄、

分上記の要求を満足するとの確信を得たので P C構造の採用に踏み切

った。

2. 建物概要

工 。)';1， 称: 日本中央競馬会京都競馬場スタンドJ i "1築その他工事

工事場所: 京高日市伏見区白波場 J: ，，) 町32帯地

建物R l i主: 競馬場スタンド

主11物規校 : 地上 6 階往建築而. f J '! 10904. 79 m'  延床 l耐点 33242. 62m'

建 築 主 : 社団法人日本中央競馬会

設 計: 日本競馬施設株式会社

株式会社安井建築設討が務所

地 工 : ｾ船大林組、Ａ克 ＡＺｍ ｉＱ設附、戸田，建設Ｈ掬共同企業体

P C部分 オリエ ンタルコ ンク リー トK K

工 J m: 昭和45年12月~昭和46年12 J-I 

3. 設 計

(1 ) 構造種別

スタンドノド体のうち、 1 - Ｕ Ｑ［Ｇ 皆までは工 ｊｾｊ 、工Ｇｲ［貨の点を倹討の結栄、

従米i r f I り鉄筋コ ンクリート iit とし、大屋十'Nの構造についても本体と伊] 械

の里II 佐l で鉄骨プレートガーダーによる) ' i 符ばり形式を採 った。 6 1渚スタ

4φ  

写真一 1

ン ドの床はり伏図、および、架椛断面図は図ー 1 、およ び、 図 - 2 に示

す通りである。従来、他の競馬場スタンドでは、鉄骨トラスによる片持

( ! り形式が採用されているが、今回、鉄骨造片持ぱりと P C片持ばりの

こ工法について検討を加えた結果、両者ともいちがいに甲乙つけ難いが、

P C 片持ばりに工場製作による P C床版を架設する工法の場合には、鉄

骨・トラスばりに比べて、内端苦11のはりせいをかなり 小 さくでき、基礎、

および、全体架椛の設計に J必幸男の大きいスタンドの重量的加も建物全体

の豆訟に 比較して微少であり、工JVl の点でも若干長くなるが、全体工程

の中で調整可能との見通しも立ち、工事費の点では逆に、若干少なくで

きる見通しがついたので、 6 階スタンド、および、 6 階客t留、役票所の

仮r，¥1方向大梁を現場打ち P C iさとした 。 6 1; 皆スタンドの床精進はスタン

ドの自重を軽減するため、工場製作による P C 床版としこれを間隔 9m

の片持ばりの間に 342設する泣きスラブ形式を採用した 。

(2)  応力解析および部材設計

大屋恨の鉄骨主桁 ( はね出し長さ 27m) は片持ぱりであるが、自主が

続いため、作用外力は暴風時における 430 kg/ m'の吹上力が卓越する。

したがって暴風時の大屋恨の動的挙動を検討したが、その結来 、固有国

j切は T= 0  .  7  - 1. 0  S  E  C となり、危険風速は U= 148- 275m/  S  E  C で

共振は起こらないことが判 った。 また、鋼材の許容応力皮についても、

風速15m/  S  E  C 以上の強風の頻度を検討し、くり返し回数を想定する

ことによ って、日本建築学会 「鋼構造規準j の値より策干小さい値をと

り、昔日付の断面設計を行 った。

本体の機造は 6 階スタ ン ドを P C造とした以外は鉄筋コンクリート造

純ラーメン架締である。 d長聞方向架精については、競馬場の常として人

の流れが激しく、 j跳馬馬券の発売時間には観客の 60%以上が投票所前の

存滑に集中し、出走直前より以後、スタンドに観客が集中する 。 このた

め、政戦有i. i l l . については表ー 1 に示すように、不均等分布を恕定した 。

術豆計算および応力解析は表 ー 1 に示すように、各施工段階において行

写真 一 3
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プレストレストコンク・リー ト構造の実施設計例1 .
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京都競馬場新館 スタン ド

表 - 1 荷量条件

#f m 条 {午 大 医 似 スタンド ラー メン集精

1  ラー メン架情1;1:' 1) 、床自重
。

2.  P C片持ば 1) +昼桜 D. L  
。 。

3. スタ ンド自立i + ラーj ン架情 。 。
( D.  L +  L.  L )  

4. ラー メン架構 L . L  
。

5. スタ ンドL 目 L + ラー〆 ン架榊 。
① 

1/ 2 L . L  

6. スタンドL . L  
。

7 . 緊張力感入
。 。

8.  )也記l
。 。 。

0  満載 ① ・半 載

褒ー 2 応力の組み合わせ

応力の組み合わせ I J  応力 の組み合わせ

C A S E 1  1 1 + 2  C A S E  lV 12 + 3 + 5 + 7  

C A S E 2  1 1 + 2 + 7  1  C A S E  V  12 + 3 + 6 + 7  

C A S E 3  12 + 3 + 4 + 7  1  C A S E  vl 1  (上記の最大応力 ) 土 8

い、 表ー 2 に示す組み合わせ応力のうち、最も不利な値を設計用応力と

して各部材の設計を行 った。

なお、応力解析は当社で開発した、部材の幽げ、せん断、軸変形を考

慮した直接剛性法による 「任意型平面骨組解析用プログラムJ S  F  002 

を使用して行 った。

鉄筋コ ンクリー卜部材の設計に つ いては、呉形ラーメン のため、柱、

はりに、 A. 鉛直荷重時、 B. 緊張力導入時、 C . 地震時において相当

の剥l方向力を生じるので、柱、大ばりの断面設計は、紬力、 l曲げモーメ

ン トおよび、せん断力が作用する部材として行った 。

スタ ン ドP C床版の荷量はつぎの通りである 。

床版自重 W
d

= 433kg/ m'  

床 仕 上 Wj = O  

積載荷量 WL = 3∞kg/ m'  

百十 2 ω =733kg/ m'  

P C床版相互聞をアンカー鉄筋を溶接することにより一体化し、 1也渓

時スタ ン ドに作用する全水平力を床版を通 じてラーメ ン架構に伝達する

ようにした 。断面詳細は 図 - 4 に示す通りで、コ ンクリートの 4 週圧縮

強度は 400 kg/ ぽ て"ある 。

P C大ばりの応力は 図 - 3 に示す各段階ごとに計算し、断面計算を行

った。なお、施工順序を検討した結果、大屋線鉄骨の建方を P C 片持ばり

の施工より先行せねばならなくな ったので、 P C 片持ばりの内端部でコ

ンクリートを打ち継ぐことにな った。 この打継菌処理は刊 形の段型とし、

接稽知lは使用せず、打継部の一体性を高めるため、白地部は小たたきと

し、緊張力導入以前のひびわれ防止のため腹筋20 - D 16で補強した 。

6 階スタ ン ドの地震時水平力は、 P C床版を一体に接合することによ

りラーメ ン架構に直接伝達されるが、片持ばりの内端部では、はりせい

が大きいため、 P C大ばり下端部分は、若干床版より独立した状態で変

形することも考えられるので、この対策として、スタンドの先端と中間

に、つなぎばりを設けることによ りスタ ン ド面内に 水平ラーメ ン架椛し、

このラーメ ン架椛ても、スタ ン ドの全水平力に抵抗するものとして、 P

C 大ばりに補強を施した 。

(3)  施工)1頂序 および緊張方法

ラーメ ン架織の施工順序はつぎのとおりである 。

(1)  A - F 通り聞のラーメ ン架檎のコ ンクリートを 1 - 6 階まで打設し、

6 階スタ ン ドの P C大ばりは E 通りより 3 mのブラケ ッ トまて施工する 。

(2)  大屋線鉄骨ーの建方を行う 。

(3)  F - H通りの間の下部スタ ン ドコ ンクリート打設。

(4)  下部スタンドより支保工を組み、 6 階スタ ン ドの P C 片持ばりのコ

ンクリートを打設し、材令 4 - 5 日で緊張カを導入する 。

緊張力導入の方法としては、当初、 一期に全ケーブルの緊張を行うこ

とを考えたが、この場合、緊張力導入時におけるスタンドの作用荷重が

縫いため、 P C 片持ばり下縁に引張応力が生じるので、これを避けるた

プレストレストコンクリート 僧造の実施設計例1 .

め、緊張力導入を 2 段階に分けて行うことにした 。すなわち P C 片持ば

りコンクリート打設後、材令 4 - 5 日でC 端より 18ケーブルの緊娠を、

D 端より 6 ケー7 "ルの緊張力導入を行い ( 第一次緊張)、つぎに P C床版

を架設したのち、 D 通り端より残りのケープルを緊張 ( 第2 次緊張) す

る方式を採ることにした 。

(5)  2 次緊張後、 P C 床版の接合部溶接および目地コンクリート打設を

行い、全支保工のジャ y キダウンを行う 。

なお、緊張力導入時には、 5 階ラーメン架械に含まれる張問方向の間

仕切壁は緊張力導入を円滑な らしめるため、柱と大ばりから絶縁し、導

入後白地に グラウト施工を行 った。

P C大ばりの軸心は E 通り付近て魚、角度に曲がっている のでP C鋼材

としてストラ ン ドを使用し、定着部分のコーンが比較的小さ くてすみ、

定着部コンクリート の断面欠航が少なく、また、経済的であるとのこと

で定着装置は O B C コー ンを使用した 。すなわち、 9. 3 世ワイヤースト

ラン ドを 9 本たぱねて l ケープルとし、鋼製のくさび形コー ンで定着す

る方法をとり、片持ぱ 1) 先端苦11で埋殺し定着とした 。

なお、導入緊張力は、ケーフ'ル配置が大きな角度変化を持 っているの

で、摩擦による損失誌の推定は困難でーあると考え、後述のごとく各種の

供試体について「緊張力の摩擦如失 illl )定実験J を実施した結果、 人値は

ともか くμ = 0. 521 となり、 μ の平均値が予想外に大き く出たので、摩

擦係長 μ をμ = 0.521 として有効緊張力を算出し、施工時緊張力を 1 ケ

ー プルあたり 58 t とした 。

ス タン ドのP C床版は工場て銅製型わ くにて製作し 、 1 ユニ ッ トあた

り12. 4 <t ストラ ン ド8 本を使用し、プレテ ンション方式で緊張力を導入

した 。 なお、導入緊張力は 1 ストラ ン ドあたり 10 t とした。

コン クリートの圧縮強度はつ ぎの とおりである 。

R C部分 F 却 = 210 kg/ cm'  

P C 大ばり F
28

=  350kg/ ぽ

導入時 F p孟 300 kg/ ぽ

P C床版 F  28 =  400 kg/ ぽ

導入時 F p 孟 350 kg/ ぽ

4 . 実 験

(1)  緊張力の摩機損失測定実験

僚機係数 人、 および、 μ のf直を知るため材長 5.0 m の供試体を合計24

f本製作した 。各供試休はケープソレの切継角を 0 ・~ω・まで変化させた

物である 。測定の結来、 λ の他は 0. 005 よりも 小 さいが、 μ = 0. 521 と

学会標準値の μ = 0. 3 よりもかなり μ の値は大きか ったので、有効緊張

力を調整した 。

(2)  P C片持梁の変形量測定実験

P C 片持梁先端の鉛直方向変位量と縁歪 、柱の変形量を、各施工段階

にて測定した結果、ほぽ、所定の緊張力導入を行い得た と確 信 している 。

5. 結 び

設計上、とくに苦心した点は、 6 階 P C スタンドと大屋根鉄骨の施工

のうち、いずれを先行するかという 問題であ った。 P C スタンドを先に

焔工すると 、大屋根鉄骨の建方が困縦であることが判明じたので、大屋根

鉄骨の施工を先行することにし、鉄骨建方をスムーズに行うために、 P

C 片持ばり の施工を 2 段階に分け、まず、 P C 片持ばりを内端より 3 m

のプラヶ γ ト部分のみ施工し、鉄骨建方後に、 P C ばり の先端部を施工

することにした。 この P C ばり の打継ぎ部分については、と くに P C ば

りの傾斜を考@: に入れ、コ ン クリー卜打設用の仮設計画、および、緊張

力導入までの目地の補強と養生には苦心を払 ったところである 。

なお、終始、ご支援をいただいた日本中央競馬会、日本競馬施設株式

会社の各位、ならびに、京都大学六車教授、大阪大学鈴木助教授と、ご協

力いただいた共同企業体の各位に心からお礼申し上げます。

(文f( . 下 伊 豆隆 三 株式会社安井建築設計事務所構造部)
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プレストレストコンクリー卜栴造の実施設計例2.

千里阪急百貨庖のフレストレストコンクリー ト構造

Fc =350kg/ cm2 

導入時 F c =300kg/ cm2

H 皆はり以下Fc =  180kg/  cm2 

7 X 12.8O  P C ストランド

S  D  35 S  R  24 

品- 山・ァー人 守 21. 600. . ・ーし .1.:

図 - 1
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1. 建 物 概 要

この建物は千里ニュータウンの中心部に位位する千単センタ一地区に

計闘された行貨応である 。建物の性絡上大スパンの空間l を必要としたた

め、これに対する構造形式を種々検討した結果、一体式の場所打7 ・レス

トレストコンクリート構造となった 。柿造および地工の概要を、 P C 部

分を中心として報告する。

1， 税: 千里阪急百貨庖

場 所 吹田市新千里東町 1 丁目

設計地工 ( 楠竹中工務庖

延 而 .11'1 13，274. 98 m
2  

総 泣 一体式 P C f I I i . 造および R C椛造との併用

23 さ 地上 3 階建、地下 1Il符

( 将来 5 階建に 1ft築予定)

べた法礎

S  44. 2.  

a ) 構造計画

建物平而を 図ー 1 、断面を 図- 2 にぷす。構造的には 5 階建の設計で

あるがー ｊ ｬｉ ｬ 工 Ｇ ｊ ｾ としては Ｓ 階建であり、将米問機な ｦ ， ｙｴ ￬｟､形式てー Ｕ ＱＺ 皆往に

WI 築される予定とな っている。

住期lは地上部分の恨問方 /i'J 中央を 21. 6mの大スハンとし、この大ばり

をプレストレストコンクリートとしている 。 さらに左右に隣接するスパ

ン 7. 2 mの大ばり ( 2 - 3 通問、 6 - Ｗ ［ 泊 ｝ＺＱＱ Ｉ にも ｉｾＢ 央スパンのプレス

トレスの泌を導入している 。具体的には 図 - 3 に示すように隣接スパン

のはり断面内に P C 鋼材の半数をデッドアンカーし、反対1則の隣接はり

を通過して位の外1111J で緊張定新させる 。残りの半数はこれと対称に同じ

方法で配ill する 。 このような鋼線配置とした理由は、っき' の二つである 。

第 l は下数ずつ岡引きで; i i } ij 長されるため、プレストレス力がはりの材

紬 )j /i 'J C1) ｾ十位 ［ＱＱ てゆ均等に導入されるという点てＧある 。 すなわち殿様ｈｬ失

を巧1. $したイT効プレストレスカを 一定にすることができる 。

第 2 に '- 1-'央ス パンの大ばりのみをプレストレス トコ ンク リートとした

場合を J 号えると、中央スパンに隣接するはりは、長 JUl 荷重時には大スパ

ンのはりのJU響でかなり大きな応力が発生することと、 I也災時には張問

方向の主ｾな水平低抗部材であることなどのため、 Ｓ 通りおよび Ｖ 通り

にコンクリートの打継ぎを設けることは憐造上好ましくないと与えられ

る。 さらにこの位置で架摘の性質がプレストレストコンクリートと鉄筋

コンクリートに急変することにも問題があり、段階的に変化する方が好

ましし¥

これらの時由で 2 通りから 7 通り ]:ij をプレストレストコンクリートと

することがJi J ( : も適当と判断された 。

なお桁行万/ I t J および地下部分全体は iF過の R C 椛造とな っている。

b) 使用材料

コンクリート

4  - S  45. 2.  28 

J正 礎

地工JIIIIHI

2 . 構造設計概要
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c ) 工 法

本工事でbは S E E E工法を採用している 。

この工法は、 ｊｉｓ 規絡 ｓｗｐｒＷｂ の ｐ ｃ 鋼より線 Ｈ 引 ｾｬ ｾ 強度 Ｑ ＹＰｫｧ Ｏ ｭｭ

- 降伏強度 160kg/ mm) を用いており、定必端は、 写真一 1 に示すよう

にストランドの端部にマンション ( 圧必rn厚 l勾管 ) を庄治した S E E Eケ
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図 - 5 デ ッ ドアンカ一部分詳細図

ープルと、ナ ッ ト、アンカープレートにより憐成されている 。 このマン

ションにはネジ加工がしてあるため、 P C鋼彬の定 ;{i と同様にセンター

ホールジャ ッキによりプレストレスの導入を行い、ナ ントにより定治さ

せる。緊張端およびデ y ドアジカ一部分の iif 紺lを図ー 4 、図 - 5 に示す。

d ) 応 力計 算

施工順序を 図 - 6 のごとく設定し、これに基づいて各施工段階におけ

る応カを算出している 。 また高次の不静定架椛て“あるため、 P Cばりの

クリープ変形による応力も検討した 。設終設百十時の架鱗応力を 図ー 7 に

示す。

e ) 断 面設計

P Cばりの断面はスパン中央て'400mmX  1， 150mmとし、端部では幅を600

mmに広げている 。 P C鋼材は 7 X  12. 8φPC ストランド ( S E E E ケープ

j レ) を 8 本使用した 。 1 本あたりの導入力は 80. 36 t である 。

図 - 3 に示すごとく P Cばりに接続するはりへ、 P C鋼材を 4 -1>=デ y

ドアンカーし、残りの 4 本はそのまま延長して 2 通りまたは 7 通り位の

ふ恨IJ に緊張定着させている 。 この按続はりは、 R C 造として設計してい

るが、同時に P C部材としての検討もされている 。

写真一 1

柱の断間設計については、プレストレスが導入されていないため鉄筋

コンクリートの設計であるが、 P Cばりに比べて終局耐1; が劣るので断

面を持IJ 判官しして、少なくとも P Cばりの終局耐力を上まわるよう、すな

わち架椛の破峻が、柱先行塑とならないよう考慮した 。

f  ) 増築予定部分 の詳 細

前述のごとく建物は現在 3 階建て¥将来同様な構造方式であと 2 階 増

築が予定されている 。平面的には 6 - 8 通り問は第 1WJ 工事部分の塔屋

として 5 階建で建物外壁まですでに完成させておくので、この部分は下

1; 皆と同じ状態の鋼材配世では将来緊張作業ができない 。 そこで図 - 8 に

示すごとく鋼材 4 本はプレストレスを導入しておき、将来 6 通りから中

央部分へはカ ップラーにて接続する 。銭リグ) 4 本は、 P C鋼材配置孔を

設け、これをはり下に将き、図のごとくはり下で緊張作業ができるよう

計四されている 。

3 . 施工の概要

施工! 順序は図 - 6 に示すように 2 通りから 7 通り聞の位 ・はりを一体

に打ち込み、所要強度に達したのちプレストレスを導入、つづいて上1; 皆の

型枠建込みコンクリート打設と、 2 通りおよび 7 通りより外側の外壁部

分の総工を同時に行う 。 これを下階より l順次繰り返す方法である 。

コンクリートは早強セメントを使用し、材令 8 日で導入時所要強度が

出るよう調合を設定した 。

強度の1 j = 理1は作業所および生コンプラントでテストピースを採取し、

双方で所要の強度が出たことを確認したのち、プレストレスの導入を行

った。

緊張作業は 120 t センターホールジャ y キにより行い、導入力は鋼材

の延びと iill 庄討により似霊に管法された 。写真 一 2 は デ ッ ドアンカ一部

分、 写真 一 3 は緊娠端の状態を示す。

Ji H主に本I ，J1Cに l刻してご術導をたまわりました大阪大学鈴木計夫助教授と新柄泣技術

仰ならびにオリエ ンタルコン7 リート 仰の各位に厚 〈お礼申し上げます.

( 文i ' l 倉 石 秀 夫 竹中工務府大阪本町設計部MI] 部 長 )
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伊予鉄パスタ

場 所 松 山 市 湊町 5 丁目 1 番地

用 途 パ ス タ ー ミ ナ ル

規模 地下 1 階 、地上 2 階、 6911 .4m'

設計 総合 ・意匠 ( 株) 三座建築 'J¥. 務所

機逃 嵐路主主築事務所

精進指導 坂 ｉＧ ｦｾ 雄博士

施 工 大林組

P C部分、住友建設

パスの通行線、司令室からの見通 し等から、 中

間柱は設けずに、しかも 2 階、および昼附に 小

盟貨物自動車程度は載るという条{ 牛のもとに、

42mx 65mの空間に P C梁を架け j度して、大架

織 を可ならしめたものである。梁成をノj、さくす

るために 5 m間隔に P Cの大梁 ・小梁を並べた。

梁成は端昔11ての1，800mm、中央で2 噌 000- 2，200 mm 

でおさめた。

( 文武 ・木原仁男 悶〈 三座主II 築 '1' 務所設計部長 )

ミナル

， .. ω  

X， X， 

プレストレストコンクリート梅造の実施設計例3.

'"α>> 

X， X‘ X， 

図 - 1 2階床伏図

Y ， Y ， Y ， Y ， 

図 - 2

''''''' 
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特 leなき限 り次のとおり
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プレストレストコンクリート構造の実施設計例4

タイガー魔法瓶工業( 株) 工場棟

企画設計監理 ( 株 ) 海上静ー建築事務所

構 造 構造計画研究所

施 工 飛島建設株式会社

P C総 工 オリエンタルコ ンクリート 株式会社

工 期 昭和45年 12月 - 48年 7 月

所在地 大阪府門真市速見町 1033

規 模 階数 3 階 搭 屋 l 階

m'  

面 積 建築面積 ( A ) 5.199. 9 

延床面積 ( B )  15 .341. 9  

寸法 G L より軒高 まで 17. 000 

階高 5. 200 

最高昔日まで 18. 800  

スノマン 10 m X 20 m 

外周柱 5  m、6.6 m間隔

主な仕上 外 部 屋根シート防水利Iエコ ンクリート

壁 コンクリート打放シ、コンクリートペンキ仕上

建 具 アルミカーテンウオール

内 部 床 エポキシ系樹脂塗床

壁 コンクリートペンキ仕上

天 井 ゾノライト吹付

椛造 主体構造

基礎地業 コンクリートノ マイル世 500 o  400 

主なコンクリートの種類 Fc = 210kg/ cm'  F c =350kg/ cm'  

主な鋼材 S  D  - 24 S  D  - 35 

総鉄筋量 ( C ) 1181. ' 85 C / B = 0 .077t / m'  

m'  

総コンク リート最 ( D ) 8883: "0 D / B  = 0 .579 m' / 凶

P C ストラン ド φ 9. 3 136080
m 

工場棟の企画

生産機構としての工場建築は設備機械との|刻述上最も合程的、能率的

に計画されることは自明の ことであるが、技術革新のテンポに対応する

可能性がそのスペースに 同時に要求 される 。

設計の与条件としては生産設備による 、ロングオープニングのスペー

スが要求され、軽工業として振動 、遮音、耐用の而からプレストレスト

コンクリート構造を採用した 。

構造概要

本建物は地上 311皆、桁行80 m 梁間60m、基準|渚床商積4800m'の立体 工

場である 。 その構造は大梁に P C を使用した鉄筋コンクリート造である 。

架 椛とし ては柱を鉄筋 コンク リート造とし 、スパン長さ 20 mの梁にポス

トテンンヨン方式による P C コンク リー トを用いてある 。

P C を使用したことによる設計上の 問題点を考えてみると、 P Cの利

点である建築物 自体の荷量が小さいため R C構造に比較し軸力および地

誌カが小さく 、基礎や柱梁部材が節約できることである 。 また、大スパ

ンが可能なため空間利用 の大きなことなどもある 。

つぎに 問題点 として、

1  ) 立体的な椛造物をコ ンク リート打込みによ り形づくる過税で、商的

( あるいは線的な) 変形を加えることによ って 起こる絞雑な歪みをどう

処置するか。

2  ) 用途上また架椛上必然的に起こる動的荷動による建物の振動の問題

をどうするか 。

等である。

112 

紙面に限りがあるので具体的にはふれ符ないが、 1)の場合では版類の

コンクリート後打ちによる逃げその他、また 2 )の場合大梁と岡高の板状

の小梁配置を密にすることによる 小 スラプ化と、これによって長周期の

振動吸収を図るなどである 。

P C梁の設計について( スケルトン決定を主として)

梁伏の決定

建築物の柱i 1 J1J を決める場合に、鉄骨造や R C迭では二方向の等しい正

方形の柱割にすると有利である 。 しかし、一体式 P C造の場合、二方向

とも P C梁にすることに総点が多いので、普通一方向は R C i査とする 。

そのため柱出j はどうしても長方形となる 。

P C方向のスパンは理論上限度はなく 、池工仔IJ としては 50 m近くまで

ある 。 ポー リング場では 40mクラスのものが続々施工されたが、どうし

ても長スパンを必要とする場合以外は 、20 m前後のスパンが有利と恩 わ

れる 。 R C 方向のスパンは P C方向スパンの 2 / 3 - 1 / 5 程度であり、

この値は P C スパンが長いほど、また荷量が大きいほと. IJ、さくなる 。

この建物は 60mX 80m 3 層の計画なので、まず P S の導入方 向を 60 m

方向に決めた 。導入区間が長すぎると、導入力の J筆燃による減少が大き

くなる上、取h長縮みが大きくなるので、可能な限り短くしたい 。

o =  P l /  E A =  P  /  A  .  l /  E =60 X  1000/ 300 .000 = 0  .2cm 

スパンは 15m、20 m、30mが考えられたが、梁せいを 1 m前後に押さえ

たいので、 30 mは不可能であり 、15mではあまり柱が減らないので、結

局20mに決めた 。 R C方向のスパンは 10m経度を要求されたが 、荷重が

大きく梁せいに制限があるので、 P C梁の負担幅としては 6 - 7 mが適

当と思われた 。 そこでいろいろと検討した結果、幸い外周の柱はピ ッチ

が細かくても問題がなかったので、中位を l 本おきに抜くことにした 。

そして 中柱の間隔は R C梁の耐力から 10mとした 。

さらにスパン方向 外側 ラーメ ンはプラン上 R C ラーメンにできたが、隣

接ラーメンと変形を合わせるため、 P C ラーメンとした 。

部材断菌の決定

ｒｃ 造の計算は、必聖書な鉄筋誌を求める計ｾ ーであるが 、 ｐ ｃ 造の計 一 知Ｚ

は見当をつけて決めた断面の安全を維かめる計ｾＺである 。 こ のため適正

な断面l を仮定することが重要な作業となる 。

梁せいは 1 / 18- 1  / 20が標準となる 。梁中高は鋼材の髄類と、一段に並

べる本数により決める 。 スラブの有効幅は、中央は問IJ 比算定用を、端部

は梁せい+ 梁幅程度を取る 。

鋼材の決定

一体式 P Cili には鉛直、水平の各応力のほかにプレ導入による 二次応

力が起こる 。 このため梁の中央がMo の85 % - 90 % を負狙する ことにな

る。 ( 位の断面はほとんど水平力で決まることに注意)

鋼材の決定は下式による 。

2: P  ( e + K  1)  > 0 . 9 Mo  

2: P > 0. 9Mo/ ( e + K ，) 

中央樹i市iの設計 H寺有効緊張力は細かい百十3平が必要てーあるが、おおむね

初緊帰力の70% ほどであり 、o B  C JIG.55工法では約40 トンとなる 。 この

他 で2: P を| 徐して鋼材本数を求める 。以後、 図 - 7に示す順序で計算を

行うわけであるが、計算途 中の各段階でより制度の高い概算を行い 、ス

ケルトンの断簡をチェ ックしつつ先へ進む必婆がある 。

決定された断聞は 図 6 のごときものである 。

作業の流れを械略的に図 ー 7 のフローチャートで示した 。

( 文官1 . 清野 勝 K K 海上的ー建築事務所)



タイガー魔法瓶工業側工場棟

S  L  0  P  

.  

タイガー魔法瓶工業( 株) 工場棟

• .  

• .  

.. .  ... ... 

日向 ＮＮ ＮＮ ｟Ｎ ・・ｾ Ｎ｟Ｎ Ｎ 一Ｍ

• 

組立工場

• 

2 階平面図

.  

• 

.  • 

.  .  

ｅｅ 込 ｛ごー ＭＭＭ ｾ ｾｾ Ｅ ，1  ￟ ｾｉ＠

fぷ 1主 1 ・同 ・ 1M 岡 田 勺

J  
組立工喝

.  .  .  .  .  .  .  ｾ＠

b  

ｭ 二 ｾＮｾ Ｎ ｾコ ､ 汀・・・に亡土］ｉｄ

1 階平面図

| 20，000 1  20，000 1  20，000 1  

o  C  s  A  

図 - 1

奇数ラーメン

2 1∞ | 1  1  I  

gl..... I I  I  I  

由 | I I  I  

ぜ 偶数ラ ー メン

同 1 I I  I  

'" 1 I  1  1  

図 - 2

450 

プレストレストコンクリート構造の実施設計例4.

.. 
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あき 30mmかっ

骨材最大寸の 1.25倍

100mm b・80mm

シースj 切 とした場合の慣用値

図 - 3 シースのかぶりとあき

A  s  

(1.. 用値)

A  :  115 m m以上 150 

s  :  160 以上 170 

図 - 4 定着具の配置 ( 0 B  C .t.6. 55)  
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( 節点 ・納長) 二次応力モーメント

応力の合成

縁応力

破犠抵抗モーメント

( 長期曲げ破壊先行) せん断の検討

終局強度の検討
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プレストレストコンクリート構造の実施設計例5

脱水機棟)福岡県御笠川終末処理場築造工事( ブロアー棟

2. 平 面 計 画

ブロア一線を 図ー 1 と写真一 1 に示す。脱水機線写真 一 2 の 1 階平面

図は 図ー 2 で、精進的にはプロアー僚と全〈同じ P C 造 ( 1昔日R C造 ) で

ある 。 2 練とも機器の据付時における搬入、修理時の移動等のため天井

走行クレーンが必要で、プロア一棟は 3 0 m、脱水機煉は 2 2 mのスパンと

なった 。建物中央に柱を建てクレーンスパンを泌にする築も検討された

が、経済性、運転機能性およひ'有効床面積の比較から、長スパンが採用

された。

3. 構 造 計 画

これらの建物の特徴は前述のように長ス パン であることと、機器の答

福岡県土木部都市計画誕

側日本水道コンサルタント大阪支所

三井建設附( プロア一様)

西 松 建 設 側 ( 脱水機械)

ここに紹介する建物は下水終末処理場の 7' ロア一線と脱水機械である。

2 棟ともそれぞれの機器のために電気室を 、またそれ らを操作、コント

ロールする中央管理室、操作室を含んでおり、その他 共通なものとして、

作業員控室、薬品処理室、倉庫等からなる 。

要

設計

1. 概

施工

--

B 階平面図

42，000 
6は

脱水機棟
写真一 2

RC 十 PC
内 寸 十 日C

0

0

0

‘

口
一
守

脱水機室

1薬 注

ーいっす三トL

ブロワ一室

| 30，000 j  

は42，000 

図断 面

脱水機棟

l'皆平面図

図 - 2

l'皆平面図

ブロア一様図 - 1
2 階平面図

( 使用工法プ レ ス ト レ ス ト ・ コ ン ク リ ー ト 王 事
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福岡県御笠川終末処理:場

械が大きいために階高が記} いことの 2 点であろう 。 そこで構造形式とし

ては、 ( i ) R C 造 (ii ) S 造( i ii) S R  C 造 (iv)P C 造 の う ち 、 ( i )は長スパ

ンであること、 (ii )は腐蝕と耐火性から( 下水処理場の主主造物としては腐

蝕に対する A 考慮を忘れてはならない。) 、(i ii ) は工J t l Iと経済性から、それぞれ

不適と判断し、 P C構造 ( プ レキャスト工法 ) を保則した 。

その理 由 としてさらに述べると、

( イ) スノマンカず3 0 mと2 2 mの長スノ守ンて' ある。

(ロ)工Jtil が短縮で守る。

十すド皆同が高< ( 1次抜音1¥の向きが12mと14 mである。) 支保工の存立主J t l I附と

その地工性、経済性から 。

同 2 れI i が同時発注で数i止がj にまとま っている( 恒枠貨が一宮1¥改造て十五用し

2 棟に使 ったので、経済的にな った) 。

同現地は重機の移動、迅fo f ，ょに間組な〈広い敷地である 。

4.  P  C 工 事

(引ラーメン構成について

柱は Ｑ 本物とし、 ｒｆ の桁ばりは ｾ］ ＱＲｭ ( 2 スパン分) ものを段上

にのせる Ｈ 写 真 一 Ｓ 参照 Ｉ。 同写兵には Ｒｆ の中間ばりＨｾ］ 6  m ) がすで

写真 - 3

フレシヰ ー( 6
C

I2- 7 O)  

勺 邑L

図 - 3

札 幌 支 腐 札幌市中央区北 5 粂 酉 5 丁目 2 番地( 住友生命ピル)

名古屋支唐 名古屋市中区丸の内 3 丁目 20香 2201号( 平和生命丸の内ピル)

大 阪 支 底 大阪市北区万才町43番地( 浪速ビル)

律問営業所 福岡市1噂多区博多駅前 1丁目 3 番地( 八量州1噂多駅前ビル)

仙台・鯵岡・広島 工場・… 美唄・幌別・鈴川・京書官

プレストレストコンクリート精進の実施設計例5.

にセ ッ トされている 。 これらのラーメンを 構 成したうえで、 ｾ = 3 0 mと

22ふの屋根版( チャンネルスラプ盟、 写真 一4参 !! ! ¥l をピン接合で取 り付

ける 。 したがって往はこの方向に片持柱となる 。 さらに外壁 P C版、お

よび: 答版を取り 付け建物躯体 を完成する 。

(同各部材のコネクション

+よ、は りともプレストレスト 、ジョイントを 似u有した。苦日キオ聞の コン

クリート目 地昔日には建方 l時用の鋼板およびアングルを用い建方を i並行し、

追いかけて目地コンクリート打、プレストレス持入( 図- 3参照) 、グラ

ウト注入した 。主主版取付は溶接にて行 った。壁につ い ては安全性を霊視

して耐力壁とはしなか った。

5. あ と が き

工事を振り返 って、当初懸念していたコスト高の問 題はそれほどでも

なく、今後のいろいろな検討により本工法のメ リッ トがill 求されるだろ

う。 ただ残念なことは P Cの特性を壁版にも応用してこれを耐力壁とし

なカ‘ ったことて' ある 。

最後に施主である福岡県当局の関係者各位と工事施工業者のご協力に

感謝申し 上 げる 。

(文i 'i' . 盛久太吉 元 日本水道コンサルタント地設部長. 現 : S. E. E .ill 築<)0 ; 務所所長 )

プロ アー煉

TEL( OI I  ) ( 241 )5121 

TEL( 052) ( 961 ) 8780 

TEL( 06) ( 361 ) 0995- 6  

TEL( 092) ( 441 )9131 - 3  

写真一 4

〕一
図 - 4 < < 造概要

1 1 5  



プレストレス トコン クリ ート構造の実施設計例6.

大阪市立矢田東小学校・体育館

建物概要 H 皆 ピロテイ 2 階 体 育 館 ・附病室

3 階 観 覧 席

建 物 規 絞 軒 高 G  L + 17 .6 0 m 

建築関級 1. 080.  63m
2  

延 面 積 2，879. 98m
2  

最大スパン 31. OOm 

構造形式 必礎 R C独立基礎〈ぃ地業

躯 体 1 階 往 2 階梁床版一体式 P C総 造

2 階柱壁以上 R C  構造

屋 根 鉄 骨 ト ラ ス 交 叉 梁

構 造 設 計

本建物は体育館を 2 階にとり 、 1 1塘をピロティとして低学年生の遊び

場ともなり、学習の場ともなるように計画された 。 したがって 1 階には

内柱を設けない方が好ましい。 2 階体育館はパスケ ントコート 1 面、そ

の外に更衣室、シャワ一室等の附属務室がある 。観覧席は 3 階に設けた 。

l 階階高は梁下端で6.00m、 2 階はトラス下端にて 8. 30 mである 。 1 階

ピロティ部分は長大スパン ( 31. 00mX 31. 0 0 m) となるから、 1 階柱 2

階梁を 一体式プ レストレスト コンクリート憐造とした。 この場合主架椛

を一方向に架けるか、交叉状に架けるかの選択が残るが、平面の形状か

ら結局後者をとり 、井形に架概することにした 。 したがって結来的に X

万向と Y }J 向の剛性が均等になった。 1 階にはピロテ ィを 囲んで階段室、

クラブ宅等の小 5副作が設けられているが これら言者 宅の コンクリート ｉｬｾ

は主柱から切り縦してある 。

2 1; 皆の体育館は 主主号機に図まれた 31. 00mX 31. 0 0 mの正方形の 内部に

あり、附属の務室は主架椛よりはね出した部分に設けた 。 2 階柱壁以上

のコンク リートは 2 階梁に引張力を将入したあとで打設した 。

屋根は建物の軽量化を図 1) 、鉄骨トラス交叉梁とした 。

構造設計一般事項

荷 量 級 I1車初1m 床 ・小 梁 用 住 ・梁 用 地 良 用

H皆体育 館 360  330 210 

31;皆鋭覧席 300 180 80 

災度ー K = 0. 2 ただし 2 階柱以上 0.3  

コンクリート設計基準強度

基礎 ・基礎梁 F c =210kg/ cm'  

1 階柱 2 階梁床版 F c =350 11 

2 1場柱以上 F c =240 11 

プレストレス トコ ンクリートに関する卒項

コンク リート F 28= 350kg/  cm'  

'1 1張 初媛カ導入時 F pre =300 11 

5ijl 性 係 数 2.82X 10'  

鋼 材 (  1 ケ ー プ ル = 8  X 12.4世ストランド)

引張強度 131. t  

降伏点強 ｊｾ 112.  t  

施工時最大引張力 91. 8t 

初引張力 90. 0t  

シース 内径 60. 凹

( 文 民 ・福 田朝 生 ・ 辻 俊 雄 l l X . 双皐社竹腰挫築事務所)
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都市設計資料- 2 -

〈橋) =その 1=

神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

出 典

B . Wr世 界 的橋 』 来 島 武 成 瀬 泰 雄 編 森 北 出 版

R  .  C  rRi vers In T he  Ci tYJ  Roy Mann著

A . G  ア サ ヒ グ ラ フ 、 昭 和50年 1 月31日号

市 民 グ ラ フ 、、こ う べ. N033 

備 は 土 木榊 巡 物 の 中 で 〈 英 〉 を Q g放 し て き た 唯一 の 分 野 で あ る 。 中 世イ

タ リ ア に お い て は 、 コ ン べ に よ っ て 橋 の 設3十が な さ れ て い た こ と が そ れ

を も の が た っ て い る 。 向 う 伴 へ械 を か け わ た す こ と は 、 そ こ に 住 む 人 4

に と っ て 共 通 の 原 買 い で あ っ た ろ う し 、 そ こ で 〈 り ひ ろ げ ら れ る 生 活 の 帯 責

み 111ね が 械 の 美 と と も に 、 怖 を ま ち の シ ン ボ ル に ま で 高 め た。

と く に 最 近 は 、 脱 〈 作 る こ と がu¥ ーの 目 的 に な り 、 鋭物 詩/1材 の 安 易 な 利

用 に よ っ て つ く ら れ 、 あ ま り事時的主主がよ考慮ーされてないよ う に 思 え る 。

近 代 以 降 、 鋳 鉄 、 鋼 鉄 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト な ど 新 し い 技 術 が 開 拓 さ れ る

に つ れ て 、 橋 に お い て も 新 し い 形 が 考 え だ さ れ 、 新 し い 美 が ( そ こ で は

装 飾 の 災 に か わ っ て 榊 造 的 災 が) 追求され: J : l し. 多くのすぐれた備がつ

くら h. た。

現 在 つ く ら れ て ゆく 備 で 美 し い 備 は 少 い し 、 多 〈 の 備 は 架 捕 方 式 と は 無

関 係 に 欄 干 が デ ザ イ ン さ れ て い る . ま た 、 ほ と ん ど の 橋 は 軽 快 さ を 表 現

しようとしているように，目、えるカe、 11.1 ' に は 、 ひ よ わ き の あ ら わ 11. て い る

橋 も あ り 、 貫 工 厚 な ( 録 音 し き で は な く ) 橋 町 デ ザ イ ン が あ っ て も よ い の

て' はなし、だろうか.

橋 の 設 計 に お い て は 精 造 計 界 も 盟 主 宰 で あ る が 、 使 う 人 ・ 見 る 人 に 対 す る

快 適 性 と し て の 主 主 を 充 分 考 慮 し て 、 街 の y ン ポ J レ ( 名 物) となる械を: ! l t

Z十 してほしし、と曜H う。装 飾 は 備 を ヒ ュ ー 7 ン ス ケ ー ノ レ に と ど め て い た め に 対 し 、 構 造 的 英 の 追

求 { 立 、 橋 の 巨 大 化 に つ れ て 、 街の ス ケ - J レとの需 離 を も た らし、 佳子の 秩

序 を 破 域 す る よ う に な っ た。

今回、ス ペー ス的問i イトて.. (tlt ーその 1 - . 脱 出 HI，舟 ( 2 - 1  ). 行 俄 ( 2 - 2 ) ) を似介し‘

次号で〈怖ー その 2 - .英 L ' 、1，晴 ( 2 - 3 ). はね儲 ( 2 - 4 ) 、その他 ( 2 - 5 ) を鮒介する .

2  - 1 屋 根 付 橋 ( 他 機 能 付 橋 )

都 市 内 に お け る 橋 の あ り 方の ー っ と し て 、 橋 を 単 に 通 行 す る も の と し て

で は な く 、 屋 根 を つ け た 町 、 両 側 に l苫 舗 を 構 え た η す る こ と に よ っ て 、

そ こ で た た ず ん だ り 活 動 し た η す る 喝 と し て 活 用 す る 法 も 考 え ら れ る 。

一.__ -・p

:.?ぞ主主ニー

オ ・ガ ソディ の般 1十によるアノレノ河にかかるアーチ備。

後 に ピ ッ テ ィ と ウ フ ィ ツ ィ を 結 ぶj廊 下 が こ の 僑 向 上 部 を

泊るようになり、賞 金属 l古が並ぶよ うになる。 (B' W. P.15より )

@ 誼 遊 橋 ( 中 国 ) 占 代 中 国 内 情。 i立 ゆ く 人 が そ こ で 休 息

したリ 、 雨 や ど り す る こ と が 出 き る ば か り で な く 、 備 も

美 し い. ( B . W、P. ll よリ )

@ リ ア ル ト 橋 ( イ タ リ ア ) ベ ニ ス の 古 い街 リ ア ル ト に か

かる tl 言。 レオナル・ド ・ダ ピ ン チ のスケッチをもとに、

アントニオ・ダ Ｎ ｾンテカ常生計し、 Ｑ ＵＹＲ 年に完成した 。

橋 の 両1II IJ の 商l市. 中央 、 両 端 3 本 町 通 路 で 構 成 さ れ て い

る。( R . C 、P. 45 よリ )

@ な げ き 橋 ( イ タ リ ア ・ベ ニ ス ) 巡 河 を は さ ん で 王 山 と

と刑務日汁を車主ぷf晶である 。 羽目勿町一倍日とな っ てし、る 。

( B .W、 P. 19 より )

。 ピ ッ セ ル橋 ( ア メ リ カ 、 シヤ ー ル モ ン ト ) 支/ i I /28m.

ー佼 流 失 、新 備 は 部 分 的 に 鋼 材 で 補 強 さ れ て い る 。

( B ' W、P. 35 より )

。ガ ラス の 橋Ｈ イ ギ リス 、 ロ ンドンＩ 英国的挫築家が ｾｉ

画したｾｻ の 隔である 。 テームズ河にかけようとするもの

で 、 6 1/1斜l の i且路 、 ス ケ ー ト リ ン ク 、 屋外 劇 場 、 ホ テ ル

事 務 所 区 域 な どを含んでいる。 ( B . W、P.I71 よリ )



2 - 2  石 橋

石 と い う 素材 に制 約 さ れ て 小 規 模 な も の を 除 い て 、 石 橋 は ア ー チ布陣造で

作 られ て い る 。 石 の も つ 重量 感 が 、 ア ー チ に よ 円 柔 ら げ ら れ 、安定感、

安 心f惑 を も た ら す 。 ヨー ロ ンパ で は 地 震の 少 な い せ い か 、 背 の 高 い も の

が あ る 。

. . . . ガールの水道 橋 ( フランス 、 ニイム) 紀 元 前19年にアウグスタス大帝の孫、

アグリ ッパにより 起 工 さ れ た と 伝 え ら れ る 。 ロ ー マ 人 的 遠 大 な 建 設 力 に 心 う た

れ る と と も に 、 壮 大 な 造形 美である 。( B . W、P. 7 より )

A 餓 早 眼鏡 橋 ( 長 崎 県 、 諌早 市 ) 1639年 に 長 崎 に 来 た 中 図 的 仰 、 如 定 は 、 わ が

国 に こ の よ う な 石橋 の工 法 を も た ら し た。 そ の 後 、 九州 地方 に し ば し ば 石 造 ア

ー チ 橋 が架 け られ る よ う に な っ た 。 市 の 公閣 内 に移 されている 。( B . W、よ り)

日一. . . _ _ . -;__. ｟ Ｎ，｟ ＭＺ［Ｇ｟ ＭｾＧ＾ｊ Ｎ｟ Ｇ Ｎ＠

A 石 造 ア ー チ鉄 道 橋 ( スイ ス ・グリ ソ ン 山 地) 19世 紀 の 末 に は ス イ ス の

グ リ ソ ン 山 地 に 石 造 の 鉄 道 怖 が い く つか 架 け ら れ た。 谷 の上 64mの間さ

に 架 け ら れ て お り 、 工 法 、 造 形 と も 第 1 級 の 傑作 である 。( B . W、P. 41 )  

A 長 崎 眼 鏡 橋 ( 畏 崎市 魚 町 ) 1634年 架 設 さ れ た わ が 国 最初 め 唐 風 石橋 。 日本三

橋 の一 つ。 水 面 に 映 っ た 2 つ の アー チ ー・その格好 が眼鏡 に 似 て い る と こ ろ か

ら眼 鏡 橋 と呼 ばれ、この舗の石 造 ア ー チ繍 を 総 称 す る 代 名 伺 と なった。( A . G、P .3)

山、 Ｎ可ｾ Ｎ

A 中島 川 の 眼鏡 橋 群 ( 長 崎市 ) 木 町 流 れ や 周 囲 の 景色 と 税 和

した 14橋 の ア ー チ が 、 訪 れ る 人 に さ わ や か な 郷 愁 を 抱 か せ る。

九州 Ｎ ￬ｾ に咲いた晴眼鏡 橋 文化圏 仰 の代表的作品群 。

企 南 禅 寺の 疎 水 r レン ガ ア ーチ J ( 京都市 )

建 築 的 に 処 理 し た レ ン ガ進退l統 ア ー チが、

南 槻 寺 境 内 の 雰 閤 気 に 溶 け こ んでいる。

ｾ Ｔ ｦＮ Ｎ Ｎ＠ _ 〆

A 布 引 の石 橋 「 布 引 観 湯 橋 J ( 神 戸 市) 沌 を見 るために、

山 内 中 に つくら れ た 石 橋。( こうべN033より )

( A . G、P. 5 )  
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1.  R  C 構造物の本質

R C附造物は周知のごとくコンクリートおよ

び鉄筋から織成されている 。話を 簡単にするた

め一軸状態に限定すれば、コンクリートおよび

欽筋業料( 座屈しないものとして) の応力- . a

|品l係は概略図 ー 1のごとくなる 。 ごく 一般的な

R C構造音11材として、鉄筋の断面干1'1はコ ンクリ

ートの断rluf l ' tの約 1 %前後であることから、 図

1 のコンクリートの応力軌を約 100 倍すると

ほぼ力学的に等価なコンクリートと欽筋ぷ村の

荷 if! 一変形関係を与えることになり、概略 図 -

2 のごとく示されよう。したがって、図ー 2 よ

り明らかなごとく、 R C構造物の品j J ; . l ) あるいは

降伏という現象に対しては、コンクリートの! 王

納骨l 力あるいは鉄筋の 1) I  ｾｬｾ 変形能がぶ同じが ｊ ＾､Ｚ・攻 Ｇ

凶となることカ£わかる 。

以上は飾的な一方向，j i ! H';i に対する R C j-，'Ii泣物

の応答 ｴｴｾｫ であるが 、本題 の而 ｦμ 安全性を， ｪｩ 命じ

るには I也長時入力のごとく繰返し，1車初を受ける

場令に ついても与える必婆がある。概! 杉ではあ

るが、繰返し塑性変形振幅下でのコンクリート

σ  

ＨｾＯ｣ｭＧＩ＠
鉄筋

図- 2 鉄筋比 I % R C部材断面の コンクリート

および鉄筋の荷量・変形関係比較図

および鉄筋 ｾｈ の応 ＱＩ - . a 関係は 図 - 3  (aXb)の

ごとくポされる 。制iのスケールは図ー 2 に準じ

てある 。 版歴ルー プの定Ｇ ［［ｾＮ性、ルー プ ｬ 画制 によ

るエネルギー l吸収特性が耐災安全性の評価に際

し一つの重要な必司11.i 止となるということは第者

らのかねてからの主必であるが、この観点から

比れば図 - 3 より鉄筋は ( 座 I: IIしない| 以リ) 降

伏後もきわめて望ましい性状を 71，すことがわか

る。

要するに、医1- 2、3 のごとく lihj 極端の特性を

ポす典雄業材、コンクリートと鋼とから組み立

てられたものが R C構造物であり、ここに R C

構造物の本 1'i がある 。

2.  R  C 構造物の耐震安全性

素材の特性を j比大l岐に生かすとし、う工学上の

Ｎ｜ｊ 図に従うならば、 ｒｃ 椛造物の而Ｎｦ￭ＮＧｾ安全性を

コンクリート Ji f，j の圧制i; 由f ブJ かあるいは鉄筋の

版歴ルー プi Iu似て九汗lilli することが'ki も適切であ

ることを図ー 2，3 はポしている 。 J失言すれば、

定! 定される故大のI也μ l 時入力以上にコンクリー

ト素材の耐力があるか 、あるいは 、I也i長時入力

エネルギーに対し充分釣り合えるだけの鉄筋素

材の胤歴吸収エネルギーがあれば、その R C榊

造物の耐i M 安全性は舵保されているといえるわ

けである 。 前者を附構造、後者を柔摘迭と筆者

らは 11乎んでいる 。

3.  R  C 構造物の耐震計画

一応機造物の基礎は J也豊富に回定されているも

のとし、 I也災時入力は trt 性ブJ として水平方向に

のみ作用するものとしよう 。ここで R C構造物

として故も簡略化された 図 - 4 のごとき単位当日

椛を忽定すると、 ｲｾｊｉｊｦ ， ｹｭ と采精進は同図 Ｈ ｡ ｘ ｢ Ｉ の

U  

( 圧縮)

ε (  %0 )  ε  

(.) コンクリート

(b)鉄 筋

図 - 3 繰返 し塑性変形を受ける素材の

応力歪関係

圧縮力を受ける

=e 号刊ト =0 ト柱

図 - 4 単 位 R C架 構

(. )壁架構

ごとくフレームイ寸壁および純ラーメンとして示

される 。水平力 Q を受けた架織が水平変位S を

生じた場合を巧えると、変形状態は 図 - 5  (aXb)  

のごとく、 ｑＭｯｾｾ 歴ループは 図Ｍ 6  (aXb)のごと

くなる。結論的にいえば、 各架椛の Q - 0.履歴特

性とくに版歴耐柏については、壁架椛ではコン

クリート素材の 、純ラーメン架桃て' は鉄筋紫材

の凶鹿特性および面干!I {が( おのおの図- 3  (aXb)  

に力 ｴ さｴｌているカずＩ支自己自 Ｇｾ， こ目見れることに なる 。

これは、図 - 5 より明らかなごとく、壁書院摘で

は ( 但し悶図フレーム昔日が充分な由I力を有する

として) 対角線方向のコンクリートが庄紛およ

び引 1Uの交番戦術を受け、純ラーメン梨構では

( ここでは位降伏型としさらに柱紬圧は中心圧

紛耐1) の1 / 6前後であるとして ) 柱頭柱脚部に

鉄筋降伏による rlBげ降伏ヒンジが発生し、鉄筋

が交』号明性変 ｉｦｾ を受けることによるものである。

上述の段先日椛と純ラーメン架.hYi とは、 R C柿

造物として lir. j極端の特性を力士すものであるが、

R C  地造物の面刊誌十画とは、婆するに、それらを

いかに配位するか、構成するか、したがって R C

桃泣物の耐辺上の特性をいかに選ぷかという こ

とに ht きるてe あろう 。

出。 ｊ ￭ＱｾＨ， 十幽法を Ｎ ［命じる以上は定 ｩ ヰ的な巧ー祭も必

要であるが 、紙耐の有11令もあり 、ここ では割愛せ

ざるを 仰なか った。 ただ、本稿が、現行の主主築基

ｩ ｖ ｬ 法 ・ 地行令における入力 ｾｉ 立の幽一的設定法

および，ii 作応力! 主主主計法、それに準拠した R C

， ｪｬＭｾｽＺＩＺ ｊＡＮ＠ il九における耐力設計法が 、R C f，Yi 造物の

本吹から凡て| 浪られた一面からのみのアプロー

チによる手法であることを、読者諸1 f t がp : } 認議

されることへの一助ともなればと願う次第であ

る。

( や またみのる神ド大学教ti 工博かわむら U ろし神P .k学助手)

s  

Q  !  一方向敵荷

s  

(b)純ラ ーメン架情

図 - 6 単 位 R C架構の Q ' 8 関係

曲げ降伏ヒンジ

図- 5 単位 R C 架摘の変形状態

(b)純ラ ー〆 ン架僧
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床暖房の配管と施工

三 木 晃 児

1. 床暖房の種類

床 H友房は 1J日熱 媒体 によ っ て 、 つ ぎ の 種 類 が

考 え ら れ る 。

(1)  溢 風 方 式 ... 床 面 内 の 空 間 ま た は 床 下

の コ ン ク リー ト ダ ク ト に 温 風 を 流 す 方 法 て"

あ り、 オ ン ド ル 等 が こ れ に 入 る が 、 わ が 国

で は ほ と ん ど 使 用 さ れ て い な い 。

(2)  温 水 方 式 ・ーー・ 床 に 配 管 を 埋 設 し 、 こ れ

に 混 水 を 流 す こ と に よ り 床 面 を 加 熱 す る も

ので、 最 も 一 般 的 で あ る 。

(3)  屯 熱 方 式 ・・床に電熱線を狸設い暖房ー

す る も の で 、 工 事 は 簡 単 で あ る が 現状 では

イニシャノレコスト ・ラ ン ニ ン ク コ ス ト と も

に 高 い た め 、 特 殊 事 情 の あ る 場 合 に 使 用 さ

れている 。

な お 以 下 は 、最 も 一 般 的 で あ る 潟 水 方 式 に

つ い て 述 べ る 。

2 . 配管材料

床 暖 房ーの加 熱 面 に 埋 設 さ れ る パ イ プ として

は 、 鋼 管 ( 白 カ ス 管 ) 、鋼管または耐熱樹}j旨

管 ( 境 ビ 管 ) である 。塩 ビ 管 は 耐 蝕 性 、 施

工 性 、 価 格 の 点 で も 後 れ た も の で あ る が 、

強 度 上 問 題 が あ り、 破 損 時 の 補 修 が 閤 総 て'

あ る 床 暖 房 用 配 管材 料 と し て 適 当 な 物 と は

い え な い 。 鋼 管 は 強 度 上 の 問 題はないが、

耐 蝕性 の 点 で問 題 が あ り、 ど う し て も 継 手

を 多 用 す る た め 、 施 工 性 、 信 頼 性 がつ ぎ の

(a)鉄 筋 1 階

パベブ、

ピニJ レタイル¥ご'- lO1 

シンダー コンクリ ート 150耐 ¥ 百 " .. ｾ Ｎ 、 もＮ・ＮＢ ・Ｚ .kj  

Ｑ 保 温 材 ＲＵ Ｍ ＳＰ ｭｭ 一 挙 川ＺＧＲｓＲ ［［Ｇ Ｍ ｍ ｾ ｙＺＺｗ弓 |  

__..... ぷ砂/ Aグ |  

コンクリ ー トスラフ-

(b)鉄 筋 2 '皆

銅 管 に 比 べ 孫 ち る こ と に な る 。 銅 管 は 施 工

が 容 易 で あ り、 耐蝕 性にすぐれてし 、るため、

最 も 一 般 的 に 使 わ れ て い る が 、 原 料 が す べ

て 輸 入 品 で あ る た め 、 価 格 変 動 が は げ し く

イ ニ シ ャ ル コ ス ト は 鋼 管 よ り 高 く つ く と 考

え ら れ て い る 。 し か し 銅 の加 工性が良い、

軽 量 で あ る 等 の 利 点によ り、 施 工 時 聞 の 短

縮 、熟練 配管工不安 、 運 搬 ｾｊＨＮ の 低 減等のメ

リ ッ ト も 見 込 ま れ 、 さ ら に 銅 管 継 手 の 使 用

を 必 要 最 少 jl艮 に お さ え 、 工 場 で の プ レ フ ァ

プ化 を 進 め る こ と に よ り、 場 合 に よ っ て は

鋼 管 よ り安 く な る こ と も あ る と 考 え ら れ る 。

な お 鋼 管 使 用 の 場 合 に 鋼 管 と の 接 続 部 で の

泣 蝕 が 考 え ら れ る の で 、絶 縁 継 手 等 を 使 用

す る 必 要 が あ る 。

3. 配管の配置

配 管 は 第 1 図 に示 すよ うに コ イ ル 状 に 配 置

し 、 そ の ピ ッチ は 第 1 図 に 示 す よ う に 設 計

される 。 第 1 図(a )( b)( d)は 滋 度 分 布 が 不 均ー

と な り 、 混 水 の 入 口 あ た り の 床 面 と 出 口あ

た り の 床 面 で は 5 .C - 6 .C の 温 度 差 が つ く 。

さらに (d )は各ノ マイ プ の 流 動 が 不 均ー となり

調 整 が 困 難 で あ る た め 、使 用 し な し、方が良

し、。

コ イ ル の ピ ンチ は 、 狭 い 方 が 床 面 溢 度 が 均

ー と な る が 、 施 工 性 や 建 築 構 造 物 ( 鉄 筋 や

恨 太 ) との 取 り 合 わ せ が あ り 、第 1 衰 のよ

: 三( 弓
(a )  

(b)  

二三 ｾ＠
L  

(c )  (d)  

第 1 図 配 管 の 配 置
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(d)木 造 2 階
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第 1褒 コイルのピ ッチ
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うに 、最 少間 隔 が 決 め ら れ て い る 。 な お ピ

ッチ は 熱 損 失 の 多 い 所 を 小 さ く し た り、ま

た 人 間l の 常H寺い る 場 所 を 小 さ く し た り して

苛 所 的 に 放 熱 量 を 上 げ る こ と も で き る 。 コ

イ ル の 長 さ は 5 0 mぐ ら い ま で と し 、 そ れ 以

上 に な る 場 合 は 系 統 を 増 や す べ き である 。

4. 床パネルの構造・施工

床 の 構 造 は 鉄 筋 コ ン ク リー ト 造 りの 場 合 と

木 造 の 場 合 が あ り一 例 を第 2 図 に 示 す 。 各

ノぞネルとも 1=T商 に は 保 温 材 を 用 い 、 背 面 へ

の熱拡l失 を 防 ぐ こ と が 望 ま し い 。 保 温 材 と

しては、コ ン ク リー ト 構 造 の 場 合 、発 泡 ス

チ ロー ル や 硬 質 ウ レ タ ン 、 木 造 の 場 合 ア ル

ミ は く 煩 り グ ラ ス ウ ー ル 等 が 使 用 さ れ る 。

コ ン クリート桃造の場合、 パ ネ ル 商 は 熱 に

よ り膨 慢 す る た め 、 駆 体 と の !日1に 仰 納 に げ

をf F っ ておかね' ;1: " ならなし、 。 園己管z とコ ン ク

リー トの 問 に も 膨 張係 数 の差 が あ る が 、 普

通 は コ ン ク リ ー ト と 配 管 と は 密 新 し な い た

め 逃 げ ら れ る 。 し か し そ の仰 是正g盆 の差 を で

きるだけ少なくするため、 パ イ プ 直 官 邸 分

が パネ ル の短 辺 に 平 行 に な る よ う配包= する

等 の 考 l也が必要となる 。 パ イプ の埋 め 込 み

深 さは 、 深 い ほ どパ ネ ル 表 而 の 温 度 分 布 が

均 ー と な る が、 熱 抵 抗 が 大 き く な り 不 経 済

である 。 し か し 管 の上 端よ り床 仕上 回 ま で

の 厚 さ は 、 少 な く と も 管 径 の 1. 5倍 以 上 取

ることが望ましし、 。

木 造の 場 合 、 配 管 の 周 囲 に 空 気 j習 が 作 られ

る た め 、配 管 ピ ンチ を 大 きく と っ て も 比 較

的 協 度 分 布 は 均ー と な る が 、 熱 抵 抗 は 大 き

くなる 。 こ の 工 法 の 最 大の 弱 点 は こ の 空気

層の気密性が保ちにくいという点で、もしこ

の 空 気 層 の 気 管性 が 不 十 分 で 、 あ た た め ら

れ た 空気 がノマネル背面へ逃げるようであれ

ば 完 全な熱損失となるし、あたためるべき部

屋 の 内 部へ 逃 げ る 場 合 で も 、一 般 に 行 わ れ

て い る 放 熱 総 を 使 っ た対流式の! 暖房と変わ

ら な い こ と に な っ て し ま い 、 床 暖 房 の メ リ

ッ ト は な く な る わ け で あ る 。 し た が っ て 工

事 に 際 し て は 、 荒 板 も す き 聞 の な い よ う に

敷 きつ め 、 そ の 上 に 乗 せ る ア ル ミ帰 り クラ

ス ウ ー ル も さ ず を つ け な い よ う 注 立 し 、継

目や壁 、 柱 等 と の 取 り 合 わ せ 部 分 も ア ル ミ

は く テ ー プ でし っか り 貼 り 合 わ せ る こ と が

必 要 で ある 。 フローリ ン グ も で き る だ け す

き聞の な い よ う 張 り合 わ せ 、般 太 、 フ ロ ー

リン グ 地 工 中 に グ ラ ス ウ ー ル の 表 面 の ア ル

ミは く を 似 つ け な い よ う に 注 意 す る 。 床 張

り作 業 中 に 配 管 に く ぎ を 打 ち 込 ん で し ま う

よ う な 事 故 が あ る か ら 、 配 包 に は 7)<. )王 を か

け た ま ま 床 暖 り 作 業 を 行 っ た 方 が 良 い 。

( みきこうじ高砂熱学工業KK大阪支応技術 2 部 3 諜 謀長)
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緩 性 火 薬 に よ る コ ン ク

リ ー ト の 破 砕

日本建築協会建材委員会( 担当・牧田顕治)

1. まえがき 建 築 工 事 を 市 街 地 内 で 地 工

す る 場 合 、 公 害 を 最 少 限 度 に 押 さ え な け れ

ばなりません。建材委員会では、ビルを1 '11

す 場 令 に 、 公 害 の 少 な い 旭 化 成 工 業 ( 株 )

の C C R と、日本油 )]旨( 株) のアーパナイ

トについて、 2 社から説明を受けたので、

紹 介 し ま す。

2. 商 品 名 に つ い て

C  C  R  ...... C oncr et e Cr ac ker  and  Roc k  

の田缶て¥旭化成工業( 株) よ

り市販されている 。

アーノ〈ナイト ・・・ー アーパナイト T N とも

称 さ れ 、 日本 71[1)] 旨 ( 株) より

市 販 さ れ て い る 。

S L B ・・・・・ .S oundl ess B r eaker の四件で、

日本化事長( 株) により市販さ

れている 。

3. 性 能 ここでは、 C C R に つ い て 説 明

す る こ と に し ま す 。 説 明 す る に あ た り ダ イ

ナ マ イ ト と の 比 較 に よ って 性 能 を 々 え ま す。

ダ イ ナ マ イ ト は 、 爆 発 エ ネ ル ギ ー が 大 き

く て 、 コ ン ト ロ ー ル が む づ か し い 。 す な わ

ち 3 制 タ イ ナ マ イ ト で 、5500- 6000mA e c  

の始時速で燃え、発生ガス量( 比谷という)

は842- 910ν kg で、この程度のカ' ス が 瞬 間

的 に 発 生 し 、 薬 室 内 の 圧 力 は 10 - 20万 気 圧

になり、コンクリートまたは岩盟主の圧紛強

度 を 完 全 に 超 え る 。 し た が って コナゴナに

峻 れ て し ま う 。 こ れ に 比 較 し て C C R は、

始時速( 燃述ともいう) は、 6 0 m/ sec で 、 発

生ガス訟は、 60Q/ kg て¥この経度のガスグ〉

発 生 で あ る と 、 内 部 の 圧 力 は 1000 - 2000気

圧 で 少 な く 、 飛 石 も 少 な い 。

4 . 破 坂 原 理 破 嬢 原 理 で あ る が 、 ダ イ ナ

マ イ ト は 衝 撃 波 で 破 壊 す る 。 す な わ ち 燥 速

が非常に速い場合、衝撃波が起こり、 ( ゼ

y 卜機がT52述 を 超 え る 場 合 起 こ る の と 同 じ )

その術聖書波によりクラ ッ クが発生する 。 C

C R  は ＶＰ ｭ ａ ･｣ と小さいので、術ｾ控波が発

生せずに、 11浄 か な 圧 力 に よ っ て ク ラ ッ クが

起こる 。 したがって 30 g の 薬 訟 で ダ イ ナ マ

イトは ＴＰ コの Ｑｦｾ 疋｛カ ｦ 出るカヘ ｃｃｒ は Ｓ コ

位 j支 し か 飛 石 が な い 。 ま た 薬 性 の 特 長 で あ

る が 、 ダ イ ナ マ イ ト の 場 合 は 842- 910t¥/ kg  

の ガ ス が 発 生 し 、衝撃波によ っ て 起 こ っ た

無 数 の ク ラ ックを 、発 生 ガ ス 気 圧 に よ って、

破片を飛ばすのであるが、 C C R の場合は、

金 属 と 金 属 酸 化 物 が 燃 焼 す る こ と に よ って、

温 度 は l瞬間的に 4000 'C ないし 5000'C くらい

になり、その ＿［Ｚｾｩ ，ι により金属および金属酸

化 物 が ガス化 す る 。 そ の と き の エ ネ ル ギ ー

に よ り 破 段 さ れ ク ラ ッ ク が 発 生 す る が 発 生

ガス i誌 が 少 な い の で 、 ク ラ ンクの間からカ'

ス が 逃 げ る と 、 圧 力 が 低 下 し 常 iAt 状 態 に な

る。 ガ ス 化 し た 金 属 は 酸 化 し て 国 体 化 す る 。

し た が って エ ネ ル ギ ー が 減 り 、 ク ラ ック が

発 生 し た あ と 11を石が発生しない 。

ダイナマイトの場合は、 C 02， H20 ， N O， 

N2  な ど 全 部 燃 え て ガ ス に な る 。 温 度 は 下

が っても、全音1¥ガ ス に な って い る の で 、 爆

発 し た 後 で も こ の ガ ス で 飛 石 さ す 。 以 上 が

破 壊 の 原 理 で あ る 。

5 . 構 造 C C R  精 進 は 「 薬 筒 」 と 「 点 火

具 」 か ら な っ て お り 、使用 l時に結合する 。

薬 筒 は 大 き い も の で 、 長 さ 140 ミ リ、径28 ミ

リて¥ 点 火 共 は 長 さ 25 ミリ、径6 . 5 ミリと非

常 に 小 さ い も の で あ る 。 詳細 は 、 旭 化 成 の

C C R パンフレットを参閲して下さし、。

6. 取 り 扱 い 方 火 薬 類 取 締 法 施 行 令 に 規

定 せ ら れ て い る が 、 ダ イ ナ マ イ ト の 扱 い 方

と 閉 じ で あ る 。

ダ イ ナ マ イ ト は 過 去 100年 間 使 用 さ れ て き

た 歴 史 が あ り 、 薬 品 計 算 式 も で き て い る が 、

C C R の 場 合 は 楽 最 計 算 式 ま で は 、 で き て

い な い 。 一応 経 験 的 な こ と で 、 公 害 防 止 を

重 点 に し て 使 用 し て い る 。 次 図 で 説 明 す る

と 空 気 中 に 回 し て い る 部 分 を 自 由 商 と い い 、

自 由 商 と 薬 筒 と の 距 雌 を 抵 抗 線 と い い 、 抵

抗 線 の 距 離 は 経 験 的 に 出 し て い る 。 草案i立の

種類により、抵抗線、さく干し長、ヲL間 11同等

が 違 う が 、 岩 磐 、 お よ び 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

を C C R によ っ て磁石平する場合の標準寸法

は 下 表 の と お り で あ る 。

最

小

抵

抗

線

自

由

面

C  C R  ( 薬筒)

段 小 さ 〈 孔 長

草区 間

砂こめもの モルタルこめ

孔附隔

抵抗線

的 場 合 ものの場合

20号 20cm以上 40cm以上 20- 40cm 

30号 30冊以上 70cm以上 50cm以上 30- 50cm 

60号 50冊以上 90cm以上 80cm以上 50- 70cm 

60号 2 ケ 60cm以上 100cm以上 100cm以上 60- 80cm 

7.  C  C  R の 法 規 制 昭 和43年 10月 に 初 め

て 、 売 り 出 さ れ 、 昭 和44年火薬対l取 締 法 の

適 用 を 受 け な い 、 す な わ ち 法 的 に は 火 薬 で

な い も の を 作 った。 と こ ろ が 、 昭 和49年 2

G L  

月 、 法 が 改 正 に な っ て 、 火 薬 と し て 指 定 せ

られた 。 したが って 火 薬 類 取 締 法 随 行 規 則

の該当条文に員IJ って 、取 り 扱 い 、 貯 蔵 、 議

il宜、消費等の諸手続を経なければならなく

な った。

8. そ の 他

問 1 取 り 扱 い に つ い て 資 格 が 必 要 か ?

答 不 安 で あ る 。

問 2 点火具て、不発ということはないか?

答 10万 例 に 1 個 く ら い は あ る か も 知 れ

なし、。

問 3 万 博 で 使 っ た 例 は あ る か ?

答 万1 ' . J i - のアメリカ館、ソ述館の恭礎の

取 り 壊 し に 使 用 し た。

問 4 一 般 的 に 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 建 築 物 に

イ使用できるカ、?

答 主 と し て 僑梁とか大規桜台主主築物 の 法

礎の{ 政砕に使われている 。 これは C

C R を 装 誼 す る 場 合 、 最 少 抵 抗 総 と

して 200 ミリ必吾妻なので、薄いスラブ

や段には、使用できない。 最 低400 ミ

リ以上の幅がないと使用できなし、。

問 5 現 場 で 使 用 す る 場 合 、 勝 手 に 使 用 し

てもよし、か?

答 初 使 用 の と き は 、 技 術 指 導 を し て お

る。

問 6 市 街 地 で 使 用 す る 場 合 、 付 近 住 民 の

承 諾 が い る か ?

答 大 阪 府 下 で は 承 諾 舎 は 不 安 で あ る 。

た だ し 規 則 36条 で 150 本 以 上 使 用 す

る場合、譲受および消費の許可がし、

る。

問 7 C C R は 現 場の ど こ に 泣 い て も よ い

ヵ、?

答 1000本 以 下 で あ れ ば 、 火 気 と 盗 難 に

注 意 す れ ば ( 法 的 に は 知事 が 指 定 す

る 安 全 な 場 所 ) 事 務 所 の 中 において

もｾ，ｙ ｴ わなし、 。

問 8 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 場 合 、 鉄 筋 は

どうヵ、?

答 者ザ、筋コンクリートの場合はクラック

が 入 る の でI伎 俳 し や す い が 、 鉄 筋 は

ダ イ ナ マ イ ト で も 切 れ な い の で 、 ガ

ス1; J J I f f i をしなければならない。 た だ

しさく干しの工夫をすれば、ガス- t ; J J Iffi

はしやすし、。

問 9 発 倣 振 動 は ど う か ?

答 骨量i/f，lから 30 mく ら い 縦 れ た と こ ろ で、

C  C  R 60号 で30本 く ら い一 度 に 使 用

しても、 O. l Kine 短 度 で 、 人 体 に よ

うやく感じる程度である。

9. 結 び 緩 性 火 薬 の 説 明 に つ い て は 、 旭

化 成 工 業 ( 株 ) の石 崎 氏 に 、 ま た ア ー パ ナ

イ ト に つ い て は 、 日 本r由勝 ( 株 ) の 辻 諮 問

氏に、お世ー穏にな りました 。 紙蘭の者1¥合 で、

ア ー パ ナ イ ト は 、 ご 紹 介 で き ま せ ん で し た

が 、 止 む を 符 ず 訓 愛 さ せ て い た だ き ま し た 。

紙 面 を 併 り て 、 両 氏 に 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま

す 。

u ! 築と社会/ 1975年 711号 121
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GENERAL BUI LDI NG RESEARCH CORPORATI ON 

| 日 本 建 築 総 合 問 問 図 |

防 火 材 料 に つ い て

1  .  まえカずさ

ｉｉ ｌｬＮｦ日 ＴＴ 年 Ｘ 月にｼ坊火材料の認定Ｉ，ｾ i¥' ¥が改正され、 5 年 半 を 絞 過 し

た 今 日 、 認 定 さ れ る |りi 火 材 料 も l時 代 の 流 れ に そ っ て 随 分 変 化 し た と

}J. I，われるが、 Il}j 火性能の厄裂性も社会的に卜分; : a . 織されるようにな

り、 当 試 験 所 に 試 験 依 刺 さ れ る riJ ;1，'1者 の ) j 々 II 休 も こ れ に 必 要 な 試

験袋泣をやili え て 、 過 去 に ZE定 さ れ た 材 料 を 参 巧 に 、 多 く の 実 験 を く

り 返 し 、 防 火 に 対 す る 安 全 性 の 卜 分 な 材料が| 泊先され試験に( J l ; され

る ケ ー ス が 多 く な っ て い る も の と 忠 わ れ る 。 以下にこれらの| 坊火材

料に つ い て そ の概 要 を 桁 介 す る 。

2 . 防 火 材 料 に 要 求 さ れ る 性 能

| 切火材料は、法的 ( 怨 築 J主準法 ) には不燃、 iy¥不 燃 、 維 燃 料 料 と

特 に f i HH材 料 等 に 用 い ら れ る bHH不燃、相官lfi 燃 材 料 に 分 け ら れ て い

る。 こ れ ら の材 料 に 共 通 し て 袈 ボ さ れ る IW火 '1' 1: 能は 、①避首lfi ll 与の人

命 の 安 全 雌 保 、 ② 出 火 防 止 、 ③ 延 焼|切t I などがあげられる 。

そ れ ぞ れ の 具 体 的 な 要 求 条 件 は 、

(1)初期i に 著 し い 燃 焼 を 生 じ な い こ と ( /1¥火 防 止 、 人 命 安 全 般 保 )

Ｈ Ｒ Ｉｾ 存し〈発熱を生じないことＨ延焼防止 Ｉ

(3)'; 汗 し く 発 煙 を 生 じ な い こ と ( 人 命 安 全 舵 似 )

(4)有 円 ガ ス の 発 生 が な い こ と ( 人 命 安 全 確f!tO

(5)ll}j 火ヒ有古: な変形、 f色差益、 j作 融 等 が な い こ と ( 延 焼 防 止 )である 。

こ れ ら の 性 能 は 試 験 方 法 に よ って I"J 定されるが、その ｉ ｜ｬ ｊ ＩＺￋの ｊ ， ｾ iy¥は

そ れ ぞ れ つ ぎ の ご と く 定 め ら れ て い る 。

ョ長 f( [ j 試験においては

Ｈ ｬ Ｉｉｊ ｉｉ 熱Ａ日 ｪ 始後 Ｓ 分以内に試験体のＭｈ ｉ Ｇ 火山皮 ｩｬｬ ， ｾぷが際司 ｲ ｱ Ｚ ｉｬ ｕ 立 ， ＱＱＱ 似を越

え な い こ と 。( 1  )  

Ｈ Ｒ Ｉ 十 ｾｆｾ｜ 制度 ， ＱＱ ｝ ｫ ［ｊｩｬが様 ｩ ｙ ｜ｩ Ｑ ， ｕ ｴＡｚ， ｉｉ ， 総を越えている部分の Ｎｊ］ｊ ｉ ｾ ｾ｜Ｎ＠ i}lIt皮 ，11' k;Jilと

限 撤 il"U支，11，線 と で 図 ま れ た 部 分 の Ifl iW( td8 ｗ ｃ ・ 分Ｉが不燃、 ｌｾ 似不

燃にあ っ ては ｏ 、ｩ￭Ｂ不燃にあ って は ＱＰＰ 以下、難燃、 ｩ ｹ ｜ 世 ｉｈｾｾ にあ っ

ては 3 5 0 以 下。( 2  )  

(3)111位 l師 紋 当 た り の 発 煙 係 数 ( CA) は 不 燃 に あ って は 30 以 下 、 相 不

燃にあ っ ては ＶＰ 以下、 ｩｭ ｾ 燃にあ って は Ｑ ＲＰ 以下、長自民不燃、 ｩ ｹ ， ｾｉｉ ｾ 燃

にあってはt I i 'J 11民なし 。( 3  )  

(4 )イT 川ガスの発生カ、ないこと 。( 4  )  

(5)試験体の全! 平にわたる溶融のないこと 。 災 l(i i に j主する f色裂!ド1，'1が 全

l早 の 泊 以 下 で あ る こ と 。( 5  )  

)，H - 1 試験においては、不燃材料の 場 合 は 試 験 体 仲 人 後20分 以 内 に

炉内ｩＺＮ ｾｊ 交が 挿 入前の炉内調終 ｩ ， ｾ ｩｽ Ｎ支よりも ＵＰ ・ ｃ を越えないこと 。Ｈ 2  )  

3 . 防 火 材 料 の 種 類 と 分 類

ｼ幼火材料を分知すると大体つぎの Ｗ 純綜 ｬ に分ｾ｛するこ とができる。

(1)111- 材 料の 場 合

材 料のどの部分( 表而部分、 中 心 部分、端汗1¥など) をと って も ほ ぼ 均

一 に原; 料が分布 し た 状 態 の 材 料。

( WIJ : コ ン ク リ ー ト 板 、 イ[ 利lセメント似告、平)

( n; o: 材料名 ) +  ( 形状 ) で表す。

(2) lji .ー 材 料の 表 面 を 加 工 し た も の。

Ｈ例 、化粧石綿スレート、イ｛紛 ｜ｦ Ｇｾ｜ｻ Ｎ ｴ け介板等 Ｉ

本試験所: ⑤ 565 吹田市蕗白台 5 丁目 125 電話/ 大阪 (06)872 - 0391 代 表

大淀分室 ・⑤ 531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目 35 電話/ 大阪 (06)  351 ー 7217

( 形 付 け ) 、 ( 化粧) 、 ( 0 0吹 付 け )、 ( 0 0格 り) 0 0板で表す。

(3) 2 純 郊の 単 一 材 料 を 組 み 介 せ た も の。

( 仔IJ 、 秋 質 フ ォ ー ム プ ラ ス チ ッ ク似り 'JEji { i 鉄板等)

( 村来十名 ) + リ長り +( H 事iト名)

(4 ) 3 的 知 以 上 の 単一 材料を品Il みイ下せたもの 。

(!9IJ 、 Hニ事庄S問中反ノ マネ/ レミ守)

( 材 料 名 ) + 系 + 絞 合 板 ま た は ( ｾ寸 料れＩ + 系 + 綾子ヤ マネ ル

( 日現場吹付け材料( 厚イ"J けのものー・吹付岩紛等)

(6)J ，I ; 付同等材料( 現場地工で比較的部付けのもの. ｩｦ ｲＮ料 、繊キ ｉｉｾ 1: ，1  :ti; )  

(7)化 粧l! 占 付 け 材 料( 明 装 材 料 )

(l X2X3X4)に 示 す 材 料 は 工 場 完 成 品 で あ る が(5X6X7 )に ぷ す 材 料 は 半

完 成 品 で 、 施 工 す る 場 合 に よ って 大きく| 坊火1 " ' 1 : 能が占ておされる材料

で あ る 。

4 . 試 験 方 法

J I S  A  1321 - 1970 ￭ 他築物の内装材料および工法 の 世Ｑｉ ｾ ｾＮｬ［ Ｇ ｉ Ｇ ｉ Ｚ 試 験

} j 法j

ｉＱ ｲｈ ｮＴＵ 年 度怨設省符 Ｗ ｊ ，第 Ｑ ＸＲＸ ｾ 予 ｬ
} に よ る 試 験

ｉｉ￟ｦｮ ＴＴ 年度建設省令 ｴ ＷｊＧ 釘 ｾ ＳＴＱＵ ｊ ， ｊ J  

1  . 基材 試 験

1  ) 長 生 条 i半

ＴＰ ・ ｃ の乾燥総 ＧＱ Ｇで Ｑ ＲＰＱＱ 干川以 ｌＺ Ｇｾ ｴ 燥後、デシケーター 内 に ＲＴ 時 ｪｩ｜ｊ 以

二Iill: jli す る 。

2  ) 加 熱 炉

加熱: t ; は 図 ー 1 に ぷ す も の と す る 。

カ ｱ 付 ｩｬ ， ｕ 立は図 ー Ｑ のように 熱屯対を幻 ｩｬＺｬｾ 内 Ｑｍ から Ｑ cm縦 し 、 炉 格 の

ｲｾ 可さの中央に設位する 。

加 熱炉は、 ｦ 共試イ本を姉入しないで ｉｊｉｉ 熱 したとき 、熱 Ｇ ｾｉｬ対 の， ｲ 、Ａ立が ＷＵＰ

図 - 1 単 位回

土 10.C に お い て 30分 間 以

上 縦 続 加 熱 で き る も の と

す る 。

3 )  IJII 熱試験はf J tJ.川本姉

入 後20分! 日! とする 。

I l . 表面試験

1  ) 必 生 条 件

40.C の 乾 燥 総 '1 ' 24時 川 以

上 乾 燥 後 、 デ シ ケ ー タ ー

内 に 2411寺ji ¥J 以 卜. 政u 1 する 。

2 )  IJII :'!./<: 均1

加 熱が の附 j込を図 - 2 に

示 す も の と す る 。

IJII 熱 が の 主 熱 iJ fJ Iは' 必 熱

(l . 5 K W/ h ) とし 、 j，'j1J熱

ドラフトしゃへい筒 ＿ｊｾｴ は布 ＱＱ ＰＱ Ｑ ガス炎 ＨＱ ＮＵ ｴ Ｏ

mi n ) とする 。

排 れ i: lltJ 交 をiJl1J 定する熱' ; [

対 ( シース 熱 I正対) は図 -

2 に ボ す よ う に 配 位 す る 。

IJII ＿ＧａＭＺ�ＭＺｩは、 ｾ ｾｩ ｹ ｜ Ｎｴ反Ｈｊ ｉｓ
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日 本 建 築 総 合 試 験 所 だ よ り 35.

袋 一 1 排 気 濃 度

続 過 時1111 ( 分 ) 10  

俳 気 温 度 ( "C )  I  70 I  80 I  90 I  155 I  205 I  235 I  260 I  275 I  290 I  305 

A  54 13 に 規 定 す る 厚 10mmの 0 . 8;ri 紛 セ メ ン ト パ ー ラ イ ト 板 で 、 オ ー

ト ク レ ー ブ 長 生 し た も の ) を mo、て訓熱 iJ t，( ( 都 市 ガ ス炎 l . 5 .e / mi n )

を 3 分 liil 、あい、 て、 副 熱 iJ t，¥+ 主熱幼. ; ( ( 氾 熱 l. 5K w/ h ) を 7 分I i ¥J 、千子

計 10分I i ¥J 行 っ た 場 合 に 表 ー 1 に 仰 げ る 排 気 品 皮 を 5 - 10. C 以 内 の 誤

差 で 再 現 で き る も の と す る 。

3  ) 集惨事l J

発 煙 i止( 単位而キa当たりの発煙係数) を iWJ定 す る た め に 、図 - 3 に 示

す. J . l k煙車Li ( 日さ 1 m 他 の 2 辺 l. 41 m ) を 設 け 、 艇 のf先枠装置およ び

光 量 illiJ 定 装tUを 備 え る も の と す る 。

光 ｷＺ 測定装 ｩｬｩ は 図 ＭＴ に示すものとし、慨を Ｑｊｾ 分 ｬＮ 5  . eの流五i : でl吸

引 し 測 定 す る 装 世 を 有 し 光 源 お よ び白受光昔日には 、 煙 の 粒 子 の 付 li: を

防 止 す る 装 置 を 備 え る も の と す る 。

4 )  ) J / I 熱試験

はじめに1 . ¥IJ 熱 il，;i で 3 分 間 JJ II熱 し た の ち 、 さ ら に 主 熱 i卵、を力11 えて 3 分

li i J 、および 7 分I i ¥J 、 合 計 6 分 間およ び 10分 Il¥J 加 熱 と す ふ 。

裏 ぷ Tニ

電熱線

試 験 体

J 同 [

LLrrU足

掛 ＳＸ ｾ ｟ ｾ ｾ ｾ＠ I  

67 ，1  1  

90- - 11  

3γ ': jl ___j_ 

己斗電熱線等

IてrlI _→

ι 三

ガスパーナ

前 面 図 側面図( 断面)

( 外部) ( 内部)

図 - 2 加 熱 炉 ｬｩ Ｑ｟ ｻｾ ｭｭ＠

L1く は ん 伽 装 置 5 王百 J  

1 11 ゥユ

ガラス板

乳 熱 線

杷縁用ガラス繊維

11  

図 - 4 光 量 測 定 装 置 lj1.f.tl: mm 

124 

図 - 3 集 煙 箱

111_ {Ji. cm 

5  ) 温 度 H寺間回航 ( " C ・分 )

試験結来の排気温度 曲 線が、標準 ｩＺ ， Ｍ ｾｪ｟ ゑ曲線Ｈ表ー Ｑ の排気温度 ｉｕｉ 線

に そ れ ぞ れ 50. C を 加 え こ れ ら を 結 ん で 得 ら れ る ! 鎖 線 を い う ) を 越 え

て い る 部 分 の 面 積 ("C ・分 )

6  Ｉ単位耐 ｬｾｴ 当た り の発煙量 Ｈ ｃａＩ 発 煙 量 ( CA)  =  24010g 10
1

1  

ただし、 [ 0 力11 凱開始/ 1寺の光の必さ ( 単 位 ル ッ クス)

I  加 熱 試 験 中 の 光 の 1!i l さ の 故 jl 5;値 ( ljJ ，f立ル ンクス)

lll . 判 定 ( 防 火 材 料 試 験 の 判 定 概 要 )

つτ 二主

不 燃 ( fi!.似 )不 燃 申i 不 燃 骨量 燃 i I " 維燃

紙燃 1 級 ｾ＠ 錐燃 2 級 難燃 3 級 ｾ＠
)，1; 

時 /HJ  ( 分 ) 20 

--------
H  

試

炉内 i測強 t品! 主に対し

--------
験

炉 内 t品! 且 ( "e )  

て50" e を越えないこ と

1m ? - I . 時 HlJ ( 分 ) 10 10 6  

一 般 的 な こ と 試験開始後 3 分以内に際部以Jn:rJ lli I l を越えないこと

丑を 弘 lE 時! 日J[面的 ( " e ・分 )
。

100以下 350以下

1M 単位 Ifti fl1当 り発煙) o i ( CA 30 制限なし 60 120 制限主し

試 枝 炎 時 / 1 11 ( 抄 ) 30紗以上処炎がな いこと

験 全 ｬ 平にわたる溶融 イ也 裂申 ｵｩｬ 当 ｡ 抜 ｾｬ ｦｉｩ の 亀裂 の 似が全 ｬ 写の Ｑ Ｐ 分 の ｬ 以下 制限なし

防 火 上 布イT 告宇?なな変プ7 形ス Iいずれも、発生等がないこと

N .  そのイ也

| 坊火材料の I-J f J 発や品質の改 l { に あ た っ て は 上 記 の 試 験 の ほ か に 、

種 々 の 付-J J/I (I(J > d : 試験を行うことによ っ て そ の j' - 1 料の防火 '1'1: 能 を よ り

l 分に- te- t l : i ¥することができる 。

Ｈ Ｑ Ｉ 防法 Ｈ ノ ご ネル ｾｲ ｩＩの安全ＧｾｉＺに つ いての付加試験

C lilJ仰例6μlリl ノハ、 ネ

1村4辛料十け) + ｾｙ府ｩＨ色 ｦι ， ，州 ＱＱ似 ｩ五 ｾ ｾ鉛Ｚ白 ｉ 欽Ｋ似 ｪ以正 j  

この干州 ｡弔 ｒ の ｪＧ ＭＱ、寸ＭＱ Ｇ ｾ未料む司ｼは火災 ｈ 、年干に ｊぷ毛 ｬげ刷 ＨＱ削 ｬ ｩ ｬ附付のみ弘なＮらず Ｇｩ Ｇｬｩ ｩｬＯｍ からの ｾｙ Ｇ， ＧＪＭ ｾ州 ｬ の

危 険γ1: を 含 ん で い る 。 こ の よ う な 材 料 は 中 Ij -¥J 附 の 可 燃 料水l を 以 lれさ

せ 、 ぷ 1(li 試験を行い、 'I'I:¥JI刊の 可 燃 材 料 の 燃 焼 性 、 発 熱'1'1ーも検討し

た ん が よ い の で 、 試 験 h 法 は H召手1150年 度 改 正 の JI S A  1321で は 縦 燃

2 級 (11' ¥不 燃 相 当 ) A の付 JJ II 試験としてf J l _ il' ¥化 さ れ た 。

(2 )司h不 燃 介 似 の 耐 久 性 に つ い て

<  jlilJ 、 11' ¥不燃イ吋反 ( 化 粧 肘 + 11J i 火附 + 世u燃 合 板 ) >  

こ の 純 の 材 料 は 主m1i ) U-1 料 に 鮒 燃 処 迎 合 板 ( 倣燃料料に卒11当 ) を使

mし表 1(li II J i 火! 併としてアルミニウム ii' i 、発泡| 幼火険料を術，( Ii す る こ

とによ っ て司" 不 燃 材 料 の 性 能 を 有 す る よ う に 開 発 さ れ て い る が 、 経

年 に よ り ア ル ミ ニ ウ ム 似 の 浮 き 上 が り や 似 れ が 生 じ た り | 切 火 険 料 の

発 泡 'l't iJ ' fl¥下 し て 、 初 期 の 1¥" 不 燃 '1'1:. 能 を 保 持 で き な い 結 栄 と な る 危

険 が あ る 。 こ の よ う な 危 険 が 生 ず る よ う な 材 料 に つ い て は 、 つ ぎ の

よ う な 試 験 刀 法 が あ る 。120・C 、90% R H の 判U: .J :lil. 主に 3 日 I:¥J 保存後、

60.C で 2 EII:¥J 乾 燥 を 1 サ イ ク ル と し て 2 サ イ ク ル ( A 的処J lJl ) およ

び 3 サ イ ク ル ( B 純 処 )-11( ) を 繰 返 す 」 強 ililJ 劣 化 を 試 験 体 に J j - えた後、

外 観 の 観 祭 ( f1'FHJ : ，ぷ| 勾がないこと ) と表 I(II 試 験 を 実 施 し 、 そ の 結

* が所主Eの| 幼火 '1'1 能 を も つ こ と 。

5 . あ と が き

以上、 ｼ 坊火材料の何 ｴｾｪ と試験方法を中心にして述べてきたが、新

し く 開 発 さ れ る 各 組 製 品 は い う に 及 ぱ ず 、 従 来 の 製 品 に つ い て も 一

層 の 改 善 が 望 ま れ る と と も に 、 試 験 方 法 に お い て も 新 材 料 、 新 工 法

に 対 応 で き る よ う ー !習 の 進 歩 が 望 ま れ る 。 な お と く に 発 生 ガ ス のJj-

性 に つ い て は j! i : く性能規仰が定められる予定であり、これによ っ て

防 火 材 料 の 安 全 性 確 保 に さ ら に 一 歩 の 前 進 が で き る こ と と な ろ う 。

( 研 i先μ 藤 川 雄 )



日本建築協会

月間の動き

昭和50年 5 月分

理 事

ｾ恥

ｾ＠

21 日 4 時 - 5時半 於会館集会室

出 席 者 塚 本 、 福 田 正 副 会 長 ほ か14型 'Jl"-

議 事 (1)定時評議員会開催の件

(2)通常総会開催の件

(3)名誉正会貝推挙の{ 斗

(4)昭和49年度事業報告並びに収支決$ : ) :

報告承認の件

(5)入退会者ゑ認の件

(6)報告事項

編集理事会

21 日 3 時20分 - 411寺 於会館集会宅

出席者 福田副会長松村編集委員長ほか

4 理 事

議 事 (1)本年度の編集方針大綱について

(2)本年度の雑誌費収支回線について

| 事 業 委 員 会 |

若い会員の集い小委員会

6 日 6 時 - 9 時 於会ｾ￭ￌｾ会主

出席者 西村副委員長、中村幹事ほか 111，

議事 (1)第 1 回「若手建築家に 1m<  J の実施報告

(2)第 2 回 「建築家のための* みどり"

学習会(3)J の 申込状況について

(3)第 3 回「解体修理中の古建築見学会(4)

- 一東福寺の三門そ の他」の会告案原

稿について

(4)第 4 回以降の企画について

(5)そのほか

広報小委員会

14日 6 1侍- 8 時 於会館集会室

出 席 者 三 品 副 委 員 長 、 打 浪 幹 事 ほ か 81，

殺事 (1) 本年度第 1 回展示写真「中河内 ・北河

内両府民センタービル」の笑地報告

(2)第 2 回展示写真「街を総に」の企画

(3)第 3 回展示写真 「中之仏センターピル」

の企画について

(4)広報小委員会分科会の編成について

(5)本年度の基本的な J 芥業企阿について

(6)そのほか

委員会

15日 6 時 - 7 1時半 於会館集会室

出席者 窪田委員長、小泉、三品、西村各市IJ

委員長、水谷幹事

殺 事 (1)各小委只会の事業報告について

(2)本年度の年間事業企画について

(3)そのほか

広報小委員会 P R分科会

20日 l 時 - 3 1侍 於会館 3 階会議室

出 席 者 三 品 百IJ 委只長、森主査ほか 2 名

議 事 (1)昭和50年度第 2 回展示写真「街を緑に」

の企画について

(2)第 3 回展示写真「中之ぬセンタービル」

の企画について

(3)本年度の事業企画について

(4)そのほか

若い会員の集い第 4 圏第 5 因企画分科会

20日 6 時 - 9 時 於会館集会室

出席者 阪念、中村主公ほか 7 名

議 事 (1)第 4 回の企画について

(2)第 5 固め企画について

(3)そのほか

編 委集 員

9 月号ターミナル( 仮称) 特集 第 1回編集幹事会

8 日 5 時 - 8 1侍 於会館集会室

出 席 者 松 村 委 員 長 、 紙 野 佳 人 - 上回隆夫 ・

西村良平特別幹事ほか 6 名

議 事 9 月号「ターミナルJ ( 仮称) 特集の企画

についてのフリートーキング

委員会

14日 21時- 4 時 於会館集会室

出席者松村委只長、 f'!' r.i IJ 委只長ほか 4 名

議 事 (1)本年度の収支問題

(2)6 月号= 都市の紫観と施設特集

(3) 7 月号= 建築とプレストレストコンク

リート椛進特集

(4) 8 月号= 生活排水処理施設のあり方特

集

(5) 9 月号= ターミナル( 仮称) 特集幹事

会案報告

(6)特集小委只会 ・計四分科会報告

(7)施工材科分科会報管

(8)設備分科会報告

(9)作品作風小委只会報告

(10)投稿欄小委n会報告

(11)第 1 回広告企画小委民会報告

広告企画小委員会

14日 4 時 - 6 11寺 於会館集会室

出席者 {半面IJ 委只長ほか 6 名

議 事 (1)6 月号 ・7 月号経過報告

(2) 8 月号広告企画の・件

作品作風小委員会

15日 41時 - 6 1侍 於会館集会室

出席 者 横 山 高IJ 委fr 長ほか 4 名

議 事 7 月号作品の選定

投稿欄小委員会

27日 4 時 - 6 時 於会館集会主

出席者鈴木目1 ] 委只長ほか 2 名

議 事 (1) 7 月号、、新入社只の版。の編集

(2)次回企画祭

10月号施工材料特集第 1回編集幹事会

28 日 4 時 - 6 1侍 於会館集会室

出 席 者 浅 野 幹lJl "-ほか 4 名

議 事 10月号施工材料特集( 騒音対策) の企画

( テー? と執m: 字? の選定 )

委員会

13 日 5 時半 - 7 時半 於会館集会室

出席者小西、岩本、高田正別委只長ほか 9名

殺 事 住宅展、総務 、資料、各小委只の活動に

ついて

住宅展、総務合同小委員会

27日 5 時50分 - 8 時 於会館集会室

出席者 岩本、高田両副委只長ほか 7 名

議 事 第12回よろず相談住宅展の開催計画祭の

作成

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |

企画分科会

14日 10時半 - 12時半 於会館 3 階会議室

出 席 者 酒 井 幹 事 ほ か 2 名

殺 事 (1)本年度の企画分科会の作業方針

(2)建築材料協会における P R の方法

(3)分類番号の変更について

(4)合本購入者への継続配布について

(5)そのほか

教 育 委 員 会 1

工高生教育小委員会

16日 5 時 半 - 711寺半 於会館集会室

出 席 者 斉 藤 副 委 只 長 ほ か 31，

議 事 (1)本年度第21回工高生デザインコンクー

ルの設計諜題について

(2江高生教育奨励基金について

(3)そのほか

新しい事業小委員会

22日 121時半 - 2時 於会館集会主

出席者 力武副委員長、絵 l京幹事ほか 1 1，

議 事 ( 1 ) 本年度の新しいとれ業企画について

(2)そのほか

工高生教育小委員会

30 日 5 時キ - 7 時半 於会館集会室

出 席 者 斉 藤 副 委 只 長 、 上 野 幹 事 ほ か 3 名

議 事 (1)本年度第21回工高生デザインコンクー

ルの設計課題について

(2)向上審査委員長および若手資只について

(3)そのほか

法 規 委 員
. 6.  

ｾ＠

委員会

19 日 3 時 - 5 時 於会館集会宅

出席者 西川副委員長ほか 9 名

議 事 (1) 大阪市細目IJ 一部改正について

(2)消防法改正法規に関する通迷説明

(3)法 令 特 集 ( 51年 5 月号) 斡 'J l " - 選出の件

(4)法令コーナーの企画検討

F Z 委 員 会 1

委員会

23 日 5 時半 - 8 時 於会館集会室

出席者 元木副委員長ほか Ｕ 名 ｾｉｌ 気化学 Ｓ 名

議 事 (1)膨張セメントについて

(2)そのほか
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吉本ダイヤビル新築工事の見学会( 第 1 回)

A 班 14日 1 時 半 - 4 時 参 加 者 38名

BfH. 21 日 1 時半 - 4 時 参 加 者 36名

設 計 総 工 フジタ工業側大阪支応

近銭大学医学部並びに附属病院の新築工事

見学会

24日 2 1時- 5 時半

参加者 50名

設 計 近畿大学管理財務部営繕諜

側 包 家 建 築 事 務 所

側 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 附 松 村 組 側 大 林 組

三井建設側

l 若 い 会 員 の 集 い

建築家のための「みどり」学習会( 第 3 回)

一一香里団地の* みどり。の観察一一

31 日 1 時半 - 5 時

参加者 24名

講 師 日 本 住 宅 公 団 首 都 閤 開 発 本 部

事業第 1 部 造 園 専 門 役 i中中 健氏

日本住宅公団 関西支社

kI l 築 部 設 計 諜 造 園 係 長 鈴 鹿 幸雄氏

| 建 築 ク ラ ブ 朝 食 会 |

13 日 81時 - 9 1時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド ホ テ ル

出席者 66名

当日は l関西大学文学部教授 有坂| 海道氏より

「正5松塚の周辺」についてのお話を和l った。

! 5 月 の 入 会 者 (山 )1

〔団体会U 1社〕

{附 ダイセン訟計事務所

〔例 人会只 54名〕

井原健一 伊 勢 憾 池旺l 捻

小笹 官主 大 樹 勝 凡 大 沢 教 男

1珂 浩一 岡 元 隆 彦 勝旺l h'l 

佐 川 修 平 川車iJi 絵ー 河上院，ι

木原範1I i ' ， ｾｴｅｉｉ＠ 慾司
米山 i))lj[ 

久 保 宏ニ 久i足旺1 JX ur l " ι 己

小西 ， ｾＲ＠ 小 西 由 之 新洞I 進古

管 野 拘1.& 鈴江/ / 1 < 治 勢川 "y' lj f. 

瀬 川 良 IVI 間前:J t，'j - 悶 村 比三

町村 l!， 千 々 岩 許 1/， ｾｉｴ＠

岱 1J} 正和l li ; 脇英美 。ｲＮｾ谷正己

中Jゐ 元{乍 中 森 友 久 西 1側海

締 平 ｦｾ 雄 浜 本 秋 夫 林 皆目11

半田 J込 広 江 雅 樹 藤原 勉

松 山 正 己 ｾ，ｉ，Ａ ［，＠ 昭 彦 (<iIJt. .&人

村上太一郎 安 田 昭 到 山口 H  

山中 六日11 ｾｩ 坂敏彦 合 図 金 嗣

吉 田 隆 幸 '/i 本 孝 布l 困 問二

(  ifE会只 1 1'， ( 氏名省略 ) )

ニ の 新 し い 協 会 旗 は 附

平 田 タ イ ル 殿 に 寄 贈 い

ただ書ました。紙上よリ

l車 〈 お 礼 申 し あ げ ま す。
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放 増 井 敏 克 氏

昭 和50年 4 月26日逝去

'I- 年 66..!

〔略歴〕

M 42 ， 3  '  5 1:. 

T  14 ・3 八尾中学校卒

S  3 ・3 大阪高等学校卒

11 7 ， 3  J;( r. s帝国大学工

学苦11主I l 築学科卒

11 7 ・7 大阪市 ltl 公/;'j 刊

i車鉄道部助tJ5

11 16 ， 3  11 他

t ! S 検証係長

11 22 ・7 大阪市生I l 築q w，

ニl . I l 築課長

11 34 ， 7  大阪市交j曲川営

綿 謀 長

11 38 ・6 大阪市生ｉｬ築 ι［ｪＧｾｾ

絡部長

11 40 ， 7  大阪市i且収

11 40.  9  新工務所入社

協

築

築

山
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事

山
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V
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故 瀧 邦 一 氏

'Vl ih26年 3 FI 18日，t

昭和50年 1 }i 5 f:lAi L

'!-年 81..! '

〔田各鹿〕

本i : f J也徳川県I sI1'i m;抵 野 村

'i 雄'l!: E九f件以' 股

現 住 所 問 中 dil 国1凹Tlti7 TI I  

74  

M 43 ， 3  1.忠 /;，¥ CI'i' 下校処

築科卒

11 44 ・2 (附竹rf' 1:.{l， l，li 入

社

S  21 '  2  /. ょぬJ i J.lfU校五

ぬ:人

"  23 .  2  取締役広山主的

民

"  26 .  2  本防本部tt 弘

"  28 ， 2  i l !戦

"  29 ・ 2 栗本l . Il ，没 I 業株

式会社 '.'1務取締

役として入社

"  43 ・6 ・1 組fi lHJ 会嘱

"  46 '  5  . 31  辺 戦

故 増 井 敏 克 氏 を 偲 ん で

放 的i井 敏 克 氏 は 、 昭 和 7 年 京 都 帝 国 大 学 工 学 部 建 築 学

科 を 卒 業 、 同 年 大 阪 市 に 奉 職 さ れ 、 戦 前 は 主 と し て f丘公

局 ( 毛 見 交 通 局 ) に あ っ て 地 下 鉄 建 設 に 、 戦 後 は 主 と し て

処 築 局 に あ っ て 住 宅 お よ び 学 校 建 設 に 大 き く g ・献された 。

建 築 局 営 給 部 長 を 最 後 に 昭 和40年 退 職 さ れ た 後 、 新 工 務

所 で 笠 宮 な 営 綿 行 政 の 経 験 を 生 か し 建 設 業 界 で 活 関 さ れ

た。 ま た 日 本 建 築 協 会 や 建 築 士 会 で は 氷 年 に 亘 っ て 理 事

と し て 見 学 会 等 の 事 業 実 施 に 尽 力 さ れ た 。 昭和118年 に は

「 地 下 鉄 の 話 」 と い う 名 著 を 出 版 さ れ て お り 、 地 下 鉄 往

設 に 閲 す る 造 詣 の 深 さ が 読 み と れ る 。

故 人 は 、 い わ ゆ る 昔 人 間 で あ り 、 税 分 肌 で 豪 快 で・ある

反 而 、 細 心 で 九l眼 前 な と こ ろ を 令 わ せ 備 え た } j だ った。

お ｩｩ Ｂｩｾ子きで、その飲みっぷりにもこのような性物のー而

が 出 て い た 。例えば、 一 合 桝 の 11/1¥に 甑 を 一 つ ま み 載 せ て

IIfEー の 肴 と さ れ た り、o?' J l I法会なと' の消防へ出られるとき

は 、照 れ か く し の た め に か 前 も っ て 一 杯飲 ん で お か れ る

と い っ た こ と が あ っ た 。 故人は生前「自分が死んだら、

逃 骨 は 粉 に し て 大 阪 市 内 の 上 空 か ら 撒 い て ほ し い 」 と

人にもらしておられたことをお聞きして深い感銘を' 支け

fこ。

ま だ ま だ ご 健 在 で わ れ わ れ の 先 輩 と し て 頑 帰 って い た

だ き た い と 願 っ て い た め に 、 も は や 不 帰 の 人 と な ら れ た

の は 悲 し く 残 念 な こ と で あ る 。 故 人 に な ら っ て 大 | 荻を愛

し 続 け る こ と が 残 さ れ た 者 の 使 命 で あ る 。 こ こ に 議 ん で

ぶＧ悼の意を表し、ごｾｾ似を祈るものである 。

( 大阪 d HIl築 /u) 父綿都民 北 垣 管 造)

故 瀧 邦一 氏 を 偲 ぶ

iftUi' s一氏は、 11( 1和] 50年 1 月 5 目、 81王手の生涯を処築技

術 一 筋 に 過 ご さ れ 、 い と も I' f { . かにご逝去されました。

氏 は1ft!. 1;.' j  ｖｉｾ のお生まれで、郷里の徳山工業学校生ｪｽ［築 ＱＧ Ｑ ・

をt 作業されるや、明治44年に( 附竹中工務庖に入社され、

1将来43年 1m、 取 締 役 な ど を 歴 任 さ れ 、 本1市本書11技 l況を 11止

後 に 退 職 さ れ ま し た が 、 昭 和29年 架 本 位 設 工 業 側 の，1;;_ ;f;i5

取 締 役 と し て 入 社。 以 来 17年間同社の伎術陣のi J 1ι iUとし

て、特に 1傍 函 工 法 の ベ テ ラ ン と し て 工 ・J';. 部 長 、 技nlli 長な

どを歴任。 H召利46年膨i問 委1Vi J ! ，を故後に j込任されました。

ここに業界のｼ均践にイＧｬＧｩｾ大なパ献を進げられました氏の

J )j 紛と iif1!a をiJEび、謹みて五日市の誠を搾げるとともに、

心 か ら ご冥 制をお祈り1 ' 1 ' し上げます。

( 福中定三郎 )



昭和50年盛夏
暑中お見舞申し上げます

設 計 事 務 所 有 志

A7.R:I 建築事務所

一紐建築士事務所

株 式 会 社

圃
ム

口

、v

d

s

新谷町第 3 ピl レ2 F  T  E  L  (06)768- 1771(代)

T  E  L  07437(3)6137  

T E L 大阪 (06)953- 1284

晃井亀

大阪市街区谷町7丁目 12番地の l

束大阪市上石切町 2丁目 14- 35

大阪市旭区新森 1 ー 7 - 33-910 

代表取締役

事 務 所

アトリエ

分 室

赤 崎 建 築 事 務 所
株式会社

信尚崎赤代表取締役

大阪市西区立売堀北通り 1 - 90 第三富士ビル T E L (06)541 - 7625代表

株式会社赤松菅野建築設計事務所

イ|多松赤
代表取締役

(364)  5  6  5  1  電話 06
大 阪 市 北 区 梅 ヶ 枝 町 1 2  3  ( 瑞糖、ビル)

日 士 ノ 宮大1兵横-

ｾ＠

;r， 来

束 建 築 設 計 事 務 所
株式会社

イ呆秀東
代表取締役

屯話 06 ( 358 )  5598 ・3497
マチスビル神橋筋 3 - 67 大阪市北区

所務事築建

.••••••••• 
----EE--

E

E

E

ノ石

06 ( 779) 9491 (イi;)

03 ( 946) 5431 (代 )

宏

話

話

電

電

寛石 川

石 川

阪 市 天王 寺 区 茶 臼 山町111

東京都豊島区駒込 1 - 11 - 9  

干 543

〒170
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株 式 会 社 泉 設 計 事 務 所

代表取締役

代表取締役

長 谷 川 元 耶

宮 川 達 郎

大 阪 市 南 区 横 堀 7 - 4  ( 新田ど l レ ) 電 話 2 5 1 - 7 6 9 1 (代)

株式会社泉沢建築設計事務所

代表取締役 泉 沢 哲 史

大 阪 市 北 区 真 砂 町 4 8 - 1  オオシマビル 電 話 06(364)9071 - 2  

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役 竹 原 永一郎

干556 大阪市浪速区幸町通 2 - 6  ( 清光ビノレ) 電話 (562 )4343 - 5  

株式会社伊藤建築設計事務所

代表取締役 伊 藤 鍍

本 社 名 古 屋 市 中区錦 3丁目 3-6( 日本経済新聞ピル) 電話<052>951- 1110f代)

東京事務所 東京都千代目区神田美土代町 7 (久 保 ピ ル) 電話<03> 294-6061聞

大 阪 出 張 所 芦 屋 市 山手町 6 9  電話<0797>22-2 1  6  3  

8 2 2 井上久雄建築設計事務所

代表取締役 井 上 久 雄

干550 大阪市西区京町堀 1丁目 38 千 島 ビ ル 電 話 大 阪 06 (443)  7386附

株式会社 井上達明建築事務所

代 表 取 締 役 井 上 透 明

千530 大阪市北区鶴野町 5 1 番池 ( 安田ビル ) 電話 06 ( 372 )  2821 ( 代 )



@  

@  

指宿真智雄
大 阪 市 東 区 南 本 町 4 - 47 イトウビル

〒 541 T  E  L  (06)  252- 1011- 4  

株式会社 建築デザイン l 級建築士事務所

東京都千代田区永田町 2- 14- 3  赤坂東急ビル

干 100 T E L  (03)  580ー 1011- 4  

株式会社 緑地デザイン
技術士 ')I 務所

株式会社 設備デザイン 設備士事務所

京都市中京区柳馬場泊御池下る 京都制日ビル

干 604 T E L  (075)  221- 1101- 4  

株式会社今西建築デザイントム

代表取締役 今 西 茂 雄

大 阪 市 西 区 北 堀 江 通 2 - 4  7  T  E  L  541 ー 3 0 5 1 - 3

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

，ー-
宅

.illl.. 

日

束 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 2 8  (第 10森 ビ j レ) 電話 03 ( 501 )  0286肘)

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8  - 3 電話 06 ( 201 )  5 3 0  5  

株式会社 浦 辺 建 築 事 務 所

代 表 取 締 役

取 締 役

浦 辺 鎮 太 郎

松 村 慶

大 阪 市 北 区 梅 田 八 帯 地 .%1i. 阪 急 ビ ル 屯 罰06 ( 341) 1680

東 京 事 務 所 東 京都 千 代 田 区 平 河 町 2 の 7 塩 111奇ビル

稲 岡 事 務 所 制 岡 市 rl .1

央 区 大 名 1 - 9  - 27西 部 ピ ル

株式会社栄和設計事務所

取締役社長

専務取締役

小 泉 善 重

神 山 一 郎

本 社 大 阪 市 福 山 区立山浜通 4 丁目 14 T  E  L 大 阪 (452) 1651- 4  

京都 連 絡 所 京都 市 南 区 唐 柿 西寺 町 4 0 番 地 T E L 京 都 (691) 4  9  4  6  

株式会社久米建築事務所

取 締 役 社長 永 井 賢 城

本 社 - * 京都港区西麻布 1 丁円 13容11号 屯 話03 (403)0251大 代 表

大阪 Ｇ ｉｾ 務 所 大阪市 北 区堂 ｪ 訪 中 Ｑ 丁目 ＲＳ 番地堂島中町ピル屯話 ＰＶ (344)2096代 表

12 9  



コータケ建築設計事務所

所 長 高 武 主 計

大阪市西区江戸堀 5 丁目 110番地の 2 末弘ビル T E L 06(448)0178 ・2408

株式会社 篠 田 川 口 建 築事 務 所

株式会社 協 同 設 備 事 務 所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 富 士 塚 町 3 - 2  

T  E  L  962 ー 7 5  8  1  ( 千t )

T  E  L  971 - 2  2  5  5  ( 協 同 )

@  株式会社 昭 和

代表取締役社長 岡 本

代表取締役専務 林

ヨパJ

己又

行 善

唯 夫

計

計 阿 - 設 計 ・![f.i理!

本 社 事 務 所 大 阪 市 西 区 西 長 堀北通1- 8 四ツ橋ビル T E L 代 表 532- 3421

神戸事務所神戸市立合区八幡通4丁目2番17号久徳ビル T  E  L078- 251 - 0651  

e

 

建 築 土 木 設 計 監 理 ・ 建 設 コ ン サ ル タン ト ( 建設省登録第 1253号)

株式会社 神 京 設 計 事 務 所

Shi nkyo Associ at ed Archi t ect s &  Engi neers 

代表取締役 大川 慶一 叩務取締役 越 智 隆H青

〒650 神戸市生田区中山手通 5丁目 15- 17浜地ビル 5 F 県庁正面l古] い T E L (078)371- 2929附

図 株 式 会 社 新 日 本 設 備 計 画

代表取締役 長 谷 川 幸 雄

本 祉 大 阪 市 北 区 金 屋 町 2 - 31 ( 佐川ビル) 屯話 .353- 4061間

九州れ務所 福岡市樽多区博多駅前 3丁目30- 1(博多第二平和ビル ) 屯話 431一7823(1内

株 式 会 社 倉U 美

=J ' 1. .  

員又 言十

代 表 取 締 役 中 原 英 雄

大阪市北区末広町17. 日生不動産扇町ビル 9 階 T E L大阪 (06)312- 3587代 表
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株 式 会 社 大 建

= J u  

員又 言十

取 締 役 社 長 高 橋 慶 夫

本 社 大 阪 市 内 区 』江田I 且tl 2 丁 目 7 5 番 I也 大 阪 (441)9351刊

大 阪 本 社 大 阪 市 西 区 点 11fT J->.t l  2 丁 目 7 5 帯 地 大 阪 (441)9351附

東 京 本 社 点 点都 港 区 新 柿 1 丁 Il 10.11'f 7 号 ( 大和銀行新統ピノレ) 点 ぶ (572)4595刊

名古屋 事務所 1' ，占屋 市中 区栄4丁 日6孫 15サ 名古 屋 日産生命館ビ ル 名前 長 (261)8531(1り

九 州 事 務 所北九州市小合北区制t&l.町9得 l 号 明治生命小企ピ ル6 階 小 企 (521)4285(1り

分 室水 Ｑ［ ，Ｇ ｪ • 大分 ・ 室 ｬ 紺

株式会社竹内建築事務所

代表取締役
内 藤 真

大阪市南区長堀橋筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ビ j レ) 電話 ( 211 ) 2 7 0 6  (代 )

i  
株式会社

田中

小西
建 築 事 務 所

本 社

東 京 事 務 所

名古屋事務所

大 津 事 務 所

広 J:l 1j ・J;. 務 所

取 締 役 社長 小 西 岬

大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0  電話 (532) 4051大代表

東京都千代田区制l 臼鍛治l町3 ノ3(大木ビル内 ) 電話 (256) 9301代 表

名古昼市中区丸の内l の8番39号( 三信ビj レ内 ) 電話 (211) 4  0  3  5  

津市梅林1丁目 4番15号( 滋賀県教育会館内 ) 電話 ( 22 ) 5373- 4 :jf: 

広山 市大下 町 2 丁 日 7 番 1 号 ( 三禁ビ l レ) 電話 (46) 0  1  4  4  

株式会社地域計画・建築研究所

代 表 取 締 役所 長

大 阪 事 務 所 長

京 都 事 務 所 長

束 京 事 務 所 長

司

喜

稔

祐

泰

貞

通

輪

乗

田

野

ニ

糸

霜

河

ノド祉 事 務 所 京 都 市 下 Ji{ 区 四 条 通 山i 合 大手日銀行点目1I ピ ル B 階 T  E  L  ( 075) 22 1- 5132"1:> 

大 阪 'J' 務 所 大 阪 市 淀 川 民 間 中 山 3 丁 U 20得 I也 9 号 中 品 ピ ル 6 階 T  E  L  ( 06 )  302 - 6121( 11:> 

Ｊｊｘｊ ｊ ｾ 務 所 ｍｴ J託行1I 港 区 芝 西 久 保 明 J 1 i 町 1 4 番 地 博 友 ピ ル T  E  L  ( 03 )  591 - 0682附

株式会社翼建築設計事務所

代 表 取 締 役
日臣オョ

繁

チζ 11反 'j¥.;{;i5 iif'r次 長 ) 11 岡 司 良IS

京 都・j ¥務所次J . X : 叫| 回
CJ 'EE】ｾＨ＠

l'f i  

ノド社 - 大阪事務所 大|仮rliji yIK 初 1 - 1  3  0  (，( li (J色 ピル ) T E L  06- 441- 2288(代)

京百11 ') 5. 務所 京高11di '1' 広区間/ 京市! 点目f l {在地 ( rl '常ビル ) T  E  L  075 - 811- 4166(代)

東西建築サービス株式会社

取締役社長 布 袋 園 土佐

本 社 大 阪 市 東 区 航 堀 2 - 4  8 電話 202 - 3626

東京 事務所 東京都 ｲ ｾＱ 央 区 日本情馬喰町 Ｒ - 1  - 1  電話 663 - 1765

(住友銀行 浅草橋ビ l レ6階)
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株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

代表取締役社長 東 畑 謙

オE 干土

大 |仮 事 務 所

東 京 事 務 所

名古屋事務所

北 九 州 支 所

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  電 話 大 阪 (06)202- 0391 

東京都千代田区永田町 2 ( 永田町ビル) 電 話 東京 (03)581- 1251

名古屋市中村区堀 内町2(堀内ヒ、ル) 電話名古屋 (052)571- 8471

北九州市小 倉北区魚町 1 の 4 の21 Ｇｾｬｌ話 小企 (093)541- 6531

Ｈ ｾヒ九州市和ビノレ Ｉ

⑩ 

株 式 会 社 内 藤 建 築 事 務 所

代表取締役会長 内 藤 資 忠

代表取締役社長 片 山 光 生

本 社 〒 606京都市左京区中大j - I1'lIJ f 1  8  9 番 地 屯 話075(781)6195代

Ｔ ｊ ＮＮＮｾ 先所 ・ 出張所 青 森 ・東京 ・松本 ・，'i -j ' I読'] ，名古屋 ・京 都 ・奈良 ・大 阪

四 国 ・悩|苅

中 根 庭 園 研 究 所

所 長 中 根 金 作

建設コンサルタント (造園部門 ) (建設省認定 第445号)

京 都 市 左 京 区 下 鴨 森 本 町 15 電話 075 (781)  1107 

自宅 京都市右京区谷口唐回の内町 1の 6 電話 075 (463)  5  5  4  8  

公園一般・造園設計・施工・監理

株 式 会 社

日 建

呈J"' 1.

百叉 +ー==ロ

取締役社長 塚 本 猛 次

大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 3 8 番 地 電 話 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表 )

株式会社 根 津 建 築 事 務 所

代表取締役 根 津 耕 一 郎

本 社 大阪市北区侮ヶ校町81 (大阪弁護士ビル ) 屯話 (06)364  - 8301 (代表 )

株式会社彦谷建築設計事務所

代表取締役 彦 谷 邦

大阪市東区横堀 1 - 23(寺中Il J ビノレ) 電話 231 - 2  8  1  0 ・ 7 6  3  4  
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福永建築設計事務所株式会社

薫水

、

水

福

福

代 表 取 締 役

{建
代 表 取 締 役

(06)  251 - 3102 ・5189
" . ミ4

11! ，. 目白1  ノ 6大 阪 市 南 区 順 慶 町 通 4

官 後 建 築 事 務 所
株式会社m 

健

電話 772- 0  1  6  5  ( 代表)

大 阪 本 町

千麦呂

大阪市天王寺区上汐町 6 - 3  5  

大 阪 椎 寺 町

代表取締役

社

宗

本

分

村野，森建築事務所有限会社

申

d じ，、

ｾｬｩ 話 Ｈ ＶＲＴ Ｉ 0  9  2  6代表

屯 話 (253) 0  8  7  5代表

屯 話 (669) 5  6  5  1  

オミ二

;.t木

阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8  

研 究 室 大 阪 市 南 区 心 斎 怖 筋 1 - 4  3  

東京事務所 東京都中央区日本紙子場町 2 - 3  

五

口藤野キす

安井建築設計事務所
株式会社

う民

正

電話 06(943) 1371 (大代 )

野r

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番地

大阪 ・東京 ・名古屋 ・神戸 ・九州

佐
取締役社長

本 社

事務所

所務
事

一
一
一
之
勝

築

'

眼

目

H

洋 建

橋 口

太 田

株式会社

電話 358- 6  3  7  2  (代 )大 阪 市 北 区 松 ケ 枝 町 8 8  ( 大徳ビル)

田 建 築 事 務 所株 式 会 社

武
一一=

ロ

J

q

l

 

回
取締役社長

1=1 

電 話 (538) 2991 代 表
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暑中お見舞申し上げます 昭和50年盛夏

建 設 業 者 有
二 ｾ
J c.、

&  

株 式 会 社
j 重司言

京 建

呈n

El i 【

取 締 役 社 長
三同主三

木 宏 '1: 見

専 務 取 締 役

笠 井大 阪 支 l首長 日目

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 南 1 の 5 T  E  L 06( 458 ) 5851  

東 京 本 社 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 2 - 17  - 3  T  E  L 03( 407 ) 8511 

大阪支 J苫 大 阪 "1 大 淀 区 大 淀 町 南 1 の 5 T  E  L 06( 458 ) 5851  

に理去主グ、
株 式

浅 沼 組三τ E〉ZL、
オ士

取 締 役 社 長 i斐 沼 茂 夫

イイiE  十jg1t7 . 大 阪 市天王 、予lぷ』紅白沖町 8 { 存地の 1 " 山 市 代 ぷ ( 768) 5  2  2  2  

主正 !万 - 点 京 ・手/. I l. j  1主主 ・キし1悦 ・I111 f- i  . 制|珂 . ｊＮよ ＱＺｾｪ

営 業 所 ・)l!l川 ・秋 111 . 雌 問 . n'，'; ! ゐ・水戸 ・北|民J JU . T-必・ 立 川 ・縦 浜 ・新 潟

北 陸 ・浜 松 ・，'(f> ， 凋Ｍ山支 ｬ ｬ Ｍ 長野 ・ 三 ｩｬＱ ・ 滋 ｴｾ ・ Ｄｊ Ｚモ良 ・ 京都 ・ 大和 ｊ ｈＡ ｉ 山

手口 u弘山 ・神戸 ・|吋LLJ ・.(与 lrl< . 山 U • i¥百松 . ｦＡｾｻｽＺＮＧｪ ・ Ｔ 会山 ・ Ａｩ 民本 ・ ｩＢ Ｇ ｫｬｬｬｩ

CD 

株

会

エ1

社
新 … 工 務 所

取 締 役 社 長 新 Bfj 

本 応 ・大 阪 市 北 区 町 十N 的 中 1 丁 目 43 屯 話 代 表 大 阪 ( 313) 133 1 番

支 防 . . * 京都千代江l 区紋楽町 2 丁目 1 番 1 4 号 屯 話 代 表 東 京 ( 291)374 1 番

営業所 ・名古 屋市中区大 Jri 4 丁目l 番71号( 時計 ピル) '，l!:話 f ， ，li 民 ( 262 ) 1725 番

。。 株式会社 あ め り
力、

屋

取 締 役 社 長
前 野 慶 太 郎

本 社 干 530 大阪市北区常安町 1 7 番 地 電 話 代 表 ( 444) 1501番

<$> 
安藤建設株式会社大阪支応

常 務 取 締 役 大 阪 支 j市長 聖子 口 清

大 阪 市 福 島 区 上 初 山 北 通 1 - 17 - 1  屯 話 代 表 ( 453) 2  1  9  0  

本 社 ・東 京 都中央 区 八 重 州 4 丁目 7 番地 屯 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 j市 ・名 古 屋 ・仙 台 ・ 静 岡 ・九 州 ・広 島 ・償 浜 ・札 脱

営 業 所 ・千葉 ・償浜 ・水戸 ・盛岡 ・新潟 ・村l戸 ・京都 ・沼津 ・札幌 ・宇都宮 ・北九州 ・熊本
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• 
式

社

株

会 井 上 組

取締役社長
井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 都 島 区 網 島 IllT 6 番 2 5 号 大 阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出 張 所 神 戸 市 生 田 区 加 納 町 3 丁目 2 番地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

話会、

、車J

株

会

式

社

l 入

7  西 来且

取締役社長
メ与、

7  西

コ= b・

で主主主・

百字 土佐

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 7 丁目 2 番地ノ 1 電話06(772 ) 1  2  5  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 l 番 地 電 話03(354 ) 0  5  8  1  

営 業 所 京 都 ・神 戸 ・奈 良 ・崎

@  
株

会

式

社
大

長

瓜

V

1

4

 

組

取締役社長
大 林 芳良日

東京本社 ・東京都千代凹区神田司町 2 丁目 3 番地 電 話 大 代 表 (292) 1111番

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 (943) 1131番

支 庖 ・札 帆 . {l ll 台 ・横 浜 ・名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・高 松 ・福 岡

@  
株 式会 社 奥 村 来E

社 長
奥 村 俊 夫

本 社大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電話大阪 (06)621 - 1101(大代表)

東 京 本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 l の 3 の 10 電話東京 (03)404- 8111(大代表)

支 庖 札腕 ・仙台 ・東京 ・浦和1 ・名古屋 ・大阪 ・広島 ・高松 ・北九州 ・板前l

鹿 島 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長

取 締 役 大 阪 支 庖 長

j屋 美 健 夫

金 田 伝 一 郎

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7 電話 03 (404)3311 (大代)

大阪支庖 大阪市南区鰻谷西之町 6番地 (不銀ビル) 電話 06 (245)2311 (大代)

⑨ 株式舎社柄谷エ務志

取締役社長 柄

ノA 、

'ロー 太 良日

本 社 尼 崎 市 玄 番 南 之町 4 番 地 電 話 大 阪 06( 411 ) 1 4 5 1 ( 代)

営 業 所 大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊 田
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舎が

株 式

神 崎 組 大 阪 支 庖
ぷz〉==、 社

取 締 役支屈長 江 藤 J 申じA、 宅F8署L2  

阪 市 北 区 曽 恨 崎 新 地 1 丁 目 2 1 電 話 大 阪 (341) 7371  (代 表 )

本 社 ・姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3 電話 姫 路 (23) 2021(代 表 )

①

 

@  

株 式 会 社
近 畿 建

n主AFζb  

代 表取締役 )  11 崎 敬

本 社 大阪市西区江戸堀5丁目 118 和光ビル 電 話 大 阪06 (448)5601代

滋賀支社 滋 賀県莱太tm菜東町岡 1 9 3 の 1 電話 07755 ( 2 )  1361- 2  

熊 谷 組

専務取締役大阪支 l育長 泉 y台 良日

大阪 支出 大阪市 行 Ｑ Ｑ Ａ Ｚｾ ｪ 区 Ｉ '，IlIT  2丁目 1 0  番 5号 屯 話 (352) 1151番( 大代表)

本 社 東 京 都 新 宿 区 筑 土 八 幡 町 22 番 地 電 話 (260) 2111番 (大 代表)

支 庖 札幌・仙台・北関東 ・東京土木 ・東京建築・横浜 ・名古屋 ・広島 ・四国 ・福岡 ・福井 ・那覇

号、
甲南 建 設 工 業 株 式 会 社

代表取締役 原 ヰ育

大 阪 市 淀 川 区 卜三 本 町 2 T 自 4 番 2 8 号 電話 ( 06 ) 302 - 1551代 表

東京 都 千代田区神日 ｬ ｾ ｮ ｬ 工 ｬ 町 1- 18 ( 共 同ビノレ) 電 話 ( 03 ) 253 - 4455代 表

尼 崎 市 南 武 庫 荘 2 丁 目 7 帯 2 3 号 電 話 ( 06) 427 - 9631代 表

神 戸 市 山令 区 八幡 通4丁 日2番 8号 ( 松 井 ピル ) 電 話 ( 078) 221- 6293代 表

堺 市 宿 屋 町 東 3 丁 1 番 1 9 号 電 話 ( 0722) 29 ー 0 0 8 白

et> 
取締役社長

鴻
山

由組株 式 会 社

池藤

本 活 大阪市東区北久宝寺町4- 27 屯話 ダイヤルイン (244 )3500(受付台 )

支 庖 東京・名古屋 ・広島 ・福岡・鹿児島・絞江・仙台・高松 ・横浜・札幌・神戸・京都・金沢

画
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取締役社長 佐 藤 欣 治 ・常務取締役大阪支庖長 小 町谷 武 司

本 社 ・東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 4 - 8  電話 東 京 (662) 2331  ( 大 代 )

大阪支病 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電話 大 阪 (203) 7221(代 表)

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・富 山 ・札 幌 ・福 岡 ・仙 台 ・広 島 ・横 浜
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@  
島藤建設工業室主大阪支庖

常取 締 務役 西 田 康

、t .

常支務取庖締長役

亀 田 晃

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 5 番34号 電 話 東 京 (403 ) 1  5  1  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 1 番地の 2 電 話 大 阪 (372 ) 6  0  0  1 代 表

清 水 建 設 株 式 会 社

社 長 野 地 紀

本 社 東 京 都 中 央 区 宝 町 2 - 1  

支 庖 大 阪 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・金 沢 ・ 仙 台 ・札 幌

+  イゑえ建設株式令必

常務取締役大阪支庖長 山 武

大阪支庖 大阪市東区北浜 5 丁目 2 2 番地(新住友ビル 2号館) 電話 06( 220) 8  7  1  2  

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3 番 地 電 話 03( 353)代表5111番

。
株

会

式

社銭

吉

岡 組

取締役社長 銭 輝 之

本 広

支 庖

営業所

同 1

大阪市 i! ! : i 区阿波座上通 3 丁目 2 番 地 屯 訊 大 阪 (531) 6431番 ( 大代表)

札 脱 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 1， 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

青 森 ・秋田 ・盛岡 ・福 島 ・新潟 ・前 統 ・浦和 ・千 葉 ・伊' u兵 ・静岡 . ｩｾｴ＠

金沢 ・京者11 . 神戸 ・岡山 ・松江 ・山口・高松 ・絵山 ・北九州、| ・大分 ・熊本

長崎 ・鹿児島 ・j中縦

@  大 幸 建 設 株 式 会 社

取締役社長 大 沢 幸 平

本 社 大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 通 一 丁 目 玉 番 地 電 話 06( 538) 0881代

本 社 分 室 大 阪 市 東 区 今 橋 五 丁 目 二 番 地 電 話 06( 203) 0373代

東 京 支 l吉 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 二 丁 目 十 番 七 号 電 話 03(407) 7426代

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 若 狭 町 一 ノ 二 五 電 話052( 581) 7376代

松 江 営 換 所 松 江 市 和 多 見 町 一 七 五 電 話0852(21) 3747代

出 張 所 Ｇｩｾ 山 ・ 岐阜 ・ 滋賀 ・ 兵庫 ・ 岡山 ・ 広島 ・ 愛媛 ・ 福岡 ・ 静岡

。 大 末 建 設 株 式 会 社

取締役社長
山 本 末 男

本 社 大 阪 市 南 区 大 和 町 1 番 地 T E  L06(213) 0555(大代表)

支 社 東 京 ・ 大 阪 ・ 九 州
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毎
大 成 建 設 株 式 会 社

取 締 役

キ上 f圭
菅 j畢 英 夫

本 社

大阪支店

支 庖

常 務 取 締 役

大 阪 支 1苫 長

東京都中央区銀座 2 丁目 5 番11号 T E L 東京 (567) 1511大代表

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7 番 地 T E L 大阪 (262) 1131大代表

東京 ・名古屋 ・横 浜 ・相 岡 ・高 松 ・新 潟 ・仙 台 ・札 l悦 ・広山

原 田
=-

I.A.. 

大日本土木雲言大阪支応

取 締 役 支 庖 長 倉 田 通 夫

530 大 阪 市 北 区 立 山 北 町 9 屯 話 06 ( 341 ) 代 炎5 9 3  1  

東京本社 162 東京郎新宿区 di ヶ 谷 l王l 町 2 丁 目 35 " 屯話03( 268 ) 5  5  1  1  

本 I; !'J 500 "岐 阜 市 六 条 1 4  8  3 番 地 5 屯 諮 0582 ( 72 )  3  1  4  1  

支 庖 東 京 ・ 償 浜 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 九 扮 |

営 業 所 神 戸 ・京都・ 条 1::.t . 大 津 ・和 歌 山 ・」二六 ・日 松 ・岡山・ j玄 ):，)

.. 

パ?、

てV

株 式

会 社 竹 中工 務 庖

取締役社長 竹 中 錬

本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252 ) 1201番( 大代表 )

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 九州、|

営業所 千葉 ・横浜・沖縄・ ，'{f，岡 ・北陸 ・京都 ・神戸 ・岡山・四 匡1. 北九州

⑧ 
鉄建建設株式会社大阪支庖

凶 日 本 挫 築 担 当

常 務 取 締 役

!日

ノレ 島 章

取 締 役 支 届 長 金 子 越 郎

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ビル) 電話 (358 ) 0321(代表 )

本社 ・東京都千代田区三崎町 二丁目五番三号 電話東京 (262) 3411(代表 )

⑮ 
東 淀 興 業 株 式 含 私 大 阪 支 庖

事品晶表 小松英二 主務E締室 田中巌夫

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸の内3-4- 2日石 ビ ル 電 話 東 京 (212) 3  2  6  1  

阪支庖 大阪市北区盟宮町3- 2 住 生 豊 崎 ビ ル 電 話 大 阪 (373) 1  1  8  1  

支 宿 東 京 ・名 古 屋 ・仙 台 ・札 帆 ・福 岡

¥ノ

東 洋 基 礎 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長

常務取締役所長

杉

石

村

井

繁

本 社東京都渋谷区広尾 5丁目 4-12(大成鋼機ビル ) 電話 03 (444)2141  

大阪営業所大阪市西区京 町場 l T 目 1 5  6  ( 中谷ビル) 電話 06 (441)6678 
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戸 田 建 設 さ ま 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 加 納 秀 雄

大阪市西区靭本町 2 丁目 117番地(新信波情ビノレ) ｾ屯話 ＰＶ Ｍ Ｕ ＳＱ Ｍ Ｖ Ｕ ＶＱ Ｈ 大代表 Ｉ

本 社 東 京 都 中 央 区 京 情 1 丁 目 3 番 地

支 庖 東 京 ・関 東 ・償 浜 ・名 古 屋 ・札 幌 ・ 仙 台 ・広 島 ・福 岡

I T、
てコ

飛島建設株式奮社大阪支J 苫

取締役支府長 山 本 龍 男

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 2 8 番 地 屯 話 大 阪 ( 942) 2 4 8 1 (代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目 3番28号 屯 話 東 京 (263) 3151(大代表 )

‘'  

@  
明日をささえる

西 松 建 設

大阪建築支庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 丁 目 4 1 番 地

取締役支府長 板 井 正 彦

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 1 3 番 地

鞠
日 東 建 設 株 式 会 社

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

取締役支店長

長 久 保 俊 夫

石 j畢 六 郎

本 爆 平 八 郎

ノド社 102 * 京都 千 代 111区 平 河町 1 了 日 4 千住地 9 Ｂ 正 ｾ， ｦ［Ｊ 京 03  ( 265 )  ( 大 代表 ) 4281  番

.k: fili 530 大 阪 市 北 区 末 広 町 1 2 番 地(新 末広 ピノレ ) 'dZ話 大 阪 06  ( 35 1)  代 0 6 2 3 番

③ 
日 本 建 設 株 式 会 社

、 干上 長
生 田 重 政

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  T  E  L  (261)  7  5  9  1  - 8 干541

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・福 岡 ・ 広 島 ・仙 台 ・札 幌 ・四 国 ・沖 縄

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 岩 本 義 心

本 社 大 阪 市 東 区 高 郎 情 2 丁 目 9 番 地 屯 話(202 ) 代表 4 7 9 1  

東京支庖 東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 1号 屯 話(241 ) 代表 4 1  7  1  
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庖支阪大組

日

，

e
:

 

回

目

・

株 式

会 社

@  
同月

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁 目 20 番 1 号 電 話 (201) 2 7 5 1 (大 代 表 )

庖 ・東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁 目 5 番 8 号 ( 405)  1  1  1  1 番 ( 大 代表)

庖 ・ 東京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・福 岡 ・仙 台 ・北陸・札幌 ・広 島 ・高 松 ・海 外 工 事 局

光波

ι-'-' 
専務取締役

支 庖 長

本

支

社

ｾ険
ｾ＠式株手E

-

-

E

・

E

・--

-------

E

E

E

S

E

-

谷長

⑪ 

2  

為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 4 丁 目 1 3  0  

話 (771) ( 代表) 4  1  4  8 ・ 4 1  4  9 ・ 4 1 4 0  

阪 市 生 野 区 巽 四 条 町

話 ( 791) 2  7  4  4 番

グ〉3  
。

l  

I

 

l

 

-
-
E
E
'
a

，
，

，
z

 

/ 印、

' 口一長取 締 役社 長

大

電

大

電

社

工 作 場

本

応務工木

藤 木

藤株式会社

@  3戴

実 阪 本 語 大 阪 市 東 区 間 替 町 一 丁 目 十 三 電 話 06 ( 942)  1461(代)

ぷ 府 ・東 京 都 新 宿 区 三 栄 H汀二 三 ノ 四 屯 話 03 ( 357)  161l ( 代)

倉 敷 市 鶴 形 一 丁 目 十 ノ 三 二 軍 話 0864 ( 22)  3330(代)

高 松 市 丸 ノ 内 卜 ー ノ 十 三 電 話 0878 ( 51)  7272 (代 )

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 十 三 電 話 075( 311 ) 4131 (代)

出 張 所 ・名 古 屋 . i挙 ・崎 岡 ・岡 山 ・新 居 浜 ・徳 島 ・福 岡 ・熊 本

取締 役社長

会 社株 式

号 A

a又建
-
-・・・・闘圃・

不

② 
豆三

にコ

屯 話 大 阪 541- 5534代表 ・9301代表

' ; J i 話東京 377- 5  1  7  1代 表

ｾＱＱ 話名古屋 ＳＲ Ｑ Ｍ 8  4  8  1代 表

多 ・大 分

口

〒550

干160

〒460

山 ・博

山

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 過 4 丁目 8

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 4 丁目 5 帯 2 号

名 古 屋 市 中 区 千 代 田 4 丁目 11番17号

仙 台 ・大 垣 ・京 都 ・姫 路 ・問

取 締 役 社 長

社

庖

本

支

出張所

冨 士 ヱ 西 日 本 支 社株 式 会 社

@  
， 

男

大 阪 市 北 区 兎 我 野 町108( 衆楽ピル) T  E  L  06- 313- 108 H代) 干 530

本 社 ・東 京 都 港 区 高 輪 2 - 2  1  - 4  6  T E  L  03-449- 111 H何 千108

来 日 本 支 社

支 庖 ・札 幌 ・横 浜 ，1111 台 ・名 古 屋 ・福岡

営 業 F斤 ・青森 ・福島 ・千葉・浦和 ・宇都宮 ・多摩 ・沼津 。松本 ・滋賀 ・京都神戸 ・岡山高松 ・熊本

手口キす取 締 役 支 社 長

社会式株
ミｾ
p_)ι 建動不

④ 

勝

電 話 大 阪 (201) 1121 

電 話 東 京 (831) 9111 

町F

大 阪 市 東 区 平 野 町 5 丁 目 3 0 番 地

東 京 都 台 東 区 台 東 1 丁 目 2 番 1 号

庄
取締役社長

大 阪 本 社

東 京 本 社
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de 

③ 

+  

。

未来をひらく フジｾ工業
取締役大阪支庖長

h ロ

イ|多

大 阪 市 北 区 立 品 中 2 丁 目 38 番 地 屯話 (345) 代表 7 6 7 1  

本 社 ・東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 15 

支 庖 ・東 京 ・ 札 幌 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島

九 州 ・仙 台 ・ リ マ ・ カ ラ カ ス ・ サ ンノマ ウ ロ

前田建設工業株式会社大阪支庖

取締役支! 苫長 林 甚 四 郎

支 庖 大 阪 市 若11) ゐ区東野田町 2 丁 目4 番 2 0号 屯 話 大 阪 (353)7891(代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 2丁目 10番地の 26号 電 話 東 京 (265)555 1(代表)

真柄建設株式会社大阪支庖

常務取締役支庖長
佐 々 木 孝 治

大阪支庖大阪市西区京町堀 Ｓ 丁目 Ｑ Ｒ 番地 ｾＡＡＺ話大阪 Ｈ ＰＶ Ｉ 443- 0641(代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 麹 町5丁目 1番 地 屯話 東京 (03) 263- 1211(代表)

支庖 ・営業所 東京 ・名古屋・金沢 ・富山・福井 ・京都 ・大津 ・神戸 ・新潟 - 広島 ・福岡

株 式 会 社
松 村 組

取締役社長
松 村 雄

本 社 ・大 阪 市 北 区 空 心 町 一 丁 目 七 O 番 地 電 話 大 代 表 大 阪 (353)1131 

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・札 幌 ・仙 台 ・広 島 ・福 岡

⑥ 三 井 建 設 畿 大 阪 支 唐

@  

取 締 役 支 庖 長 滝 口 開

大阪支庖大阪市北区中之島 3 ー 7 (三井ビル 2号館) T  E  L  06- 443 - 1321 

本 底 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 - 1  T  E  L  03- 863 - 3111 

株式会社 ホナ 上 工 手袋 庖

取締役社長
キナ 上 晃

本 社 大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 束 通 り 3丁目 16番地の 16 T E L  (372)2 9 2 4  

営 業 所 東 京 ・神 戸
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⑫ 
村 本 建 設 株 式 会 社

代表取締役社長 村 本
丘皇

五五 嗣

本 庖 奈良県北葛城郡広陵町安部 5 4 7 電 話 大 和 高 田 (55)  1151(代表)

大阪本社 大阪市天王寺区上本町 9丁目 4 9 電 話 大 阪 (779)1571( 代表)

東京支庖 電 話 東 京 (265) 5851附 名古屋支l吉 電 話 名 古 屋 (241) 1511附

福岡支底 電 話 福 岡 (741)0119  三 重 支 底 電 話 津 (26) 2949 

⑮ 
望 月 建 設 株 式 会 社

取 締 役社長 望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 堂 品 上 1 丁 目18 電 話 大 阪 (344) 8  6  5  1  (代 表 )

。
株式会社

対喝E

*'木
組

取締役社長

7 k  

:;f，木 幸 y台

本 社 大 阪 市 東 区 横 姻 2 丁 目 1 4 番 地 電 話 2J l - 2761(代)

( 支 庖 ) 東京 ・ 名古屋 ・ 奈良 ・ 九 ｾＫ ｉ ( 営業所) 仙台 ・滋賀 ・京都 ・神戸 ・広島

。
株 式 会 社

i成l l L  工 務 応

代表取締役 :成B孔 道 土佐

本 社 大阪市北区南森町 4 7  (成輿ビル) 電 話 (364) 1581(代 表 )

営 業 所 有11 戸 赤 )11 西 品

。

⑦

矢 島 建 設 株 式 会 社

取締役社長 矢 島 浩 一

本 社 東 京 都 "1-' うよ，. 区銀座 7 丁 目 11 - 3 屯話 束 京 (572) 代ぷ 1436

大 |坂 支 応 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 8 番 地 屯話 大 阪 ( 244)大代 1181

取締役目Ij 社 長 仁 平 信 也

取締役支J ，l ' f 長越 川 太 郎

支応 -営業所 仙 台 ・ 主婦 岡 irli 者11 ・ 手[1 ]i fk 山

@

 

株式含社米田工務届

取締役会長 米 国 治 郎 兵 衛

米 国 良 男代 表 取 締 役

本 社 干 543 大阪市天王寺区逢| 奴上ノR l T 7 T E L 大阪( 06)771-7771代 表
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暑中お見舞申し上げます 昭和50年盛夏

建 材 ・ 設 備 ・ 工 事 業 者 有 志

。〉 アイエム換気工業株式会社

代表取締役 松 岡 晃 一 郎

ト

本 社 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町T 1  1  8  3  T  E  L  (06)  561 - 3  9  0  1代

東 京 山 張 所 束 京 都 盟 島 区 内 池 袋 5 - 13- 13  T E L  (03)  982 - 0 2 7 1  

来行11自動車ビル 1411号

泉 北 出 張 所 堺 市 泉 北 若 松 台 1 - 1  - 1310 号 T  E  L  (0722)  92 - 3  3  2  1  

+  

防 熱 並 に 防 水 工 事

株式会社 井 上 ;令 安お

代表取締役会長 井 上 浄 夫

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 1  0  1  電話 (06) 441 - 8531供)

支 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀4- 2- 2 共 同 ビ ル 八 階 電話 ( 03) 551 - 6756  

工 場 開 山 市 Eド 原 3  7  5  電 話 ( 0862) 52  - 5371  

• 株 式
，，6、

社 梅 彦
A  

代表取締役
松 刀く 嘉 一 郎

本 社 大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 番 地 屯 話 06 ( 371)  4  0  3  6 代

営 業 所 大 阪 市 北 区 道 本 町 4 0 番 地 屯 話 06 ( 312)  -6 1  7  1 代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 i!? 水 2 4 6 番 地 屯 話0726 (43)  6  1  4  9 代
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セ
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ア
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回

目

ー

ロロ

‘  
合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 山 下 密 男

本社営業所 大阪市点住吉区野j 川町 3 - 54 '，IL訴 (702) 代 7814- 7  

出 張 所 . * h( ・4片 山 ! ; { ・ 高 松 . lu¥ 岡

。
J 圏、

FLl NTKOTE 

、_，
株式会社シェル石油大阪発売所

フリントコート部門

本部長 栗 山 和

本 社 大 阪 市 北 区 掌 品 浜 通 り 1 ー 2 5  屯 話 大 阪 ( 343) 0441大 代 表

本 音11 大阪市淀川区西中 I: ，' j 2 丁討 11待 30号 電 話 大 阪 ( 303) 7131  代 表

事 務 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 品 - 福 岡
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新日本空調株式会社大阪支底

零

夫

大阪市北区堂島浜通 1 - 2 5 - 1 (新大ビル) 電話大阪 (344) 6031 (代 )

東京都中央区日本橋本石 町4-2(三井第2別館 ) 電話東京 (279)567 l( 大代 )

義原1可支庖長

大阪支庖

本 社

社
ふ
一
品式株業工賀5頁

層別

当E

"  

孝

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 電話 (06) 441- 5 1 7 1  

東京 ・大阪 ・名古屋 ・京都 ・布11戸 ・福岡 ・札幌 ・千葉 ・縦浜 ・静岡 ・広島 ・高松

賀ヲ頁取締役社長

庖

庖

本

支

鉄 骨 ・鉄 塔

橋 梁 ・製缶

所工

鉄構造物設計施

鉄成大。
o

o

p

o

n

3
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'E

コ

話

話

話

」

-
2

E

屯

電

電

株式会社

τ ち「 去ろ

『司 ノI ク

枚 方 市 出 口 3 丁 目 1 の 1 1  

京 都 府 相 楽 郡 山 城 町 西 河 原 5

広島市横川町新町 8 - 19( ライトビル)

代表取締役

本 社 工 場

京 都 工 場

広島営業所

会商和大
株式会社

修井j畢取締役社長

電 話 代 表 大 阪 06(631 )6221番大 阪 市 南 区 高 津町 4 番 丁73

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

商 底シヤ
，、

テタ
株式会社

a  

四 郎彦林舘代表取締役

電話 ( 075) 681 - 7  2  2  1  (代)
干601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 田 町 37

ネ土会式株局リ印版凸

司

06 (458)  2251  

03 (833)  2111 

貞

電 話

電話

中

大 阪 市 福 島 区 海 老 江 上 4 丁 目 2 3 番 地

東 京 都 台 東 区 台 東 1 の 5 の 1

回専務取締役支社長

関西支社

本 社
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東邦パーライト断熱軽量コンクリート、東邦パーライト断熱軽量モルタル、建設省防火認定材料( ネオパールスキン)

東邦ハ。ーヲイト獄茸s会 担

取締役社長 f首 泰 y台

本 社 大 阪 市 東 区 森 之 宮 西の町594 電話 (941)9243- 7  (代) 営業所点京、広島、高松、金沢

⑧ : i : 田互 3模 様 式 舎 社

取締役社長 友 田 俊 夫

本 社 干534 大阪市都品区都品中通 3丁目 3番6号 電 話 大 阪06(921 )0331- 6  

奈良営業所 干630 奈 良 市 鳥 見 町 3 丁目 9 - 5  屯話 - 0742 (43)  5620 

⑧ 

OT O特約庖株式会社
す こ ヲ

代 表 取 締 役

田広 助

営 業 所 大 阪 市 生 野 区 巽 西 2 丁目 7 番24号 電 話 757 - 110H何

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町 6 1  電 話 771- 9123肘)

お 雲言西原衛生工業所大阪庖

取締役社長
半

ナ 良日

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 1 1 番 地 電 話 大 阪 (458) 代 3 5 3 1 番

東亜印ルーフイング

東 亜 工 業 株 式 会 社

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4番27号 電 話0729- 23- 3921

営業所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

東 亜 ア ス 防 水 工 事 ビ ニ ボ ン デ ル 工 法

合 繊 不 織 布 ・T Nコ ー ト 使 用 の メ ン ブ レ ン 防 水

⑮ 出 東E アスフアルト防水事業協同組合

干581 大 阪 府 八 尾 市 南 太 子 堂 6 丁目 4 番 2 7 号 電 話 0729- 23- 3921
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社間新

壬芸ル

瓦又建刊

大阪で唯一の

株式

会 社 日画ζ

雄
豊
一
品中 山取締役社長

屯話 202- 6861( 代表)

争参

( 東洋ビル)

日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取締役社長 花 村 茂 彦 支護霊霊堂 山 浩 敏 郎

大阪市東区高麗柿 1 丁目 3大阪本社

株式

会 社

電話06(231)8171(代)

電話03(961 ) 169l ( 代 )

電話078(291)0541- 2

屯話075(211) 1  9  1  1  

大阪市東区淡路町1丁目 14(八千代ビル)

東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8  

神 戸 市 王 王 合 区 八 幡 通 4 丁目 2 - 25 

京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460

大阪支社

本 社

神戸支局

京都支局

日刊建設通信新社関西支社

株式

会 社

9彰

郎

(444)  4  4  5  1代 表

中田

森

代表取締役会長

常 務 取 締 役

関 西 支 社 長

電話区 江 戸 堀 1 - 144 エハラビル西市阪大

8 5 8  1代 表(502)  電話1  - 4  社 ・東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1  本

日本アスフアルト年限保証防水( 日本アス協組合)

ニ 卜 ル ー フ シ ー 卜 防 水 l

N  P シ ー ト 2 号 防 水 } 冷 工 法

東洋シート防水. ウレタン j

。 N.  5 塗膜防水工法

旭ダウスタイロフォーム F R 防水

d 企h

ｾ＠

正 孝

電 話 ( 541) 3785- 6 ・2721

社式材 株エ新日

口

戸

え

↓
い

う

7

代表取締役 井

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  

日新工業赫式会社大阪支庖

a民

取 締 役 引11長 古 屋 オ 兵 衛

本 社 営 業 所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 21 - 28 f i 東京 (882) 2424(代)

大 阪 支 屈 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 30- 2  f i 大阪 ( 329) 7737- 40 

出 張 所 名 古 屋 ・広島 ・福岡 ・札 幌 ・山形 ・工場/ 東京 ・崎 玉 ・山形

fG聞

協同組合日本アスフアルト防水工業

関西支部

③ 
日新工業株式会社大阪支庖 内

電 話 ( 329)  7  7  3  7  - 4  0  

大阪市東淀川区瑞光通り 4- 30- 2
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⑥ 

A  

<Jij> 

アサノセメント

アサノコンクリー卜

日本YTONG

@  

無機質浸透性塗布防水剤

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日本エレベータ工業 K. K.

代 表 取 締 役 長 尾正 大

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 的 筋 6 r Fl  パ六 阪 急 ビ ル 屯 話 06 ( 351)  4927(f i:l 

点点営業所 *京r . l 1北区凹端町 3 1  1  * 京 総 築 興 業 ビ ル 屯 話 03 (822)  0995(f i:l 

工 場 大 阪 rli 点 淀 川 区 小 松 '1' .iIf! 5 丁 Fl 6 番 地 五 話 06 (328)  0363刊

温水ボイラ製造・販売

株 式 会 社= 醜 日 車 耐E 弓

代 表 取 締 役 岡 本 了

本 社 大 阪 市 西 淀 川 区 佃 2 丁仁15 - 35 T  E  L  06 (474)  3441 (代 )

営 業 所 点 京 ・名 古 屋 ・fllt 台 ・ 悩 岡 ・広 砧 ・絵 山 ・新 潟

原 因 今 商 事 株 式 会 社

取締役社長 原 田 守 蔵

本 社 電 話06- 541- 7 4 5 5 (代)

水 分 営 業 所 電 話06- 541 - 3 8 4 3 - 4

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

取締役社長 杉 村 正 民日

本 社 大 阪 di 淀川区十三本町 2T  fl 13番15号 電 話 代 表 06 ( 302 ) 0231 

営 業 所 名 古 屋 市 南 区 観 音 町 6 - 7  ｾ屯話代表 ＰＵ Ｒ ( 692) 1141 

〈信越 化 学 グ ル ープ〉

株式会社ノて ン デ ッ クス・ ジ ャノ ぐン

代ぷ取締役社長 中す 川 まft

R  ウレタン防水剤一一パンデコート・カラーパンテ'コート l比JII Lj') :¥' 業所所長 南 津 甚 ノ

防塵用カラー床 ｾｉ ー パンデコート ｆＵＰＰ 本 社東京初r J ' 火区八丁均: 2 ー 2 7 ー 1 0  03 - 552- 6954 (代 表)

ウレタンシーラント- s・340・S-350 ｉ 見 ｬｉｉ ｅｪ Ｇｩｾ｜ 業所 大阪市北区伊勢町19ー2 内紛ピ ノレ北 2 Ij -fiii 06 - 312- 5  7  6  5  

アクリル系コンクリート 1護水海l パンデオウータ ーブルーフ

a・k 電 気 設 備 工 事 計 装 工 事

-F司-- ‘ . -

R日E士:::::11ヨ司

士
墨『田ヨレ 業 株 式

d 旨ー

社
冒『

' :lX 

取締役社長 田 中 実

本 社 大 阪 市 西 区北堀江上過 1 丁目 6 5  電話 ( 538) 1  1  7  1 代表

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡
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ビ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

プラスオール l

コ ー キ ン グ } 販 売 施 工 ・ ・ ・E

ピ サ ロ ン j 、4
三 星 産 業 株 式 会 社

干550 大阪市西区江戸堀 1 - 126(大栄ピル) T el. <443>9721  ( 代)

干101 * 京都千代田区神田小川町3-28(三束ビル ) Tel. <292>1961( 代)

Ｚｈｾｬ ｾ 所 Ｚ札帆 ＼ ＷＲ Ｑ＾ ＶＰＳＱ ・ ＶＳＰＷ 仙台<2l >5366(代)

1' ，占民<931>4574 ・ 3393 縮問<78>3361(代)

③ 
室 谷 商 事 株 式

.d、

Z 玄
社

取締役社長 室 谷 山 水

本 社 神戸市生田区北長狭通4丁目 1( 英和ピル ) 電話078 - 331 - 0  8  8  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  (堂 ビル) 電話 06 - 364- 2  0  3  1  

アルミ押出形材より … アルミ建材製品まで…

安 田

引戸用レール各種

階段スベリ止各稜

アル i 窓格子、手す り

株 式

ふ
一

A

社

アルミ 脚立、梯子

アルミスパンドレル

取締役会長 安 田 誠

本 社 大 |荻 市 南 区 末 吉 僑 通 1 丁 目 1 7 T E L 0 6 (251 ) 7091(仰

東 京 支 広 東京都中央区日本紙本町4- 3- 6 ニ ンジン ビル T  E  L 03 (242)  1741杓

アルミ押出工場 安 田 金 属 工 業 株 式 会 社 大阪市予野区加美束 4 丁目 6 - 36 T E L 0 6  (791) 3936附

営業品目 建築金物、装飾金物、其他諸金物別注設計製作

オリジナル金属製家具

株式会社山本金属製作所

干542 本社 ・本 社 工 場 大 阪 市 南 区 西 賑 町 2 5  T  E  L  (761 )  0  1  2  7 代

干570 守 口 工 場 守 口 市 浜 町 2 - 1  T  E  L  (993)  7  1  9  2  

品
株式会社山 本 建 ネオ 社

耐火主Il H ・金属主Il材 f主設付

山 本 武 ま佐代表取締役

ｾ＠

本 社 大 阪 市 西 区 凹 ツ 橋 筋 ・四 ツ 橋 電 話 541 - 1  8  6  1  - 7  

東 庖 東 大 阪 市 金 物 町 3 号 1 番 電 話 723 - 2  2  7  7  - 8  

西 庖 大 阪 市 西 区 立 花 通 2 ( 家具街)
電話 541 - 2  1  5  2  - 3  

ｾｉ�＠
銘 木 と 建 ヰオ

林 久 余 希 土

i-
本 社 和 歌 山 市 西 布 経 町 1 の 1 屯 話 0734( 23) 5  2 5  7(代)

営 業 所 和 歌 山 県 海 草 郡 下 津町下 2 2 2 電 話 07349(2) 1  4 2  3(代)

営 業 所 田 辺 市 新 庄 町 4 9  1 電 話 0739(22) 0259 ・6350

配 送 セ ン タ ー 和 歌 山 市 中 仏 字 荒 代 新 聞618 - 3 屯 話 0734( 25) 5  5  9  5  
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句、

"  

内 装 不 燃 材

宅 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生回区北長狭通 4 ー 1 ( 英和ピル)

屯 話 神 戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町50( 堂ビル 5 階 502号室)

［ｾｉｌ 話大阪 ＨＳＶＴＩ 2031- 4  

倉 庫 神戸市百合区八幡通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許絶縁工法 を

前回 ｾｉ ミー陪ｾ帯
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎批

l 特 許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電 動 式 並 固 定 型 各 種 -

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

本 社

大 阪 出 必 所

名古屋 ajlj J1:所

札 脱 出 恨 所

岩元式連塔換気装置 ( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスー l  l  
l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

ミ) 帯 ヲ q イト

東京都中央区銀座 8 - 4  - 1  1  Ｇｾｊｬ￯＠ 03(571)2703- 4・2370. 4064. 0264

大阪市都島区都島中通り 2- 3- 1  電話 06(921)  2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 若 広 町 3 3  11L話 052(811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 帆 市 中 央 区 北三 粂来 114丁目 ;ll 話 011(231) 7  5  1  1  

( カタログ進呈)

」ーー-

岩 元 工 業 株 式 会 社

阪市東成区大今里2丁目 5番 22号

電 話 (981) 06 1  Ｕ ｾ ｏ＠ 6  1  8  
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《P2 5朝日2こ業社

.-j>: 十J '紅京都 港 区 芝 浜 松 町1- 2- 7 '，1I 話 ( 434) 6171( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 東 淀 川 区 加 砧 町 3 5 7 包 括 ( 302) 2271 ( 代 )

支 1; 5 北 海 道 ・ 仙 台 名 古 屋 ・ 広 仏 . tirl 問

符 業 所 釧 路 函 館 ・盛 岡 ・航 浜 . ，'{p 岡 京 都 ・神 戸

電気・空調・給排水衛生設備

設 計 施 工

e 大阪電気暖房株式会社

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 線 1 - 60 'i [e"，f; (441 )8231代 ぷ

支 庖 !.RJ;¥ 名 古EE - 大 阪 . !i，¥I凋 . flli f; 金 沢 'kJ: ，'j

営 撲 所 礼申見・新潟 岡 111 ・市 松 熊 本

出張所 雌 岡 ・秋田 ー愉 浜 ・日山 42 川 ' lii ，n ・，;(r. ! i .

神 戸 ・鹿 児 山 mi 事jj

213:22 設 川 工

去 五 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 席 平

大 阪 di 北 区 ! 日'j !li.町T _.  '，tL，;，fj k 阪 372応7151( 代 )

京 都 市 * 山 区 大 和 大 路 正 面 lソレ' ，tL，i，fi J;( ffs 561局4944( ft )  

神 戸 市 '1:=. f 1 l 灰下山手辿 六 / - '，l!:，i，fi  ｾｉｊ 戸 ＳＴＱ 局 Ｕ 8  9  2  

圃給排水衛生 ・冷暖房

. 空気調和設備

. そのイ也管工事一切の 設計・施工

( I I H百必久不ーJc務所)

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 常 安町 11 電 話 06- 443 - 504 1附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2( 日 本 ピ ル デ ン グ )

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1附

"Js  ，iJr 札 帆 ・ fl lJ fi ・ 全 iJ {  .  ｉｾ Ｇ Ｚｪ 松 岡 山

:B ｾｬ＼＠ ，i}r 仙 JI 合 1}i. .  11.: };，Ij  .  I" ' j " 小牧

冷 暖 房 V  聡 場 術 生 地 設

給 排 水 ・ 術生 水 道 f i  
中 川、 一 lw-1¥. {oIr役 迅f j 般 機 械

11 ! 気 1 =、
!百 房 7 園 田 園 守 化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 芸 芸 大 阪 支 庖

取 締 役 社 氏 名 務 節

取 締 役 支 府 民 藤 111 初1) j絞

大 阪 /11! v : 区北浜 2 丁口 2 2  I詐 』 也 従 品 大 阪 ( 202) 代 ぷ3071

本 的 Ｊｊ［ ｴ ・ 日比特 ・ ｾＮ Ｑ ， Ｑ ピル

文 応名古 ｢ ｩＮ制 ｬ 岡、 ｾｌ 帆Ｎ ，.ぶ 1: .¥.111，台、 ｾｴｬｾ 俊

111 ｾｉ ｬ＠ 所 有町浜、刊紙、静岡、ｾｾＲＮ "1 、 l珂L l ' 、金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ ‘ 三建設備工業株式富社

大阪支底 大 阪 市 北 区 紅 柳 町 6 5 番地' ; r;: J1i ( 352)  11 3 1  (代)

本 社 点京都中央区日本稿紙殻町 2 - 22 屯訴 (667) 3431  (大代)

支 社 名 肯 屋 ・仙 台 ・札 帆 ・広 山 ・福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・償 浜
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空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

。 発 空 調株式会社

-ー

-
-

* 京本山

大阪本! 汚

支 ｊｬ ｴｾ

見E京 都 新 宿 区内新 街 新 f百住友ビ J レ ｾＱｉ，Ｚ， ｲ￭＠ 03- 344 - 1911 

大 阪 市 北 区 日 III 町 16 待 I也 屯 ，li 06- 363ー1371

名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 仏 町 11 - 2  'i lI，活052- 581- 8571

広 品 市 紙 屋 町 1 丁目 2 得 22 号 ι ，ii 0822- 47- 4535 

紙同r ! i 中央区大名 2 丁目 4 併22 りー ｾＱＡＺ ［ｩ ，ｦ［ Ｐ ＹＲ Ｍ ＷＶＱ Ｍ Ｓ Ｗ ＹＵ＠

償 浜 ・ 稲 井 京 都 ・ 神 戸 松 江 川1単u
:1¥ ｾ長所

一一冷・ 暖房、 衛生 、機器配管、設計施工一一

⑮ 清 水 工 業 所
株式

会 社

本i I :

T  5 3  1  

* 京支 1.1 ｾ＠

干 1 0  4  

大阪市大淀 ｬ 王 ｉｾｪ 浜田f 3  rl I 14lsoj 也

'，l!: Jj 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代 表 )

点 JT: r.J lrl' 央灰八丁胤 4 丁 11 111書7 号

( 仲谷ビル )

'，ti， uti 点 京 ( 551) 8  0  4  1 代 表

C， J[ .i '  trf. .I.!リ ー，j';  r.J 1  '1;'; .  It ilt 

1:: ， 1' 11 ， 11，¥ Ii. j .  ｴｾ＠ 111 .  ，ＺＧｾ松

J・
'
r
 

J

 

1

 

e

，、

l

 

J

f

I

J

 

4 重量h

喜亘ES 新日本空調株式会社

司電量F

大 阪 支 聞 大 阪 市 北 区 立 J; ，'， 浜 j凶 1 - 2  5  ( : 新大ビル )

'，t1.i Ii (06 )  344 - 6  0  3  1  ( {U  

本 社 *h¥文'，l，点点目11中央区日本紙本イ i田f4- 2( 三J Hi ¥二 日付i'il

'，I!.，ii古 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大 代 1

f ， ，' . - 民・九州広 }; ，j 礼 申 地 点 if i f-村 ・北 | 注 大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 1  4  T  E  L  06- 44 1  - 5  1  7 1  

支 r.5 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・ 横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 結 審 脅 冷 機 織 去 量 柱

本 社 大 阪 di I，J 区 r U;i 聞f 3 番丁68待J也( オートセンタービル2防)

郵便J番号 542 11I，，，f ; 大阪 ( 06) 768- 5  0  3  1  番

点 点 営 業 所 * 点都千代川区九段昨J 2 r口2 {許5 りー( l Lf-J l :ビル 81;軒)

到l悦需り 102 ｾＱｉ話 ＪＩ［ＨＨ Ｐ Ｓ Ｉ 262- 3  2  4  1  - 4 待

A， 

- 空 気 鯛 和設 備 ・ 給 排 水 衛 生段 備 ・ 塗 装 置宜備

・ 蒸 気 噴 射 式;令 策機 ・ 公 害 防 止 関連 機 銭/ 設 計 ー製 作 ・ 施

、F 大 気 茄 土

( 1日社名 建 材 社 )

本社 *，; ¥支18 = 虫M冊冊tfi 区間断t1，H (冊t(，住友ピル12. 13F) ⑥ Ｈ ＳＴＴ Ｉ Ｑ ＸＵ Ｑ 大ｻｾ

大 阪 支 18=大 阪 市 北 区 中 之 1:: ，2  - 22 @( 203)3721 代

名 占 庄 支 1.' ，=名占屋市 中区錦 2 - 2  - 13  @( 211)1535 代

Hj ｾＡ＼所 ］ 札似 ｦｬ ｬｊ台Ｎ ｉｾ＠ 111 金 沢 . ｾｉＧ 戸 Ｎ ｩｲｾ 松

広 ＩＺ，ｾ松 山・幹 ｴｾ I崎 沖 縄 パ ン コ， :; 



空 調 ・衛 生 設 備の 頁

給 ・排 水 ・荷 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

高額西原衛生工業所大阪庖

電話大阪 (458) 3531番

1苫

岡福理天

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11

&.) 

平' " 互業株式会社@  
話 4

-← 

套拘
fi!!= 高回

衛 生 ・空気調和 設備 ・設計 ・施

阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 ・阪 ( 372 ) 2  5  1  1  (代 表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支庖

T E L ( 441)的1994・( 443)刊0331大阪市西区江戸堀通 2の 2

空気調和 ・恒温恒温 ・冷凍 ・冷蔵

給排水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不 ニ 鰐 工 業 論 鵠 紅

'，lZ.l Ii 261- 2436日目

Ht 訴 773ー 1231附

神 戸 田 術 開

大 阪 市 南 区 順 陵 町 2 - 5  0  

東京都大図区西馬込 1 - 2  - 1  

銀 l奄 ・ 浜 松 ・ 京 者11

本 底

東京支盾

営 業 所

温 ・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、織送機設備

設 計並ニ地工

第一工業株式会社大阪支庖

阪 市 北 区 町 田 町 3 0 m 街 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

社 東 京 都 千 代 間 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新東京ピノレ)

f1r 宮古 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  ( 1-1;:) 

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

司E 汗活 ( 21)  4  4  9  1  

名 内 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

'ilL n舌 ( 971 ) 3  6  2  1  

社

台 支 庖

古 屋 支 庖

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

く m哩型里コ

業 株 式 去

本 rt .k 阪 市 丙 区 京 町 堀 l 丁 目 6 2  ;!L"f;  06 (443)8161(kf U . )  

名古民支社 名 占 kt "j" 中 区 栄 2 丁 日 16- 13 ;0:，品 055 (202) ω77(代 点)

点甑ピル

出 Ｇ［ｵ所 見 ｴｊ［ＧＺｭｳ 港区北 ｾ ＱＷ 山 Ｓ 丁目 Ｖ - 1 8  

共同ビルディング "'-r111 3階 ［Ａｌ，，ｾ＠ 03 (409)  8  9  0  5  

ｉｑ ｉ ， ・ ， ｉ ｩＧ 主旧 ｉ 更 ｾｗ 扶辿 Ｗ ｔｉｊ ｬ 町 Ｑ '，1e"f; 078 (341)  1778 .  4386 

社工回山

洋 然 工 着 信 機 式 会 祉 大 阪 安 倍

T  E  L  ( 433)  8  0  7  1  

T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

阪 市 西 区 京 町 線i 4 丁 目

社 東京都中央区京締 2 丁目 9

唐 名 古 皮 ・ 福 岡

設計施工

設計製作

「ー

「

何k

弘、

一般空開設備 ・ 恒温 ｴｾ 湿股 備・ 冷凍冷蔵設 備
冷 却 乾 燥 段 備 ・環 境改 善 設 備 そ の 他 上記 に附

，園、ー 帯 す る衛 生 、電 気 等 一 切 の工 事の 設 計・施 工

ｉｾ イタ写本 ＺＱ Ｗ ラシト縞ヨ Ｘ 担
司ヌF 取締役社長 北 )11一 郎

本 社 大 阪 市 大 淀区 中 i:f! 本 通 1 丁目 2 番 地 ホ ー コ ク ピ ル

干 531 11tnli 大 阪 ( 06) 372- 5171(代 表)

東 京 町11 中 央 区 日 本 備 本 町 3 の 1 共 同 ヒ ル

〒 103 m ali 東 京 ( 03)242- 5521(代 表)

1;・ti I珂 . 1' ，古 座 広 ぬ ・ 札 眺 ftll

支

広者E昇、所張出

ム

ロ
営割陣所

II:¥:: ・冷房 ・空気品出!立制捺装置

設 計 地

本

空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラント設備

各種送風機 ・風力輸送装置

空調機器類 ・公害防止装置

⑪ 

，星湿度調整・暖冷房 ・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 行

⑨日本管工業株式会社

阪 支 庖

日 市 支 唐

賀 営 業 所

営 難 所

京町日 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

11i il; 1i (681)  5 1 0 1 - 5 ・夜間l専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満橋北結 )

包 括 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

内 田 市 市 浜 田 西 末 広 町 ill 話 ⑬7431- 3  

大 i 住 市 打 出 浜 13ー 15 包 括 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 f四百 0592 ⑫ 3 6  1  0  

，，:' 9.シ
締冨t a社

2舎町震H副 Z
<1

，
";. 

仙 回 四 郎

関西媛房工業株式会社

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 128l ( 大 代 )

営業所 東 京 ・名古屋 ・京都 ・広島 ・福 岡 工場 和泉 ・名古屋

テレックス 本社 No. 562 - 7688  和泉工場 No. 538 - 5898  

代 表取締役

旧社 名

Ｍ圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃直司 ｆ 司 Ｚ ｾ : 11 唱:.

ー・F 官' 司. . . .

③片品三重梯持
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⑤ 設 計 施 工

I7Eヨ 亘書邑 且 - よ品- -

陽 電 丸 サ ホ : t C

代表H臨む役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 J斗 3 - 3  籾 臼 ピ ル

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  6  

T E L 大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  (代 )

京 都 市 右 京 区 凶 ボ 俸 高 野 町 2 1  

T E L  ｊ ［ Ｈ ｲＮｾ＠ 075 ( 3 1 1 )  1 1 8 5  ( t¥: )  

稲 岡 市 中 央 区 東 院 1 - 1 4 - 8

T E L  弘司Ａ 日ｾ 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気設 備 の 頁

社

A

Q

一

A

電 気 設 備

朝

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6注

国
"大

本

草司土営換所

社

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大 阪 市 北 区 間 垣 町 1 6 番 地 ( 来 阪急ヒ、ル)

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大 代 )

支 l吉 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・神 戸 ・広白 ・九州、|

A

宝式株業工原栗

京 都営 雛 所

福 岡 出 張 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

取 締 役 支 社 長 姉 川 正 男

大 阪 市 東 区 間 飽 橋 五TFI 二八各地 ｾｉｌ 前大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＰＳＲ Ｕ Ｍ 9 番

本 社東京郎千代田区内事j l [ n 1 丁 目 4 得 I也 5 り

支 社 札 帆 ー仙 台 ・ 九 I I勾 : f， 合 以 悩 | 判

営業所 ・出引♂ 斤 全 国主要書IIr li 20ヶ所

会 社

電 気 工 事 設 計 施 工

鼠i
，、ー

代表取締役 林 敏夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビ J レ7 IWi) 

屯 話 ( 361) 3  6  7  1  (代)

東 京 郎 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番 地

屯 話 ( 671) 1  4  7  8  (代 )

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 稲 山

社一
一
一

株 式 会 社

ヰ土

庖

本

支

出 張 所

設計・施工

司'

気 株 式

電 気 工 事
電 気 ・暖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計施 工

S込
社

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 岐 点 区 野 江 点 之 町 三 r 11 - 1L  

包 括 大 阪 (931) 代 . ' <7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市減点区野江東之町 3 丁 目11 ilL;lli 大阪 (931)7004 

按良県御所 ，1; 御国j J ! j 3  6  0  ¥Il."f，御 所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚方市山之上西町 1 の 1 1Il."，fi政 )j ( 43) 8659・(44)9232

A

G

一

A
本 電中

本

社

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ピル 3階)

ｾｬＱＮ 話 Ｈ ＳＶＴ Ｉ 1  4  7  1  (代)

東京都港区新橋 2 ー 1 6  ( ニュー新紙ビル 7 階)

ｾ ｬｬ 話 Ｈ ＵＰＴ Ｉ 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  (代)

堺 ・千 葉 ・ 宇 都 宮 熊 本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

ヰ土

庖

本

支

資 材 倉 庫

奈良営難所

枚方営喋所

底支

神 戸営 業 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 内 淀 川 区 柏 虫 町 l 丁 目 1 1  0 待 地

';:ll 結 大 阪 ( 472) 代 ぷ 1 1 0 1 - 7

Ｊｊｩ｜ 部品川区凶 ｊｩ 反 ＱＱＱＶ 丁口 ＲＵｾ 詐 ｊｊ サ Ｈ tl't'; )::j ピ ノレ)

氾 話 訴 Jlミ J;' ( 49 1)  1746 ( 492) OJ 82 ・ 0350

北 九 州 市 小 合 区 鋭 物 r . 'li 町 2 3 得 地

'，tL ;18 小 介 ( 56 ) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

ｘＡｾ ・ 千築・手 ＱＱ r.伏 111 ・ 1' . 1"" hl  

+上

I?i 

本

文

社

電 気 工 事 ・骨十装 工 事 ・量交官十施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 平 木 寛

大 阪 市 北 区 梅 ヶ 校 町 5 6 帯 地

電 話 大 阪 大代表 ( 312) 8  8  8  1  

点 点 ・名 古 出 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・J;i. i  It  . 静 岡 ・水 島 制 問

干上4王

ＧＺ Ｚ ｾ・ Ｑ 位向子

文 明

営 業 所

i作: H1N月十

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

電 気 工 事 設 計 施 工

社
A

Q

E

 

事 株 式工藤工太 陽

A  

中

大阪市西区北堀江上過 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 )0564- 7・7148- 9

東 京 ・名 古 屋 ・広 品 ・福

田取 締 役 社 長自日四
+
小

4

r

n

，

 

取締{ 支社長

社本大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L ( 06)  452- 1  1  5  1 (代)

キi本

大 阪 市 此 花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

T E  L (06)  462ー 1 3  0  1  ( 代)

ｾｴｉ力工・ ｊ Ｇ［ 本音 ＱＱ l珂
営業所

ふ
一

A
商

電 気工事 ・計装 工事 ・設計施工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

方く

電気設備設計施工

?必ニ

1 0  

大 阪 市 北 区 凶 堀 川 町J 1 5 f f j 也

Ｇ，ｾ話大阪 Ｈ ＳＶＴ ) 代 3 0  5  6  

束 京 ・神 戸 ・広 品

名 古 屋 ・岡 山 ・水 仏

札 幌 滋 tl ・日砂 ・絵山 ・三原 . j'l' 縄

本山取締役社長

ト
ム

4

4

1

 

庖

所

所

本

支

営

出

車 千 穂 亀 械 株 式 会 結

UJ  

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 ー I 0  

電 話 大 阪 ( 06) 358ー I I  7  I 大代表

東京- 神戸・九州

雄久崎取 締 役 社 長

⑮ 

ヰ土本

業

銀
営 業 所

15 2  



建 材 ・ そ の 他 の 頁

雨 水 海 入 制 落 防 止

耐 震 耐) 鼠

安 定 韓量

ナニワ媛匂12a
3 寸緩旬最適軽量7J ，止付( 空葺) 瓦

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

油

週

区

一
応

町

一

T

H
七

四

一
電

附

刷

4

0

六

五

建設省既定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジッ トスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪市東住吉区野j 川町 3 - 54 屯 話 (06)702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・福 岡 出 張 所

酸

橋 … 下

長

官

種

陶器、ガ ラス製 品卸問屋

セ 卜モノ のデパー卜

各ボ
、ソ/ 耐

内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウォル ・ヨドスパン)

屋 根 折 版 ( ヨ ドルーフ ) 販売及責任施工

サクラ建産株式会社

ペ孟ふ

てきY

大阪市都島区都 島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 ( 922) 代 表4421 - 3  

... 

式

社

株

会 庖

大 阪 支 庖

大 阪市 東 区 高 麗橋 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 )  4 9 0 5  

商石理大橋矢

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ... 大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 大 仏敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 用 問 美 術 タ イ ル 一大 仏 タ イ ル

古代 土器調高温 〆 タイル ー 大 仏 古 代 タ イ ル

J;{ .，mm東 山 区今 f l Uf J d. ム池 III 町 9 の 9 075( 541 ) 3344 (代 )

東 京I nS千 代 川 区 内 神 田 1 丁 目 6 得 2 号 03 ( 291) 0491 - 2  

沖，n与R' f ピ' レ 3 F  

J;r ras情 木 山 地 瀬 戸

@  

-， 

場コニ

建築物船柏等造 作 工事 、家具建 具 ・室 内 装 備 工事

内 外装 飾 織 物 ・窓、掛 敷 物壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 48)第 12064号

図翻

DE C OR A T OR S ，L T D  F UT A B A Y A  

.. 

占

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タイル新発売

JI) 淳 窯 s 歳 定

( カタログ進呈)

サ ン エ ス

5 5 5  

..宮司

会事k⑪ 

.. 
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大 阪 市 北 区 堂 尚 北 町 1 6  

大阪市東区本町 4 - 27術Jah ピ ル

大 阪 市 東 区 縦 堀 2 - 3  6  

本 社

御 堂 営 業 所

償楓，ＮＺＺＮ｜Ｎｾ住所

大阪市西区1靭本町 2 丁目 9 8 番 地(靭本町バス停ii 可)

電 話 大 阪 06 (532) 代 o4  6  1  

姫 路 市 北 条 ロ 1 2 6 帯地( 住友生命保険ピ J レ3階)

ｾｉｌ 務姫路 ＰＷＹＲ (82)  0  9  9  9  

十ｾ Ｚ

姫路営業所

本



発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防 煙 火 ・ 防 災 ・ 防 盗

。

.•. 
鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー - リン グ グ リル③ シ ャ ッ ター ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ピ ー ア ッ プ ③ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ ター

そ の 他 特 殊 シャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 臨

N. G. C. i t  

米 国 パ ブ コ ・ ア ス フ ア ル ト コ ン パ ウ ン ド !r  ，..... ..  - 1  . "  ， ｾ＠ ｾ ＯＮ［＠ ｾｾ Ｎ＠ ｾ 販売

米 国 バ イ ヤ ー ラ イ ト ・ ア ス フ ア ル ト コ ン パ ウ ン ド l

各 種 シ ー ト 防 工 事 責 任 施 工

新 防 水 材 リ ベ ッ ト ル ー フ 責 任 施 工

肉升互業株式会経
本 社 大 阪 市 東 住 吉 区桑津町 3 丁目 16番地 電話 (714 ) OI 82(代)

工場 大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 16番地

血 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

社 : 大阪市東区| 雨林l町1- 12 日生ピル 宮 (943) 6571代 表

東京 ・ 航 ｴ 兵 ・ 雌岡 ・ ｾｴｲｬ 山・ 水戸 ・ 浜松 ・ 岡崎 ・ 名古屋 ・ 白山 ・ 大津 ・ 京都 ・ 教｜｛ Ｎ や ＱＱ 戸 ・ 広 ｪ ゐ ・ 福岡他全国 主 要都市

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

|雲|

タイル

AM.  l O. oo- P .M.  5.00 

日曜 ・キ兄日は休館

梅田新道

常設展示場

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ピ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 
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ｪｊ 装 開 ， Ｂ Ｚｌｉｾ ， "  I;  ;  ， Ｑｾ￭ ｾｾ ｾｾｩ Ｚ ＾ ＺＺ ，＠「ヲ式
フロッ/ ' i ーは光と影を疋くみに合成し疋光天井の一種で、色々の基本パターンを

持ち、その建物や使用用途によって幾通りもの組合せが司能です。その柔和な光

と影は現代感覚にマッチしだ最高の人工空間を創ります。( P A 丁、6J 牛〉

〒530 電 話( 06) 312- 4131( 代〉

〒104 電 話( 03) 563- 3351 ( 代〉

〒812 電 話( 092) 291 - 0459( 代〉

干733 電 話( 052) 522 - 5436( 代〉

〒733 電 話( 0822) 91 - 1533( 代〉

千 983 電 話( 0222) 52- 2631( 代〉

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 22 番 地

東京都ヰコ央区銀 座 1 T目 27番 9 号

福 岡 市1専 多 区 住 吉 2 T日16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 T目 1 番 6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 香 川 号

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18

奥村重兵衛株式会社 日

腐 ら な い

タ J レ

軽 い

シ マ メ--・園田・・・

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水切 り に

大 島 応 用 化 学 ( 745 ) 5121 - 5  東 大 阪 市 新 庄

a. 

然長えなし、

オ一フカケ

，司ミ'

ドメタ j レσ〉ス タ ン ダ ー

CAF  ill 流 式 1' I T 苛送風俄

V AF 可 変 式 軸 流 送 風 機

T A F 剥l 流 送 風 機

J OY 可 変 節 制l 流 送 風 機

マ ノ レ チ ウ イ ン グ 軸 流 送 風 機

ピ 製 耐 問 主 送 風 機百匝

7  

ト フ ァ ン

風 機

L AF  リミ ァトロードエT ーオイル7 7.ン

L E F  リミ シトロードアード 7 7 ン

S AF ス ト リ ー ム ラ イ ン 7 7 ン

ボ :，-7  

送

HAF タ

PAF プ レ ー

MAF 多 B唱

営 難 品 目

ｾｮｴ ＡｬＮ，，，Ｎ ｧ＠

送 風 機

干 536 大 阪 市 城 東 区 聖 子 江 東 之 町 2 丁 目 l 番 地

電 話 大 阪 ( 06) 9  3  1  - 7  8  0  2  ( 代)

〒 113 東 京 都 文 京 区 湯 島 4 丁 目 6 番 1 7 号

電 信 東 京 ( 03) 8  1  4  - 6  6  5  1  ( 代〉

〒 81 2 福 岡 市 博 多 区 下 呉 服 町 5 番 2 1号

電 話 福 岡 ( 092) 2  8  1 ー 7 3  9  6 番

本 社 ・ 工場

東 京 出 張 所

九 州 出 張 所
谷 山 鍛 工 所

株 式 会 社

建物の用途別に設計要点を、構造別に構造

要点を即戦的に指導して短期実力向上を言十

円、受験期には r 2 級・ l 級の課題研究コ

ース』 を実施して毎年多数の合格者を出し

ている絶賛の通信教育。 2 級 |級受験者は

ぜひお申込み下さ L 、。説明書急送

仕事に追われる受験者の環境、実力程度ま

で考慮して、震短時間の勉強で充介な対策

がとれるよう、独特な企画織成指導がなさ

れている全 〈新しい合格への道しるべ。安

心してご利用下さ L 、。説明讐急送

監霜EL1当園E

園理理聖恩醒璽

2級受験

建築実務研究所建築と社会係

155 

⑤ 164 * 京高[1'[' 野区京中野ト51- 3

1ι “民 03 (363) 7 9 3  6(内

不況どこ吹く風一

今こそ生きた実力を/

厳しい社会情勢を反映し倒産 ・人員整理が相

次ぐ中にあって、構造技術者だけはますます

の盛況 まさに構造知識こそこれかりの建

築界を勝ち抜く切札です。

。気軽に構造をチェ ックしたい /

。手早く 、確実な計算書を作りたい /

@ 2 級 1 級建築士試験に合格したい 〆

という方は今すぐお申込み下さい。全〈 新し

い方法で初歩知識か勺計算書の作成まで短期

間にマスタ ーできるようにした速習通信教育

の詳細説明書を急送します。

昨年は 45才の主婦でさえ修了し、現在引張り

だこの活躍を続けています。

〈

建

築

家

必

習

の

通

信

教

育

〉

ーヤ

A

J

d

 



コニ

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C . P . M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

責 任 施由自

司、/ .

耳v色物尺長

種

Q  

ロロ

タ 然 え な い

わ れ な い

腐 ら な い
W ジ ャ ン ポ t皮

平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス 波V i.皮S 大 波
S ノj 、t皮t皮キ反先見tl き

途用

Tf IJ I !J I}I JI" ｊＹｊｾ 製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 昼 ( 581) 2781 - 4

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ビ ル

崎 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 聞 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 1の 24第 2中経ピノレ

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 l吉 及 工 場

名 古 屋 支 l吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。
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ｾＮマ

ｾ￰＠ 1-

3驚

s，ZPヨ・スト-zb

ワ ン タ ッ チ ・ ・ ・ 洗 出 し 仕 上 ・ . .  

.. 

( 旭化成ミュ- ) レコート・セット品 )

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業

発

売

元

- 会 固 有 名 建 材l苫 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

阪市西区南湖江通 6 丁 目 39番地 T E L大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541) 5757 - 9  

t 所 東 京 ・高槻 ・明石 ・姫路・四国 ・中 国
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全く新しい床タイルです

三 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。塩ビの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共重 合体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 画 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

とは対照的な静止した現代模様。 ピサロンの持つ

エラスチ ックで高級な質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協 同 組 合 員 が責任をもって施工いたします

三 星 ピサロ ンは、材料だけの販売 はいたしません。

責任 施工 の 出来 る 協 組 員 が 入 念 な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

三星 ピサロンの 新 しい色調、パタ ー ンは、現代の

インテリアデザイ ンに要求さ れ る 個 性 的 な 床造 り

に は 欠 か せ ま せ ん。東 京 浜 松町 の 超高 層世 界貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン ミ

はその模様がフラ ンスの画家ピサロのタ ッチ に 似

ていることから、名付けられたものです。
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白 書 庇 、 問

ヲ骨規 絡 = 333 .3 x  333. 3 x  2 協 9 枚 1m'

* 色数 = 15色

* 1凶絡 = 枕U.¥主工法 2，100P: J/m'  ( 300m' 以上)

l師、「水工法 2，250円1m' ( 300m' 以上)

階 段40% 高

東京/ 東 京 都 千 代 国 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電信 ( 44 1) 5  9  5  1  



建

築

と

社

会

h

F

剛

酬

の

田

岡

i

『

開

。

J

『

c

m開

h

F

崎

明

。

。

岡

M

N

J
司

d

「

昭

和

刊

年

7

月

何

日

発

行

(

毎

月

!

回

お

日

発

行

)

昭

和

叫

例

年

3

月

円

日

第

3

種

郵

便

物

認

可

1 0 5 5 0 4 3  

Y A M A K U N I  

切 s ① ①

P T  N O.  

pool  s Wl mml ng Al umi ni um 

第

日

輯

第

7

号

ップメーカー

ホ テ ル プ ー ル 等 。公 認 競 泳 プ ー ル か ら ，

安 心 し て 御 用 命 い た だ け ま す 。

ブールのことなら

立案から製作・施工まで一貫したト

レジャープール，学校プール，

流 水 ， 造 波 プ ー ル ま で ，

定

価

六

百

円

(
送

料

共

K A R L R I C HT E R  

J MHOF  &  CO. ，G MB H  

o 技 術 提 携 先

西 独

西 独

山 邦 鉄 工 株 式 会 社

治
2 - 8  横 浜 市 戸 塚 区 上 矢 部 町 2 2  

T E し (045 )  811 ・ 1001 ( 代表)

ネ土本

表
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松

岡

外

科

病

院
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解

体

前
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加

藤
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明

東 京 都 中 央 区 銀 座 6 丁 目 1 6 - 1 2  

銀 座 A ビル T  E  L  ( 03)  541 ・8341

営 業 本 部

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 東 2 - 6 - 2 8

福 岡 三 博 ビ ル 6 F  T E し ( 092)  451 ・7074

福 岡 営 業 所

. ご入会のお申込および r建築と社会」の購読 は ・財団法人 大阪 市東 区北浜3- 37 電話大阪 ( 06)23 1' 9648 ・9649 ・9640 振 替 口座 大阪 39975番日本建築協会 干54 1


